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1.仙台城二の丸跡第12地点 江戸時代の堀跡 (東から)
2.仙台城二の丸跡第12地点 江戸時代の堀を横切る堰状施設 (東から)
序近年の埋蔵文化財の発掘調査では、中世、近世遺跡の調査が全国的に著しく増加してい
る。その調査規模 もきわめて大規模なものとなっている。東北大学の川内キャンパスは、
仙台城二の丸跡 とそれに隣接する武家屋敷跡にあるため、本学では、埋蔵文化財調査委員
会、埋蔵文化財調査室そして平成 6年に開設された埋蔵文化財調査研究センターが、その
構内遺跡の調査を15年におよび継続して調査しつづけてきた。
これまでの調査の結果、仙台城二の丸は、建物、施設群の大部分が明治初めの火災で焼
失し、火災後の盛上、整地のため、二の丸の遺構群は地下にきわめて良好な状態で保存さ
れていることが明らかになってきた。そして、大小100カ所におよぶ組織的調査の積み重ね
によって、二の丸の建物構造、規模、配列、その変遷の解明が着実に進展している。また、
膨大な量の遺物が出土しており、仙台城における伊達藩主周辺の生活の内容 も徐々に解明
されつつある。このような成果からみて、本学の埋蔵文化財調査組織は、近世城郭の調査
と研究に先駆的な役割を果たしてきたといえる。
本年報は、保健管理センター建設に伴う事前調査として取 り組んだ仙台城二の丸北濠跡
の調査・研究成果を報告する。この第12次調査において、二の丸を防御する北濠の構造、
規模、その造営方法、造営時期が明らかにされた。ことに、この濠はこれまで取 り組んで
きた遺構 としては最大規模のものであり、江戸時代の築城工事の実態を追究することので
きる貴重な手掛かりがえられたといえる。
また、本報告書では、明治、大正期の遺物についての調査研究の結果を掲載した。本調
査では、濠を埋めた堆積土は極めて厚 く、江戸時代の遺物 とともに、膨大な量の明治期の
陶磁器、ガラス容器などの生活遺物が出土した。これらの膨大な一括資料のうち、ごく一
部を計画的に抽出し、その考古学的な分析 と検討をすすめた。近代の明治、大正期の遺物
について、考古学的に研究する必要があるのかという疑問も起こるが、人類ののこした遺
物、遺構、遺跡から社会、文化の歴史を解明しようとする考古学の立場からすれば、近代
の考古学研究も可能であり、時には重要であるといえる。実際に、近年、明治期の鉄道施
設、歴史建造物の考古学調査 もしばしば実施され、重要な成果をあげている。
今回の第12次調査のように、近世城郭跡の遺構を調査する場合に上層に堆積した厚い包
含層から出上した近代の一括遺物の的確な研究は、今後の構内の埋蔵文化財調査を効率的
かつ正確にすすめていくうえでは不可欠であり、その分析資料は、重要な基準資料 となる
ものである。さらに、今回、近代の出土遺物に対して、新たに構築、実施した調査方法と
研究方法は今後の「近代考古学」のひとつの基準となりうるものと考えている。
本年度調査の実施、資料整理、報告書の作成、刊行にあたって、施設部をはじめ、関係
部局には多大な支援 と協力を頂いた。また、資料分析、関連資料の収集にあたって多 くの
機関の方にご支援を頂いた。関係各位に厚 く感謝する次第である。
埋蔵文化財調査研究センター
センター長 須藤 隆
例 口
1,本年報は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査委員会が1993年度に行った遺跡調査、ならびに
研究成果をまとめたものである。
2.報告される遺跡と略号、調査期間、調査担当者は以下の通りである。
仙台城二の丸跡第12次調査地点 試掘調査 1992年11月18日～12月18日 藤沢敦・関根達人
(NM12)本調査  1993年6月30日～10月27日 藤沢敦 。関根違人・菊池佳子
仙台城二の丸跡第14次調査地点 (NM14) 1994年月24日～3月17日 藤沢敦・関根達人・菊池佳子
青葉山遺跡E地点第2次調査 (AOE2) 1993年6月25日～ 7月30日 藤沢敦 。関根達人・菊池佳子
3.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査委員会の委嘱を受け、埋蔵文化財調査室が行った。(1994年度か
らは埋蔵文化財調査研究センター)
4.本年報の編集は、須藤隆の指導のもとに、藤沢敦・関根達人・奈良 (旧姓菊池)佳子が担当した。
5.本文は、藤沢敦・関根達人 。奈良佳子が分担執筆した他、仙台城二の丸跡第12地点出上の動物遺存体と植物
遺存体については、下記の方々に分析を依頼し、原稿をいただいた。
第H章4(2)①動物遺存体 :氷見淳哉 。川口貴史 (東北大学文学部考古学研究室)
第H章49)③植物遺存体 :内藤俊彦 (東北大学理学部附属植物園)
これ以外の本文執筆分担は、以下のとおりである。
第I章、第H章1～3・49Ю⑦～⑫⑩・ 5、 第Ⅲ章、第Ⅳ章 :藤沢敦
第H章4(1)・鬱)③～⑥ :関根達人
第H章4似)②:奈良佳子
また、英文要旨については奈良佳子が作成し、阿子島香氏に校訂していただいた。
6.発掘調査および整理・報告書作成にあたっては、以下の方々や関係機関から御指導・御協力を賜った。記し
て感謝申し上げる。
浅見紀夫 (株式会社一ノ蔵)・岡泰正 (神戸市立博物館)・遠藤智― (鳴子町文化財保護委員)
鈴木甲意 (会津本郷焼資料館)。中川学 (東北大学百年史編さん室)・永田英明 (東北大学記念資料室)
中富洋 (仙台市歴史民俗資料館)。本田泰貴 (東北陶磁文化館)・松本秀明 (東北大学大学院理学研究科)
山田秀安 (大堀相馬焼協同組合)
仙台市博物館 。仙台市教育委員会・宮城県教育委員会・東北大学文学部考古学研究室 。会津碍子株式会社・親
和銀行情報調査部
7.出土遺物 。調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査研究センターで保管・管理している。
凡1.方位は、真北に統一してある。
2.図1と図2は、それぞれ国土地理院作成の、2万5千分の1地形図「イ山台西北部」と「仙台西南部」、1万分
の1地形図「青葉山」を使用した。
3.川内地区の仙台城二の丸跡、および北方の武家屋敷地区にあたる地域の地形測量図は、仙台市教育委員会の
作成による「仙台城跡地形図」(縮尺500分の1)を使用した。
4.遺物の実測図および写真の縮尺は各々に示した。写真図版で特に記載がないものの縮尺は任意である。
5.挿図中のスクリーン・ トー ンの表現は、特に記した以外は、下記の通りである。
遺構断面図 木材 :躊騒饉題 礫:Ⅷ
6.遺物観察表の法量の単位は、特に記載がないものは、cmである。
7.引用・参考文献は、巻末にまとめた。また本文中で、東北大学埋蔵文化財調査年報を引用する場合は、年報
1という形で略記した。
発掘調査参加者
青山博樹 阿部友衛 井上英司 岩井利佳 歌川喜恵子 梅沢みえ 大井義夫 太田すゑ子 大田はるよ
大谷基 大橋育順 小関満知子 葛西信弘 菅野春枝 岸本さち 工藤健吾 熊谷宏靖 黒須靖之
小泉友宇子 佐伯晴子 佐光律人 佐藤剛 佐藤鉄生 佐藤良和 澤田純明 椎名敏 鈴木さおり 相馬貴史
庄司明美 高橋和子 高橋周平 高橋朋子 田中政幸 多辺育子 千田裕美恵 独古史恵 中野恵
成田和歌子 橋本幸枝 長谷川チエ子 樋口優子 横山東市 劉嘩 渡辺英恵
整理作業参加者
青井恭子 今泉八重子 内海薫 大塚玲子 後藤真希子 古山友子 庄司明美 白石浩子 千葉直美
独古史恵 平井真理
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片平地区協議会委員長
文 学 部 教 授
文 学 部 教 授
文 学 部  教 授
文 学 部 助教授
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北大学埋蔵文化財調査研究センター設置規程
(平成6年5月17日 規第56号)
(設置)
第一条 東北大学 (以下「本学」という。)に、東北大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)
を置く。
(目的)
第二条 センターは、本学の施設整備が円滑に行われるために、構内の埋蔵文化財に関する調査及び研究を行い、
併せて資料の保管及びその活用を図ることを目的とする。
(職員)
第二条 センターに、センター長、調査研究員及びその他の職員を置く。
2 センター長は、本学の専任の教授をもって充て、総長が命ずる。
3 センター長は、センターの業務を掌理する。
4 センター長の任期は、二年とし、再任を妨げない。
5 調査研究員は、本学の専任の教官をもって宛て、総長が命ずる。
6 調査研究員は、センターの業務に従事する。
(運営委員会)
第四条 センターに、センターの組織、人事、予算その他運営に関する重要事項を審議するため、東北大学埋蔵
文化財調査研究センター運営委員会 (以下「委員会」という。)を置 く。
(組織)
第五条 委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。
一 東北大学施設整備委員会各地区協議会の協議員 各―名
二 発掘調査に関連のある専門分野の教授又は助教授 若千名
三 発掘調査地に関連のある部局の教授又は助教授で、その都度委員長が指名するもの
四 施設部長
(委員長)
第六条 委員長は、センター長をもって充てる。
2 委員長は、必要があると認めるときは、委員会の同意を得て、委員以外の者を委員会に出席させ、議案に
ついて、必要な説明をさせ、又は意見を述べさせることができる。
(専門委員会)
第七条 委員会に、埋蔵文化財の発掘調査に関する専門の事項を調査審議させるため、専門委員会を置く。
2 専門委員会は、委員長及び次の各号に掲げる専門委員をもって組織する。
一 調査研究員
二 発掘調査に関連のある専門分野の教授又は助教授 若干名
三 施設部企画課長
四 発掘調査地に関連のある部局の事務部の長
3 委員長は、センター長をもって充てる。
(委嘱)
第八条 第五条第一号から第二号までに掲げる委員並びに前条第二項第二号及び第四号に掲げる専門委員は、総
長が委嘱する。
(幹事)
第九条 委員会に幹事を置き、施設部企画課長をもって充てる。
(事務)
第十条 センターの事務は、当分の間、事務局施設部において処理する。
(雑則)
第十一条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関し必要な事項は、センター長が定める。
附  則 (略)
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第 I章 1993年度調査の概要
1.はじめに
東北大学には、仙台市内の川内 。青葉山・片平・星陵・雨宮の各キャンパスに加えて、他に多くの研究施設が
あり、その敷地は10県にわたる広大なものとなっている。これらの各地区の構内には、多くの埋蔵文化財があり、
特に川内地区は、近世の仙台城二の丸跡と武家屋敷跡にあたり、青葉山地区には旧石器時代から古代の遺跡が存
在する (図1・ 2)。
これらの大学構内の埋蔵文化財の調査・保護を組織的に行うために、1983年度に東北大学埋蔵文化財調査委員
会が組織され、その実務機関として埋蔵文化財調査室が置かれた。以来、大学構内の埋蔵文化財調査を実施する
とともに、調査成果を『東北大学埋蔵文化財調査年報』1～10において報告してきた。
2.1993年度調査の推移 と改組への動 き
1993年度においても、多くの調査が行われ、新たな資料を提供することとなった。当年度は、年度当初より計
画の変更・追加が相次ぎ、急激な事業量の増大に、それまでの体制では対応できない局面が生起した。結果的に
は、翌年度からの改組と、それを前提とした調査員の増員を行うことで、当面の対処にあたることとなった。そ
のため、1993年度は埋蔵文化財調査委員会としては最後の年度となり、翌年度の埋蔵文化財調査研究センターヘ
の改組へとつながる、節目の年度でもあった。そこで、最初に年間の調査の推移と、それに伴う機構改革の動き
について簡単にまとめておきたい。
当初は片平地区に建設が予定されていた大型計算機センターの建設場所が、前年度の3月になって青葉山地区
に急返変更となった。そのため、前年度の事業として実施していた記念講堂前環境整備による浸透桝設置部分の
調査 (仙台城二の丸跡第13地点、年報10)の終了後すぐに、3月12日から前倒しで大型計算機センター新営に伴
う試掘調査に着手した。大型計算機センターの試掘調査は、順調に進んだが、補正予算において、新たに青葉山
地区基幹整備 (共同溝)と保健管理センター新営の事業が認められた。前者は試掘調査が必要であり、後者では
本調査を実施する必要があった。補正予算の関係上、調査期間は限られ、調査員2名の体制では、要求される期
間内に調査を終了させることは不可能な状況に立ち至った。また、それまで調査員は、理学部と工学部からの助
手の借用定員であつたが、両学部から定員の借用は1993年度を限りとして、今後は不可能である旨が示されてい
た。施設部をはじめとする関係部局との折衝が繰り返された結果、かかる状況の下、これまでの借用定員による
調査員 (助手)2名体制で学内の埋蔵文化財調査に対処するには、もはや制度的にも、実際の仕事量の上からも、
不可能であることが理解されるに至った。そこで、翌年度から、学内共同利用機関としての埋蔵文化財センター
ヘと改組することを前提に、今年度は薬学部から1名の借用定員を確録し、7月より調査員3名体制で調査に当
たることとなった。この措置によって、当初は調査期間を5ケ月間と見込んでいた保健管理センターの調査を、
3ケ月間に短縮して調査にあたることとなった。
表1 1993年度調査概要表
Tab.l Excavations on the campus in the fiscal year 1993
種類 調 査 地 (略号) 原 因 調査期間 面積 時   期
本 調 査 仙台城ニノ丸跡第12地点(NM12)保健管理センタ 新ー営 6/30-10/27386nY近世
譲 雌 錫 醐 囃 君2凋踏 lACE2)青葉山地区基幹整備 6/25ハV7/30181?縄文・弥生・古代
仙台城二の丸跡第14地点(NM14)屋外環境整備ほか 1/24～3/1756?近世
試掘調査 大型計算機センター地点(93-1)大型計算機センター新営 3/14-6 /24260rn
上川原遺跡(93-2) 川渡農場実習施設新営 4/12 20m
立会調査 青葉山東北電力鉄塔地点(93-3)東北電力鉄塔建て替え 1/26-2/3
工学部機械系学科地点(93-4)給水管改修 3/14ハ∀3/22
Miyagi Pref
Sendai Castle
(Tohoku Un?)
Ruin of Sendai Castle
Kawauchi steles
AObayama Site Loc B
Aobayama Site LOc E
Aobayama Site LOc C
Aobayama Site LOc A
Aobayama Site LOc,D
Ashinokuchi Site
1
2
3
4
5
6
7
8
1
8
11
18
24
29
35
41
48
仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点
青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:声ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑
葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ケ岡遺跡
向山高裏遺跡 19:萩ケ丘遺跡 20:茂ケ崎城跡 21:ニツ沢横穴墓群 22:萩ケ丘B遺跡 23:八木山緑町遺跡
ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡 26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手(鹿除土手)28:砂押屋敷遺跡
砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡 32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡
土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群 39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡
裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡 47:神漉山遺跡
御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図1 東北大学と周辺の遺跡
Fig l Archacological sites and Tohoku University
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図2 仙台城と二の丸の位置
Fig 2 Distribution of Sendai Castle
大型計算機センターの付帯施設 (共同溝)部分の調査の一部が終了していなかったが、これは翌年度に延期し、
6月24日に調査を終了した。翌25日からは、青葉山基幹整備に伴う調査に移行し、それと並行して、28日からは
保健管理センター新営に伴う調査のグリッド設定・重機による掘削を開始した。当初、試掘調査として実施した
青葉山基幹整備に伴う調査では、調査開始後すぐに弥生土器の出上を見、当初計画の倍近い面積の本調査へ移行
せざるを得なくなった。そのため、現場での図面作成作業は可能な限り後回しにして、少数の人員を残して実測
作業を行うこととし、掘り上げることを最優先した。その結果、作業員のほとんどは7月21日に保健管理センタ
ーの調査へ投入した。
7月上旬まで比較的安定していた天候は、この頃より雨の降らない日が無いような状況となった。保健管理セ
ンター新営に伴う調査では、仙台城二の丸北側の堀を調査することとなった。未曾有の大冷害の年であり、ただ
でさえ湧水の多い調査地点の上、連日の雨に悩まされ、調査は難渋を極めることとなった。さらに、予想をはる
かに越える遺物量に手間取った上、蛇籠で護岸し上面に石を敷き詰めた堰状遺構の発見によって、実測作業に多
大の時間をとられることとなってしまった。当初の調査期間を2週間延長したが、調査によって建物基礎の深さ
より深く掘った部分に、学内の他の工事現場で発生した土砂を入れて埋め戻す関係上、その工事の進行状況に制
約され、さらなる延長は不可能になってしまった。そのため、土日も作業を行い、さらに実測作業はサーチライ
トの下、連日夜間まで行うという状況であった。どうにか10月28日に調査を終了したが、最後の作業が終わった
のは、深夜1時であった。
調査が終了した11月以降、施設部をはじめとする関係部局と、改組に向けた作業を続け、12月13日開催の埋蔵
文化財調査委員会において、「(仮称)東北大学埋蔵文化財調査研究センター設置要求書」が審議・承認された。
これをもとに、3月に開催された流用査定委員会で、調査員 (助手)3名の流用が承認され、翌 5月17日開催の
評議会において、埋蔵文化財調査研究センターの設置が正式に認められる運びとなった。
3.埋蔵文化財調査の概要
1993年度に調査を実施したのは、本調査3件、試掘調査2件、立会調査2件の、合計7件である (表1)。
(1)川内地区の調査
川内地区では、本調査2件を実施した (図3)。
1件は、保健管理センター新営に伴う、仙台城二の丸跡第12地点の調査である。昨年度の試掘調査に引き続き、
今年度に本調査を行った。これについては、本年報の第Ⅱ章において報告する。
もう一件は、川内地区の屋外環境整備などの一連の営繕工事に伴う仙台城二の丸跡第14地点の調査である。こ
れについては、本年報の第Ⅲ章において報告する。
12)青葉山地区の調査
青葉山地区では、本調査1件、試掘調査1件、立会調査2件を実施した (図4)。
本調査を実施したのは、青葉山地区基幹整備のための共同溝建設に伴う、青葉山遺跡E地点の第2次調査であ
る。当初試掘調査として着手したが、縄文土器・弥生土器などの出土を見たことから、直ちに本調査へ移行した。
これについては、本年報のⅣ章において報告する。
試掘調査を実施したのは、大型計算機センター新営に伴う調査である(図5)。調査地点は、工学部応用物理学
科と津波防災研究施設にはさまれた、雑木林・荒地となっていた部分で、全体に北西方向に傾斜したところであ
る。建物建設範囲と、建設に伴って削平を受ける区域に、調査区を配置することとした。新設建物の方向に合わ
せて、4mのグリッドを任意に組んで調査を行った。調査区の東側を中心に、盛上が大規模になされており、深
くまで調査することが限られた調査区では危瞼なため、愛島軽石層まで調査することを基本とした。 I・J-7
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?
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図3 仙台城二の丸跡・武家屋敷跡調査地点
Fig.3 Location of excavations until 1993 at N?ο%珍α協 (NMi.eo Secondary Citadel)
and M%夕陶ゲresidence(BK)
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図4 青葉山地区調査地点
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～9区では調査区を広く設定し、ここで深掘り調査を行って、愛島軽石層の下層の状況を確認した。
また、共同溝が工学部応用物理学科棟から新設建物まで造られるため、共同清のルートにあわせて、共同溝東
区。西区の2ケ所の調査区を設定した。既設埋設管などがあり、調査を実施できる範囲が限られていたので、調
査が行いやすい場所を選んで調査区を設けた。
各調査区とも層の堆積状況は似通っており、これまでの青葉山地区での調査結果と大きく変わるところはない。
各層は、ほば水平に近い。但し、0列より西側では、再堆積層と思われる層が堆積し、愛島軽石層より上層は安
定していない。川1崎スコリアは、4層上面にブロック状に確認されている。7層は愛島軽石層の風化部分、ある
いは風化部分が混じっている層である。愛島軽石層の上面には、場所によっていわゆる青砂層が認められる。愛
島軽石層の下面には、褐鉄鉱と思われる沈着層が認められ、その下層にはグライ化した粘土層が続いている。
出土遺物は、 1層の盛土層から、近世および近代の陶磁器が出土しているだけである。川内地区で出土する遺
物と基本的に同じであり、大学造成時に川内地区から土砂を搬入した結果、このような遺物が含まれたものと思
われる。これ以外の遺物は発見されず、遺構も確認できなかったため、試掘段階で調査を終了することとした。
なお、共同清東区については、他の調査を優先して実施する必要が出てきたため、1993年度に実施することが
困難となった。そのため、この部分については翌年度に延期し、1994年の4月18日から27日の期間で調査を行っ
た。火山灰層の上部は、削平を受けていた部分もあるが、全体に保存は良好であった。層序は建物本体部分と同
様である。遺構・遺物は発見されなかった。
立会調査を実施した2件の内の1件は、東北電力の鉄塔建て替えに伴う調査である。青葉山地区には、東北電
力の高圧送電線が通っており、一部は工学部の特高変電所に引き込まれている。送電線を支える鉄塔は、東北電
力が東北大学の土地を借りる形で建てている。この鉄塔の老朽化による建て替えに伴い調査を実施した。昨年度
に3基の建て替えが済んでおり、今年度は残る4基の建て替え部分の調査である。いずれも平坦面から斜面に移
行する部分で、火山灰の堆積状況が良くないと予想されたため、立会調査とした。なお、この立会調査は、工事
主体者が民間企業であるという性格上、仙台市教育委員会と合同で実施した。
もう一件は工学部機械工学系給水管改修に伴うものである。工事の場所が、周知の遺跡からは離れた場所で、
また既存の給水管の改修ということもあり、立会調査としたものである。
2件とも遺構・遺物は発見されなかった。
13)川渡地区の調査
川渡地区では、試掘調査1件を実施した。
宮城県北西部に所在する玉造郡鳴子町の川渡地区一帯には、農学部の附属農場がある。戦前の陸軍軍馬育成地
であった場所を利用しており、農場の実習施設にはその時代からの建物も多い。この老朽化した実習施設を、全
面的に建て替える計画に伴う試掘調査である。
宮城県教育委員会発行の遺跡地図では、現在農場管理棟や作物生産管理実習施設のある地区のほぼ全体が、上
川原遺跡 (旧称上原遺跡)とされている。しかし、遺跡登録のもととなった、県教育委員会保管の調査カードの
記載と現地の状況に多くの相違点が見られたため、調査担当者の遠藤智一氏 (鳴子町文化財保護委員)に照会し
たところ、遺跡の位置は、管理棟などから北西約 l kmの、家畜生産管理実習施設のおかれている地区の誤りで、
かつて縄文時代晩期の上器が採集されていることが判明した。この地区は既存施設の建設の際に、削平を受けて
いる可能性があつたため、遺跡の残存状況などを確認する目的で試掘調査を行った。管理棟などの地区について
は、上川原遺跡の範囲からは外れるが、念のため遺跡の有無を確認する目的で試掘調査を行った (図6)。
建物の建設計画位置、現状の地形などを考慮し、合計6ケ所に調査区を設定した。農場所有の重機によって表
土を除去し、地層の状況、遺構 。遺物の有無を確認した。この地域一帯には、いわゆる黒ボク土が広く分布して
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図5 大型計算機センター地点試掘調査区と断面図
Fig.5 Plan and crOss sections of test trenches at the campus of Faculty of Engineering
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赤這遺跡(縄文)2:久田遺跡(縄文)3:大室院跡(近世)4:丸森遺跡(縄文)5:東北大農場 2・3号畑遺跡(縄文)
町西遺跡(弥生)7:町A遺跡(縄文・古代)8:町B遺跡(縄文)9:修験院善教坊跡(近世)
鍛冶谷沢町宿駅跡(近世)11:鍛冶谷沢検断跡(近世)12・13:町C遺跡(縄文・古代)14:観音館跡(中世)
石の梅古墳(古墳)16:住吉神社跡(中世)17:行蔵院跡(近世)18:大西館跡(中世)19:小屋館跡(中世)
※丸印は試掘調査地点
図6 上川原遺跡の位置と試掘調査地点
Fig.6 Archacological sites and University Farm
いる。調査の結果、多 くの部分で削平を受けており、黒ボク上自体の残存状況がおしなべて悪 く、遺構・遺物は
確認されなかった。また、下層のローム層も安定して堆積している部分はほとんど認められなかった。このため、
遺跡はほとんど破壊されている可能性が高いものと判断し、将来の建物工事の際には、立会調査で対処すること
とした。なお、遺跡の位置については、宮城県教育委員会によって、訂正の措置が取られている。
4。 その他の調査室の活動
その他の活動としては、12月 18日に仙台市博物館講堂で開催された宮城県遺跡調査成果発表会において、仙台
城二の丸跡第12地点の調査成果について報告した。
第H章 仙台城二の九跡第12地点(N M12)の調査
1.調査経緯
(1)川内地区の立地と歴史および1992年度までの調査
東北大学の川内地区は、沢とその脇を東西に走る道路によって、川内南地区と北地区に分かれている。この川
内南地区は、仙台城二の丸が置かれた場所であり、川内北地区は、二の丸の北方に広がっていた武家屋敷地区に
相当する。
仙台城は、仙台市街地の西方、広瀬川を渡った、通称青葉山の東端に位置している(図1)。北と東を広瀬川に、
南を竜の回渓谷によって囲まれている。本丸は標高115～140mの急崖上に立地しており、また北側の二の丸、北
東の二の丸も、それぞれ標高61～78m、40mの河岸段丘面上にある。この中で二の丸跡は、東方を蛇行して流れ
る広瀬川に向かって、緩やかに傾斜する上町段丘上 (武蔵野面相当)に位置する。
仙台城は、慶長5年(1600年)、 仙台藩初代藩主の伊達政宗によって、本丸の造営が開始される。川内地区の後
に二の丸が造営される区域には、伊達政宗の四男である伊達宗泰の屋敷が置かれたと伝えられる。元和6年(1620
年)には、この伊達宗泰の屋敷の北側に、政宗の長女五郎八姫の居館「西屋敷」が造られる。
一方、二の丸北方の武家屋敷地については、それが整備されていく状況を具体的に知ることができる絵図など
は知られていない。しかし、正保 2・3年(1645・46年)の「奥州仙台城絵図」では、二の丸の北方一帯に屋敷
が広がっていることが知られ、おそらく本丸の造営が開始された頃から、屋敷が造られていったものと思われる。
二の丸北方の武家屋敷は、その後細かな変化は見せるものの、一貫して比較的上級の家臣の屋敷地として幕末ま
で利用されていく。
寛永15年(1638年)、 二代藩主伊達忠宗は、もとの伊達宗泰の屋敷地において、二の丸の造営を始める。二の丸
完成後、仙台藩の政治 。諸儀式のほとんどはここに移され、三代藩主以降はその居館ともなる。二の丸の北隣に
は、五郎八姫の「西屋敷」が存続する。寛文元年 (1661年)には五郎八姫が死去し、「西屋敷」のあった場所は「天
麟院様元御屋敷」と呼ばれ、蔵や作業場などの実務的な空間となる。さらに17世紀末から18世紀初頭の元禄年間
には、四代藩主伊達綱村によって二の丸は大改造され、もとの「西屋敷」の敷地を取り込んで、拡大される。そ
の後いく度かの災害や火災を被るが、その度に再建され、二の丸は幕末まで、事実上仙台城の中枢として機能し
ていく。
版籍奉還の明治2年(1869年)には、二の丸に勤政庁が置かれ、明治4年(1871年)の廃藩置県後は、仙台城
が明治政府・兵部省の管轄下に移り、東北鎮台 (後に仙台鎮台)が置かれる。この頃に本丸の建物群は取り壊さ
れるが、二の丸建物群は依然として残っている。しかし、明治15年(1882年)の火災によって、二の丸建物群の
ほとんどが焼失する。明治21年(1888年)には、仙台鎮台が廃止され、仙台第二師団が設置され、敗戦まで続く
こととなる。もとの二の丸にあたる区域には、第二師団司令部が、北側の武家屋敷にあたる区域には、歩兵隊や
鞘重隊などが置かれていた。
敗戦間際の昭和20年(1945年)7月10日、年前零時ごろからおよそ2時間にわたる仙台空襲は、市街地全域に
甚大な被害をもたらした。この仙台空襲によって、大手門などわずかに残っていた建物も焼失し、仙台城の建物
は全てが失われることとなった。そして戦後は米軍の駐留地となり、昭和32年(1957年)、 米軍より返還されての
ち、東北大学がこの川内地区に移転し、現在に至るのである。
東北大学が川内地区に移転してからしばらくの間は、米軍の建物が使われていたが、昭和35年(1960年)の記
念講堂建設以降、随時施設整備が進行することとなる。特に、昭和40年代後半に、多くの施設が建設された。こ
の移転に伴う一連の施設整備に伴っては、埋蔵文化財の調査はほとんど行われず、1974年の文系4学部厚生会館
建築に伴つて、仙台市教育委員会によって一部が調査されただけであった。また、1978年には、川内北地区のプ
―ル脇の排水管埋設の際に、石組の井戸が発見され、東北大学文学部考古学研究室によって臨時の調査がなされ
たが、その経過上、小規模な調査に留まらざるを得なかった。
1983年に東北大学埋蔵文化財調査委員会が設置され、学内の埋蔵文化財調査に組織的 。継続的に対応する体制
が整って以降は、委員会と、その下に実務機関として設置された埋蔵文化財調査室が調査にあたることとなった。
埋蔵文化財調査委員会による仙台城二の丸跡の調査は、1992年度までに13地点を数えるに至っている。これらの
調査成果については、『東北大学埋蔵文化財調査年報』1～10において報告してきたところである。
この10年間の調査によって、検出遺構と絵図との対比が、かなり高い確度で行えるようになってきている。ま
た、膨大な各種の遺物が出上しており、陶磁器類などについては、その変遷の大要が明らかとなっている。これ
らについては、年報9においてまとめて検討されているので、参照されたい。
12)調査地点の位置
現在の川内地区は、道路をはさんで北地区と南地区に分かれている。今回の調査地点は、川内北地区の中でも
最も南よりの、道路のすぐ北側の場所である(図7)。西側の丘陵にも近い所で、これまでの二の丸跡の調査では、
最も西よりの場所である。
川内地区を南北に分ける道路の南側には、平行して沢が流れている。この沢の東半部は、江戸時代の絵図にも
見られ、もとから存在した自然の沢と考えられる。西半部は、江戸時代の絵図では、広い堀となっている。本来
は、西から東へ下る沢が存在していたのが、この沢を広げる形で、江戸時代初頭に堀が造られたものと考えられ
る。この堀は、二の丸と北側の武家屋敷地とを分けるもので、幕末まで存在し、さらに明治以降も残り、大正時
代以降に埋められたものと考えられる。現在の道路は、この堀を埋めた上に造られている。今回の調査地点は、
この二の丸北側の堀の北岸付近にあたる場所である。前述のように、堀より北側には、江戸時代には比較的上級
の藩士の屋敷地が広がっていた。明治以降は、第二師団の鞘重隊がこの場所に置かれている。
(31 調査の方法と経過
今回の調査地点の北東側には、1986年度に調査を実施した二の丸跡第8地点の調査区が存在し、この調査にお
いても、二の丸北側の堀の北岸が検出されている(年報 4)。この第8地点の調査結果から、今回の調査地点は二
の丸北側の堀の、北岸から堀底にかけての部分に相当することが予想された。第8地点の調査においては、調査
途中で集中豪雨に見舞われ、調査区の壁が大規模に崩壊し危険なため、堀の底まで調査できずに終わつている。
そのため、江戸時代の堀については、岸の一部の状況を把握しただけで、堀の内部については、ほとんど判明し
ていない。今回の調査では、第8地点での調査を踏まえ、江戸時代の堀を底まで調査することを目標としたが、
そのためには試掘調査を行い、調査地点の概要を把握し、安全対策を講じる必要があった。
試掘調査は、堀の底の深さ、堆積上の状況を確認する目的で、1992年■月18日から12月 18日までの1ケ月間の
期間で実施したが、現有建物や使用中の排水管などで、調査を行える範囲は限られていた(年報10)。第8地点と
同様に、二の丸北側の堀の北岸が検出され、基本的な層序関係も、第8地点とほぼ同じであつた。調査区をあま
り大きくできなかったため、現地表面から6mの深さまで調査を行った時点で、それ以上深く調査する事は危険
と判断し、調査を打ち切らざるを得なくなった。結局、堀の底の深さは確認できないまま調査を終える結果とな
った。
本調査は、翌1993年6月30日から10月28日までの期間で行った。本調査にあたっては、建物予定位置に合わせ
て、3mのグリッドを組んだ。グリッド設定の際の基準点の国土座標値は下記のとおりで、基準線は北から17°
3g00″西偏している。
原点NM12E X=-193 604.069  原点NM12W X=-193 614.833
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記録にあたっては、全体の平面図は縮尺100分の1で平板実測を行い、細かな遺構図については適宜縮尺20分の
1、 あるいは10分の1で実測した。
試掘調査結果より、現地表面から6m以上深くなることは確実であるため、調査区の壁は60° の傾斜で掘削し、
さらに現地表より5mの深さで幅2mの段を付けることとした。段より上ののり面には、全面にシートを張った
が、これは、のり面の保護と落石の防止のためには極めて効果があった。
試掘調査の結果、明治以降の遺物が大量に含まれる3層から、手掘りによる精査を行うこととし、3層上面ま
で重機によって掘削した。重機による掘削がほぼ終了した時点から、3層上面の清掃に入ったが、連日の雨と湧
水で、作業は遅々として進まなかった。また、重機では掘れなかった窪みの中の2層の除去にも手間取り、3層
上面の清掃にほぼ1ケ月を要することとなってしまった。
3層とした遺物包含層は、対応する層が隣接する第8地点の調査の際にも確認されており、明治後半以降の軍
隊の廃棄物層であることが判明していた。近代の包含層ではあるが、遺物密度が高いため、重機で掘削するわけ
にもいかず、大まかに分層して、遺物を回収する方針で臨んだ。試掘調査の結果では、この3層の厚さは30cm弱
で、掘り上げるのにさほど長期間を要しないという見込みであったことも、このような判断の理由の一つであっ
た。3層を掘り始めると、西側では当初の想定を大きく超え、厚いところでは1.5mにも及ぶ厚さで、その掘り上
げに予想外の時間をとられることとなってしまった。3層が堆積する以前の堀の傾斜が、調査区のなかで大きく
異なり、試掘調査を実施した場所が、堀の斜面の傾斜が最も強い部分で、廃棄物層もごく薄くしか堆積していな
かったことが、見込み違いの原因であった。小規模な試掘調査結果で、全体を類推することの危険性を、改めて
噴み締めることとなった。
この3層の掘り上げが終わっていなかった9月10日、夕刻の激しい雨で、それまでの長雨にも持ちこたえてき
た調査区南壁が、ついに大規模に崩壊した。シート貼りのおかげで、遺構面への土砂の流入は最小限で抑えられ
たが、崩壊部の外側に亀裂が確認された。この崩壊部と崩壊の危険の有る部分の上砂の撤去のためには、重機を
調査区内へ降ろさなければならなくなった。また現地表より6m以上の深さに重機を降ろす関係上、排土を調査
区外に排出する事も困難になってしまった。
そのため、重機導入に先行して、調査区の西壁沿い。南壁沿いなど各所に先行 トレンチを入れ、下層の状態を
検討した。その結果、8列以東の1号堀とした、明治以降に堀の底を掘り直した部分では、それ以前の遺構は完
全に削平されていることが半J明した。また1号堀の埋土は、西端を除くと、シルトと砂がラミナ状に堆積する水
成堆積層で、遺物も認められなかった。そのため、1号堀については、 トレンチ調査のみで、全体を掘り上げる
ことは断念し、調査区東南部のポンプ用の釜場としていた所を排土置き場とすることにし、9月20日に重機で崩
壊土を除去した。
このような対応策をとらざるを得なくなったため、Ha期・Hb期。HC期の遺構については、各部分で調査
の進行状態に前後が生じており、調査状況の写真が、部分ごとでしか残せていない場所がある。また先行 トレン
チを入れた部分については、遺構面を平面的に検討できていない部分もあり、それらの平面図 (図15～17)につ
いては、セクションから復元して作成している部分がある。
基本層の6層。7層については、先行した断ち割り調査によって、ほとんど遺物を含まないことが判明したた
め、この6。7層については10月7日に重機によって排除した。また、8列より東側は、岸の斜面が急で危険な
ため、この部分については7層上面で調査を終えている。
6・7層を除去し、江戸時代の遺構面まで調査が進むと、堀に直交する堰状の遺構が検出された。この堰状遺
構は上面は石敷、両側の斜面には石を詰めた竹製の蛇籠で護岸を施すという、江戸時代の土木工事の実態を如実
に示すものであった。この堰状遺構の上面で、すでに現地表より6m下であり、基礎杭以外の建物基礎の深さよ
15
りはるかに深くなっており、直接破壊されるのは基礎杭の部分だけであった。そのため、基礎杭によって破壊さ
れる部分のみ、石を撤去して調査を行い、それ以外の部分はそのまま建物の下で残すこととし、最後に山砂を全
体に入れて埋め戻した。
2.基本層序 と時期区分
基本層序は、1層から13層までを確認した (図8・ 9)。
1層および2層は、大正時代以降から現代の間に施された大規模な盛土層である。試掘調査の際に大きく区分
したが、本調査の段階では、調査区の壁面に安全確保のためシート貼りをしていたこともあり、1層と2層につ
いては、詳細な検討は行っていない。したがって、1層および2層のそれぞれの、細かな形成年代等は検討でき
ていない。
3層は、遺物を大量に含む廃棄物層である。堀の斜面を中心に堆積しており、岸の上面ではごく薄い。また、
調査区南側の堀の中心部に近い方には堆積していないか、薄くなっている。したがって、北岸から堀の斜面に捨
てられたものであると考えられる。この3層は、傾斜が5列以西 (西区)と6列以東 (東区)で大きく異なり、
様相も若干異なっている。調査時には、東西でそれぞれ別々に掘り下げを進めた。当初は対応するものとして、
東西それぞれで3a層・ 3b層として調査を進めたが、調査の進行に伴って、再度検討したところ、東区の3a
層が西区の3a層から3C層に、東区の3b層が西区の3d層に対応するものと現地で半J断した。本報告のなか
では、この認識にしたがって、層名を変更して記載した。したがって西区では3a層。3b層・3C層・ 3d層
に4細分されているのに対して、東区では3a～3C層・ 3d層の2つの層に細分したことになる。しかし、整
理作業を進め出土遺物の様相を検討すると、東区の3d層は、西区の3d層とは異なり、全体に新しい遺物が含
まれている。東西での細分層の対応関係の認識が、正確でなかった可能性が残っている。
4層は調査区南西隅の、堀の底の部分だけに見られるもので、自然堆積層と思われる。5層は岸の上面から斜
面全体に分布し、一部堀の底にも分布する。各部分によって層相は異なるが、同じ段階と考えられるため、5層
としてまとめた。岸の上面や斜面の部分は整地層と考えられるが、堀底の部分は確実ではない。6層は堀の底の
部分にのみ分布する、水成堆積層である。7層は岸の斜面から上面に分布する大規模な盛土層で、場所によって
は1.5mを越える厚さがある。
8層は堀の底に分布する水成堆積層。9層は堀底の岸の斜面の近くにのみ分布する。自然堆積と思われる。
10層・■層・12層は、岸の部分に分布する層である。層相から3つに大別したが、調査できた範囲が狭く、充
分な検討が行えなかった部分も残っている。それぞれ細分したが、遺構の埋土や整地層を含んでいる。13層は地
山の無遺物層である。
時期区分にあたっては、7層の大規模な整地層をはさんで、調査区の様相が大きく変わることから、7層より
下層をI期、それより上層をH期と大別した。
I期の遺構は、 Ia期とIb期に細分した。 Ia期は、10層より下層のものを一括した。遺構が検出されてい
るのは、13層上面と■層上面である。調査時には、層位的関係を十分検討できず、一括して調査を進めたため、
便宜的にまとめたものである。Ib期は、10層上面の遺構である。
H期は、さらに4期に細分することができた。すなわち、6・7層上面の遺構をHa期、5層上面の遺構をH
b期、4層上面の遺構をHC期、3層上面の遺構をHd期とした。
個々の遺構の詳細については、後に述べるが、各期の推定される年代について、ここにまとめておく。
Ia期については、遺構から絵図との対比などは行えないが、10層～12層で出上した遺物は、17世紀のもので
占められており、18世紀代の遺物は含んでいない。したがってIa期は17世紀代と考えられる。
Ib期では、堀の底で、堀に直交する堰状の遺構が検出されている。後に詳述するが、この堰状の施設は、18
調査区西璧
④-3
④ 2
輔 涎
牡 麗 劉 冒
0                      5m
????
???4報 1
4号測曇■2
4堤葬曽増陛L3
4妄弁曽娼とと4
64m
63m
62m
61m
60m
lllYR3/1尉馳 カレト粕鰯 。しまり中斑M・3cm瘍師例¶礫・刑キ姑台む
10GY2/1而謂髯ヨ均ント型茫日弓。しまり弱Йu勿。選握殖蛤泌印柳 汐ヤぉ
7「Of.Y2/1編黒色 カレト粘惟弱・しまり弱脚切膠虐愴む       伽
2 FocY4/1贈オリーア灰色 )レト 粘艦弱。しまり強 )酷第碗贋剃膏
5BG6/1(青灰色)～10Y R5/8(黄褐色)中砂～粗砂が互層をなす水成堆慣層 粘tLC・しまり舅
lllY4/1灰色鶏壁質カレト柑勢・しまり中檀物国な彫彊許斑酔妙勁
台鵡登】饂χ3祟膳嵩親翌猛井膨罪弟と謝佑払瞬鞭.しまり強 62m
調査区南壁
④ 4 60m
5BG5/1 青灰色 砂質シルト
10G5/1 緑灰色 粘上資シルト
粘鰯 。しまり中 ①-3 1号潜埋±3
粘性弱・しまり弱
5BG4/1 暗青灰色 砂 粘性無・しまり弱 勁
10C3/1 贈緑灰色 砂質シルト 粘性弱・しまり中 酸 体
をう道訴多む
10BC1 7/1 青黒色 ンルト 粕性無・しまり弱
声ヒ物を多量含む・基剌冒3唐鋼扱
10Y4/1 灰色シルト 粘性弱・しまり中 部分的にV/Sを含む
75Y5/2 灰オリー ブ色 砂脚目 粘性無。しまり無
紗 に1∝trラ電夏大の畷鬱茫盲含む
7 5CY4/1 暗緑灰色 粘土質シルト 粕性中・しまり中
小円礫・炭イヒ籾少糧含む
25Y4/6オリー 絶 砂 粘諧無・しまり中
部分的にシルト塊力次る。えヒ物やや多く含む
7 5GY4/1 暗緑灰色 シルト 粘性弱。しまり中 廊ヒ物ブロ
ック状に含む
75Y3/2 オリー ダ鶏 粘土質シルト 粘陣中。しまり中 切質躯
7 5GY3/1暗緑灰色シルトと5BG4/1暗青灰色砂(ト ンー部分)のコ膏
粘性中。しまり中 脚ヒ物力帽状に入る
7 5GY3/1 暗緑灰色 シルト 粘性中。しまり強 ガ皓 む
5G5/1緑灰色 砂礫 粘性無。しまり中 棚 Ⅲこl?程の円礫
カラ(るを堀剰冒
7 5YR5/4 明掲色 砂質シルト 粘性無。しまり中
?
?
①-4 1号満埋±4
①-5 1号清埋■5
60m I~1 1動磯生1
1-2 1号堀浬±2
59m I~3 1号堀浬±3
1-4 1号堀埋±4
1-5 1号堀埋±5
58m I_6 1勁礎上6
1-7 1刷醐上7
1-3 1刷醐上8
3m以下の小円礫・粘土塊を含む
1-9 1号溝埋±9 10GY3/1暗緑灰色 砂質シルト 粘性無・しまり中
河ヒ物をやや多く含む。砂を斑状に合む
7a層 10YR7/30こぶ1軸)～10YR6/8研蹟褐色)砂質ンルト‐X4L粘性中・しまりやや強 とに解勒四
7b層 10YR5/4(にか識 )～10YR4/4(褐色)秒質シルト 粘惟弱。しまり中 1肺以HD醐漫恰む
7C層 10YR7/3(に』?演橙色)～10YR4/4(掲色)砂質シルト‐4L粕惟中。しまりやや強 1儘惜勒「 膝陛鰤
2層  5G5/1 緑灰色 ンルト MIl中・しまり中 10cm～人頭大の円礫多量含む         8a層5BG4/1 暗青灰色 粘土 粘性中・しまり中 均質な粘土層
3a層 5B G2/1 青黒色 ンルト 粘性無。しまり弱 炭化物・5卸以下の小礫。選物多量含む  8b層 10B G4/1 暗青灰色 砂 粘性弱・しまり中
3b層 75Y3/1オリー ア騨巳シルト糊閣降しまり中 5繊¬う1壻駆握台よ う∬吻 '選閉よ3a層より少ない 9層  10B G6/1 青灰色 粗砂 粘性無。しまり中 10c面程の円礫を含む
3C層 10Y R3/2 黒褐色 ンルト 粘性無。しまり中 5 cm以下の小礫・炭化物含む       10a層5G5/1 緑灰色 ンルト 粘性中。しまり中 期質な層
3d層 5G2/1編暉色 砂貰シルト 糊撫 。しまり弱 粛吻 襲砂厄めて多昌き峡 5伽以下朗壻%婚給む     lo b層5B4/1 暗青灰色 砂質シルト 粘性弱。しまり中 炭イヒ物少量含む 2cr扱下の小円礫少量含む
4層  25Y3/1 黒褐色 ンルト 粕性弱。しまりやや強 炭化物含む              10C層10Y R5/3 にぶい黄褐色 砂質ンルト 粘性弱。しまり中 4 cm以下の円礫をやや多く含む
5a層 径5 cm以下の円礫と10Y R6/3にぶい黄褐色砂からなる石敷き層              10d層10Y R6/2(灰黄掲色)～10Y R5/6(黄掲色)細砂～粘土質シルトが互層をなす刑或堆積層 粘性中・しまり中
5b層 7 5YR4/3 褐色 ンルト 粘性無。しまり中                      10C層10Y R6/2灰黄褐色 ンルト 粘性中。しまり中 10d層と一連の水成堆積層
5C層 7 5YR5/6 明褐色 細砂 粘性無。しまり中                      101層10Y R4/2灰黄褐色 2～5 cmの円礫を多量含む砂礫層 粘性無 'しまり弱
5d層 10Y R6/2 灰黄褐色 ンルト 粘性無。しまり中                    10g層10Y R5/6 黄褐色 砂質シルト 粘性弱。しまり弱 l cm以下のガ環少量含む
5e層 10Y R4/4 褐色 砂 粘性弱。しまり弱 3 cn以下の小礫を部分的に含む         10h層10GY3/1 暗緑灰色 粘土質シルト 粘畳弱。しまり中 檀物遺体多量含む
5f層 10Y R4/2 灰黄褐色 ンルト 粘性弱。しまり中 炭化物を少量含む以外は均質な層    na層10Y R5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 粘性弱・しまり中 3 tan以下の小円礫少量含む
6a層 5B G5/1 青灰色 粘土 粘性やや強・しまり中 均質な粘土層              ■b層 10Y R6/1 灰褐色 砂質シルト 粘性祭。しまり中 酸化鉄が難伏に入る
6b層 10BG4/瞬鶉灰色砂質シルトと10BG5/撤色砂のコ冒 粘性弱。しまり中 薄い粛ヒ例目が入る12層 5Y4/1 灰色 V1/Fシルト 粘性無。しまり中 lll?程の円礫を含む 部分的に炭化物層が上面に入る
6C層 10Y R3/1 黒褐色 粘翌質シルト 粘性中・しまり中 炭化物をやや多く含む       13層 10c n/―人頭大の円礫からなる地山礫層 礫の間は10C5/1緑灰色粗砂
図8 仙台城二の丸跡第12地点断面図(1)
Fig 8 Cross sections of excavation at NA/112(1)
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⌒磁器 酒不Dc1 3類(日本酒 商標1鳳山」)1点
^磁器 酒郷Day類(日本酒 西標1鳳幽J)1点
磁ヽ器 酒郷J11類(日本酒 商標1鳳山」)14点
荷札 (墨書地名「福島県耶麻郡姥堂村」) 1点
有溝式蹄鉄 4点
・明治10年半銭銅貨 1点
??
?
?
無色ガラス瓶(脳神経薬 商標「健脳丸」) 1点
有溝式蹄鉄 2点
???
?
無色ガラス瓶(胃腸薬 商標「ヘルプ」)1点
青色ガラス小瓶(化粧水 商標「美顔水」)1点
^有溝式蹄鉄 5点
・明治20年半銭銅貨 1点
・明治14年二銭銅貨 1点
・明治13年半銭銅貨 1点
?
??
?
磁器 爛徳利CⅢ類(日本酒 商標「電気正宗」)2点
無色ガラス瓶(商店名。商標「参天堂薬房。大學目薬」)1点
^有溝式蹄鉄 1点
磁器 合子蓋CIV類(商標「鹿印煉歯磨」)3点
青色ガラス角瓶 (歯磨 商標 。商店名「ダイヤモンド・岳陽堂 。平尾製」)
⌒陶器 徳利A類(商店名「浅見酒店」)1点
磁器 合子蓋BIH類(商標「福原衛生歯磨石鹸」)4点
?
??（ ????）
I    Iイ   II I    I      II  I「       1l111111
磁器 爛徳利DaV類(日本酒 商標「鳳山」)1点
有溝式蹄鉄 1点
・明治17年一銭銅貨 2点
??
| |
・明治10年五銭銀貨 1点
?
??
?） 1点
I I「 |
有溝式蹄鉄
I I「 I I I I「11 'II I II I I I I I I I I I
^磁器 爛徳利DaV類(日本酒 商標1鳳山」)1点
???（ ?
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' I I I I I I 11 1 1 1 1 1 1 1 11 11 1 11 1 1 1 1 1 1 1イ I I II I II I I I I II I I I
習書札(墨書書名「東北日報」)1点
・札 (墨書年号「廿五年製作中」)2点
⌒荷札(墨書地名「(新潟県)北蒲原郡紫雲寺村」)1点
名札(墨書組織名「歩兵十七聯隊」)2点
★新聞広告で商品の存在を確認図10 基本層・遺構の年代を推定できる遺物
Fig。10 Remains by which、ve can place the dates of strata and features
世紀末までの絵図には見られず、19世紀中葉の絵図に描かれている。したがって、 Ib期の遺構は18世紀末以降
19世紀前半の間に造られた可能性が強く、幕末を中心とする年代が考えられる。 Ib期の遺構を覆う8層と9層
は、自然堆積層と考えられ、8層はこの堰状施設の上面から上流側に堆積した層である。これは、堀の手入れが
維持されなくなった段階で堆積した層の可能性が考えられ、明治時代初頭まで下る可能性がある。
7層の大規模な盛上の形成年代を直接検討できるような遺物は出上していないが、次に述べる5層上面の遺構
は、日清戦争頃に埋まり出しており、遅 くとも明治中頃までには7層盛上がなされていたものと考えられる。
H期の遺構を埋めている層序からは、多数の遺物が出上しており、その中には年代が限定できる遺物も少なく
ない。そこで遺物に残る文字資料や、特定の種類の製品の出現時期など、年代の限定できる遺物を選んで、一覧
表にまとめたものが図10である。3層については、東区の細分が不確かな点を残しているため、西区のみを使用
した。おおむね、上層ほど年代が新しくなっていく状況が明らかであろう。これによって、Ⅱb期の3号溝の埋
土は日清戦争頃、HC期の1号溝の埋土と3d層は日露戦争頃、3a・3b・3C層は第一次世界大戦頃と考え
て大過無い。したがって、Hb期の遺構が埋まり出すのが日清戦争頃の1890年代、HC期の遺構が埋まり出すの
が日露戦争頃の1900年代で、その後第一次世界大戦頃の1910年代にかけて、廃棄物層が形成されていったものと
考えられる。
2層の大規模な盛上で堀が埋められていく時期については、直接明らかにできる資料は無いが、第一次世界大
戦以降であることは、3a層の遺物より確実である。後述する地図の検討からは、少なくとも昭和3年(1928年)
までに、2層の盛上がなされていたと考えられる。
3.検出遺構
(1)I期(近世)の遺構
① la期(12層上面)の遺構 (図■・ 14、図版2・3)
Ia期は、11層～13層上面の遺構を一括したが、調査終盤で、各層の関係を現地では充分に検討する時間的余
裕が無く、また12層を完全に掘り上げきることはできなかった。12層上面では、薄く炭化物層が存在する部分が
あり、これが一つの明確な遺構面であると考えられたため、全体の平面図は12層上面の段階で作成した。ただし、
12層の分布が限られているため、13層上面掘り込みの遺構も含まれている。また、11層上面でピットを1基検出
しており、それも含めた。なお、実測の際に、 Ib期の堀によって削られている範囲を記録しなかったため、低
い部分はIb期の図と一緒に表現したが、おおむね標高61mょり下は、 Ib期の堀で削平された部分である。
この段階で検出された遺構としては、東西方向の段差がある。この段差の方向は、次のIb期の堀跡の方向と
ほぼ一致している。西壁セクションからは、溝状の落ち込みなどが確認されるが、平面的に認識することができ
なかった。段差が、整った形態を示さず、不整形な凹凸が認められるのは、複数の遺構の集積した結果かもしれ
ない。方向がIb期の堀と似ているため、古い段階の堀の可能性も考えられるが、段差の深さは、12層下面の最
も深い所でもlm程度であり、この段差を堀と考えて良いかは問題がある。溝状の遺構や、1段低い平坦面であ
る可能性も考慮しておく必要がある。
この段差以外に検出された遺構としては、2号土坑と、ピット7がある。また、調査区北端のH-4・5区で、
13層上面に不整形の浅い落ち込みが検出されている。
【2号土坑】
G-5区の13層上面で検出したもので、南側は段差によって切られている。本来の形は不明であるが、東西1.5
m、南北0。5mの大きさで、深さは40cm程である。遺物は出上していない。
【ピット7】
G-3区の11層上面で検出したピットである。長軸90cm、短軸60cmの平面楕円形を呈し、深さは30cm程である。
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図11 仙台城二の丸跡第12地点Ia期検出遺構
Fig■l Features of phase l a at NA/112
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図12 仙台城二の丸跡第12地点Ib期検出遺構
Fig■2 Features of phase l b at NM12
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1 堰上面整地層
2 蛇籠掘方埋土
10G5/1 緑灰色 粘土質シルト 粘性弱。しまり弱
5B G5/1 青灰色 砂質シルト 粘性弱。しまり中
1号土坑 (10。11層上面)
B′
トー 6ー1 0m
粘土 粘性強 。しまり無
ピット7(11層上面)
:こ器:4
C′
娩二2m
埋上 25Y5/2 暗灰黄色 砂 粘性中。しまり中 7 5YR5/8明褐色砂が混じる
2号土坑 (13層上面)
2号土坑埋土
1 25Y3/2 黒褐色 シルト質粘土 粘性弱。しまり強 5 mm未満の小礫含む
2 25Y3/3 暗オリー プ褐色 シルト質粘土 粘性弱。しまり強 2 cln未満の小礫含む
3 7 5YR4/6 褐色 砂 粘性無。しまり中 5 mm程度の小礫を少量含む0                 2m
図14 仙台城二の丸跡第12地点 Ia・b期検出遺構平面図・断面図
Fig.14 Plans and cross sections of phase l a and l b at NM12
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1号土坑埋± 7 5GY4/1 暗緑灰色
埋上には多量の礫を含み、礎石の根固めの可能性もあるが、確実ではない。遺物は出土していない。
② lb期(10層上面)の遺構 (図12～14、図版3～5)
Ib期の遺構は、10層上面で確認されたもので、堀跡と、その底で検出された堰状遺構、岸で検出された1号
土坑がある。
【堀跡】
調査区のほば全体を占める大規模な堀で、岸の南端で測った方向は、N-58°一Eである。7列以東の堀底の
部分については、Hb期の1号堀によって破壊されて残っていない。深さは、堰状遺構の上面までで2.4m、堰の
西側の底までで2.8m、堰の東側はHb期の1号堀によって破壊されているため底までの深さは不明であるが、残
つている一番深い部分で3.8mを測る。岸の斜面の部分は、4段の階段状に段切りがなされている。岸の上面は、
ほぼ平坦で、H-4区に浅い落ち込みがある以外は、特別の施設は検出されていない。
【堰状遺構】
堀の底で、堀に直交する方向に延びており、南側は調査区外へ延びている。方向はN-31°一Wである。堰の
上面の幅5.8m、西側の斜面の幅約 lm、東側は下端が1号堀で破壊されているが、4.lm以上で、堰の下端幅と
しては10。9m以上となる。上面の最も高い部分から測った深さは、西側で0.4m、東側でlm以上である。検出し
た長さは、上面に置かれた東側の丸太で5.6m、西側の丸太で4.6mでぁる。堰の上面は、東西両端に丸太を置き、
その間に整地した上で、扁平な石を一面に敷き詰めている。上面は、わずかに西側が高く、東側が低 く造られて
いる。丸太は、杉と思われ、東西とも根本を北側に向けて据えられている。根本の切断された部分は、楔状にな
っており、斧で削った痕跡が明瞭に観察された。丸太の傍らには、下流の東側にのみ、杭が打たれている。杭は、
東西の丸太で、それぞれ1本づつ、発見された。石敷きの石は、両端では丸太に一部重なるように敷かれている。
東西の斜面には、礫を中に詰めた竹製の蛇籠が、溝を掘った中に置かれている。蛇籠は西側で1列、東側で4列
確認された。蛇籠の幅は40cm程である。長さについては、検出した長さ全体が一つの蛇籠とは考え難く、いくつ
かの蛇籠が並べられていたものと推定されるが、個々の蛇籠の境は明確にはできなかった。蛇籠の中に杭が打た
れている所もあり、蛇籠を固定するためのものかも知れない。堰状遺構上面からは、木製品などが出上している。
蛇籠の内部からは遺物は出土していない。
【1号土坑】
岸の上面から、2段下った所の平坦面で検出された。11層を掘り込んでいるが、この部分には10層が分布せず、
10層上面の遺構の可能性もあるため、Ib期に含めた。但し、Ib期の堀に伴うものかどうかは、確証がなく、
先行する時期の遺構である可能性も残っている。東西3.9m以上、南北1.6mの不整形を呈し、深さ30cmである。
内部には円礫が多量に入っている。遺物は出土していない。
12)H期(近代)の遺構
① Ha期(6・7層上面)の遺構 (図15、図版 5)
【堀跡】
Ib期の堀の、岸の部分を7層でかさ上げして造られた堀跡である。7列以東の堀底は、Hb期の1号溝によ
って壊されている。方向はIb期の堀とほぼ同じN-57°一Eである。Ib期に堰状遺構があった部分の堀の底
は、高まりとなっている。その西側の堀底には、4号溝が掘られている。岸上面からの深さは、堀底の高まりの
部分で3.4m、4号溝の底面までで4.4m、高まりの東側は、残存する一番深い所で4.7m程である。岸の上面の縁
辺は、下端幅0.8～1.2m、高さ40cm程の上手状の高まりとなっている。この土手状の高まりは、所々で切れてお
り、調査区内では3ケ所切れている所が検出された。おそらく、岸の上面が道として使われており、その縁辺を
画するための施設であろう。
【4号溝】
堀底の高まりの西側で検出されたもので、堀底に堆積した基本層6層と8層を再度掘った形となっている。西
側と南側は調査区外へ延びていくため、全体の形状は不明で、溝跡としたが、溝状に延びるのか、幅広い堀状に
なるのかは判らない。堀底の高まりに接する東側の外縁は、ほぼ真南北方向に延びている。埋土は4層に分けら
れ、埋±1層は炭化物を多量に含み、人為的に埋められた可能性があるが、埋±2層以下は、水成堆積層である。
埋±1層を中心に、近代の遺物が出上している。また、堀に直交する方向で、堀跡の岸斜面から4号溝底面に向
けて、13本の杭が列状に並んで検出されている。
【ピット4】
H-2区の岸上面で検出された、浅い不整形な落ち込みである。北側は調査区外へ続く。埋土から磁器 。ガラ
ス製品などの遺物が、少量出上している。
【ピット5】
G-1区の、岸上面の上手状の高まりの北側で検出された。一辺0.5m程の隅丸方形を呈し、深さは50cm程であ
る。遺物は出土していない。ピット6とともに、土手状の高まりに沿って造られているため、この高まりに伴う
施設の可能性が考えられる。
【ピット6】
H-4区の、岸上面の上手状の高まりの北側で検出された。南北lm、東西0.8mの隅丸方形を呈し、深さは60
cmである。遺物は出土していない。
② Hb期(5層上面)の遺構 (図16、図版5・6)
【堀跡】
Ha期の堀のほぼ全体に、5層が盛土された段階の堀跡である。岸上縁が東側で少し南に張り出し、やや不整
形となるが、全体の方向は、Ha期の堀とほとんど変わらない。岸上面は、西から東へ、緩やかに傾斜している。
Ib期に堰状施設が存在し、Ha期に高まりとなっていた堀底の部分は、再び堰状の施設となっている。ただし、
Ib期のような護岸施設は設けられず、上がむき出しのままである。堰状の施設の西側の堀底は、Ha期に4号
溝が存在したのとほぼ同じ場所に3号溝が掘られる。堰状施設の東側は、底全体が大きく掘り直されている。こ
の掘り直された部分は、全体の堀と区別するために1号堀と呼称する。岸上面にも5層が盛土され、その上面に
は、小円礫が敷かれている。この岸上面の石敷きは、岸の縁辺部では、石が疎らであるが、北側へいくほど密に
なっている。岸上面が、道路として使われたものと推定される。岸上面からの深さは、堰状施設の上面までで約
2.5m、堰状施設の西側では3.5m、3号溝の底面までは約5m、東側の1号堀の底面までは5.3m程である。堰状
施設の上面からの高低差は、西側の堀底でlm、3号清の底面で1.8m、東側の1号堀の底面までは3.5mでぁる。
F-5区とF-6区の境の所に、大きな切り株が存在し、この段階以降、岸の斜面に樹木が存在したことが判明
する。この切り株は、根本からlm近くの高さの所で切られていた。この切られた高さは、3層の廃棄物層の上
面の高さに近い。そのため、この樹木は、3層の廃棄物が捨てられている間も立っており、廃棄物層がほぼ捨て
終わる頃になって、切り倒されたものと考えられる。
【1号堀】
6列以東の堀底の部分を、全体的に掘り直したものである。掘り直された部分の深さは、最も深いところで3.3
mに及ぶ。底面はほぼ平坦で、緩やかに東に向かって下っている。埋土は場所によって異なっており、6・7列
では遺物を、さほど多くはないが含んでいる。一方8列以東では、シルトと砂の互層を主体とする水成堆積層で、
遺物はほとんど含まれていない。そのため、調査経過でも触れたが、8列以東では、埋土全体を掘り上げること
は断念し、トレンチ調査で済ませている。
【3号溝】
Ha期に存在した4号溝が埋まった後に、ほぼ同じ場所に掘られた溝である。西側は調査区外へ延びている。
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図15 仙台城二の丸跡第12地点Ha期検出遺構
Fig工5 Features of phase IIa at NW阻2
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図16 仙台城二の丸跡第12地点Hb期検出遺構
Fig■6 Features of phase IIb at NW112
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西壁沿いの先行 トレンチに大部分がかかってしまい、平面精査が行えた部分はごくわずかに留まる。そのため正
確な形態。方向は不明である。西壁の断面では、上幅2m、下幅 lm、深さ1.8mを測る、断面逆台形の清である。
埋土は2層に分かれ、いずれも遺物を多く含んでいる。特に埋±2層には、円板状木製品をはじめとする木製品
が、大量に含まれている。
【ピット3】
E-4区の、堀底の堰状施設の上面に掘られたピットである。この部分には基本層4層が分布しないため、5
層上面のHb期の遺構か、4層上面のHC期の遺構か判断できない。一辺65cm程の隅丸方形を呈し、深さは最も
深いところで15cm程である。埋土から、陶磁器など若干の遺物が出上している。
③ IC期(4層上面)の遺構 (図17、図版6・ 7)
【堀跡】
Hb期から変わった点は、堀底の部分だけである。堰状施設には変化が無く、その東西両側のみが異なってい
る。西側では、3号溝が埋まり、調査区南西隅の、堀底の堰状施設西側の低い部分に、基本層4層が堆積してい
る。東側では1号堀が埋まり、その北と西の縁に沿うような形で、1号溝が掘られ、それに小規模な2号溝が取
り付いている。これら以外は、Hb期と変化は無い。Hb期と異なる点についてのみ、ここで記載する。4層の
堆積によって、堰状施設西側が浅くなっており、この部分の岸上面からの深さは3.3m、堰状施設上面との高低差
は0。8mでぁる。東側の1号溝の部分では、岸上面からの深さ5.3m程、堰状施設上面との高低差は3.5m程である。
【1号溝】
Hb期の1号堀が埋まった後、その北と西縁に沿うような形で掘られた溝である。北側の外縁は、ほとんど1
号堀のものと同じである。上幅2.2～3.5m、下幅0.4～1.4m、深さ1.5～3mを測り、断面逆台形を呈する。底面
付近に埋上が堆積した後に、3層の廃棄物層が、この1号溝の中まで堆積している。遺物で1号清出土としたも
のは、この3層堆積以前に堆積した埋土から出土したものである。3層に次いで、多種・多量の遺物が出土して
いる。なお、次のⅡd期でも、この溝は埋まりきらずに残っており、それは1号溝Bとして区別した。
【2号清】
E・F-6区で検出された小規模な清で、1号溝に取り付いている。方向はN-51°一Eである。上端幅0.8m、
下端幅0.4m、東端の最も深いところで、深さ50cm程の、断面逆台形の清である。埋土は、HC期の遺構を覆う廃
棄物層である3層と、基本的に共通し、同様に多くの遺物が出土している。
【ピット1】
G-2・3区の、岸上面から斜面に少し下った所で検出されたピットである。3C層上面から掘り込まれてお
り、厳密にはHC期とHd期の間に造られたものである。南北75cm、東西85cm程の隅丸方形で、深さ35cl■である。
内部には、レンガ、切石、円礫が一面に詰められていた。遺物は少量出土している。
【ピット2】
H-2・3区の、岸上面で検出されたピットである。確認したのは5層上面であるが、特徴がピット1に類似
するため、ピット1と対になって、同時に造られたものの可能性が高い。そうであると、このピット2も3C層
上面段階の遺構となる。南北80cln、東西75cm程の隅丸方形で、深さ15cmである。内部には、切石、円礫が一面に
詰められていた。遺物は少量出上している。
④ Hd期(3層上面)の遺構 (図18、図版8)
【堀跡】
廃棄物層である3層が堆積した段階である。Hb期・HC期に堀底で堰状施設があった場所は、湧水による崩
壊のため明確ではないが、わずかな高まり程度となっている。特に、西側の堆積が進んだため、西側はほとんど
高低差が無くなっている。岸の上面は、形が大きく崩れ、3～ 5列付近では、大きく南側まで、岸の端がせり出
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図17 仙台城二の丸跡第12地点HC期検出遺構
Fig■7 Features of phase IIc at NM12
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図18 仙台城二の丸跡第12地点Hd期検出遺構
Fig工8 Features of phase IId at NM12
絢
誇
して来ている。岸上面は、HC期と同様に、西から東へ緩やかに下っていく。1号溝は、埋まりきらずに残って
おり、1号溝Bと呼称する。調査区西端での岸上面から堀底までの深さ3.2m、東側での岸上面から1号溝Bの底
までの深さ5mでぁる。
【1号溝B】
HC期の1号溝が埋まりきらずに残ったものである。1号溝埋土と3層の堆積によって、全体に規模が縮小し
ている。上幅2.1～3.3m、下幅0.6～1.5m、深さ1.2～2.3mを測る。D-7区で、堀底に6本の杭が打たれてい
る。ほぼ溝の方向に沿っているが、直線的には並ばない。この1号溝Bは、堀跡と同時に、2層の大規模な盛土
によって、一気に埋められている。
(3)時期による遣構の変化と絵図・地図との対比
今回の調査で確認された、時期ごとの遺構の変化を、絵図や地図と対比させて検討しててみたい。
江戸時代の仙台城を描いた絵図は、各時期のものが知られているが、仙台城だけを対象にした絵図では、一番
広い範囲まで描いたものでも、二の丸北側の堀の南岸までしか描かれていない。そのため、堀の北岸の様子は城
下絵図を検討する必要がある。明治以降では、各種の地図が参考になる。図19に、主要な城下絵図と、地図を掲
載した。
二の丸の裏門である「台所門」の近くから北側の屋敷地へ延びる道路を境にして、西側が堀、東側は沢という
関係は、江戸時代を通じて変化がない。この道路が堀・沢を渡る部分は、土橋になっていたものと思われる。工
保二 。三年図 (図19-1)と寛文二年図 (図19-2)では、この道路よりさらに西側にも、平行して道路が走っ
ており、ここも堀を渡る部分は土橋になっていたものと考えられる。この西側の道路は、元禄四・五年図 (図19
-3)以降は無くなるが、土橋と思われる施設は、安政三～六年図 (図19-5)まで描かれており、明治26年の
地図 (図19-6)でも、土橋状のものが残っている。
この2つの上橋より西側は、時代によって変化していく。最も古い城下絵図である正保二・三年図では、堀の
北岸に沿った道は、真っ直ぐ西側へ延びている。寛文四年図では、この道は途中で北側へ鉤の手状に屈曲し、こ
れは幕末まで、さらには明治38年測量図 (図19-7)まで基本的に変わらない。しかし、寛文四年図では、この
釣の手状に曲がった西側では、道路の南側の堀との間に「御小人衆」と書かれた一画があり、小人衆の居住地で
あつたことが判明する。小人衆とは、雑役に従事した者で、侍屋敷の警備などにあたったものである。
一方、元禄四・五年図では、小人衆の屋敷地まで堀が広げられ、釣の手の場所を境にして、堀の幅が、西側が
広く、東側が狭いという形となる。これは、基本的に明治38年測量図まで変わらない。またこれに伴い、元禄四・
五年図では、釣の手の部分のすぐ西側に、南岸から堀に直交して北に延びる、堰かと思われる施設が出現する。
ただしこの施設は堀の中程までで止まっており、北岸までは延びていない。これより西側には、堰のような施設
は描かれていない。天明六～寛政元年図 (図19-4)でも、ほとんど同じ表現がなされている。
安政三～六年図の「安政補正改革仙府絵図」では、この堀の中程まで延びる堰状の施設の更に西側に、堀に直
交し、北岸から南岸まで横断する施設が初めて描かれている。位置関係から見て、この安政図に見える堀を横断
する施設が、 Ib期の堀底で検出された堰状施設であると考えられる。したがってIb期の遺構は、この天明六
～寛政元年と安政三～六年の間に、従来の堀を改修して造られたものであることが、絵図の検討から判明する。
文献記録に残る、この堀の改修に結びつく可能性のあるできごととしては、次の3つが考えられる。一つは文化
元年 (1804年)の雷火による二の丸の全焼と、翌文化2年(1805年)から文化6年(1809年)にかけて行われた
二の丸再建工事に伴って、堀も併せて改修された可能性である。二つ目は、天保6年(1835年)の本丸城壁が崩
壊した地震の際に、堀も何らかの被害を被り、改修が行われた可能性である。もう一つは、大雨などで被害を被
り、堀を改修する必要が生じた可能性である。この期間は、特に大雨・洪水の記録が多く、仙台藩領内に被害を
1 正保二・三年(1645・46年)奥州仙台城絵図 2 寛文四年(1664年)イ山台城下絵図
3 元禄四・五年(1691・92年)仙台城下五産掛絵図 4 天明六～寛政元年(1786～89)仙台城下絵図
5,安政三～六年(1856～59年)安政補正改革仙府絵図 6 明治26年(1893年)イ山台市測量全図
仙台市役所発行
明治38年(1905年)測量 同40年(1907年)発行            8.昭和3年(1928年)測量 昭和5(1930年)年鉄道補入
二万分一地形図 大日本市国陸地測量部                二万五千分の一地形図 大日本帝国陸地測量部
図19 仙台城二の丸跡第12地点調査区周辺の絵図・地図 (1～6は『絵図・地図で見る仙台』より)
Fig。19 Picture maps arOund the area of NW112
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もたらした大雨・洪水としては、天保6年(1835年)、 天保9年(1838年)、 天保12年(1841年)、 弘化3年(1846
年)、 弘化4年(1847年)、 嘉永2年(1849年)、 嘉永3年(1850年)、 安政元年 (1854年)がある。当然、これらの
火災や災害とは関係なく、堀だけが独自に改修された可能性も考えられて良い。今回の調査では、直接Ib期の
構築年代を示す遺物が出上していないので、このいずれかを決定するのは難しい。今回は可能性を例示し、今後
の課題としておきたい。
順序は逆になったが、次にIa期の遺構について検討する。 Ia期は、遺物が17世紀代のものに限られること
から、17世紀代に遡る可能性が考えられた。今回の調査区は、堀の西半部が北側に拡張されて以降の、北岸に相
当する。したがって、拡張以前の正保二・三年図では、堀の北側の屋敷地にあたる。同じく堀拡張以前の寛文四
年図では、北側に屈曲された道路の部分か、あるいはその南側の堀との間に設けられた「小人衆」の居住地に相
当する。Ia期の遺構については、その様相が充分には把握できていないため、検討には限界があるが、段差の
性格が問題となろう。遺構の報告で指摘したように、この段差は、深く掘り込まれた堀とは考え難いことから、
むしろ堀が造られる以前の、屋敷地あるいは「小人衆」の居住地、あるいはその脇の道路部分などに相当する可
能性を、ここでは考えておきたい。
絵図で見ると、17世紀末の元禄四・五年図以降の堀は、幕末の安政三～六年図まで、ほぼ同じ範囲に造られて
いたと考えられる。Ib期の堀は、岸の部分のIa期の地層が残っていた所以外では、全て地山を直接掘り込ん
でいる。今回の調査で、18世紀代の遺構が確認されなかったのは、 Ib期の堀が、それ以前の堀を、更に掘り下
げる形で改修して造られた結果、前段階の遺構が削平されてしまったものと考えられる。
I期の遺構を埋めている7層の大規模な盛土は、ほぼ岸の上面から斜面の部分に限られ、堀底を埋めるような
形ではない。したがって、堀を埋めるのではなく、岸をかさ上げする目的で行われた盛り上であると考えられる。
明治26年図・明治38年図・昭和3年図の間で、鞘重隊の主要な建物の配置は変化がない。したがって7層の盛土
による岸のかさ上げは、明治26年(1893年)以前に行われていたと考えて良いだろう。出土遺物の検討から、H
b期の遺構が埋まっていったのが、1890年代であるという推定と、矛盾しない。
一方、昭和3年(1928年)の地図 (図19-8)では、それ以前では堀の形に沿って釣の手に曲がっていた道路が、
真っ直ぐに延び、更に逆に南側に屈曲している。今回の調査で確認された、2層による堀の大規模な埋め立ては、
この道路の改変の際に行われた可能性が高いものと考えられる。3a層の堆積が、1910年代頃で終わっていると
いう点とも矛盾しない。
明治26年図と同38年図を比較すると、後者の方が、堀の西端の位置が東へずれていっている。この時期に対応
すると考えられるH期の中での変化は、堀の内部に着目すると、次のような変化として把握することができるで
あろう。すなわち、Ha期からHC期にかけては、堀の底が埋まる度に、部分的な掘り直しをして対応した段階
である。ただ、HC期には、掘り直しは東側だけで、西側は埋まったまま放置される。Hd期になると、既に埋
まった部分を掘り直すことはなされず、次に一挙に埋められていく。このようなH期の遺構の変化は、地図で確
認される、堀が徐々に埋まって、その範囲が狭くなっていく過程に対応したものと捉えられるであろう。ただし、
Ha期からHd期の各段階が、どの地図に対応するかまでは、明らかにはし難い。
(4)江戸時代の堀の復元
上述のように、 Ib期の堀の底で検出された堰状遺構は、「安政補正改革仙府絵図」に見える堰状の施設に対応
することが明らかになった。これを基準に、周辺での調査成果を加えると、幕末頃の仙台城二の丸北側の堀を復
元することが可能になった。
今回検出された堀の北岸の続きは、第8地点の調査においても検出されている。この両者をつなぐことで、北
岸の延び方については、ほぼ確実に復元ができる。堀の南岸は、1989年度に調査を実施した第5地点の付帯施設
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(排水管埋設)に伴う調査の際に検出されている (年報 7)。この調査区の北端から約8mの所で、北側へ大きく
落ち込む部分が検出されている。付帯施設に伴う調査のため、底までは調査していないが、少なくともlm以上
の深さがあることが判明している。位置から見て、この大きな落ち込みが、二の丸北側の堀の南岸であると考え
られる。
今回の調査区の50mほど西側は、大きな段差で高くなっている。段差自身は、近代以降に整えられたと思われ
るが、もともと、この付近から急に標高が高くなっていくことは間違いないと考えられる。そのため、堀の西端
が、そこまで延びることは考え難い。一方、堀の東端の、沢との境に設けられた土橋は、昭和3年図まで同じ位
置に存在したと考えられ、それが現在川内南地区を南北に走る道路が、北地区に通じる所に相当すると考えられ
る。ここは現在、両側が沢状となっており、その沢を跨ぐ土橋状となっている所である。このように考えると、
堀の東西両端がほぼ確定することになる。これを基準に、絵図に描かれた細部の位置関係を勘案して、図20のよ
うな復元図を作成した。この復元では、第8地点の少し東側が、堀の幅が狭くなる所にあたる。この第8地点付
近の、堀が最も広くなっているところでは、その推定幅は約53mとなる。
幕末頃と推定されるIb期の堀では、底に堰状施設が造られていた。遺構の検討の最後に、この堰状遺構の構
築手順を整理するとともに、堰状遺構の性格について検討してみたい。
堰状遺構の構築手順を、あらためてまとめたのが図21である。
まず、堀の底の地山を、堰の形に削り出すように掘り残している。今回の調査では、 Ib期の堀に先行すると
考えられる堀は検出されず、岸の上面付近を除くと、全て地山を掘り込んでいた。これは、従来の堀を更に掘り
下げ、全体として拡大する方向で、 Ib期の堀を整備したためと考えられる。江戸時代の絵図に見える堀が、全
体に広げる形で変化していることと、それに伴い堰と思われる施設が増加していることは、時期が下るとともに、
堀の機能を強化する方向で改修されていったことを示すと考えられる。大雨等の際に被害を被り、より強化する
必要が生じた可能性が考えられるであろう。
次の段階以降の構築手順は、上面の平坦面と東西の斜面との間では、厳密な前後関係は判らないが、説明の便
宜のため、図21の②～④の3段階を設定したが、ここでは平坦面と斜面に分けて記述する。
上面の平坦面の両端には、丸太を置き、下流側の東側にだけ、杭を打って丸太を止めている。次に、この丸太
の間に整地を施す。最後に、整地層の上面に、扁平な石を敷き詰めている。
東西の斜面には、丸太に平行して、まず溝を掘っている。次に、この溝の中に、石を詰めた蛇籠を据え付けて
いる。但し、蛇籠の設置方法には、次の2通りが想定できる。一つは、蛇籠に事前に石を詰めてから、この溝の
中に据える方法である。もう一つは、溝の中に上が閉じられていない籠だけを置き、この場所で石を詰めて、し
かる後に籠を編んで、開いた上側を塞ぐ方法である。今回の調査では、蛇籠の上の部分が、全て腐って壊れてし
まっていたため、このどちらであるかは不明である。
このように、入念な工事を施しているのは、水流で堰状遺構が壊されないための工夫であると考えるのが妥当
であろう。現代でも蛇籠工法は、水によって土砂が流出する危険のある場所には、有効な工法であるとされてい
る。調査地点の西側は、50m程の所から、急に標高が高くなり、丘陵へと移行する。地形から考えると、江戸時
代の二の丸北側の堀は、本来あった沢を拡張する形で造られたものと推定される。そのため、この堀には、西方
の丘陵からの水が流れ込んでいたと考えらる。西側の丘陵が急に高くなるため、そこから流れる水は、大雨など
の出水時には、かなり急な流れとなった可能性がある。正保二・三図 (図19-1)と寛文四年図 (図19-2)に
描かれた堀は、西端から東端まで特別の施設が無い。出水時には、西側から流れ込んだ水が、直接東端の上橋に
至ることとなる。元禄四・五年図 (図19-3)と天明六～寛政元年図 (図19-4)では、堀の西半部が北側に拡
張され、その部分に、南岸から堀の中程まで延びる堰状の施設が見られる。この構造であると、西側から流れ込
んだ水は、南岸から延びる堰に遮られ、拡張された北側へと、一旦誘導されることとなる。しかる後に、堀の東
半部へ水が流れ込むこととなり、この過程で水流
を弱め、土橋に急激な流れが直接当たらないよう
にするのが、目的であったと考えられる。安政三
～六年図 (図19-5)では、更に西側に、堀を横
断する堰状の施設が出現し、これがIb期の堰状
施設に相当する。前段階の堀の構造を考えると、
さらに水流を弱めるための工夫と見るのが自然で
あろう。すなわち、西側の丘陵から流れ出た水は、
まず堀を横断する堰でその勢いを弱められた後、
もう一つの堰で遮られ北側へ誘導され、さらに勢
いを弱められた上で、東半部へと流れ込む、2段
階で水流を弱める工夫と考えて良いだろう。
検出された堰状遺構の上面は、堀の岸より2.4m
下に位置する。そのため、出水時にはこの堰状遺
構は水中に没する構造であったと思われる。また
通常時に、堰を乗り越える形で水を流していたの
か、あるいは堰の途中に水を流す施設が造られて
いたかは、今回の調査では明らかにできなかった。
いずれにせよ、水流を意識した、江戸時代の特殊
な工事を示す遺構として評価することができるで
あろう。
←西 (上流) 東 (下流)→
②平坦面の両端に丸太を置き、下流狽1に杭を打って止める。
③東西の斜面に溝を掘る。
平坦面の丸太の間に整地をする。
④東西の斜面の溝に石を詰めた蛇籠を据える。
平坦面に石を敷く。
図21 堰状遺構の構築方法復元図
Fig.21 A reconstruction of the process building a dam at NW112
? ?
①堀の底の地山を堰の形に掘り残す。
4.出土遺物
今回の調査では、H期とした基本層7層以上の層位で出上した遺物が圧倒的多数を占め、I期の8層以下の層
位で出上した遺物は、極めて少ない。そのため、近代の遺物は膨大な量が出土しているが、近世の遺物は微々た
る量である。膨大な近代の遺物を、限られた時間の中で整理し資料呈示するためには、独自に方法を検討するこ
とが必要であった。したがって、おのずから近世の遺物と近代の遺物では、異なった方針で対処することとなっ
た。以下の遺物の報告でも、近世の遺物と近代の遺物とに大別して、記述することとする。
(1)近世の遺物
① 陶磁器・土器 (図22・ 23・24、図版 9。10・11、表 6・ 7・8)
江戸時代の陶磁器・土器は、8層、10層、■層と、7層より上の明治以降の堆積層から出土している(表2～4)。
江戸時代の遺物の出土量が少ないため、明治以降の堆積層に混入していた資料についても、今回は可能な限り資
料化に努めた。
11層と10層から出上した陶磁器は、10層から19世紀の堤焼の軟質施釉土器の細片が2点混入している点を除け
ば、おおよそ17世紀代におさまる。11層・12層出土の陶器には、仙台城から数多く出土する大堀相馬焼は1点も
含まれていない。大堀相馬焼の創業年代は元禄年間前半と推定され(年報 7・10)、大堀相馬焼を含まないことが、
■層・12層出上の陶磁器の年代を17世紀代とすることの傍証になる。8層および7層直下出上の陶磁器は、18世
紀代のものが多い。8層以下の堆積層から出土した陶磁器について産地別に見た場合、磁器は瀬戸産のものを合
まず、陶器は、10。11層では肥前、瀬戸・美濃、岸窯が、8層には京 。信楽と小野相馬焼が認められる (表5)。
岸窯製品は、10層から香炉と播鉢が各 1点ずつ出上している。
7層より上層の明治以降の堆積層や遺構に混入していた陶磁器では、本地点の南側に隣接する仙台城二の丸地
区におけるこれまでの調査でほとんど認められなかった瀬戸産の陶器の瓶掛、徳不U、 火入が出土しているので、
それらについて若干触れる。111は、「呂朱瓶掛」と呼ばれるもので、瀬戸市西茨町勇右衛門窯や岩右衛門窯に類
例が認められる。また、伝世品には文化12年(1815年)の紀年銘資料があり (藤沢1998)、19世紀前葉に位置づけ
られる。115の「貧乏徳利」は、肩部に釘書きを有する。■6の「尾呂徳不U」 は形態的特徴から判断して、瀬戸の
藤沢編年の第6小期に位置づけられよう。119の縦筋文を有する火入は、瀬戸村産と考えられ、天明3年(1783年)
の浅間山噴火に伴う降灰・泥流層により封印された、群馬県渋川市中村遺跡出土資料のなかに類例が認められる。
27の磁器丸鉢は切込産である。これに類似する資料は、宮城県加美郡宮崎町宮崎字切込の中山窯跡窯下平場貯水
池埋没直前の遺物投棄層から出上しており、切込焼編年のⅢ期(1860～70年代)に年代比定されている(佐藤1990)。
上器については、陶磁器と異なり、上層に混入した江戸時代の遺物を全て認識できるわけではない。細片が多
く、図化できたのは、瓦質の括鉢、蚊遣り?各1点のみである。瓦質の播鉢 (図24-1)は、仙台城二の丸跡 6・
9号土墳出土資料 (仙台市教育委員会1985)に類例が認められることから、17世紀初頭～前葉に位置づけられよ
う。蚊遣り?としたもの (図24-2)は、仙台城二の丸跡第9地点出上の蚊遣り (年報 8・9)に比べ小型で、
内面にタール状の付着物も認められないことから、別の用途を考える必要があるかもしれない。年代的には、18
世紀末～19世紀中葉の可能性が高い。
② その他の遺物 (図25、図版11、表 4・9)
その他とした遺物には、土製品、瓦、漆椀、下駄、箸がある (表4)。
上製品は全て明治時代以降の堆積層中から出上しており、近代に属する可能性もある。いずれも細片のため図
化したものはない。
瓦については、明治時代以降の堆積層に江戸時代の瓦が混入していた場合、近代の瓦と識別することが困難な
場合も多いため、ここでは、8層以下の層序から出上したもののみを江戸時代の瓦としている。瓦の種類として
38
げ
?
?
??
?
?
?
⑬ 爾
禽
?
?
＼く＼ゃ/渉―
図22 仙台城二の丸跡第12地点近世の磁器
Fig.22 Porcelains belonging to Edo period frorn NA/112
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図23 仙台城二の丸跡第12地点近世の陶器
Fig.23 Glazed ceranlics belonging to Edo period frOm NM12
図24 仙台城二の丸跡第12地点近世の瓦質土器
Fig.24 Fumed ceranlics belonging to Edo period from NM12
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図25 仙台城二の丸跡第12地点近世のその他の遺物
Fig。25 Various implements belonging to Edo period from NM12
は、緩い弯曲を有する平瓦1類、平坦な同2類、丸瓦のみで、出土量も二の丸地区に比べ非常に少ない。図化し
たものはない。
漆椀、下駄、箸はいずれも、堰状遺構および堰状遺構東側斜面の直上から出土している。検出遺構の項で述べ
たとおり、絵図との対比から、今回検出された堰状遺構の構築年代は18世紀末から幕末と考えられる。したがっ
て出土層位からは、これらの木製品は19世紀代の可能性が高いことになる。仙台城出上の下駄については、すで
に二の丸跡の調査成果を踏まえた考察が行われている(年報 9)。今回の調査で堰状遺構上面から出土した3点の
下駄 (図25-2～4)は全て角形連歯下駄であるが、そのうちの1点は「コ」の字形の歯が台の両端についてい
る。文献上は、このような形態の下駄は「馬下駄」あるいは「駒下駄」とよばれる。仙台城からは「駒下駄」の
出土量は少なく、本資料に類似する資料はこれまでに確認されていない。
表2 仙台城二の丸跡第12地点出土近世磁器集計表
Tab.2 Distribution of porcelains belonging to Edo period at NW112
表3 仙台城二の丸跡第12地点出土近世陶器集計表
Tab.3 Distribution of glazed ceranlics belonging to Edo period at NV112
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表4 仙台城二の丸跡第12地点出土近世その他の遺物集計表
Tab.4 Distribution of vattous obiectS belonglng to Edo period at NM12
表5 仙台城二の丸跡第12地点出土近世陶磁器産地別出上点数
Tab.5 Distrbution of porcelains and glazed cera■ lics belonging to Edo period by producing district at NM12
磁 器 陶 器
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表6 仙台城二の丸跡第12地点出土近世磁器観察表
Tab.6 Notes on porcelains belonging to Edo period at Nh/112
表7 仙台城二の丸跡第12地点出土近世陶器観察表
Tab.7 Notes on glazed ceranlics belonging to Edo period at N山質12
表8 仙台城二の丸跡第12地点出土近世瓦質土器観察表
Tab.8 Notes on fumed vesseles made of tile‐clay belonging to Edo period at lNW112
表9 仙台城二の丸跡第12地点出土近世木製品観察表
Tab.9 Notes on various、vooden implements belonging to Edo period at Nh/112
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番号 出 上 場 所 器  種 口径 底径 器高 文 様 等 胎 土 生産地 製 作 年 代 備 考 図
?
?
1 岸平坦部 11層 鳥形置物 ? 色絵 (赤・ 音 ) やや粗
?
17C後半 9
2 岸平坦部 10層 小 。中皿 菊花文 やや粗
?
17C前半 9
3 岸平坦部 10層 小・中皿 草花文 ? やや粗 月日前 17C前半 9
4 岸平坦部 10層 /」ヽ不 1寿J字文 やや粗
?
17C前半 9
5 7層直下 小・中皿 80 「寿」字文 口紅 蛇の目高台 粗
? ?
17C前半 9
6 7層直下 猪 口 72 梅花文 やや粗
?? 17C後半 9
8層相当 中型腰張碗 松文見込手機き五弁花 普通 月巴前 18C後半 焼継ぎ 9
8 Hl区 5層 小・中皿 見込蛇の目釉剣ぎ 普通
?
17C末～18C前 9
9 Hl・2区 5層 /」 邦ヽ 48 色絵 (赤) 普通 ? ?18C後半～19C紅猪口? 9
1号堀 埋土最下部 小型端反碗 42 四万欅文 やや粗 不明 9
11 E―Ю区 1号堀 埋土 小型端反碗 81 38 渦文 見込革花文 やや粗
?? 19C前葉～中葉 9
12 D3区 4層 中碗蓋 43 窓絵松竹梅文 普通
? ?
18C後～19C前 9
D7区1号溝 埋土 小 。中皿 区画割庫花文(芙蓉∋ 蛇の目凹型高台 普通
? ?
19C前葉 9
1号溝 埋土 中碗蓋 39 よるけ縞文 見込軍配文 ? やや粗 月巴前 18C末 9
15 1号溝 埋土 中型端反碗 39 よろけ縞文 見込文様有 り やや密 瀬戸 19C中葉 9
E嗚区 3d層最下部 段重身 花唐章文 やや粗
? ?
18C後～19C前 9
17 E7区 3d層 段重身 色絵窓絵革花文 (赤・緑) 普通 ? ? 19C前半 0020とセット? 9
F6区 3C層 蓋物身 窓絵柘欄文 普通 弼巴前 18C後～19C前 9
E3区 3a層 蓋物藍 花唐革文 普通
? ?
18C後～19C前 9
3層上面 段重身 76 色絵窓絵草花文(赤・緑) 普通
? ?
19C前半 0017とセット? 9
21 3層上面 蓋物身 36 撫子文 やや粗 不明 19C中葉 漆継ぎ 9
2層 広東碗 58 草花文 普通
?
18C末 漆継 ぎ 9
2層 /J瓶ヽ 52 蛤唐章文 普通 肥前 19C前半 9
2層 香炉 97 青磁 普通
?
9
2層 仏飯器 麻の葉文 やや粗 肥前 9
1層(表土 ) /J不ヽ 27 笹文 普通 肥前 18C中～後 9
層位不明(''土) 鉢 菖蒲文 普通 切込 19C中 焼継ぎ 9
層位不明(排土) 藷物議 重圏支 普通
?
19C前～中 9
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出 上 場 所 器  種 日経 底径 器高 文 様 等 袖  薬 胎 土 鋤 雛 鍬 備 考 図
?
?
岸平坦部 10層 天目茶碗 鋼 徹 普通 瀬戸・美濃 16C末? 大窯IV期 ?
岸平坦部 10層 中型丸碗 灰釉細貫入顕著 やや密 肥前 17C後～18C前呉器手茶碗
岸平坦部 10層 香炉 灰釉 普通 岸窯
岸平坦部 iO層 悟鉢 踊 普通 岸窯 ? 17C-18C
D4区8bttω動頓跡飾主D 中型浅丸碗 疋釉 貫入頸著 密 京・信楽
大腕 え絶 貫入顕著 やや粗 小野相馬 目跡
G・H-4・5区
C・H-4・5・6区 5層 香炉
G4区 5層 大腕 疋袖 普通 小野相馬 目跡
DoE 2・3区 5層 /」 不ヽ 3 疋和 貫入顕著 やや密 大堀相馬 18C後半
E6区 1号堀 最下層 瓶掛 景袖 貫入顔著 やや粗 瀬戸・美濃 19C前葉
E2区4層 鉢 内面鉄釉流し掛け え釉 貫入あり 粗 小野相馬 19C前葉 目跡
D7区 1号溝 理土 中型折弯形機 外面鉄釉流し掛け 天釉 買入顕著 密 大堀相馬 19C前葉
D7区 1号溝 理土 蓋 死釉 貫入顕著 密
利 天釉 普通
〕層上面清
2層下部 疋粕貫入顕署
2層 大碗 ヒ部脚訪瞼 貫必口華 腰部鉄釉 やや密 大堀相馬 18C後～末案
2層 火入 従筋文 冶和 普通 瀬戸・美濃 18C中～後葉
2層 土瓶 療白釉貫入顕著 密 大堀相馬 19C前～中葉
層位不明(表採) /J 不ヽ 蹂自釉 やや密 大堀相馬 19C前半
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番号 出 上 場 所 器  種
?? ? ?? 備 考 図
?
?
1 区不明 3層上面清掃 矯鉢 内面 。外面ロクロナデ 11
2 区不明 3層上面清掃 蚊遣 り? 8 肉面 。外面ロクロナデ 11
?
?
?
出 上 場 所 種 類 法 量 (cm) 備 考 図 図版
1 D4区 8層(堰状選穏直上 ) 署 長211最大径06
2 D4区 堰状遺構直上 下駄 長224 高49 角型連歯 前歯に釘の抜けた痕 1ケ所と釘 ユ本残存 後歯に釘 2本残存
3 C4区 堰状遺構直上 下駄 長240幅86高56角型連歯 歯の四隅に釘が打ってある 25-3
D4区 堰状遺繕直上 下駄 1885 高18 角型連歯
5 E5区 堰状遺構東側斜面直上 漆塗椀 地 :内面朱 外面黒 外面に三引両文 (朱)
12)近代の遺物
① 遺物整理の方法
今回の調査では、近代の遺物が多量に出上しているが、必ずしも、人の手が加わった物を全て採集してはいな
い。調査現場で採集を断念したものは、レンガ・石炭・石炭ガラ・鉱津・炭化物である。また瓦については、重
量を計量した後、一定の基準で抽出し、それ以外の資料については、現地で廃棄した。このような措置を取った
のは、これらの遺物が特徴に乏しく、整理・分析しても得られるデータが少ないであろうという予想と、現実に
量的に対処できないであろうという観点からの判断の結果である。これは、必ずしも資料の実態を検討した上で、
どこまで採集し整理することが必要かを、充分検討した上での判断とは言い難い。この種の遺物の取り扱いにつ
いては、今後さらに検討していく必要があると考えている。今回は、これら以外の人工品、および動物遺存体と
植物遺存体を採集し、ここに報告することとなる。
近代の遺物は、種類も量も膨大であった。近世以前の遺跡の調査では、想定できないようなケタはずれの種類
と量である。この近代遺物を、個々の資料の細かな違いについて、逐一別個に分類・集計し、資料呈示を行って
いけば、それだけで膨大な紙幅が必要となる。現実には、そのような余裕は、時間的にも予算的にも望むべくも
ない状況で、如何に効率的に作業を進め、なおかつ資料の全体像を呈示できるかに苦慮した。以下に資料整理の
方法について述べるが、作業の過程で生起した問題点についても、できるだけ指摘しておきたい。最終的に充分
解決できていない課題も多く残しており、なお試行錯誤の過程にあると理解いただきたい。
資料整理にあたっては、その材質によって大別して作業を進めた。報告にあたっても、材質別に以下の②～⑩
でそれぞれ報告する。しかし、同じ用途の遺物でも、材質の異なる資料が往々にして存在する。例えば、ほぽ同
形同大の耳掻きが、金属製と骨製の両者存在している。このような資料については、別個に集計され記載される
こととなっている。但し、ボタンについては、複数の材質のものが、それぞれ多量に存在するので、合わせて整
理を行い、資料呈示も一括した方が作業が行い易いため、材質に関係なくボタンとして独立させた。これは、作
業を進める上での便宜であり、本来の方針が貫徹できなかった結果である。
また、複数の材質のものが組み合わされて作られている遺物も多い。このような場合、主体となる材質に含め
ることを原則としたが、どの材質に含めるべきか困惑する遺物も少なくない。そのような資料を整理する際、一
旦分類を決定してしまうと、大量の遺物を多数の作業員を使って分類・集計していく関係上、作業がある程度進
行してしまっていると、途中で変更することが困難になってしまう場合もある。機械栓など、本来は栓の部分が
主体であると見なして、磁器に含めるべきであったかもしれないが、金属製品に含めているように、必ずしも全
体を一貫した基準で分類できていない部分がある。
複数の材質からなる遺物を、主体となる材質で集計した結果、それに組み合う材質のものは、同じ材質であり
ながら集計に加えられないという場合も生じる。例えば、繊維製品に含めた布製のゲートルには、円筒形に巻い
た上で針金で留めているものが多い。この種のものは、ゲートルとして点数を集計した。それに対して針金は、
単独で出上しているものについても、様々な長さのものがあったり、複数の針金が組み合つたりからみついてい
たりする資料があるため、点数で集計しても実態を反映しないと考え、重量で集計した。ゲートルに巻き付けら
れた針金は、その状態を維持するために、取り外す訳にもいかず、重量を計ることは不可能である。したがって、
針金の集計には、ゲートルに巻かれた針金はカウントされていないことになる。その一方で、形状から見て、明
らかにゲートルに巻かれていたと考えられるのに、布が失われている資料では、針金として集計することになる。
結果として、同じ遺物が、一方では集計され、一方ではその集計に入らないという事態が生じている。今回の出
土資料では、このような問題が生じるものは、全体から見ると少なく、出土傾向には大きな影響を与えないと判
断して作業を進めたが、その扱いは課題 として残っている。
資料の全体像を限られた条件の中で呈示するということは、つまるところ、如何に資料の実態を反映した類型
45
化を行い、類型ごとにまとめて出土傾向を数量化し、その上で各類型を代表する資料を呈示していけるかという
問題である。今回の資料の内容は、同種のものが多量存在するものや、逆にバラエティに富むものなど、遺物の
種類によって、大きく異なっている。同種のものが多量存在する場合、類型化は比較的容易であるが、個体識別
が困難で、どのように個体数を算定するかということが問題となる。本報告で硬質陶器としてまとめた資料など
が、それにあたる。一方、バラエティに極めて富んでいる資料では、個体識別は容易であるが、どのように類型
にまとめていくかに苦慮することとなる。骨製の歯ブラシなどが、これにあたる。このように、種類による内容
の違いを反映して、それぞれの遺物によって、整理方針を工夫する必要があり、具体的な整理方法は遺物の種類
で異ならざるを得なかった。その結果、集計の基準も異なるものとなってしまっている。種類を越えて定量的な
比較検討を行うためには、本来は一貫した方法で整理し、出土量を算出するのが望ましいが、作業効率を考える
と、一貫した方法は採用できなかった。そこで、少なくとも、最小個体数は比較できるように配慮した。
以下の各項目で、具体的な整理方法と資料呈示の基準を、それぞれ示すこととする。なお、資料呈示にあたっ
ては、実測図を作成することは、時間的な理由から困難であるため、基本的に写真で行うこととした。呈示した
資料のデータについては、本文中で個々に触れるのは基本的に避け、写真図版に記載した。遺物の実測は、焼き
ものとガラス瓶について、分類図を作成するのに必要なものだけ、器形のみの実測を行った。
個々の遺物の報告の前に、遺物全体で見たときの出土傾向について、概略を指摘しておく。基本層序では、細
分を含めた3層での出土量が、圧倒的に多い。中でも、3a層と3d層に特に多量の遺物が含まれていた。ただ
し、東区の3a～ 3C層と東区3d層については、西区の層序との対比に不確実な部分を残している。3層上面
清掃としたものは、重機で2層までを除去した後、重機で取りきれなかった2層を除去し、3層上面を清掃する
過程で出土した遺物である。したがって厳密には、2層に帰属する遺物が含まれる可能性がある。3b層上面と
したのは、E・F-2～5区の3b層上面で、敷きつめたように瓦が出上したため、この瓦だけは3b層上面と
して取り上げた。そのため、瓦以外の遺物については、この3b層上面として取り上げた遺物はほとんど無い。
基本層序の4層・ 5層出上の遺物は、3層と比べると大きく減る。 6・7層については、先行 トレンチで遺物が
ほとんど含まれないことを確認して、重機で除去した。そのため、6・7層出上の遺物は、ほとんど無い。わず
かに6・7層出土遺物があるが、壁面で確認されて抜き取った遺物などが存在するためである。遺構では、1号
溝・ 3号溝で比較的多くの遺物が出上しており、1号堀がこれに続く。2号溝・ 4号溝と、ピットからは、遺物
の出土は概して少ない。
② 磁器 (図26～31、図版12～116・127～130、表11～34)
近代の磁器・軟質磁器・陶器 。妬器・土師質土器・瓦質土器・軟質施釉土器の整理の方法と資料の提示方法に
ついては、煩雑になるのを避けるため共通する部分はここでまとめ、各々で異なる部分のみ各項目で記述する。
本遺跡からは、堀の埋上の上部 (3層)を中心として、明治時代後期から大正時代初期にかけ廃棄された、第
二師団の用いた近代の焼物が多量に出上した。その数量は、コンテナにして、磁器50箱、陶器10箱、硬質陶器21
箱、妬器 。土師質土器・瓦質土器1箱、合計82箱にもおよぶ。
同時期の資料は、本調査地点の東側に隣接する、仙台城二の丸跡第8地点においても、今回の調査地点とほぼ
同一の層位から出上している(年報 4)。しかし、今回の資料は、第8地点に比べ、量的に格段に多く、種類も豊
富である。
近代の陶磁器については、稀に担当者の関心から報告書で資料紹介されることはあっても、これまで考古資料
として本格的に調査 。分析の対象となることはなかった。その整理方法についても、これまで行ってきた江戸時
代の陶磁器の整理手順を基本としながらも、資料の実態に合わせる形で、今回新たに検討する必要があった。江
戸時代の陶磁器と比べ、最も異なる点は、今回の近代陶磁器には同一種類の製品が多数含まれることにある。そ
れは、陶磁器の多くが近代の工業化製品であることに加え、軍隊の使用品という性格上、そのような工業化され
た規格品が特に選ばれたという妻隋による。こうした本資料の性格は、近世以前の通常の考古資料には見られな
い特質であり、個体の識別を困難なものとしている原因である。
当初、整理作業のなかで大きな比重を占める破片の接合をできるだけ省力化する方向で整理作業を開始したが、
招絵の中碗等、資料によっては予想以上に多様な変異を有するものが存在することが判り、接合することで文様
の全体像を把握しないことには、類型を抽出できないことが明らかとなった。
その結果、同じ近代の陶磁器でも、種類によって、①接合作業を徹底して行い、接合後の破片数から最小個体
数を推定したものと、②同じように接合作業は徹底して行ったが、個体数の算定は、完形品を基準に重量法に拠
ったもの、そして、③接合作業は類型を認識・抽出可能とする程度にとどめ、完形資料を基準に重量から最小個
体数を算定したものの3者が生じた。手描きの磁器や陶器をはじめとして、陶磁器の多くが①に相当するが、沼
絵中碗は、全体の類型数が多い上、一つの類型の数量が多いものも存在することから、①と②を併用し、白磁湯
呑みや硬質陶器については③の方法に拠った。
近代の陶磁器、妬器、土師質・瓦質土器、軟質施釉土器に関しては、材質別に、形態の変異を、各類型の代表
例の外形実測図で示し(図26～31、33～39)、陶磁器の文様等の変異については、同様に、類型毎に代表例の写真
を呈示した (図版12～104、117～126)。また、各類型毎の出土傾向については、文様・技法・法量などの属性項
目とともに、写真と観察表を組み合わせた形で呈示した。基本的に各類型について主体となる文様がわかるよう
に撮影した写真1点のみとし、他面の文様、墨書、文字入れ等については、類型化できるものは類型化してその
代表例を、個別的なものは個々に別図版としてまとめて示している (図版105～116、127～130)。
なお、設定した細別類型に分別不可能な細片については、大別器種のレベルで集計に加えた。集計の結果につ
いては、磁器は大別器種毎に、装飾技法と出土層位との関係が判るよう呈示し (表11～34)、磁器以外のものは、
各大別器種の出土傾向を示した (表35～40)。
本報告では、全国的に見てもこれまで体系的に検討されることのなかった、近代の軍隊が使用した陶磁器の実
態を報告することを旨とし、その種類の呈示と、量的関係・時間的変遷の検討を優先させ、個々の製品の産地に
ついては、一部のものを除いて言及していない。
磁器は、出上した焼物のなかで量的に最も多く、種類も極めて豊富である。分類に当たっては、器種を抽出し
た上で、それらを細かな部位の形状の違いにより形態分類し、さらに、装飾技法と文様の組み合わせで、細別類
型を設定した。
磁器には、次の34の器種が認められた。
大碗 (身・蓋)、 中碗 (身・蓋)、 小碗、鉢 (身・蓋)、 小不、皿、湯呑み、水滴、合子 (身。蓋)、 段重 (身。蓋)、
蓋物 (身・蓋)、 土瓶 (身・蓋)、 急須 (身・蓋)、 醤油注し (身・蓋)、爛徳利 、猪日、酒邪、湯ざまし、仏飯器、
香炉、花生、カップ、植木鉢、紅猪口、神像、筆洗器、絵具皿、火鉢、灰吹、キセル、配電器具、戸車、取っ手、
衛生陶器
これらの器種は、各々、細かな形状の違いから、図26～31のような器形に分類される。なお、鉢の蓋と大碗の
至、段重と蓋物については、識別困難な資料が多く存在することから、それぞれ、大碗・鉢蓋、段重・蓋物とし
て分類している。
装飾技法は、下地釉と施文技法により、I手描き(吹墨を含む)、 H招絵、Ⅲ銅版転写、Ⅳ型打ち(Ⅳa:陽刻、
Ⅳb:陰刻)、 V白磁、Ⅵクロム青磁、Ⅶ瑠璃釉、Ⅶに げ茶釉、Ⅸ深緑釉。オリーブ釉・黒釉、X不明に大別した。
大別にあたっては、下地釉による分類を、施文技法分類より優先させている。なお下地釉が同じ場合、手描きと
招絵、手描きと銅版転写、手描きと型打ち技法を併用したものについては、それぞれ、招絵、銅版転写、型打ち
に含めた。
各類型の分類名称は、「中碗D a H56」の様に、アルファベット (器種毎の形状の細別を示す。Zは細別不明。
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表10 仙台城二の丸跡第12地点出土近代摺絵磁器文様分類
Tab.10 Design variations of modern stenciled porcelains froIIn NW112
a.中碗内面文様構成
A類 口縁部に要塔文のみ
B類 口縁部に櫻塔文十見込みに松竹梅丸文以外の文様
C類 口縁部に殴塔文十圏線十見込みにVAk4/」梅丸文
D類 口縁部に嬰路文十圏線十見込みに松竹梅丸文以外の文様
E類 回縁部に要務文十圏線十見込み無文 (蛇の目釉剖ぎ)
F類 桜花文 (輪郭線なし)見込み :(1)無文(2)蕊(3腰花(4)松竹梅
G類 桜花文 (輪郭線なし)圏線+見込み無文 (蛇の目釉劉ぎ)
H類 桜花文 (輪郭線あり)見込みに蕊
I類 桜花文 (輪郭線あり)圏線十見込みに蕊
J類 外面と同文様で全面を埋める
K類 外面と異なる文様で全面を埋める (A～I以外)
L類 見込みにのみ単独文様
M類 外面から連続する文様
N類 口縁部に慶路文ではない文様のみ
O類 無文
b.皿MboMc類夕帥」面文様
1類 宝尽 くし文
2類 経巻文
3類 鳳凰文
4類 菊水文
5類 折枝梅文
6類 折枝菊文A
7類 折枝菊文B
8類 桜唐草文
9類 梅?唐草文
10類 仕丹?唐草文
11類 唐草文A
12類 唐革文B
13類 手描き唐車文
このうち小文字は、法量分化がある場合に大きい順にaobocodとっけたもので、器形によって各々の示す
サイズは異なっている。また、例外として小碗では高台のつくりの違いを示し、各器形に共通する分類となって
いる。)と、ローマ数字 (下地釉・施文技法を示す)、 アラビア数字 (文様の類型を示す)の組み合わせで示して
いる。図版においては、装飾技法別に各器種を上に列挙した順で配列している。
実際の集計作業は先述の算定法により、作業の流れと効率上の都合からグリッド毎・取り上げ日毎に行ってお
り、同一区の同一層でも取り上げ日が異なるものは別々に集計し、それらを最終的に層位毎にまとめたものが掲
載した集計表である。従って多量の遺物が複数日にわたって取り上げられた層の遺物点数は実際よりも多く出て
いる可能性が高い。観察表に掲載した各細別類型毎の出土個体数についても同様である。
各器種の出土傾向を磁器全体でみると、最も多いのは中碗で41%を占め、次いで皿が22%、酒不 7%、爛徳利
4%となり、以下小碗、湯呑み、土瓶が1～2%台で、その他は1%に満たない。
用途別にみれば、おおざっぱに飲食に関わるものとして、食器 (大。中碗、皿の大部分、鉢、段重、蓋物)、 煎
茶器 (急須、土瓶、小碗、小不、湯呑み、湯冷まし)、 酒器 (爛冬利、酒不)、 洋食器の茶器 (カップ、皿の一部)、
調味料容器があり、食器が全体の65%、酒器が11%、飲食関係としたもの全体では82%を占めている。その他文
房具 (合子の多く、水滴、絵具皿、筆洗器)、 喫煙具 (キセル、灰吹)、 暖房具 (火鉢)、 宗教的用具 (ネ申像、仏飯
器)、 化粧・歯磨用具 (紅猪日、合子の一部)、 飾りもの (花生)、 園芸用具 (植木鉢)、 建具 (戸車、取っ手、衛
生陶器)や配電器具まで多岐にわたっている。
各器種の比率を層位的にみると、3b層段階までは中碗と皿の合計が食器 。煎茶器 。酒器全体の8～9割を占
め、中碗が皿の1.5～2.5倍程度であるが、3a層段階になると中碗十皿が6割を切り、中碗 :皿もそれほど差が
なくなっている。3a層段階では湯呑み・酒邪の比率が高くなっていることが、3b層以下とは異なった様相で
ある。また、いずれも煎茶器と推定される小碗十小不と湯呑みの比率をみると、3d層以下では前者が多いのに
対し、3C層以上になると逆転して湯呑みが多くなる傾向がある。
図32は推定最小個体数が10個体以上の22の器種に関して、装飾技法別の出現頻度を調べたもので、器種によっ
て用いられる装飾技法に著しい違いが認められることがわかる。鉢、小邦、酒不、段重・蓋物、土瓶といった器
種は、手描きによる文様が卓越する。皿と火鉢は、招絵による文様が目立つ。大碗、小碗、合子の文様には、銅
版転写技法が多用されている。型打ちは、皿と水滴に使われている。湯呑みは白磁が圧倒的に多く、配電器具と
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把手は全て白磁である。中碗は手描きと招絵の両者が目立つが、蓋を伴うものに限ると、招絵とクロム青磁が多
い。合子は、手描きとクロム青磁が多い。
以下では個々の細別器形 。文様などについていくつか指摘できる点をまとめておきたい。
大碗Fは全体が不明であるが、内面に星文があることから陸軍のために作られたものである。同様の性格が考
えられる後述の硬陶と,ヒ較すると、玉縁日縁である、星文が内面につけられる、星文の影部分の位置が異なるな
ど、むしろ共通しない点が多い。
中碗は全体でみると、 ICが最も多く、Gb、ACと続き、この3者で63%を占める。層位的にみても3者が
主体である点は変化がないが、3d層以下ではICの比率が高く、3C層以上ではACの比率が高い傾向がある。
装飾技法をみるとICでは手描きが圧倒的多数を占め、IC11～53のように似通った意匠のものが多量にあ
る。ACとGbでは沼絵が主体である。各技法が用いられる器形数をみると、招絵が13類型と最も多様な器形に
用いられており、手描き10類型、銅版7類型、クロム青磁はGbl類型のみに限定されている。
招絵中碗の外面文様は多彩で、今回掲載しただけでも268類型を数える。腰部分に区切りを設け、高台との間に
異なる文様を巡らすものが多く、この文様にも図版1126～12に示したような7種類がある。1～4類は直線ある
いは直線と鉤形の組み合わせで構成されるもので、5～7類は全 く異なった個別的な文様である。これらについ
ては観察表に腰部文様として欄を設けて記載した。内面文様にも意外と多様性がある。観察表では、記述を簡略
にしかつ比較しやすくするため文様構成のパターンからA～0の15類に大別 (表10-a)し、構成要素で細別さ
れる場合はアラビア数字を用いて、それらの組み合わせで示している (図版109-2～111-3、O類は無文なの
で写真は省略)。 A～E類は日縁部に殴お文が巡るもので、理路文には20種類のパターンが認められる (図版111
-4～112-5)。1～11類はUoW・X・Y形等と直線 。曲線の組み合わせで構成されるもの、12～20類は七宝
文様を組み込むものである。A～E類については、用いられている壌る文の類型番号を組み合わせ、Al類のよ
うに記載している。F類は見込みの違いから1～4類に細別している。
外面文様は、小紋で全体を埋めたなかに各種の具象文様を配するものが大部分である。その意匠としては伝統
的に好まれてきた吉祥文様的なものが目立つ。松、仕丹、菊、桜、松竹梅などの植物のモチーフか植物と鳥・唐
獅子、蝶などが組み合わされるものが主体で、まれに人物、家紋、文字、故事、軍艦等がみられる。内面の文様
構成はA・C類の2タイプが多数を占める。器形によっては用いられる内面文様構成には明らかな傾向があり、
器形G類にはA類、器形A類にはC類が主体で、器形B類には0類、器形E類にはE・G類のみである。口縁部
審塔文・腰部文様はともに1類が最も一般的に用いられている。
文様の描線にも精粗の違いがあり、細密な一群が器形B類に目立つ。見込み蛇の目釉剣ぎは器形E類にまとま
って認められるほかは、ごくまれである。器形E類は、内外面の文様表現においても特徴的で特定の窯か産地に
対応できる可能性がある。
皿類全体ではMbが群を抜いて多量に出上している。次いでNが多いが、Mbの半分以下である。その他Ad、
Cb、 Fb、ACといった小型で浅いタイプを合計するとNよりやや少ない程度の量となる。
層位的にみると3d層以下ではMbとNの差はそれほど大きくないが、3C層以上ではNが減り、Mbが圧倒
的多数をしめている。MboMCは大部分が沼絵で、招絵のものは外面文様に共通性があり、表10-b、図版113
-9～■4-7のように分類している。Nは手描きの特定の文様のもの(NI)が9割を占め、ほとんど同類だが
見込みにのみ招絵の技法を併用するものがごくわずか存在している (NHl・2)。La・Lb・0・P・Q・R
は型打ちのみ、Uは白磁のみである。AC・Ad・B・Fも招絵が多く、Cbでは銅版転写が主体である。クロ
ム青磁はAにのみ認められた。
Tは洋食器の受皿、ソーサーで、その他の皿とは異なる性格のものである。今回カップも出上しているが直接
組み合うものは確認されていない。 Iaも洋食器であろう。
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湯呑みのうち、白磁湯呑みにのみ、文字が青色で上絵付けされた例が認められる。内容には個人名 (姓のみで
階級名がつくものとつかないもの、フルネームのものがある)、 (鞘)酒保、部屋名がある (図版129)。器のサイ
ズとの対応をみると、「(婚)酒保」は最も小さいものに限られ、それ以外は大か中のもののみである。
酒郷には酒の商標、貸座敷名、商店名、個人名、連隊名、除隊記念、御大礼記念、会合名、酒保などの文字が
上絵付けされたものが目立つ。
上絵付け。墨書の両者を通じて文字と器種の対応をみると、「将校。下士集会所」の類がみられるのは土瓶と白
磁湯呑み (大。中型)で、「(鞘)酒保」は酒郵・四 と白磁湯呑み (小型)となる。
合子には朱が付着するものがあり、朱肉入れとして使用されたものが多いと考えられる。その他商品名のプリ
ントから練歯磨容器とわかるものがある。身のBは蓋受けがなく、蓋の方にかえりを有するものと考えられるが、
これに対応する蓋は検出されていない。身のGとHは平底か上げ底かの違いで分けたものである。
③ 軟質磁器 (図33、図版126-12、表40)
軟質磁器としたものは、BIue and white transfer―printed potteryと呼ばれる、銅版転写技法を用いてヨーロ
ッパで作られた軟質磁器の代表的な作例である、Wil10w Patternの輪花縁の中皿である。ヨーロッパから輸入さ
れた銅版転写磁器は、岡泰正氏によって研究の先鞭が付けられ、幕末から明治初期にかけて、イギリス・オラン
グ両国から輸入されたものが多いことが指摘されている (岡1988、1993、1995)。本資料は、西区3d層から出土
しており、幕末 。明治初期に輸入されたものが、焼継ぎによる補修を受け、明治30年代まで使われていた可能性
が高い。
④ 陶器 (図34～37、図版■7～125・128・130、表35～37)
近代の陶器には、次の29の器種が認められた。
中碗 (身・蓋)、 小碗、小鉢、皿、湯呑み、段重、土瓶 (身・蓋)、 急須 (身・蓋)、 徳利、酒不、大甕、中甕、
小甕、土鍋 (身)、 行平鍋 (身・蓋)、 握鉢、片口鉢、播鉢、火鉢、火入、灯明皿、灯明受皿、乗燭、油徳利、豆
甕、小壷、散蓮華、花生、植木鉢
これらの器種は、各々、細かな形状の違いから、図34～37の様な器形に分類される。
産地別に見た場合、大堀相馬焼が圧倒的に多く、堤焼がこれに次ぐ。それ以外では、万古系、淡路眠平系、瀬
戸、相馬駒焼、益子焼があるが、量は少ない。河ヽ碗、湯呑み、土瓶といった煎茶器は大部分が大堀相馬焼で占め
られ、甕、捏鉢、播鉢、火鉢などの大型の器種は堤焼が多い。
悟鉢A類(図版123-l19と類似するものが、東北歴史資料館で開催された企画展「仙台・堤のやきもの」で、
仙台市通町佐藤魚店で蒲鉾製作に使用した播鉢として紹介されている (東北歴史資料館1995)。
大堀相馬焼の煎茶器は、土瓶も湯呑みも、定型化した数種類の製品が、各々複数出土しており、組で購入され
た可能性もある。技法的には、いわゆる「青ひび」釉と、水金による走馬文が多用される傾向にある。水金によ
る駒絵は、明治16年(1883年)に、東京の問屋の宮内松五郎の勧めで始まったと伝えられている (大堀相馬焼協
同組合1988)。大堀相馬焼の上瓶のなかで最も出土量の多い土瓶 (身)C類(図版■9-4～7)は、俗に「安心
型土瓶」と呼ばれるもので、明治24年(1892年)に丼手村 (現浪江町井手)の陶工志賀定之進により創始された
といわれる (大堀相馬焼協同組合前掲)。 上瓶 (身)C類は、大きさの違いからCa～cdの4類型に細別され、
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本地点ではともに西区3d層からの出土量が多い。
益子焼は山水土瓶が出上している (図版119-10、121-3・4)。この上瓶と同種のものは、益子町大西国右衛門
窯跡出土資料 (大川清編1989)のなかに認められる。
徳利A類(図版122-3)は、瀬戸産のいわゆる通い徳不Uで、「浅見酒店」。「内ケ崎」といった、地元仙台の酒
造店名が記されている。瀬戸産の陶器としては、他に火鉢 (図版123-7)が確認できる。
⑤ 妬器 (図38、図版125・ 126・128、表38)
妬器には、湯呑み、急須 (身・蓋)、 土瓶 (身・蓋)、 植木鉢、五徳が認められた。急須と植木鉢は、形状の異
なるものが複数存在する。煎茶器の湯呑み、急須は、全て万古系である。湯呑み (図版125-4)の高台内には、
「□陶森製」銘が認められ (図版128-28)、森有節によって始められた、伊勢桑名の「有節高古」の製造元であ
る森家の製品の可能性がある。急須 (身)B類には、文様の異なるBl(図版125-7)とB2(図版125-8)
が存在するが、どちらも把手の基部に刻印の「高古」銘が認められる (図版128-29・30)。急須 (身)A類(図
版125-5・6)には、刻印は認められないが、把手部上面に桜花状の透かしが施される点などにB類との共通性
が窺える。
③ 土師質土器・瓦質土器・軟質施釉土器 (図39、図版126、表39・40)
近代の土師質土器には、植木鉢、混炉、さなの3器種が認められた。植木鉢 (図版126-9～11)は、細かな形
状の違いから、A(鍔縁桶形)、 B(端反桶形)、 C(脚付直立形)の3タイプに細分される。
混炉 (図版126-7)は推定9個体出土したが、形態的には全て同じで、七厘と考えられる。全体形状の判る資
料がないため、何個体かの破片から全体像を復元し、実測図を作成した(図39)。いずれも、外見上は、やや上に
開く円筒状を呈し、底部は3足となる。体部下半には、灰の取り出し口用に、隅丸長方形の大きな窓が1箇所開
けられている。窓のほぼ真上にあたる部分の口縁部は、焙烙・行平鍋などの調理具の柄が梨けられるよう、挟ら
れている。内側は、二重構造になっており、入れ子状に漏斗形の内部施設が存在する。内部施設は、日縁部と底
部の2箇所でのみ外側と接している。内部施設には、屈曲部より上に風口用の小円窓が5箇所、土瓶や焙烙を架
けるための突起が3箇所、屈曲部より下には、灰取り出し口用の方形の窓が1箇所設けられている。風口用の小
円窓は、内部施設と外部施設を合体した後に、内側から鋭利な刃物を用いて穿けている。外面は、口縁部横方向、
体部縦方向に櫛目をほどこすものが一般的であるが、日縁部に雷状のスタンプ文を施したものも認められる。屈
曲部のせた上師質の「さな」の上で燃料が焚かれ、灰となった燃えかすはさなの穴を通って下に落ちる構造にな
っている。そのため、燃料の燃えかすが落ちる規炉の底面は、二次的に被熱を受けた結果、円形に変色している。
江戸 。東京遺跡から出土する混炉 (七厘)とは、細部に違いが認められることから、地元、おそらく仙台市内の
堤で作られた可能性が高いと考えられる。出土層位から、明治30年代前後に製作された可能性が高いと考えられ
る。
近代の瓦質土器としては、火鉢が7点出土しているが、いずれも細片のため、実測したものはない。
近代の軟質施釉土器には、焙烙と羽釜?が出上している。焙烙は円筒形の把手が1箇所つく「フライパン」形
を呈する。羽釜?としたものは、細片のため全体の形は不明であるが、内面全面および外面の体部上半部分に透
明の鉛釉が掛けられている。どちらも仙台市内の堤で作られたものであろう。
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② 硬質陶器 (図40、表41、図版131)
材質としては軟質磁器と同様のものであるが、星文がほとんどに付けられ、軍隊用に製作されたことが明らか
であったため、別に取り扱った。銅版転写で「硬質陶器」と記されているものがあり、それを省略したと考えら
れる「硬陶」と付けられているものもある。そのため、今回の報告にあたっては、この硬質陶器という名称をそ
のまま使用した。皿の底面に、NとYを組み合わせた模様とともに、「THE IRON STONE CHINA Nippon
koshitsutoki co.ltd Kanazawa」との刻印が認められるものがあり、明治41年(1908年)に金沢で設立された、
日本硬質陶器株式会社の製品であることが判明する(内藤適1936)。同じくNとYを組み合わせた文様をもつもの
は、同社製品と考えて良いだろう。
層位関係に不確定な所を残している東区を除くと、圧倒的多数が3a層から出土している。西区3d層やそれ
以下の層序からも出土しているが、ごくわずかで、混入の可能性もある。
形態的には変異に乏しく、しかも多量に出土しており、個体識別は事実上不可能であったため、器種分類後、
重量を測定し、個体数算出は重量法によった。したがって、接合は完形資料を確保することを目的にし、主要な
資料に留め、完形資料の重量の平均値によって、出土重量を割って個体数を算出した。ただし、大型碗 。大型碗
蓋・蓋については、出土量が少なく、完形資料が無かったため、個体識別を行って個体数を算定した。不明とし
たものは、器種分類できない細片で、これは重量のみを示した。出土総重量は183.6kgにものぼる。
確認された器種は、碗・把手付碗・鉢・皿 。大型碗・大型碗蓋・蓋の7種類である。それぞれの中での形態・
法量の変異は極めて小さく、規格品と考えて良い。ほとんどの資料が、星文を付けており、軍隊専用に作られた
規格品の食器である。
器種ごとでの個体数を比較すると、碗・把手付碗・鉢の3器種の数が他より飛び抜けて多い。鉢の個体数がや
や少ないが、鉢が1点あたりの重さが最も重く、個体数が少な目に出ている可能性も考えられる。したがって、
この3器種が、1人に1点ずつ使われた食器と考えて良いであろう。それに対して、皿の個体数は4分の1前後
の数である。複数人に1点の割合で使われたものであろう。大型碗と大型碗蓋は、大きさから見て組み合うもの
と考えられる。個体数は極めて少なく、ごく少数が使用されたものと考えられる。特別の用途が推定されるであ
ろう。蓋としたものは、大きさから見ると碗に組み合うと思われるが、文様の様相が異なる上、個体数が大幅に
異なることから、今回は確認されなかった別のものに組み合うのであろう。
各器種の細分にあたっては、形態 。法量での差がほとんど無いため、文様の違いによって区分した。皿と蓋に
見られる圏線、碗特2類の「阪幼」の字と、鉢特3類の星文が手描きであることと、鉢5類見込みと皿A2類・
B2類の底面に施されている刻印以外の文様は、全て銅版転写である。
碗・把手付碗・鉢については、高台内もしくは底面の文様に、無文のものも含めると4種類認められる。一つ
は、察書風の「硬陶」との字を、方形の中に入れるものである。もう一つは、NとYの字を組み合わせたマーク
である。これには、マークの上に「硬質陶器」との字が入るものと、マークだけのものがある。このNとYを組
み合わせるモチーフを持つものは、他の銅版転写の文様が青色なのとは異なり、薄緑から緑色、あるいは褐色を
呈する。見込の文様には、円の中にHTとの字を入れるものと、NとYを組み合わせた刻印を施すもの、無文の
ものの3種類がある。円内に入っているHTという文字は、使用した部隊を意味する可能性が考えられる。Hは
第2師団のことであろうか。Tについては、鞘重隊 (a transport corps)の頭文字を意味する可能性もある。碗
特1類と鉢特1類には、側面に「工二」との文様を付けているものがあり、これは工兵隊を示すものであろう。
部隊ごとに入れる文様を変えて、発注していた可能性が考えられるであろう。これら以外に、特殊な文様が3種
類ある。その中に、高台内に、星文の上に「阪幼」と書くものがあり、これは大阪幼年学校のことであろう。
皿については、内面に星文を施すものと、星文が無く縁に圏線が施されるものに大別し、見込みと底面の文様
の違いで細別した。底面の文様は、無文のものを含めて3種類、内面は碗などと同じ円にHTと入れるものの2
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高台内
蓋 ∠ 三 王 仝 ＼
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内面 。つまみ内無文
外面圏線
※器形は縮尺1/4・文様模式図は縮尺1/2
図40 仙台城二の丸跡第12地点硬質陶器分類図
Fig。40 Variations of modern"Iron stOne china"from NA/112
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種類がある。
これらの文様の組合せで、碗は8類型、把手付碗は5類型、鉢は9類型、皿は5類型が認められた。大型碗 t
大型碗蓋・蓋については、1類型のみが確認された (図40)。把手付碗と鉢については、底部の形状に細かな差が
あつたため、この部分の形態を示した図を、分類図に合わせて掲載した。
文様での細分ごとの出土量比は、重量法を取ったこともあって、算出していない。したがって細かな検討はで
きないが、いずれの器種においても、「硬陶」との字を方形に入れる1類が過半数を占めている。特殊なものは、
全て1点ずつの出上で、鉢5類も1点のみ確認された。把手付碗の底面に、線書きが認められるものがあるが、
何で書いているか判らない。肉眼観察では、金属のような硬い物で強くこすったように見える。
③ ガラス製品 (図41、表43・44、図版132～141)
ガラス製品は、破片になると個体識別が極めて困難であった。薄いものでは、細片化が著しい。調査時に壊れ
てしまった資料も少なくない。とりわけ板ガラス・ ビール瓶については、個体識別がほとんど不可能で、しかも
膨大な量が出土していたため、接合は行わなかった。それ以外の資料については、可能な限り接合に努めたが、
接合し得ず、細かな分類が不可能な破片が多く残る結果となった。そのため、板ガラス・照明具の傘・火屋 。栓
以外は、色によって大別した。透明のものは、さらにラムネ瓶・酒瓶・小型瓶類 。その他の容器・容器以外に分
けた。このそれぞれについて、重量を集計した。出土総重量は200kgである。さらに、口縁部と底部を利用して、
最小個体数を算出した。但し、ビール瓶や緑色瓶については、王冠栓とコルク栓量比を見るために、底部と口縁
部を別々に集計した。
板ガラスは、大多数が透明なもので、磨リガラスはほとんど含まれていない。接合していないこともあり、大
きさが判るような資料は無い。
照明具の傘としたものは、ランプや電球の傘として使われたと考えられるものである。乳白色のものがほとん
どであるが、透明なもの、透明なものの内俣1に乳白色のものを貼り合わせたものも少ないが存在する。水色に近
い、薄い青色のものも、わずかな量ではあるが、確認できた。形態は、円錐状に開くだけの単純な形態のものと、
上半部が半球形で、下半部が大きく開くものが多い。縁の部分を細かく折り曲げて、花弁状にしたものもあり、
縁には赤色ガラスが付けられている。また、球形を呈するものが1点だけ認められる。座敷ランプや台ランプと
いう、置く照明具に使われたものであろう。
火屋は全て透明なガラスで作られている。上端の縁近くの内面に、刻印を有するものがある。他のガラスの刻
印は、全て型による陽刻であるが、この火屋の刻印は陰刻で、制作時のまだ固まっていない段階に、挟み込むよ
うにして付けられたものとおもわれ、逆字になっているものが多い。
ビール瓶の多数を占めるコルク栓のものは、形態的にはフインボトルとほとんど変わらない。そのため濃い褐
色のものをビール瓶として分類した。わずかに緑色がかっているものも少数あり、どちらに含めるか苦慮したが、
今回はビール瓶に含めている。法量では大小2大別できる。頸部がくびれて肩がはるものと、頸部のくびれが小
さくなで肩のものがあるが、全体の特徴が判明する資料が少なく、底部や口縁部形状の分類との対応関係は明確
にできなかった。
日縁部だけ残っている資料では、大小の区別がつきがたいので、日縁部はコルク栓と王冠栓に分けて、大小の
別なく集計した。コルク栓は3d層で最も多く出上しているのに対して、王冠栓は層位関係が不確かな東区3d
層を除くと、3層と3a層からのみ出上している。工冠栓は明治27年(1894年)に、ロンドン・クラウン・コー
ク会社によって発明された。日本のビール製造会社における工冠栓の使用は、大日本麦酒株式会社が最初で、明
治40年(1907年)から使用している (大日本麦酒株式会社1936)。麒麟麦酒株式会社では、明治45年(1912年)か
ら王冠栓へ転換している (麒麟麦酒株式会社1957)。3d層は日露戦争前後と考えられ、それより上の3a層・3
b層・ 3C層は第一次世界大戦前後と考えられることから、このようなコルク栓が少なくなり、工冠栓へ移り変
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図41 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス瓶分類図
Fig。41 Variations of shapes and proportions of modern glass bottles from NW112
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わつていく様子は、王冠栓が採用されて広まっていく経過に対応していると言えよう。
ビール瓶の底部は、
~大
小それぞれで、形態によって細分した。すなわち、フインボトル同様の上げ底で、体部
の最下端に明確な段が付くものをA類とした。A類同様に上げ底で、体部下端がわずかに窪むか、あるいは段や
窪みが無いものをB類とした。本来は、段や窪みのまったく無いものを別に集計すべきであったが、この種のも
のの数が少なく、当初はその存在に気づかずに、明確な段があるものとそうでないものに分けて作業を進めた結
果、区分できなくなってしまった。さらに、A類・B類のような上げ底にならず、底面から少し窪んで、そこが
平坦になっているC類がある。C類は河ヽ型のものに限られている。
ビール瓶には2点だけであるが、文字が認められるものがある。一つは、3C層出上の、型による陽刻で文字
を表すもので、キリンビールの瓶である。もう一点は、3層上面清掃で出上した、字の部分を磨リガラス状にし
て表すもので、大日本麦酒の瓶である。大日本麦酒株式会社は、明治39年(1906年)に、日本麦酒・札幌麦酒・
大阪麦酒の3社が合同して設立されたものである。
緑色ガラス瓶としたものには、フインボトルと飲料水の瓶と思われるものがある。
フインボトルは、3d層で集中して出上している。法量では、大小に分けられる。底部は大小の別で集計した
が、小型のものには、底部の上げ底の窪み方で、A～C類に細分できる。口縁部は、ワインボトルと断定できる
資料では、全てコルク栓である。しかし、口縁部だけしか残っていない資料については、ワインボトルか飲料水
瓶か区別ができない資料も多く、両者を合わせて集計した。コルク栓と工冠栓に大別でき、コルク栓のものは形
態からA～C類に細分した。王冠栓のものが、1点Hb期の3号溝から出土しているが、これは混入か誤認の可
台ヒサ陛が残る。
飲料水瓶の底部形状は、A～F類に分けた。全体が判明する資料では、同じ底部形状A類のものでも、口縁部
はコルク栓A類・同C類・王冠栓のものの3種類があり、底部形状と口縁部形状が対応するわけではない。F類
は、底面に商標と「三ツ矢」との文字を表すもので、三ツ矢サイダーの瓶であろう。
透明ガラスとしたものには、若子の色が付いているものも含まれている。原材料中の不純物の量によって、ガ
ラスの発色は変化する。今回の資料のなかにも、薄い緑色から薄い褐色を呈する資料が多く、これは原材料中の
鉄分の影響によるものと思われる。一方、鉄分の消色のために入れるマンガンの量が多すぎると、黒っぽくなる。
このような薄い色が付いているものでも、本来透明なガラスを志向したと推定できるものは、透明ガラスに含め
ている。また、ラムネ瓶などでは、薄い水色を呈するものもあるが、これも透明ガラスに含めて集計した。
ラムネ瓶としたものは、形態からそのように推定できるものをここに集計したため、体部破片では認識できな
かつた資料も多いと推定される。型による陽刻が認められる資料を呈示した。図版134-1は、仙台浅見支店との
陽刻があり、これは現在の酒造会社である株式会社一ノ蔵の前身の一つである、浅見酒造のものと推定される。
図版134-2には「GULASS FACTORY YAMATAME OSAKA JAPAN」とあるが、これは F日本近世窯業
史第四編硝子工業』にその名前が見える、大阪市北区興力町の瓶製造業者である山元為蔵のことであると思われ
る (大日本窯業協会編1915)。図版134-3には「MANUFACTURE BY M.KIHARA OSAKA JAPAN」とあ
り、これは同書に名前の見える大阪市北区輿力町の合資会社木原硝子製造所のことであろう。同書によれば、こ
の両者は、「大撮製造業者の大なるもの」とされており、山元為蔵は明治30年前後に操業を開始したという。木原
硝子製造所を創業した木原茂平は、清酒及びラムネ用青色慢を、明治初年に製造しだしているとされている。
透明ガラス酒瓶としたものには、一升瓶のような大型のものと、高さ16cmほどの小型のもの、角形の洋酒瓶と
思われるものがある。大型の瓶の回縁部には、機械栓を付けるためのくばみが一対認められるものがある。小型
の酒瓶と考えたものには、王冠で最も多く出土している浅見酒店の名前が印刷されたものが、出土数量から見て
伴う可能性がある。ただし、この酒瓶小型としたものは、色の変異が比較的大きく、緑色がかっている資料が多
い。そのため、破片によっては、緑色ガラス瓶の中に合めて集計してしまっているものが、少なからず存在する
と推定される。
透明ガラスの小型瓶類としたものには、様々な種類が存在する。集計では小型瓶類として一括したが、図版で
は、インク瓶・薬瓶・角小瓶 。小型特殊瓶・広口瓶・蓋物として、細分して示した。この細分に含めがたい資料
で、文字があるため資料呈示をしたものについては、小瓶類と記載した (図版139)。インク瓶は、内容物が残存
している例が多く、その点からインク瓶と判断したものと、陽刻の文字からインク瓶と判断したものがある。乗
瓶は、目盛りが付いていたり、陽刻の文字で薬の容器と判断できるものを、ここに一括した。大きさで大・中 。
小と分けて呈示した。小型の薬瓶には、様々な陽刻が見られ、内容物と製造業者が判明する。蓋物としたのは、
シャーレを逆にしたようなガラス製の蓋が付くもので、現在でも理学 。医学用品として、全く同じものが使われ
ている。
透明ガラスのその他の容器としたものは、コップ類と、それ以外のものに分けた。コップ類には、脚付杯も含
めている。図版138-19には「カブトビール」との文字があるが、カブトビールは丸三麦酒株式会社の商標である。
盛田善平によって明治20年(1887年)に愛知県で創立された丸三麦酒醸造所は、明治29年(1896年)に丸三麦酒
株式会社となった。それまでは丸三麦酒という商標であったが、株式会社設立時にカブトビールと改名している
(大日本麦酒株式会社1936、麒麟麦酒株式会社1957)。コップ類以外のその他の容器としては、ミニシャーレ。合
子・朱肉入れという浅い容器と、特殊な形状を示す容器がある。ミニシャーレには、底面に「武井龍三」との陽
刻があるものが多く、型も何種類かあったと思われ、字体が微妙に異なっている。朱肉入れは、内容物が残って
いたことから、用途が判明した。
透明ガラスの容器以外としたものには、種々雑多なものがある。用途が不明な管状・棒状のものなど以外は、
各種類の代表資料を呈示したので、必要な点のみ触れる。アンプルとペン先については、色の違いを無視して、
種類ごとに集計してしまったため、実際には透明以外の色付きガラスも含まれてしまっている。極小円盤とした
ものは、径 l cm程の円盤の周りに、真鍮と思われる細い帯がめぐるものである。厚板としたものは、板ガラスと
は異なり、削り出しによって板状に仕上げたものと思われる。
青色ガラスでは、「岳陽堂平尾製」「登録商標ダイヤモンド」との文字がある、角形の瓶が3d層で多量に出土
していた。これは、東京市馬喰町の平尾賛平が製造していた歯磨粉の容器と考えられ、明治28年(1895年)には
存在していたことが、雑誌広告によって確認できる(天野祐吉1992)。このダイヤモンド歯磨粉瓶が多数存在した
ため、これとそれ以外の瓶に分けて個体数を算出した。その他の瓶類には、高さ20cm前後の比較的大きなものと、
薬瓶と考えられる小型の瓶がある。大型の瓶は少なく、ほとんどは小型のものである。
茶色ガラスでは、小型の薬瓶と考えられるものがほとんどで、その他には煙管かと思われるもの(図版140-12)、
ミニシャーン (図版141-12)、漏斗状のもの (図版141-13)などがごく少数認められるだけである。
赤色キャップとしたものは、濃淡のある赤色のガラスがまだらに混じっているもので、異なる色のガラスを練
り上げるように混ぜて作られていると思われる。一端が閉じるか、ごく小さな孔が残るもので、形状からキャッ
プ状のものの可能性を考えたが、確証はない。これは、薄いこともあり、かなり細片化して出上しているものも
多く、個体識別が困難であったため、破片点数を数えた。そのため、個体数は、この点数より、大幅に減る可能
サ14カ｀ある。
赤褐色瓶としたものは、かなり濃い赤色を呈するもので、ごく少数の出上である。瓶類が確認されている。
乳白色ガラスには小瓶類の容器と、それ以外には赤色キャップとしたものに形状が似ているものと管状のもの
がある。容器の多くは、軟膏のような薬を入れたものであろう。
その他の色付きガラスには、黒色に近い濃い灰色を呈するものがある。いずれも薄い板状で、形態は方形のも
の (図版140-17)と円形のものがある。用途は不明である。また、濃い緑色で、貝殻を表現したような特殊な容
器が1点ある (図版141-14)。
栓は、特殊な形態を持つ1点 (図版139-24)を除くと、全て招り合わせの共栓である。形態は様々である。ガ
ラスの色は、透明・茶色・緑色が認められる。
⑨ 石製品 (表42、図版142)
石製品には、硯 。石筆・石盤・砥石・碁石・印鑑・庚申碑などがある。薄板状加工有としたものは、薄い板状
に整えられ、切断痕などが認められるものである。いずれも点数で集計した。硯と石盤については、刻書が認め
られるもののみを資料呈示した。石筆は肉眼観察でも色調・材質に違いが認められたため、特徴の異なるものを
選んで呈示した。今回は自然科学的な分析を行う余裕が無かったたが、色調の違いから、異なった石材が使われ
ている可能性も考えられる。
⑩ 骨製品 (表45・46、図版143～150)
骨製品としたものは、肉眼観察で骨製であろうと推定したものの、緻密な広葉樹製の木製品との区別が充分で
きているかどうか問題が残る。出土資料の圧倒的多数は歯ブラシで、それ以外の資料はごく少数である。
歯ブラシ以外の骨製品としては、箸・耳掻き。柄の飾り。パイプ?・櫛 。筆の柄・ ブラシがある。箸には、全
体が骨で製作されたものと、箸の頭の部分だけ骨で作られたものがある。前者には断面正方形のものと円形のも
のが認められる。後者には、金属製の先端部を付けたと思われるものもあり、火箸になる可能性が考えられる。
耳掻きには、柄の部分に、塗料のようなもので字を書いたものが認められる。柄の飾りとしたものは、折りたた
みナイフの柄の、側面に付けた飾りと思われるものである。
歯ブラシについては、これだけ多量の歯ブラシが出上し報告された例がほとんど無いこと、極めて多様な種類
が認められたことから、今回の幸艮告にあたっては、その全体像を提示することに重点を置いた。
分類にあたっては、その機能という点から3大別した。 I類は通常の歯ブラシで、特に他の機能を持たない、
柄とブラシ部からなるものである。H類は、舌をしごくためと思われる刻みが側面に付けられているもの。m類
は、舌をしごくための金属製のヘラが、歯ブラシの柄に折りたたみ式で付けられているものである。柄の部分が
残っておらず、分類できないものはX類とした。
さらに、ブラシの植毛の方法に関連すると思われる、背面の清の有無によってA類とB類に分けた。頭の部分
が欠損し、A類かB類か判別不能なものはX類とした。ブラシ部分の植毛の列の数をアラビア数字で示し、これ
らの組み合わせで分類を示した。ほとんどの資料では、ブラシ部の先端の端面にも植毛のための孔が開いており、
その本数は植毛の列の数と同じである。
確認された種類は、 IA3類・ IA4類。IB2類・ IB3類・ IB4類・ IX類、■A3類・HA4類・ Ⅱ
X類・Шa3類。ШB3類。XA類の12類型である。それぞれの類型の中で、細かな形態によって細分が可能で
あり、後ろに小文字のアルファベットで細分を示した。細分された類型が1点のみのもの、あるいは2～3点出
上していても、層位不明や細分されていない3層など、出土傾向を検討し難いものは、その他および不明のもの
としてX類としてまとめた。細分は主に形態で行ったので、同じ細分類形の中での法量の違う資料、あるいは刻
印の違いやごく微妙な形態差については、小文字のアルファベットの後ろに、さらに数字を付けて示した。
柄の部分に刻印が見られるものも多いが、形態での分類とはほとんど対応しない。また、刻印が浅く、使用に
よる磨耗で、消えかかっているものも多く、現在刻印が認められないものも、本来刻印が無かったとは言えない。
刻印の認められるものは、刻印部分のアップの写真を図版149・150にまとめて掲載した。大多数の資料では、毛
の部分は腐って無くなっているが、ブラシ部分に黒色の附着物が認められるものがあり、これらは毛の部分まで
残っている。おそらく、靴磨きに転用したものと推定される。
細分された類型が極めて多く、それぞれの関係については、充分整理できなかった。ここでは、いくつかの気
づいた点を、指摘しておきたい。量的な多寡では、IA類が多数を占め、IB類・H類。Ⅲ類は少数である。 I
A3類は、全体的に3a層を中心とした比較的新しい層序からの出上が多い。それに対してIB類は、3d層を
中心に士ヒ較的古い層序からの出上が多数を占める。同様に、 IA4類の中には、3d層からの出上が多いものが
ある。IA4S類・ IA4t類・ IA4u類は、3d層で集中して出土している。この3つは、ブラシ部が方形
を呈し、その大きさが特に大きいという特徴で一致する。柄の部分も大きく、しかも、同じ刻印を有している。
一方、 IA4類でも、プラシ部が丸みを帯びた平面形態を呈するIA4a～h類は、3d層から出上している資
料もあるが、全体としては3a層を中心とする新しい層序からの出上が多い。
① 金属製品 (表47・48、図版151～153)
金属製品は、鉄製品とそれ以外の金属製品に大別した。鉄以外のものは、真鍮が多数を占めると思われるが、
分析などで確認している訳ではないので、銅・合金製品と記載した。鉄製品、銅・合金製品とも、極めて多様/F
遺物が出上している。そのため、現在でもほとんど変わらずに使われているような遺物では、個々の説明は省略
する。このような遺物については、資料呈示もほとんど行っていない。
銭貨については、全点を呈示した。そのため、集計表には記載されていない。寛永通宝も多く出上しているが、
江戸時代の遺物の混入か、出土した層序の時期に使われていたものかは判断しがたい。常識的には、後者の可能
性は少ないであろうが、制度的には、昭和28年(1953年)の小額通貨整理法までは、通用可能であった。
銭貨以外の銅 。合金製品の中で、容器としたものには、方形を呈するものから円形を呈するものまで様々なも
のがある。文字のある資料を中心に示した。微章としたものは、軍服に付けられたと考えられる星印のマークや、
勲章と思われるものなどがある。バックルは,ヒ較的まとまって出上しているので、形態からA～F類に分類し、
それ以外のごく少量出土しているものについてはX類としてまとめた。連結金具としたものは、針金をねじった
ものの端に付けられた円筒形のもので、オスねじになっているものと、メスねじになっているものがあり、この
ネジで連結されるものである。どのような製品になるのか判明しないものは、その形状から、パイプ状・ リング
状・針金状 。棒状・帯金状・板状、そしてこのどれにも入れ難い不明なものに分けた。
鉄製品は、ある程度用途の推定できるもの、釘のたぐい、針金、それ以外の用途不明のものに大別できる。缶
としたもののほとんどは、缶詰用の缶である。しかし、総じて保存状態が悪く、残存しているのは縁の部分だけ
の場合が多い。また、コンビーフの缶と思われる、缶を開けるときに巻き取った部分のみが出上している例もあ
る。王冠については、上面の印刷された文字が残るものを呈示したが、写真で文字をうまく表すことは難しかっ
た。王冠の中の、浅見酒店との記載があるものは、透明ガラス製の酒瓶小としたものに伴う可能性がある。瓶蓋
類としたものは、王冠以外の栓や蓋と思われるもので、酒瓶の蓋を更に覆っている薄いキャップ状のものが含ま
れる。便宜的にここに含めたが、鉄以外の素材の可能性もある。機械栓は、栓の部分の形態に差があり、それぞ
れの代表的な資料を呈示した。出土点数は全体に少なく、類型ごとの出土傾向を検討できるような量では無い。
蹄鉄には、溝の有るものと無いものが存在するが、両者での出土傾向には差が見られなかったので、まとめて集
計した。ナイフには、果物ナイフの様な形態のものと、肥後守が認められた。紐先金具としたものは、靴紐の様
な細い紐の先に付けて、紐がほぐれるのを防ぐためのものと思われる。
釘のたぐいは、鋲 。和釘・洋釘・ボルト。ねじ。折釘に分けて集計した。ボルトにはナットも含めている。折
釘としたものは、頭の部分が大きく折り曲げられているものである。形態の違いによって、細分される。A類は、
折られた頭の部分の断面形が円形を呈するもので、C類はこの部分が方形のものである。
針金は、様々な長さのものがあり、また複数のものが絡み合っているものも多い。そのため重量で集計した。
これら以外の用途不明のものは、形状から、棒状・板状・帯金状 。薄板不明と、これらのどれにも入れ難い不
明なものに分けた。この内の薄板不明としたものは、全体に保存状態が悪く、細片化している資料が多かったた
め、点数での集計は出土傾向を反映しないと考え、重量で集計した。
⑫ 皮革製品 (表49・50、図版154・155)
皮革製品については、点数だけでは出土状況を正確に反映しない可能性があるため、点数と重量の両方を集計
?
?
した。各時期の層序で出上しているが、特に3a層から多量に出上しており、どの種類でも3a層が最も多い。
3a層では、E-4区とE-5区で、皮革製品ばかりで構成されるプロックが検出されており、このようにまと
めて捨てられた場合があることを示している。
皮革製品で最も多量に出上しているのは、端切れである。形態は様々であるが、一角が鋭角をなす、細長い三
角形のものが多い。できるだけ無駄がないように、裁断した結果と思われる。端切れの中には、他の製品の再利
用と考えられるものも多い。これは、端部近くに縫い目の跡が存在しながら、それを切る形で裁断されているも
のである。明らかに靴の底が切り欠かれているものもある。別の用途に使われていた皮草が、縫い合わせた部分
を外して、再度裁断して利用されたものと判断し、再利用端切れとして集計した。
靴は、軍靴と思われる資料がほとんどであるが、保存状態が良く、全体の特徴が判明するような資料は無い。
底の部分のみで出土している例が多く、底面に鋲が打たれている場合も多い。
ベルト状の製品には、様々な種類のものがあり、そのそれぞれを細かく検討することは困難であったので、比
較的多く出土しているもののみを類型化して集計し、それ以外の資料は、ベルト類として一括して集計した。ベ
ルトと断定できず、その可能性のあるものはベルト類としてまとめた。
ベルト類で類型化したものは、4種類ある。ベルト1類としたものは、両端に円孔が開いているもので、片方
の孔には切り目が付いている。2類としたものは、中程が少し太くなっており、片方の端近くには切 り目のある
円孔が1つあり、反対側には3～4個の円孔が並ぶものである。大きさには大小2種類が認められる。この1類・
2類は、靴などの付属品の可能性が考えられる。3類としたものは、中程に円形の部分が存在するものである。
片方の端近くに孔が1個あるが、反対側の端には孔が見られない。3類としてまとめたものの中には、細かな形
態では、異なったものが存在する。4類としたものは、ベル トと考えて良いか問題が残るものである。大きな円
孔と脇に小さな円孔が並ぶものである。外径は、この2つの孔の部分にそって、2段に広がっている。2つの円
孔の部分は、2重になっており、2枚の車の間に、何かのものを装着したと考えられる。図版154-9は、小さい
方の孔に付く部材である。
紐には、革を細 く切っただけの断面方形を呈するものと、断面が円形に近く整えられたものがあるが、前者が
圧倒的に多い。図版154-15は、集計では不明とした資料であるが、一端は切り取られていないが、紐状に切り刻
まれたものである。
名札には、様々な形態のものがあるが、概して小型のもので占められる。刻書には、鋭い刃物で刻まれたもの
と、刻みの幅が広いものがある。文字が刻まれている資料は、全て呈示した。
リング状としたものには、様々な大きさのものがあり、おそらく用途も異なるであろう。最も大きいものと、
最小のものの両者を呈示しておいた。
薄手袋状としたものは、他の皮革製品より極めて薄く、袋状を呈すると思われる資料である。方形のものが多
く、周囲に縫い目があるものも多い。財布 。がま口・小物入れなどになると思われるが、保存状態の悪いものば
かりで、全体の特徴が判明するものが無いため、資料呈示は行なわなかった。
補強具としたものは、布製品などの角などに縫い付けて、補強の役割を果たしたと思われるものである。周囲
全体に縫い目が残り、孔が認められない。形態には、様々なものがあり、方形を基調とするものを補強具方形、
円形を基調とするものを補強具円形、それ以外の三角形などの特殊な形のものを補強具その他として、それぞれ
で集計した。また、縁飾りとしたものは、布などの縁に付けられ、飾りや補強の役割を果たしたと推定されるも
ので、細長く、縦に折られて縫いつけられているものが多い。
裏布付きとしたものは、裏面に粗い布が一面に付いており、表面には塗料のようなもので、草花の文様が描か
れている資料である。出土点数が多いが、ほぼ全てが組片化しているためで、個体数はかなり少なくなると思わ
れる。皮草製品と判断したが、他の皮革製品と比べると、これのみが保存状態が非常に悪い。そのため、皮革以
外の材料で作られているものの可能性も残る。
これら以外の用途不明のものは、不明として一括したが、図版154-12～4のように、製品の一部と考えられる
ものも多い。
① 木・竹製品 (表、51・52・ 55・56、図版156～159)
木製品 。竹製品は、各時期の層序から出上しているが、Ⅱb期の3号溝埋土から多数出上していることが、他
の遺物とは異なる点である。特に、加工木・へぎ板状薄板・円板状木製品が多く出上しており、特徴的である。
木製品・竹製品は、極めて多様な種類の遺物が出上しており、以下で順に説明する。なお、図版156・157で写
真に付したデータの内、計測部位を示さず、3つの数値を×記号をはさんで並記したものは、長×幅X厚を示し
ている。また、数値を括弧内に入れたものは、残存値である。加工木とへぎ板状薄板については、重量と点数の
両方を集計したが、それ以外の資料は点数のみを集計している。
木製品の中で最も多数出土しているものは、製品とは考え難い加工痕跡を残す加工木である。板材・角材 。九
材・小片に細分した。板材と角材の区分は、横断面の短辺と長辺の比率が、おおむね1:2より大きいものを板
材、それより小さいものを角材とした。保存状態が悪いと、一つのものが多数の小片に分かれるなどして、点数
だけでは出土傾向を示し難い。そのため、点数と重量の両方を集計した。角材や板材の端切れ状のものが極めて
多く、鞘重隊で木材カロエを盛んに行っていたことを窺わせる。各時期の層序から、多量に出上しており、一貫し
て同様の作業が続けられていたことを示していると考えられる。
へぎ板状薄板としたものは、厚さ1～3 11ull程度のものである。用途が判明するものは少なく、燐寸箱と箱状製
品が確認できるだけである。これらは、燐寸箱。箱状製品の方で集計されている。それ以外の用途不明のものを、
へぎ板状薄板として、重量と点数の両方を集計した。3号溝埋上で最も多く出上している。
円板状木製品としたものは、曲物の天板か底板、あるいは提灯の上下両端の板になると思われるものであるが、
いずれであるかは決定し難い。側面に本や竹の釘が打たれている場合も多いが、今回の出土資料では確認できな
かった。ほとんどの資料では、その中心に、円形に切り出すときに使われた、引きまわしのような道具の心棒を
刺した跡と思われる小孔が認められる。
直径 8 cm前後のものが圧倒的多数を占めるため、これらを中型とし、それより大きいものを大型、小さいもの
を小型として分類した。更に細かな法量の違いによって、次の7類に細分された。
大L:大Mより大きいものをまとめたが、遺存状態が良好なものは少ない。
大M
大S
直径14.3cm前後のもの。
径11.3～■.5cmのもの。
中L:径8.3～8.6cmのも であるが、残存状態が良好で直径を厳密に計測できるものでは、8.3cmと8.6clnのも
のに限られ、その間の大きさのものは認められない。
中S:径7.3～7.6cmのも であるが、中Lと同様に、直径を厳密に計測できるものでは、7.3cmと7.6cmのも
に限られ、その間の大きさのものは認められない。
小L:径6.6cm前後のもの。
小S:径5.2～5.4cmのもの。
これ以外に、小型ということは判明するが、保存状態の悪く直径が確実でないものは、小型不明とした。大型
と小型は、いずれもごく少数の出土である。
圧倒的多数を占める中型のものは、3号溝と3a層からまとまって出上している。特に、3a層出上の資料で
は、中型のLサイズがほとんど無く、Sサイズで占められているという顕著な特徴が見られる。また、層位不明
から多数出上しているが、これは調査区西端に先行 トレンチを入れた際、一部を重機で掘ったことによる。ちょ
うど、この先行 トレンチの場所に3号溝が存在し、多数の木製品が含まれていることが現地で判明したため、日
に付いたものを排土から拾ったことによって、層位不明からの出土量がこの円板状木製品のみ、特に多くなった
のであろう。中型の円板状木製品は、S・Lの両サイズとも、直径が 3 11ull違うものが存在し、確実な資料ではそ
の間の大きさのものは認められなかった。このことは、 3 11ull大きいものが曲物の蓋の天板で、ガヽさいものが身の
底板である可能性を示している。
資料呈示は、墨書のあるものや、印刷された紙が付着しているものに限った。一部を除き、赤外線写真を呈示
した。記入あるいは印刷された文字に、「綱味噌」「高歳味晴」と読めるものがあり、これらは曲物の蓋の天板で
あろう。
桶・構類については、天板あるいは底板と考えられるものと、側板に分けて点数を集計した。側板の点数は、
一枚ごとに集計している。資料呈示は、焼印の認められるものに限った。
栓は、白木のものとコルク製のものに分けて集計した。但し、ガラス瓶に付いたままのコルク栓については、
ここの集計には入っていない。白木のもので、焼印が認められるものを呈示した。
把手類としたものは、把手と思われるもの、あるいは把手に付けられた部材と考えられるものなどを含んでい
る。後者には、薬缶などの把手に付けられた握りの部分と考えられる資料があり、それを示した。
下駄は6点しか出上していないが、層位不明の1点を除くと、3d層より下の層序で出上している。保存状態
の悪いものを除いて、全て資料呈示した。
金隠板は、大便器の前に立てられていた板と考えられるものである。代表的な資料を呈示したが、使用を物語
るように、片面一面に黄褐色の付着物が残っている。
集計表で名本しとしたものは、名札と荷札の両者を合わせた数である。荷札としたものには、第二師団に所属す
る兵士へ、故郷の家族から送られた荷物に付けられていたと考えられるものが多い。また破片であっても、墨書
に住所などが認められ、荷札として使われた可能性の高いものも、荷札に含めた。この荷札以外の札類は、名札
として一括した。名札の記載は、軍隊内で使用されたことを示すものがほとんどである。荷札・名札ともに、形
態 。法量には変異が大きく、細分は行わず、文字の認められる資料は、全て呈示することした。この荷札 。名札
以外にも、へぎ板状薄板 。加工木板材で、墨書や焼印で文字のある資料については、図版158・159に全て呈示し
た。内容は表55・56にまとめて示している。墨書の残るものは、赤外線写真を撮影し検討した。赤外線写真は、
仙台市博物館において、同館所有の機材を使用させていただいて撮影した。文字の読解にあたっては、東北大学
百年史編さん室の中川学氏と東北大学記念資料室の永田英明氏に御教示いただいた。資料呈示にあたっては、こ
れらの文字のある資料が、全て板状の単純な形態のものであるため、資料の形状より文字の内容を重視して、赤
外線写真を掲載した。
箱状製品には、全体の形状が判明するものは無く、全て部材である。形態や釘 。釘穴の存在から、箱状の製品
の部材と考えられるものである。通常の板材からなるものと、ヘギ板状の薄板から作られているものもある。墨
書や焼印の認められるものを呈示した。
糸巻きには、現在でも使われている、両端が突出する小型のものと、断面杏仁形の大型のものがある。後者は、
褐色の付着物が認められ、その付着物の状況から、糸が巻かれていた可能性を考えた。両者の代表的な資料を呈
示した。
刷毛には、平面形が長方形で厚みが薄いものと、柄の部分が細 くなり厚いものが認められる。両者の代表的な
資料を呈示した。
鉛筆およびペン軸は、3d層より上の層序でのみ出上している。鉛筆には、黒色だけでなく、色鉛筆も認めら
れた。ペン軸で、刻印や刻書が認められるものを呈示した。
ブラシは、平面長方形で全体に植毛されているものを柄無しとし、植毛部分が略円形で細長い柄が付くものを
柄有として集計した。
箸は白木のものと、漆塗りのものに分けて集計した。白木のものは、断面正方形で、頭の部分が太く、先端に
向かって細 くなっていくものである。3d層で集中して出上しているのが注目される。漆塗りとしたものは、断
面円形で朱塗りのものと、断面方形で褐色の漆と思われる樹脂が塗られているものがある。前者は、竹製のもの
に漆を塗った可能性が高い。白木のものとは対照的に、3a層で多く出上している。
その他の木製品には、椀・皿 。匙・玉杓子・ しゃもじ・櫛・印鑑・燐寸箱・卒塔婆 。小刀の柄・台や折敷の脚
と思われるものなどがある。皿は、食器の皿ではなく、湯呑みの下に置いたりするような、小型のものが多い。
燐寸箱は、ヘギ状の薄い板の上に、商標などを印刷した紙を貼っている。これらの木製品では、特徴的な資料の
みを呈示した。
漆塗製品は、製品の部材と考えられる板状のものがほとんどで、それ以外の製品は少ない。漆塗碗で保存状態
の良い資料と、墨書のある漆塗り板を示し得ただけである。
調査の際には、多量の樹皮が出上し採集していたが、自然の樹木から矧がれ落ちただけで、とうてい利用不可
能と思われる資料も多く含まれていた。そこで、桜材など、利用可能と思われる樹皮に限って集計した。
竹製品は保存状態が悪いものが多く、用途が半J明せず不明とせざるを得なかった資料が大部分である。用途を
推定できたものには、柄 。縫針 。籠・ヘラ状製品 。扇子の骨・柄の付いたブラシなどがあるが、出土点数は少な
い。縫針としたものは、網のような目の粗いものに使われたのではないかと考えられる資料で、一方が尖ってお
り、他方には小孔、あるいは鉤状の切り込みが認めよれ、ここに糸をかけたものと推定した。両者の代表的な資
料を呈示した。縫針以外の竹製品は、刻書のあるものを呈示した。
① 繊維製品 (表42・図版160)
繊維製品は、織物である布製品と、麻のような植物繊維で作られたものに大別できる。全て点数で集計した。
布製品は、概して保存状態が悪く、本来の用途が判明するものが少なく、不明とせざるを得なかったものが多
い。種類が判明するものとしては、ゲートル・布製ベルト・雑巾がある。
この中では、ゲートルが最も多く出上している。特に3a層から集中的に出上している。ただし、このことは、
もともと3a層に多かったのか、あるいは地中での条件の違いによって、3a層で多く遺存したのかは判らない。
ゲートルには、円筒形に巻かれたものが多い。この巻かれたものは比較的保存状態が良いが、伸びているものは
保存状態が悪く、不明とした断片にもゲートルが多く含まれていたと思われる。幅が9 cm程度のものと、6 cm程
度の狭いものがある。この巻かれたものには、針金で留めたものも多い。巻かれたもの以外は保存状態が悪く、
長さが判明するものは無いが、最も長く残っているもので、27.6cmであった。
布製品以外の、繊維製品には、縄・むしろ。タワシが認められた。いずれも資料呈示したものは無い。縄には、
様々な撚り方のものがある。3a層と東区3d層で多く出上している。むしろとしたものは、麻のような繊維で
編まれたものである。保存状態が悪く確実ではないが、形状から、建物の入口で靴の汚れを落とすための、玄関
マットの可能性が考えられる。
〇 ボタン (表53、図版160)
ボタンには、プレスガラス製と思われるもの、骨製と思われるもの、金属製のものがある。他の遺物が、材質
ごとに分類しているのに対して、ボタンだけ、複数の材質のものをまとめて示したのは、前述したように、整理
作業上の便宜による。いずれも、点数を集計した。
ガラス製ボタンには、乳白色から白色を呈するものと、それ以外のオレンジ色などの色が付けられているもの
がある。前者が圧倒的多数を占め、後者はごく僅かである。いずれも、穴の数が4個のものと2個のものが認め
られる。穴の大きさや位置などの微細な変化が多くあり、しかもそれらの違いが漸移的であり、明確に分類する
ことは困難であった。そのため、大きさで分けて集計し、形態の細かな違いについては、それぞれの代表的な資
料を呈示することで、変異の内容を示すこととした。
ガラス製ボタンは、直径では概ね1llnlnを境に分けることができ、さらにごく少数直径1211ull以上のものが認めら
れた。そこで、■llllll以下をS、 1llnlllから121mllのも をM、 121nlll以上のものをLとして分類した。ただし、Sサイ
ズとMサイズの中間的な大きさのものもあり、かならずしも明瞭に区分できる訳ではない。
骨製ボタンとしたものは、歯ブラシと同様、肉眼観察で骨製と推定しているものである。穴の数が4穴のもの
と5穴のものがあるが、5穴の中央の穴は、ボタンを円形に削り出す際の心棒を通すための穴と思われ、綴じ付
ける際に糸を通すための穴ではないと思われる。4穴のものの中心に、同様に削り出す際の心棒を受けると思わ
れる窪みを持つものがある。4穴で中心の窪みの無いものを4穴、4穴で中心に窪みを持つものを4穴+、 5穴
のものを5穴と大別した。
形態では、周縁が少し高くなっているものをA類、周縁の高い部分の幅が広く、全体の半分以上におよぶもの
をB類、穴の周囲に溝がめぐり、その内側と外側の高さがほとんど変わらないものをC類とした。確認された類
型は、4穴A・4穴十A・4穴十C・5穴A・5穴Bの5種類である。さらに、4穴+Aでは、直径からSML
の3サイズに細分可能で、5穴BではSMの2サイズに細分できた。
金属製ボタンは、形態と法量からAからKの■種類が確認された。いずれも合金製で、真鍮製の可能性が高い
ものと思われる。留め具としたものは、A～D類の裏側に付いている、糸で綴じ付けるための、針金を半円形に
曲げた部材である。A類が非常に多く、C類がそれに次ぐ。他のものは、ごく少量しか出上していない。
ガラス製 。骨製 。金属製のそれぞれのボタンの出土傾向を見ると、どれか一つの種類のボタンのみが多く出土
している層位は無く、ガラス製ボタンが多数出上している層では、骨製も金属製のボタンも多数出上している。
したがって、今回の調査成果からは、ガラス製 。骨製・金属製の3種類のボタンの中で、時期的に変化している
様子は認められない。この3種類のボタンでは、使われる衣類の種類が異なっていた可能性が考えられよう。
⑩ 瓦 (表54、図版161・162)
瓦は全体の出土傾向を把握するために、現地で重量を計測した。その後、軒瓦の瓦当面のあるもの、一辺の長
さが判明するもの、通常の平瓦・桟瓦とは明らかに異なる特殊な瓦、刻印のある瓦を抽出して、それ以外のもの
は廃棄した。総出土量は2.6トンに達する。各層から出上しているが、3b層上面が最も多い。これは、3b層上
面に、瓦がまとめて廃棄された部分が検出されていることを反映したものである。4層より下の層序では、1号
溝埋上がやや多い以外は、総じて少ない。集計にあたっては、重量によって全体の出土傾向を示すとともに、軒
瓦・特殊な瓦・刻印のある瓦を分類し、それぞれの点数を呈示した。
軒瓦は軒桟瓦で占められており、確実に軒丸瓦 。軒平瓦と考えられる資料は無い。そのため、平部のみの破片
も、全て軒桟瓦として扱った。軒桟瓦の瓦当面は、無文のものが圧倒的多数を占める。それ以外のものは、小巴
部に巴文が入るものが2点出上しているだけである。巴文のものを1類、無文のものを2類と大別した。無文の
ものは、小巴部も平部も、平坦なもので占められ、小巴部が球状に膨らむものは出上していない。平部を見ると、
全体がほぼ同じ幅のものと、右端に向かって幅が狭 くなっていくものの、両者が認められた。前者を2A類、後
者をB類とした。2B類は3点のみの出上で、2A類が多数を占める。小巴部と平部の両方が残る資料で、平部
の細分が判明するものは、全て2A類であった。
一辺の長さが判明する資料を抽出したが、確実に平瓦と考えられる資料は無く、全て桟瓦と思われる。桟瓦の
大きさには、あまり大きな差は認められず、全長29～30cm前後のもので占められていた。そのため、代表的な資
料のみを呈示した。この桟瓦の中で、引掛桟瓦2類としたものは、掛ける部分の下端が平坦となっているもので
ある。これまでの調査で出上していた引掛桟瓦は、2つの尖った突起が付くものであったため、それと区別する
ために2類とした。
特殊な瓦として抽出されたものには、棟瓦・棟先瓦 。更斗瓦・袖瓦・板塀瓦・T字瓦 。その他の特殊なものが
ある。
棟瓦は、緩い弯曲を持つ1類と、断面半円形の2類に分けた。棟先瓦としたものは、この棟瓦2類の先端の蓄
分に使われたと考えられるもので、円形で平坦な瓦当面を持つ。長方形を呈する平坦なものを、英斗瓦とした。
大きさから1～3類に細別できる。袖瓦は、側縁に垂れを付けた、屋根の両端部分に使われたと考えられるもの
で、2点のみ確認された。板塀瓦は、比較的古い時期の層序から多く出土する傾向がある。T字瓦としたものは、
長い長方形の板に断面がT字形を呈するように突起を付けたもので、二の丸跡では多く出土している。Ha期の
4号清だけで出上しており、江戸時代の資料が入り込んだものの可能性がある。
その他の特殊な瓦としたものは、いずれもごく少量出上しているだけである。布目を有する瓦は、江戸時代の
資料が混じり込んだものと考えられ、いずれも小片である。鬼瓦かと思われるもの、突起を有するものも確認さ
れたが、いずれも小片のため、詳細は不明である。特殊な沈線や筋目が見られるものは、沈線あるものとしてカ
ウントした。桟瓦によく見られる、筋目をいれたものは、廃棄しているため、集計点数には入っていない。厚手
平坦としたものは、通常の瓦の倍前後の厚さを持ち、平坦なものである。なまこ瓦になる可含Z性がある。
刻印のある瓦は、51種類、172点出上している。各類の代表的な資料を、関連するデータとともに図版162にま
とめて示した。刻印の内容から、カナ・漢字・記号 。その他に大別した。その他5類としたもののみ陽刻で、他
は全て陰刻である。その他5類としたものは、桟瓦の下面側に「宮○○」という形をとるもので、Oに数字が入
る。これまでの調査でも多く出上している。これ以外の刻印は、端面か軒桟瓦の平部瓦当面に打たれている。特
に、頭側端面右端に刻印される場合が多い。
① その他の遺物 (表42、図版160)
これまでに取り上げたもの以外の人工遺物を、その他の遺物とした。ゴム製品・合成樹脂製品・樟脳・嫡燭・
新聞紙が確認された。
ゴム製品としたものには、ゴム引きの布やゴム引きの布を利用した地下足袋が含まれている。リング状とした
ものは、外径 2 cm前後、厚さ0.4cm前後のリング状のもので、形状と大きさから見て、ラムネ瓶の回の内側の溝に
はめ込み、栓となるガラス玉を受けるためのものであると推定される。他に用途が推定できるものは少なく、ス
ポイトの頭に着ける部分などがあるにすぎない。また、消しゴムが1点出上しているが、現代のものの混入の可
台ヒ性もある。
合成樹】旨は、分析などを行っていないため、どういう材質のものかは不明であるが、肉眼観察では、多くはセ
ルロイド製と思われる。資料呈示したものは無い。ゴム製品と合成樹脂製品は、3d層より上層でのみ出土して
いる。
樟脳は、消滅してしまって、現在存在していない。調査後の1993年度から1994年度にかけて、水洗と大まかな
分類を行った。この際には、外見の様子とにおいから樟脳と判断し、別にチャック付きポリ袋に入れて収納して
おいた。1997年度になって整理作業を本格的に開始したが、この間の3年余の間に、全てが昇華してしまったも
のと思われ、中身の無いポリ袋が残されていた。今回の報告に際しては、ある程度は出土傾向を示すものと考え、
やむなく袋の数をカウントして集計した。当然一袋に複数が入っていた場合もあり、この数は最低限の出土量で
ある。
新聞紙は、印刷された文字から、そのように推定したものである (図版157-40)。集計表には記載もれである
が、3層上面清掃から1点出上した。
出上層位＼装飾技法 手 描 き 招 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自 磁 タロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 2 4
3層上面清掃 1
3層 1
3a層 7 1 l
3a～3C層 2 2 1℃
3b層上面
3b層
3C層 1 1
区不明3d層
東区3d層 1 3 1
西区3d層 7
4層
5層上面 1
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面) 1 1
2号溝 (4層上面)
3号溝 (5層上面)
4号溝 (6・7層上面)
1号堀 (5層上面 ) 1 1
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面)
計
表11 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表(1)
Tab.1l Distribution of modern porcelains at NM12(1)      大碗 (身)
表12 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表(21
Tab.12 Distribution of modern porcelains at NM12(2)    大碗・鉢 (蓋)
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色和 技 法 不 明 計
層位不明 1 l
3層上面清掃 1 1
3層 1
3a層 11
3a～3C層 1 ユ
3b層上面
3b層
3C層 ユ 3 1
区不明3d層
東区3d層 6 雰
西区3d層 11 &
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号濤 (4層上面 ) l
2号溝 (4層上面 )
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6,7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) ユ 1
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
卜4(6層上面 )ピ ッ
計 鋏
出土層位＼装飾技法 手 描 き 摺 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 8
3層上面清掃 よ
3層 234 雰
3a層
I
3a～3C層
I
3b層上面 1 ユ
3b層 1
3C層 臼
区不明3d層 1
束区3d層
西区3d層
4層 よ 5
5層上面 6` 5
5層 5 1
6層
7層
1号濤 (4層上面) 1
2号溝 (4層上面 ) 19 0
3号溝 (5層上面) 3
4号湾 (6,7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 1 1
ピット1(3C層上面 ) 11
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 ) 1 9 1(
ピット4(6層上面 ) 1 1
計 5981
表13 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表(3)
Tab.13 Distribution of modern porcelains at NM12(3)      中碗 (身)
表14 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表14)
Tab.14 Distribution of modern porcelains at NM12(4)      中碗 (蓋)
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 1 1
3層上面清掃 1
3層 1 2
3a層
3a～3C層 1
3b層上面
3b層
3C層 4 9
区不明3d層
東区3d層 2 1( 1
西区3d層 ユ 蟹
4層 2
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 3 と 1 1 1 7
2号溝 (4層上面 ) と l 1
3号浦 (5層上面 ) 2
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面 )
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面 )
計 1
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出土層位＼装飾技法 手 描 き 悟 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 1 6
3層上面清掃 ユ 17
3層 4 1 14
3a層 1 17
3a～3C層
1 11
3b層上面 1 1
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層 1( 11
西区3d層 駅 1℃ 14 5
4層 1
5層上面 2
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 12 2 2
2号溝 (4層上面 ) 1 1
3号溝 (5層上面 ) 1
4号溝 (6。7層上面) 1 1
1号堀 (5層上面 ) 1 1 1
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面 ) 1 1
計 7t 1(
表15 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表(5)
Tab.15 Distribution of modern porcelains at NM12(5)      小碗
表16 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計翼 6)
Tab.16 Distribution Of modern porcelains at NM12(6)     鉢 (身)
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自 磁 クロム青磁 ノノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明
3層上面清掃 1 ユ
3層 1
3a層
3a～3C層
3b層上面
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層 I
西区3d層 1 9 蟹
4層
5層上面
5層
6層
7層
ユ号溝 (4層上面 ) l
2号溝 (4層上面 )
3号溝 (5層上面 ) 3
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面 )
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 )
卜4 (6層上面 )ビ ッ
計 3( 13 2 1 5`
出上層位＼装飾技法 手 描 き 摺 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明
3層上面清掃 ユ 1
3層 1 1
3a層
3a～3C層 ユ 1
3b層上面
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層 5
西区3d層 6
4層
5層上面
5層
6層
7層
[号濤 (4層上面 )
2号溝 (4層上面)
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 1 1
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピ ッ (6層上面 )
計 ユ
表17 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表7)
Tab.17 Distribution of modern porcelaitt at NM12(7)
表18 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表(81
Tab.18 Distribution of modern porcelains at NM12(8)
/」ヽ
'不
皿
出上層位＼装飾技法 手 描 き 摺 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 3 1 1
3層上面清掃 13
3層 X 1(
3a層 11 1
3a～3C層 1(
3b層上面
3b層 2 51 2 11
3C層 7 9 I 5
区不明3d層 1 1 2
東区3d層 4 1 11
西区3d層 48`
4層 歩 11 1 4(
5層上面 よ 1 1
5層 1
6層
7層 I ユ
1号溝 (4層上面 ) 11 6 1 3
2号溝 (4層上面) 5 ユ 3 1 2
3号溝 (5層上面 ) ユ 4 4
4号溝 (6,7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 1 9 雰
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面 )
計 ,
表19 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表(9)
Tab.19 Distribution of modern porcelains at NM12(9)        湯呑み
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自  磁 クロム青磁 ツノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明 l 9 1
3層上面清掃 3 l
3層 1 l 1
3a層
3a～3C層 3
3b層上面
3b層 5
3C層 1 6 ユ
区不明3d層
東区3d層 11 2 1
西区3d層 1( 7 57
4層 l 1
5層上面 1 1
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 5
2号溝 (4層上面 ) 1 1
3号溝 (5層上面 ) 2
4号溝 (6・7層上面)
1号堀 (5層上面 ) 2
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ビット4(6層上面 )
合   計 3
表20 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計■l101
Tab.20 Distribution of modern porcelains at N?11210 水滴
出土層位＼装飾技法 手 描 き 摺   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白   磁 クロム青磁 ソノ他色袖 技 法 不 明 合   計
層位不明 1 1
3層上面清掃 1 1
3層 2
3a層 ユ 11
3a～3C層 1
3b層上面
3b層 2
3C層
区不明3d層
東区3d層 1 l ユ
西区3d層 9 3 1( 2 4〔
4層
5層上面 ユ 1
5層
1 1
6層
7層
1号溝 (4層上面 )
2号溝 (4層上面) 1 1
3号溝 (5層上面) 1 1
4号溝 (6,7層上面)
1号堀 (5層上面)
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 ) 1 1 1
ピット4(6層上面)
合   計 ユ I よ 2 1
出上層位＼装飾技法 手 描 き 招   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自  磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明
3層上面清掃 1 l 2
3層 1 1 1 3
3a層 1 1 4
3a～3C層
3b層上面
3b層 1
3C層 1 l l 1 4
区不明3d層
東区3d層 I 2
西区3d層 4 9 5
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 【 1
2号溝 (4層上面 ) l 1 2
3号溝 (5層上面 ) 1 ユ 2
4号濤 (6。7層上面)
1号堀 (5層上面 ) ユ 1
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面)
合   計 11 17 11 4 4(
表21 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表10
Tab.21 Distribution of modern porcelains at NM1210       合子 (身)
表22 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表10
Tab.22 Distribution of modern porcelains at NM121)       合子 (蓋)
出上層位＼装飾技法 手 描 き 招   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自   磁 クロム青磁 ノノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明 ユ
3層上面清掃 2
3層 ユ 1 1 5
3a層 1 4
3a～3C層 l 1
3b層上面
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層 3 9 2
西区3d層 3 3
4層
5層上面 1 1
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面)
2号溝 (4層上面 )
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6。7層上面 )
1号堀 (5層上面 )
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面)
合   計 1 1 5(
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自   磁 クロム青磁 ソノ他色和 技 法 不 明 合   計
層位不明
3層上面清掃
3層 1 1
3a層 1 1
3a～3C層 1 1
3b層上面
3b層
3C層 1 1
区不明3d層
東区3d層
1 1
西区3d層 2 1
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面) 4
2号溝 (4層上面)
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6・7層上面 )
ユ号堀 (5層上面)
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ビット4(6層上面)
合   計 7 3 2 1
表23 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計tl10
Tab.23 Distribution Of modern porcelains at NM12QO    段童・蓋物 (身)
表24 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表l141
Tab.24 Distribution of modem porcelains at NM1210    段重・蓋物 (言)
出土層位＼装飾技法 手 描 き 摺  絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白   磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明
3層上面清掃
3層
3a層
3a～3C層
3b層上面
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層 1
西区3d層
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面)
2号濤 (4層上面)
3号溝 (5層上面)
4号溝 (6'7層上面 )
1号堀 (5層上面 )
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 )
ビット4(6層上面 )
合   計 1 ユ
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自   磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明 1 ユ
3層上面清掃
3層
3a層 ユ
3a～3C層
3b層上面
3b層 2 2
3C層 5 5
区不明3d層
東区3d層
西区3d層 l 1 1
4層 8
5層上面 1 1
5層
6層
7層
と号溝 (4層上面 ) 4 4
2号濤 (4層上面 ) 1 ユ
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6。7層上面 )
1号堀 (5層上面)
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面)
合   計 l
表25 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表t0
Tab 25 Distribution of modern porcelains at NM121)      土瓶 (身)
表26 仙台城二の丸跡第12地点出上近代磁器集計表10
Tab.26 Distribution of modern porcelains at NM1210       上瓶 (蓋)
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白  磁 クロム青磁 ツノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明
3層上面清掃
3層 1 1
3a層 4
3a～3C層 4
3b層上面
3b層
3C層 1 I
区不明3d層
東区3d層
西区3d層 ユ 1
4層
5層上面 ユ 1
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 )
2号溝 (4層上面 ) 2 2
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6。7層上面 )
1号堀 (5層上面)
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面 )
合   計 1
出土層位＼装飾技法 手 楢 き 鱈   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自   磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明 1 ユ
3層上面清掃 2 1
3層 1 1
3a層 2 4
3a～3C層 1
3b層上面
3b層 1 1
3C層 4 l
区不明3d層
東区3d層 1
西区3d層 1
4層 1
5層上面 1 1
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面)
2号溝 (4層上面 ) l 1
3号溝 (5層上面 ) ユ 1
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 1 1
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ビット4(6層上面 )
合   計 4〔 1
表27 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表l171
Tab.27 Distribution of modern porcelains at NM1210       急須 (身)
表28 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表10
Tab.28 Distribution of modern porcelains at N?11210      急須 (蓋)
出土層位＼装飾技法 手 描 き 僣   絵 銅 版 転 写 型 打 ち 自   磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 合   計
層位不明 1 1
3層上面清掃
3層 5
3a層 3
3a～3C層 2
3b層上面
3b層
3C層 2
区不明3d層
東区3d層 9 1 と 1
西区3d層 9 1
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 2 ユ
2号溝 (4層上面 )
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面 )
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面)
合   計 4 1
出土層位＼装飾技法 手 描 き 摺 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム書磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 1 4 1〔
3層上面清掃 2 10
3層 2 3 l I
3a層 1 1
3a～3C層 1 2
3b層上面
3b層 1 4
3C層 6
区不明3d層
東区3d層 1
西区3d層 3( lZ 1 223
4層 1
5層上面 1 l l( 1:
5層
6層
7層
l号溝 (4層上面 )
2号溝 (4層上面 ) ユ
3号溝 (5層上面 ) 1 1 1( 2(
4号溝 (6・7層上面 )
と号堀 (5層上面 ) 1 1
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面) 1 1
ピット4(6層上面)
計 81 6
表29 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表19
Tab.29 Distribution of modern porcelains at NM1210
表30 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表90
Tab 30 Distribution of niodern porcelains at NW11290
爛徳利
酒不
出土層位＼装飾技法 手 描 き 招 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ツノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 3 1: 2〔
3層上面清掃 21 1
3層 1 4 ユ
3a層 Ⅸ 1
3a～3C層 1( 1 1
3b層上面
3b層 1 1 14
3C層 1 3 6 Ⅸ
区不明3d層 1 1
東区3d層 Ы 1(
西区3d層
4層 1
5層上面 i
5層 ユ 1
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 1 1( 2(
2号溝 (4層上面 ) 2 1(
3号溝 (5層上面 ) 6 2(
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面) 1
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 ) 1 1
ピット4(6層上面 )
計 餌
87
出土層位＼装飾技法 手 描 き 摺 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色和 技 法 不 明 計
層位不明 1 1 1
3層上面清掃 3 4
3眉 1
3a層 7 1
3a～3C層 1
3b層上面
3b層 1
3C層 4 1
区不明3d層
東区3d層 2 1 14
西区3d層
4層 1 1
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) l 1
2号溝 (4層上面 )
3号溝 (5層上面 )
4号溝 (6・7層上面 )
と号堀 (5層上面 ) I
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面 )
計 8 5(
表31 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表90
Tab.31 Distribution of modern porcelains at NM1290         火鉢
表32 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表?か
Tab.32 Distribution of modern porcelains at NM129か      その他の器種
出上層位＼装飾技法 手描き 招 絵 銅 版 転 写 型打ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 合  計
層位不明 配 1 1
3層上面清掃 湯3仏] 紅1筆1絵1衛2配2 花生1 仏1植1 仏 1
3層 神像1配4 5
3a層 猪口1 筆2把手4配25 灰 1
3a～3C層 湯 1 猪日1 紅1キ1 把手1配3戸1
3b層上面
3b層 把手1配36
3C層 湯 1 キ1把手3配23
区不明3d層
東区3d層 湯1香1カ1 紅 ] 紅1キ2把手3配27戸2
西区3d層 湯1カ 2 讐身4醤蓋1紅1 灰 1 紅1筆2キ2把手1配5戸1
4層
5層上面 灰 1 把手2 3
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 配ユ 1
2号溝 (4層上面 ) キ 1 I
3号溝 (5層上面) 仏 1 キ 1 2
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 力 1 ユ
ピット1(3C層上面 )
ビ ッ 卜2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面)
計 1 2 1 3 1
[表中略号〕 替身:簿油注し身 善蓋:誓油注し蓋 湯:湯冷まし 仏:仏飯器 香:香炉 力:カップ 植:植木鉢 紅:紅猪口
筆:筆洗器 絵:絵具皿 灰:灰吹 キ:キセル 配:配電器具 戸:戸車 把:把手 衛:衛生陥器
出土層位＼装飾技法 手 構 き 摺 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色釉 技 法 不 明 計
層位不明 14
3層上面清掃 7
3層 11
3a層 1(
3a～3C層
3b層上面
3b層 8 1 1 1 12
3C層 3( 1 ユ
区不明3d層
東区3d層 ユ
西区3d層 2( 1
4層 7 1 17
5層上面 7 1 4 4(
5層 1
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 4 1 91
2号溝 (4層上面 ) 5 ユ 6 1
3号溝 (5層上面 ) 8 1 5(
4号溝 (6・7層上面 ) l 1
1号堀 (5層上面 ) 2
ピット1(3C層上面 ) 1 1
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面 ) 1 2
ピット4(6層上面 ) 1 1
計 17千
表33 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表Q0
Tab 33 Distribution Of modern porcelains at NM1290      器種不明
表34 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器集計表1241
Tab.34 Distribution of modern porcelains at NM1200         全器種
出土層位＼装飾技法 手 橘 き 招 絵 銅 版 転 写 型 打 ち 白 磁 クロム青磁 ソノ他色粕 技 法 不 明 計
層位不明 7
3層上面清掃 駁 7 11
3層 寓 1
3a層 2
3a～3C層 α
3b層上面 1
3b層
1 3 3〔
3C層
区不明3d層 1 15 よ 1
東区3d層
西区3d層
4層 4 8 1〔
5層上面 8 5 9 2 4〔
5層 3 2
I
6層
7層 1 ユ
1号濤 (4層上面 ) 6Z 6 7 1
2号溝 (4層上面 ) 3 3 21 11
3号溝 (5層上面 ) 1 12
4号溝 (6・7層上面 ) 2
1号堀 (5層上面 ) 9 3 2 l
ピット1(3C層上面 ) 1
I
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 ) 1 1 1
ピット4(6層上面 ) 1 1 1 1
計 14501
出土層位＼器種 中碗身 中碗蓋 邁ヽ 碗 小 鉢 皿 湯春み 段 重 土瓶身 土瓶蓋 急須身 急須蓋 徳 利 酒 郷 大 甕
層位不明 212(5 26411(
3層上面清掃 53(21 308(21
3層 5659 4814 498(3
3a層 20613 312512
3a～3C層 10411
3b層上面
3b層
3C層 371121
区不明3d層
東区3d層 126(131011 44801571458C( 143(1
西区3d層 137111S 47411] 6125m860は 186(21
4層 179(2 723(1
5層上面 1713 162(1
5層
6層
7層
を号溝 (4層上面 ) 301(18)33(6 220(3 50813
2号溝 (4層上面 ) 7000(1
3号溝 (5層上面 ) 378(7
4号溝 (6・7層上面 )
I号堀 (5層上面 ) 738(1
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピ ッ 卜3 (4・5層上面 )
ピット4(6層上面 )
計 64211(174(2 1465145 1342391811(m) 254(3 2093at133(415867側
表35 仙台城二の丸跡第12地点出土近代陶器集計表(1)
Tab.35 Distribution of modern glazed ceramics at NM12(1)   重量g(最小個体数)
表36 仙台城二の丸跡第12地点出土近代陶器集計表121
Tab.36 Distribution of modern glazed ceramics at NM12(2)   重量g(最小個体数)
出土層位＼器種 中 甕 」ヽ 甕 土鍋身 行平鍋身 イ引鴇嘗 握 鉢 火 鉢 片口鉢 信 鉢 火 入 灯明皿 乗 燭 油徳利
層位不明 101(1 545(4) 20(1
3層上面清掃 10(2)
3層
3a層 4450(31
3a～3C層
3b層上面
3b層
3C層 239(1 160(1
区不明3d層
東区3d層 122(11 474(3
西区3d層 4000(1) 595110233(5 541(2293911
4層
5層上面 6Sl
5層 6713
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 18212 241(7
2号溝 (4層上面 ) 21(21
3号溝 (5層上面) 54(2 4αl 6850(1
4号溝 (6。7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 133(1
ピット1(3C層上面 )
ピ ッ 卜2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面 )
計 4138(6) 251(3 735923491113714(6 1268814G
重量g(最小個体数)
出土層位＼器種 豆 甕
〓 ?
散蓮華 花 生 植木鉢 器種不明 合 計
層位不明 96811(505011
3層上面清掃 48132507Bl
3層 225818
3a層 4飩I 8903樹
3a～3C層 283低
3b層上面
3b層 1315 129111
3C層 864112
区不明3d層
東区3d層 403r] 3281B! 750帥
西区3d層 65862436聡
4層 139陀]
5層上面 27駅7
5層 38m4
6層
7層
1号溝(4層上面) 53061318611
2号溝(4層上面)
3号溝(5層上面)
4号溝(6・7層上面)
1号堀(5層上面) 1735也1
ピッ 1(3C層上面)
ビッ 2(3C層上面)
ビッ 3(4・5層上面)
ピッ 4(6層上面)
合  計 33(1 127Ы459Ц3 3654tal736521F
表37 仙台城二の丸跡第12地点出土近代陶器集計表0)
Tab.37 Distribuion of modern giazed ceramics at NMlД働
表39 仙剖憾め硼際12地却壮近鮭鰤噴J群嗣臓
Tab.39 Disttibuion of modem ceranics at NM12
表38 仙台城二の丸跡第12地点出土近代妬器集計表
Tab 38DistribulionoFmodemtngla7edhald・tedceramicsatNⅦ2
重量g(最小個体数)
出土層位＼器種 湯呑み 急須身 饒 土瓶身 土艤 植木鉢 五 徳
層位不明 3616
3層上面清掃 46Ⅸl
3層
3a層 180ば1
3a～3C層
3b層上面
3b層
3C層 841111 194(11
区不明3d層
東区3d層 158119
西区3d層 9紙5)
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号溝(4層上面)
2号溝(4層上面)
3号溝(5層上面)
4号溝(6,7層上面)
1号堀(5層上面)
ビット1(3C層上面)
ピッ 2(3C層上面)
ビッ 3(4・5層上面)
ピ ッ 4(6層上面)
合   計 4441f3 lo9al
A40イ鰺競コ哄肌細鞄翻辻』輌曖帥 魏鍋騨籍膜
Tab 40 Distribution of various mOdern ceramics at NM12
重量g(最小個体数)
出土層位＼器種 恨  炉 植 木 鉢 さ  な 器種不明
層位不明
3層上面清掃 158(6
3層
3a層 212(4)
3a～3C目 52Ⅸ3)
3b層上面
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層
西区3d層 1380(5
4層
5層上面
5層
6層
7層
I号溝(4層上面)
2号溝(4層上面)
3号溝(5層上面)
4号溝(6・7層上面)
l号堀(5層上面)
ピット1(3C層上面)
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面)
合  計 432(7558(45)
重量g(最小個体数)
出土層位＼器種 瓦質土器火鉢 軟質施釉羽釜 軟質施釉嬉猪 軟質施釉不明 軟質西洋磁器
層位不明
3層上面清掃
3層 200(1
3a層
3a～3C層
3b層上面 104(1
3b層
3C層
区不明3d層
東区3d層
西区3d層
4層
5層上面
5層
6層
7層
1号溝(4層上面)
2号溝(4層上面)
3号溝(5層上面〕
4号溝(6・7層上面) 251(1
1号堀(5層上面)
ピッ 1(3C層上面)
ピッ 2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面)
合   計 38蟹7 98110
器種
出土層位
碗 lB手付碗 鉢 皿 大 型 碗 大型碗蓋 蓋 不明
重量 g 個体数 重量 g 個体数 重量g 個体数 重量 g 個体数 重量 g 個体数 重量g 個体数 重量 g 個体数 重量 g
層位不明 1.015 6 5 2,443 7 3 1
3層上面清掃 4 559 8,011 2,025 6 1 2 1
3層 4 381 4 683 8,536 1,562 5 2 1 6 1
3a層 19 193 19,551 9727,360 5,787 1 2 1 1,331
3a～3C層 6,774 6,942 11,846 と,237 4 3 1
3b層上面
3b層 6 4 1,598 4 389 2 1 1 74
3C層 1 289 8 1,100 6 2,776 1,596 5
区不明 3d層
東区3d層 5,002 4,736 8,030 2 687 8 1 l
西区3d層 2 2 1 1
4層 6 1 3 1 8 1 1 8
5層上面 6 1 3
5層
6層
7層
1号溝(4層上面) 5 3 1 067 3 2
2号溝(4層上面)
3号濤(5層上面) 1 1 ユ ユ
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀(5層上面 ) 1 1 1
ピット 3C層上面 )
ピット2 3C層上面 )
ピット3 ・5層上面 )
ピット4 6層上面 ) 10 1 よ 5
計 44 392 44,966 72,31818717.302 9 3
表41 仙台城二の丸跡第12地点出土近代硬質陶器集計表
Tab.41 Distribution of modern"Iron stone china"at NA/112
表42 仙台城二の丸跡第12地点出土近代石製品 。その他の遺物集計表
Tab.42 Distribution of modern various implements at Nふア112
出 土 層 位
石 製 品 織 維 製 品 布 製 品 ゴ ム 製 品 合 成 樹 脂
?
??? 薄板状
加工有
????
そ の 他 不 明 縄
タ
フ
む
し
ろ
?????
ー
?
?
ト
?
?
????? ?
??
?
?
??
? そ の 他
?
そ の 他
層位不明 2 1 ユ
3層上面清掃 2 2 板状2 1 1 k 1 地下足袋 5 2
3層 1 2 1 1 よ スポイト1
3a層 1 1 l ユ 雲母 1 棒状 1 $ 1 1 41 2I 消しゴム1 I
3a～3C層 1 方形1 「 1 1 4 洋将おう(1
3b層上面
3b層 ユ 1 1 1 1 1
3C層 1 1 1 庚申碑よ 玉状1 lユ 1 2
区不明3d層
束区3d層 1 2 2` 1 2 ユ ユ I 4 1 不明1 1
西区3d層 17 11 2 印鑑1チッカ 板状1 1 1 7 5 櫛1不甥1 6
4層 1 1 1
5層上面 1 1
5層 1 2
6層
7層
1号溝(4層上面 ) 2 2 1 3
2号溝(4層上面 ) ユ
3号溝(5層上面 ) 3 2 1 1 1
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀(5層上面 )
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面)
ピット3(4・5層上面)
ピット4(6層上面 )
計 1 6 3 5 1 1( 1
表43 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品集計衷 1)
Tab 43 Distribution Of modern glass implements at NM12(1)
表44 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品集計表(2)
Tab.44 Distribution of modern glass implements at NM1212)
出 土 層 位
板
硝
子
重量
(g)
照
明
傘
重量
(g)
火 屋 ビ  ー  ル  瓶 緑 色 瓶 ??
??
?
重量
(g)
点
数
総重量
(g)
口縁部 底 部 総
重
量
(g)
フ
ボ
飲 料 水 瓶 口 縁 部
ク
????
大 型 イヽ 型
????
底 部 コ ル ク
????
重量
(g)
????
B C 底 部 A B D 不
明
A B C
大
層位不明 3 8 3 1 l ユ 1 1 l 1
3層上面清掃 5 3 2 2 1 3 1 l 1 1 3
3層 7 4626 6 3 3 3 4 1 ユ 126 2
3a層 4248 27 12 7 4 4 3 2 3 11 2 14 199 4
3a～ 3C層 と 2172 8 ユ 3 4 ユ 1 7 3
3b層 5 3 2 1 2 1 2 12
3C層 6 ユ 2 4 l 3 4 2 3 2
東区3d層 5 2557741 5 1 4 11 1 5 3 2 3 2 4 1 2 2 4
西区3d層 6922 3 14 13023 12 1 6 11 7 4 1
4層 2 2 2 1 ユ
1号溝 (4層上面 ) l 2079 2 9 2 1 17
2号溝 (4層上面 ) ユ 3 3 1 1
3号溝 (5層上面 ) 4 1 2295 5 3 3 2 2 ユ 1
1号堀 (5層上面) 5 1 556 ユ 1
合計 21636 [15500 159 7 30119 2 2 2 1 12 6 28
出 土 層 位
透 明 ガ ラ ス 青色ガラス 茶色ガラス 赤  色
キャップ
赤褐色
瓶 類
乳 白 色
その他
色付き
ガラス
栓
酒  瓶 小型瓶類 その他容器 容器以
????
ダ
イ
ヤ
そ
の
他
?
???
?
?
?
?
??
?
重
量
(g)
????????
重
量
(g)
?
???
重量
(g)
丸
大
丸
/」ヽ
?
??重量
(g)
??? ?
?
??
?
重
量
(g)
?
??
???
重
量
(g)
?
?? 重
量
(g)
?
??
層位不明 2 5 l 4 2 1 7 5 ユ ユ 2 ユ 2 1
3層上面清掃 ユ 279 11 5 5 2 l 2 1 ユ 5 3
3層 2 13 4 5 2 1 2 3 5 5 8 1
3a層 3 2 7 6 6 1 う(2 3
3a～3C層 5 2 17 8 2 1 9 4 2 1 1 2
3b層上面
3b層 2 1 1 6 2 1 1 2
3C層 7 2 3 1 3 3 2 l 1 2 3
区不明3d層 l 1 1 3 6 6
東区3d層 6 ユ 15595 4 6 5 υ(2 2
西区3d層 17 8 8 7 4 2 灰1緑1 54 3
4層 37 2 l 3 ユ 2
5層上面 10 1 1 1 1 6 l
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) 3 1 2 1 2 1
2号溝 (4層上面) 21 2 1 2 1
3号溝 (5層上面 ) 1 3 2 1 ユ 3 1 l 2
4号溝 (6。7層上面 )
1号堀 (5層上面 ) 1 7 1 2 3
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 ) 2 3
ピット4(6層上面 )
合計 3 7789 2201 5 5 13
出 土 層 位
骨 製 歯ブラシ
箸
?
?
?
?
?
?
?
?
? その他
????骨製
I
b dlel玉 h b d f g h k 1 q
3層 l 1 1 2 1 1 5 4 1 1 2 2 ユ
3a層 2 1 ユ 2 6 ユ ユ 1 1( 2 2 l 7 1
3a～3C層 2 ブラシ1 2 3 2 I 9 1 2 l 2 1 1 1 1 2 1
東区3d層 4 l 1 ユ 1 2 ユ 6 3 1 1 1 2
西区3d層 2 1 5 1 1 l 3 3 1 4 1 2
計 4 5 駅 3 3 7 4 4 5 1
表45 仙台城二の丸跡第12地点出土近代骨製品集計表(1)
Tab 45 Distribution of modern bone implements at NM12(1)
表46 仙台城二の丸跡第12地点出土近代骨製品集計表(2)
Tab.46 Distribution of modern bone implements at Nh/112(2)
出 土 層 位
歯ブラン
骨製 ?
???
??
IA 皿A ?????
?4列 2 3ア」
alb d f blC blcldalbl C ldb alb
合   計 2152 2 4 3 13 2111111 12 1 1 2 11111 1
出 土 層 位
銅 合 金 製 品 鉄 製 品??????????
章
?
??耳
掻
き
が
ま
ロ 手
??????????
ク
そ の 他
?
?
?
?
?
?
?
?
????? ????? ??????????
缶
????
A C D E X
層位不明 1 l 2 ユ 1 2 2 厘管1 定規1 ユ l 2 1 3 2
3層上面清掃 t 4 1 1 1 ユ 1 1 1 2 火箸1 鳩目1 1 1 2 2 1 1 4 2
3層 l 5 2 2 5 1 1 1 入歯1 鳩目1
認識票2
1 4 と 2 1 ユ 5
3a層 2 3 2 22 1 ユ 3 1 2 5 2 2 1 9 警1 メグル1
鳩目1
2 2 8 5 5 2 1 9 12
3a～3C層 1 2 1 3 1 2 2 4 5 スイッチ1 画鋲1 2 l 4 2 5 7
3C層 2 1 2 6 3 1 1 1 2 1 4 電極棒1
コハゼ2 ネヾ1
1 2 l 2 1 5 1 1 2
区不明3d層
東区3d層 2 2 1 8 16 2 3 8 11 4 2 2 1 3 3 1 1 6 鳩目1 9 1 6 6 1487 1
西区3d層 13 4 3 4 5 7 5 2 1 3 3 1 1 8 警1キャップ2
バネ2
8 9 7 7 6 2 7 13
1号溝 (4層上面 ) 4 3 5 1 6 3 7 5 3 2 3 4 ユ 5 画鋲3 ヨハゼ1
キヤップ1 バネ1
チュープ1
1 9 7 6 2 7 15 ユ
3号溝 (5層上面) 1 1 2 1 1 1 ユ 6 l I 4 5
合計 5 6 8 6 6 5
表47 仙台城二の丸跡第12地点出土近代金属製品集計表(1)
Tab.47 Disttibution of modern metal implements at NM12(1)
表48 仙台城二の丸跡第12地点出土近代金属製品集計表修)
Tab.48 Distribution of modern metal implements at NM12(2)
出 土 層 位
鉄 製??
?
? ???
?
?
?
?
?
????????
ャ
ッ
?
?
?
?
ナ
イ
? ????
???
ク
?
?
?
? そ の 他 鋲
?? ?
? ボ
ト
???
?
折
釘
???? ? ?
?
?
? ? ?
?
???
大
層位不明 1 1 1 1 2 I ペン軸1 5 1 276 4 2 5 1
3層上面清掃 5 1 l 1 1 1 蝶番1 五徳ユ
電話機1
2 1 6 ユ 7 164 1
3層 2 2 1 1 3 4 2籠1 鎖1 分銅1 l 5 1 3 7 9 6
3a層 3 8 5 2 2 8 1 2 ???
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?? ??
??? 2357 4 325
3a～3C層 2 1 3 2 2 2 2 1 2 6 鍵3 分銅1 1 2 5 11 8 3
3b層 6 1 2 l 2 2 1 1 6 1 ヤスリ1 分銅1 l 9 7 1 9
3C層 4 1 4 2 2 1 1 3 2 火打金1 籠1
石突1 安全ピン1
1 5 7 2513 6
東区3d層 2 5 4 1 4 3 7 17 火打金1 網1
鍵2 安全ピン3
1 17 1 l 141377 l 5
西区3d層 2 よ 7 5 1 2 ユ 1 2 11 軍驀9 要≧ピリ2 3 5 12 1225
4層
1号溝 (4層上面) 2 ] 2 2 ユ 6 2 4 3 鎌1 さな1
コンパス1 分銅ユ
2 1 1 7 9 8 2
2号溝 (4層上面)
3号溝 (5層上面) 1 2 家具金具1 1 10
I号堀 (5層上面) 2 1 1 1 鎖ユ l 3 l 1 2 た
ピット1(3C層上面)
合計 lユ 6 8 30 13 2935
出 土 層 位
端  切 端切再利用 靴 ベルト1 ベルト2 ベル ト3 ベル ト4 ベル ト類 ベル ト状?
? 重量
(g)
?
?
?? ?? 重量
(g)
??
重量
(g)
?
? 重量
(g)
??
重量
(g)
??
重量
(g)
???
重量
(g)
??
重量
(g)
層位不明 167 9 31 7 2 3 11 14 3 6
3層上面清掃 3 4 2
3層 5 6 47
3a層 6201 3 3681 2 2 5 9 158 13
3a～ 3C層 6 9 1 3
3b層上面
3b層 17 2 ユ ユ 18
3C層 33 6 5 2 7
区不明3d層
東区3d層 2296 1 4 1 2 3
西区3d層 3 3 1 1 24
4層 3 3 2 6 12 ユ 5 1 6
5層上面 ユ 9
5層 3
6層
7層
1号溝 (4層上面) 17 5 1
2号溝 (4層上面 ) 5 11 2 3 13
3号溝 (5層上面) 37 1 6 8 7
4号溝 (6・7層上面)
1号堀 ( 層上面 )
ピ ッ 1 3C層上面)
ピ ッ 2 3C層上面)
ピ ッ 3 4・5層上面 ) 10 2
ピ ッ 6層上面)
合計 7933 3 22528372 15564 2 1285 1636 1
表49 仙台城二の丸跡第12地点出土近代皮革製品集計表(1)
Tab.49 Distribution of■10dern leather articles at NM12(1)
表50 仙台城二の丸跡第12地点出土近代皮革製品集計表(21
Tab.50 Distribution of nlodern leather articles at NM12(2)
出 土 層 位
紐 名  札 リング状 薄手袋状 補強具方 補強具円 補強具他 縁 飾 り 裏 布 付 不  切
?? ? ???
重量
(g)
?
? 重量
(g)
?
? 重量
(g)
??
重量
(g)
?
? 重量
(g)
??
重量
(g)
?
? 重量
(g)
??
重量
(g)
?
?
??
層位不明 9 62 1 2 4
3層上面清掃 8 5 6 3 5 2 2 3 11 l 1 12 5 77
3層 3 2 1 1 6 l 8 1 2
3a層 3 6 262
3a～ 3C層 2 1 4 4 11 2 3
3b層上面
3b層 5 13
3C層 7 53 l 1 3 3 5
区不明3d層
東区3d層 13 2 9 6 1 2 l 10 77 5
西区3d層 9 6 1 1 l 7
4層
1 5
5層上面
5層
6層
7層
1号溝 (4層上面 ) ユ 1 3
2号溝 (4層上面 ) 1
3号溝 (5層上面 ) 9 7 2 1 4 2
4号溝 (6・7層上面 )
1号堀 ( 層上面 )
ピット1 3C層上面 )
ピット2 3C層上面 )
ピット3 4・5層上面) 2
ピット4 6層上面 )
合計 316 4 疇 9 8 6 1088 1
出 土 層 位
工 木 へぎ板状
薄  板
円板 状 木 製 品 桶 樽 栓 把
手
類
下
駄
?????
名 箱
状
板 材 角 材 丸 材 ガヽ 片 大 型 中 型 型 ??? ??
?
???
ク
点数 重量(g)点数
重量
(g)点数
重量
(g)点数
重重
(g)点数
重量
(g)L M S L S L S
?
?
層位不明 6 5 3 1 1 4
3層上面清掃 3347 3 1 3 1 1 l
3層 7 1 1 1 1 2 3 2 2 8 1
3a層 1373 1 3 I 1 4 17 131 1 16
3a～3C層 3431 9 8 2 1 5 8 7 1 2 1 2
3b層上面
3b層 2144 1559 9 296 8 6 2 1 1 l
3C層 2135 8 385 14 1 2 3 1 3 2
区不明3d層
東区3d層 17 6 1 12 31 1 l 4 2 l 6 3
西区3d層 3 4 6 2 3 3 1 I 2 2
4層 2 6 3 8 8 8 2 よ 3
5層上面
5層 1
6層 1 1 1
7層
1号溝 (4層上面 ) 4 2 4 2 2 2
2号溝 (4層上面 ) 2 15 2 4 2 1
3号溝 (5層上面 ) 8 272 1 1 ユ 1 6 1 1
4号溝 (6。7層上面 ) 1 3 1 8
〔号堀 (5層上面 ) 3 6 1 3 4 1
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 )
ピット4(6層上面 )
合計 3505 29047 1003 3 5 8486 2 6 26 9 6 4 6
表51 仙台城この丸跡第12地点出土近代木製品集計表(1)
Tab.51 Distribution of modern wooden implements at NM12(1)
表52 仙台城二の丸跡第12地点出土近代木製品集計表12)
Tab.52 Disttibution of modern wooden implements at N?【12(2)
出 土 層 位
?? ?? ??
軸
ブラシ 箸
各 種 木 製 品
??? ???
そ の 他 の
漆 塗 製 品
???
竹  製  品
?? ?? ?
? 漆
塗 柄
??
各 種 製 品 不明
層位不明 1 5 1 不明1 1 2 円板1 ユ 1 3
3層上面清掃 3 2 2 3 IIl11 匙1 印鑑1 燐寸箱3 不明3 2 編物1 不明2 8 1 籠 1 把手 1 ヘラ1
3層 3 1 7 2 2 2 5 椀1 皿1 印鑑1 不明1 燐寸箱1 1 5 10 よ 1 蜜立?1 ヘラ1
3a層 5 3 3 6 匙 1 不明4 台の脚 ?1 ヘラ1 2 3 ヘラ2 蓋?1把手1
3a～ 3C層 3 5 3 4 8 玉杓子1 しゃもじ1 折敷脚 1 1 扇子の骨ユ
3b層上面
3b層 3 2 1 2 小刀の柄 ?1 1 2 5 8
3C層 4 3 2 7 よ 2 ブラシ状1 7 9
区不明3d層 2
東区3d層 2 3 8 3 1 2
西区3d層 1 2 2 塔婆 1 I 2 I
4層 1 3 1 1 l 1
5層上面
5層 1
6層
7層
1号濤 (4層上面 ) 2 1 2 1 2
2号溝 (4層上面 ) 4
3号溝 (5層上面 ) 2 不明2 1 2 2 柄付ブラン1 8
4号溝 (6・7層上面 ) 1 1
1号堀 (5層上面 ) l El11匙よ 櫛 1 2
ピット1(3C層上面 )
ピット2(3C層上面 )
ピット3(4・5層上面 ) 2
ピット4(6層上面 )
合計 5 27 8 5 7
出 土 層 位
ガ ラ ス 製 骨 製 金 属 製
乎し 自 色 有 色
合計
?? 4穴+ 穴
合計 A B C D E FG I J K
?
?
合計只 2穴 4
穴
2
穴
C AS M LS M A M L S M
層位不明
3層上面清掃 8 5 1 と 7 2 2 2 9 3 1
3a層 1 11 I 2 3 61 5 6 l ユ 3
3a～3C層 2 9 3 1 5 ユ 1 1 1 2 1 1
3C層 1 4 1 2 7 3 2
東区3d層 188 ユ 1 l 4 4 4 3 8 49 ユ 1 1 I
西区3d層 11 1 2 2 4 I 1
1号溝 (4層上面 ) 6 6 1 2 1 1 2 3
合計 5 6 3 7 1 6 7 1 ユ 1 2 l 1 8 3
表53 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ボタン集計表
Tab.53 Distribution of rnodern buttons at NM12
表54 仙台城二の丸跡第12地点出土近代瓦集計表
Tab.54 Distribution of rnodern roof tiles at NM12
出 土 層 位
総重量
(kg)
軒 桟 瓦 軒 平 瓦 類 刻印有る瓦 特 殊 な 瓦?
??
?
?
?
?
（?? ?
?
?????
?
????
?? 不
明
カ
ナ
?
??記
号
??
?
?????????
?
?
???
??袖
瓦
??????
そ  の  他
層位不明 1 ユ 1 1 4 1 1 2 ユ 2 突起有3
3層上面清掃 1 2 l ユ 1 1
3層 182 95 1 3 3 3 3 4 1 I 1 1 沈線2
3a層 5 2 3 7 3 2 2 4 ユ 4 1 1 ユ I 突起 ?1、沈線2、 布目1、 厚手平坦2
3a～3C層 60 73 1 2 1 2 1 1 1 l 沈線2
3b層上面 849 1 6 9 6 1 8 9 1 1 3 7 1 沈線1、 布目1
3b層 39 63 1 1 4 1 2 6 l 1
3C層 285 86 3 2 2 6 2 3 7 5 1 2 3 I 鬼瓦 ?1
東区3d層 210 931 3 ユ 3 1 7 7 1 5 1 3 1 2 沈線1
西区3d層 371 45 I 7 2 4 5 6 1 9 I 1 2 突起有1、 沈線1
l号溝 4層上面 ) 124 1 1 1 1 1 2 1 1
2号溝 4層上面 ) 1 3 1
3号溝 5層上面 ) 1 2
4号溝 6,7層上面 ) ユ 2
1号堀 5層上面 ) 1 2 〕 1 2 3 布目1
合計 2594 62 31 3 7 5 8 8 8 2 2
表55 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の名札類観察瓢 1)
Tab.55 Notes on modern wooden tablets from NM12(1)
図版
番号
種別 出 上 場 所
法量( )は現存値
長×幅 ×厚 (cm)
記 載 文 字 加 工 な ど
158-1荷札 層位不明 (158)X(29)×06(表)陸軍斡重輸卒 目々沢治郎
(裏)―…目々沢 又次□
一部炭化
158-2荷札 3層上面清掃 145×(47)X09(表)仙台河内轄重兵第二大隊第一中隊ノ四
(裏)… 平小四郎□
上部に穴1
158-3荷札 3層上面清掃 151X45×05 (表)仙台鞘重兵第二中隊第四班内 伊藤武蔵殿
(裏)北海道……西中川郡 …… 伊藤回□□出ン
上部に穴1
158-4荷札 3層上面清掃 135×(59)X03(表)仙台鞘重兵第□大隊第壱中隊 菅原泰助様行
(裏)なし
上・下部各穴1
158-5荷札 3層上面清掃 152×52X09(表)仙台斡重兵第……兵 イヽ回□□太郎様□
(裏)山形……
上部に穴1
荷札 3層 136X(15)X03(表)仙台鞘重兵第二大隊第二……
(裏)泉岡……
158-7荷札 3a層 189×(34)X06(表)仙垂鞘重兵第二大隊第一中隊
(裏)仙菫鞘重兵第一 … 中隊
福島縣耶麻郡姥堂 □大原新貞出
一部炭化
158-8荷札 3a層 (■3)×(27)X04(表)仙台鞘重兵第二大¨
(裏)渡部
158-9荷札 3a層 (69)× (30)×03 (表)芳治郎
(裏)……中
158-10荷札 3a～3C層 158×55×07 (表)仙台鞘重兵第二大隊第二中隊四務班
戸村房芳殿
(裏)福島縣石城郡内郷付宮炭坑二号舎 戸村亀…
上・下部各穴 1
158-11荷札 3a～3C層 155×55×07 (表)仙台鞘重兵第一大隊第一中隊 三
石川義治様行キ
(裏)安達郡小浜町□□小□成□字小□
石川□太郎様ロキ
上・下部各穴1
158-12荷札 3a～3C層 199×55X06(表)仙台轄重兵第2大隊第2中隊五十嵐儀蔵殿行キ
五十嵐久米蔵
(裏)……宮長作……
上・下部各穴1
再加工
158-13荷札 3a～3C層 (90)×(27)X05(表)… 重信殿行 (裏)不明
158-14荷札 3a～3C層 65X58X05(表)仙台轄重兵第二大隊第一中隊一班
山科金蔵様行
(裏)山形籐最上郡萩野村字赤坂 山科作兵衛
上部に穴1
158-15荷札 3a～3C層 (56)X(32)X06(表)相馬郡上真野村大字角川原……藤田……
(裏)不明
158-16荷札 東区3d層 (166)×(47)X07(表)第二中隊 …… 寺嶋政造殿
(裏)山形縣東村山郡山辺町小町?
上・下部各穴1
158-17荷札 東区3d層 188×62X07(表)福島縣□□郡長 高崎子之松様行キ
(裏)なし
上・下部各穴ユ
158-18荷札 3号溝埋土 229×(44)×02 (表刀団ヒ蒲原郡紫雲寺村大字ニツ山新田
□□  造
(裏)不明
一部炭化
158-19荷札 3号溝埋土 99×(36)X09(表)仙台市八幡町三八 (裏)なし 下半に釘
158-20名札 層位不明 150×28×06 (表)博騎用 (裏)縛 上部に穴 I
158-21名札 層位不明 (41)X18×04 (表)不明 (裏)不明 上部に穴
158-22名札 3層上面清掃 60×17X02 (表)渡辺□治 (裏)携帯 上部に穴1
158-23名札 3層上面清掃 (73)X49×03 (表)斡重兵第…… 上…… (裏)なし 上部に穴 1
158-24名オし 3層上面清掃 70X33×03 (表)第二内班 小泉保 (裏)第二内班 小泉保 上部に穴 1
158-25名札 3層上面清掃 90×52X08 (表)事務用 (裏)第一中隊 上部に穴 1
158-26名札 3層上面清掃 123×(19)×04 (表)第二内務班 (裏)小泉保
名札 3層上面清掃 (76)×(26)X04(表)不明 (裏)不明 上部に穴1
158-28名札 3層 51× 16×03 (表)佐久関爾実 (裏)携帯 上部に穴1
158-29名札 3層 52X16×03 (表)□□□□ (裏)不明 上部に穴1
158-30名札 3層 53× 24×03 (表)阿部千里 (裏)なし 上部に穴1
158-31名札 3層 119X67×10 (表)不明 (裏)不明
158-32名札 3a層 52X17X03(表)竹日□□ (裏)携帯ヵ 上部に穴 1
158-33名札 3a層 57×29X06 (表)フセリン (裏)ワセリン 上部に穴1
158-34名札 3a層 174×(61)X06(表)輯 第二内務…… (裏)不明
表56 仙台城二の丸謝第12地点出土近代の名札類観察表(2)
Tab.56 Notes on modern wOOden tablets frOm N?112(2)
図版
番号
種別 出 上 場 所
法量( )は現存値
長 ×幅X厚(cm) 記 載 文 字 加 工 な ど
159-35名札 3a～3C層 54×(14) (表)柏倉谷二 (裏)なし 上部に穴1
159-36名オL 3a～3C層 52× 16×04 (表)不明 (裏)なし 上部に穴1
159-37名札 3a～3C層 121×74×09 (表)第二内務班 阿部猛 (裏)第二内務班 阿部猛 上・ 中部各穴1
159-38名札 3a～3C層 132X52×08 (表)□□班 甲□本Lヵ (裏)補助兵 上部に穴1
159-39名札 3a～3C層 124X(11)X03(表)一内務班ヵ (裏)なし
159-40名札 3a～3C層 89×55×11 (表)秋華 ヵ御中ヵ  (裏)秋□
159-41名札 3a～3C層 19×66×06 (表)19(裏)なし 中部に穴1
159-42名札 東区3d層 43×30×03 (表)大正三 一  分数 ―一品 ヵ (裏)なし 上部に穴1
名札 東区3d層 88× 24×08 (表)不明 (裏)不明 上部に穴1
159-44名札 東区3d層 190×(23)X05(表)… □□政□回 (裏)不明 上部に穴1
159-45名札 4層 87× 15×05 (表) 太郎 (裏)なし 上部に穴1
159-46名札 4層 167×(27)×07 (表)豫備徴員 佐藤七郎 (裏)不明 上部に穴1
159-47名札 4層 166×47×07 (表)鞘重輸卒 佐藤忠治 (裏)輪重輸卒 佐藤仲治 上部に穴1
159-48名本L 1号溝 121×74X07(表)第二班 早坂勘次郎 (裏)なし 上 。中部各穴1
159-49名札 3号溝 60×(22)×06 (表)小□□太郎 (裏)不明 上部に複数の穴
159-50名木し 3号溝 45× 24×05 (表)廿五年製作中 (裏)なし 上部に穴1
159-51名札 3号溝 107×31×06 (表)歩兵第十七聯隊第二中隊 田中元太
(裏)歩兵第十七聯隊第二中隊 田中元太
上部に穴1
159-52名札 3号溝 (162)X14X08(表) 三¨中隊□舎用ヵ (裏)なし
159-53名札 3号溝 165×41X07(表)陸軍播重 … (裏)陸軍¨
(側面)東北日報
上部に穴1
159-54名札 3号溝 163×43X06(表)陸軍鞘重兵―等卒 八島今朝治
(裏)陸軍鞘重二等卒 菅野和三郎
上部に穴1
159-55名札 3号溝 76×(31)×10 (表)二十五年制作中中 (裏)なし 上部に穴1
159-56名本L 3層上面清掃 53× 29×02 (表)成田山(焼印)(裏)不明 上部に穴1
159-57名オし 3層上面清掃 54× 30×3 (表)成田山(焼印)(裏)不明
159-58名オL 3a層 74×21×55 (表)第一中隊 (焼印)(裏)10(焼印)
159-59名本L 3号溝 153×52X09(表)■大ヵ泉 (焼印)(裏)なし 上部に穴1
159-60ヘ ギ 3a～3C層 (76)×(13)×01 (表)不明 (裏)不明
159-61ヘ ギ 3号溝埋土 227×(30)×02 (表)□国命 (裏)□□命
159-62ヘギ 3号溝埋土 237×(32)×02 (表)不明 (裏)不明
159-63ヘ ギ 3号溝埋土 237×(88)X03(表)軍 (裏)なし
159-64ヘギ 3号溝埋土 228×(53)X02(表)不明 (裏)なし
159-65ヘ ギ 3号溝埋土 (143)×(29)X04(表)不明 (裏)なし
159-66ヘギ 3号溝埋土 (149)×(27)X02(表)不明 (裏)なし
159-67 3号溝埋土 (144)X(33)×02(表)… 御…  (裏)なし
159-68ヘギ 3号溝埋土 78×(31)×01 (表)山に上 (裏)なし 一部炭化
159-69板材 3a層 (205)×(67)×08(表)宮ヵ… … 奥津ヵ閣下へ (裏)なし
159-70板材 3a層 180×(37)×05 (表)伏見□□殿 (裏)不明
159-71板材 3a層 175×(38)×06 (表)不明 (裏)不明
159-72板材 3a～3C層 (245)× (12)×07(表)不明 (裏)不明
159-73板材 3号溝埋土 226×(62)X05(表)□□□□弐拾六□□ (裏)なし
100
〇 動物遺存体 (表57～66、図版163～166)
氷見淳哉 。川口貴史 (東北大学文学部考古学研究室)
仙台城二の丸跡第12地点においては、明治から大正年間にかけての動物遺存体が出土した。この期間、仙台城
二の丸跡地にあった陸軍第二師団で廃棄された食物残滓である。動物遺存体は、3号溝の埋土、3d層、3a～3
C層から出上している。また、E-3区、F-4区、F-5区の3a層の土壌を採集し、 5 1mll日と1411■目のフル
イで水洗を行った結果、サヨリやサバ属、マイワシなどの魚骨が検出された。
出上した種名は表57に記載した。貝殻はカルシウム分の溶脱が進行し、脆弱である。魚類、鳥類、哺乳類の
'は茶褐色に変色している。
【貝類】
貝類の出土量は少ない。マガキ、シジミガイ科、ハマグリ、ミミガイ科 (アワビ類)など2綱、5科、5種が
確認されている。出土量は表58に記した。シジミガイ科としたものは淡水域に生息するマシジミと河口などの汽
水域に生息するヤマトシジミの可能性があるが、この2種を区別することは困難であった。
貝類は3d層から比較的多く出上し、3a～3C層では少ない。岩礁に生息するミミガイ科 (アワビ類)が最
も多く、次いでマガキ、ハマグリ、シジミガイ科が出上している。熱を受けて変色した只殻は認められなかった。
【魚類】
1綱、15科、9種の出上が確認されている。発掘時に取り上げた資料は表59～62に、 5 1nlnフルイ上資料は表63
に、 l mlnフルイ上資料は表64に記した。3a層、3d層から多く出土している。
マダイ、ヒラメ、カレイ類、サバ属が多く、他にマグロ、カツォ、スズキ、サョリ、ホウボウ科、コチ科、マ
イワシ、カタクチイワシなどが出土している。大型のマグロ属の椎骨が連結した状態で出上しており、胴体が丸
ごと運び込まれ、調理された可能性が高い。
3d層と3a～3C層では、出土する魚類の内容が異なる。3d層では土壌の水洗フルイを実施していないの
で微細な魚骨について検討することはできない。3d層では大型のマグロ属の椎骨などが比較的多く出土するが、
3a～3C層ではみられず、また、ヒラメも3a～3C層では少なくなる。一方、3d層では全く出土しなかっ
たサバ属が、3a～3C層で多く出土するようになる。
3a層で実施した水洗フルイの内容を合わせて検討すると、特にサヨリが土壌サンプル (サンプルNo3)の水洗
を実施したF-5区3a層の 5 1MHフルイ上で非常に多く検出されている。 5111111フルイ上同定資料7727点中、7684
点(99%)がサヨリであり、最小個体数は147個体にのぼる。一方、他の区では水洗フルイを行っている場合でも、
サヨリは出上していない。サヨリが一地点に集中的に廃棄されたのであろう。 5 mllフルイ上資料では、次いでサ
バ属が多く、タイ科、カレイ類、ヒラメが出上している。また、141mフルイ上からはマイワシ、カタクチイワシ、
サヨリが出上している。
淡水魚は、コイ科とタイワンドジョウ科の出土が確認された。タイワンドジョウ科は東南アジアを原産とし、
明治時代以降に日本国内に入ってきた帰化動物である。国内ではタイワンドジョウとカムルチーの2種がみられ、
東北地方にはカムルチーが生息している。カムルチーは、1923年頃、韓国から初めて奈良県郡山に移入されたと
いう(益田ほか1984)。タイワンドジョウ科が出土している3a層の時期は第一次世界大戦前後と推定されており、
カムルチーが日本に移入された時期とほぼ一致している。この時期には、カムルチーが宮城県内にも移入され、
食用にされることもあったと考えられる。
【鳥類】
ニフトリとハ トが出上している。出土量は表65に記した。エワトリが68点、ハ トが2点出土している。3d層で
多く出上し、3a～ 3C層ではほとんど出土していない。骨の形態がニフトリと類似しているキジ、ヤマドリは
確認されなかった。
ニフトリと同定された資料には、シャモ程度の大型のものからチャボ程度の小型のものまで大きさにバラエテ
ィが認められ、複数の品種が含まれているものと推定される。出土する部位は上腕骨、尺骨、大腿骨、胚骨、中
足骨が多く、肩甲骨、鳥口骨、胸骨、寛骨は少ない。椎骨は出上していない。主に前肢、後肢部分の廃棄が認め
られる。
【哺乳類】
ノウサギ、イタチ、ウマなどの出上が確認された。出土量は表66に記載した。哺乳類遺存体の出上量は少なく、
また、主に3d層から出土し、3a～3C層ではほとんど出上していない。
今回扱った資料では、魚類の出土量が多く、哺乳類の出土量は少ない。また、3d層と3a～3C層とでは、
動物遺存体の内容に変化がみられる。3d層は日露戦争前後、3a～3C層は第一次世界大戦前後と推定されて
いる。魚類は、3d層ではマグロ属やヒラメ、タイ科などが多く出上し、3a～3C層では特にサヨリが多く、
サバ属、タイ科などが出上している。ニフトリは、主に3d層から出上している。
表57 仙台城二の丸跡第12地点出土動物遺存体種名表
Tab 57 List Of anilnal remains from Nふ江12
軟体動物関 MOLLUSCA                            サバ属 Scomber sp indet
腹足綱 CASTROPODA カツオ /frtttοηぃ 夕?協″た(Linnaeus)
原始腹足目 Archaeogastropoda                      マグロ属 Tunntts sp indet
ミミガイ科 HaliOtidae gen et sp indet               タラロ Cadiformes
中腹足目 MesOgastrOpoda                         タラ科 Cadidae gen et sp indet
ムカデガイ科 Vermetidae                        ヵサゴロ scorpacniformes
オオヘビガイ ラゅ夕わうAc彦′9,οηつ紘bガひα膝 (Dunker)       フサヵサゴ科 Scorpaenidae gen et ψ illdet
二枚貝綱 PELECYPODA アイナメ科 Hexagrammidae
ハマグリロ Heterodonta アイナメ ″ ″″οs ο肋笏ケJOrdan et Starks
マルスダレガイ科 Veneridae                      コチ科 PIatycephalidae gen et sp indet
ハマグリ ″θセサ歳 拡ο力 (Roding)                  ホゥボゥ科 Trigidae gen et sp indet
チョウセンハマグリ 脆 励々 ″%α空崩DeshayeNs            ヵレイロ Pleuronectiformes
シジミガイ科 Corbicundae gen et sp lndet               ヵレイ科 P euronecddae gen et sp indet
ウグイスガイロ PteriomOrphia                      ヒラメ科 Paralichthyidae
イタボガキ科 Ostreidae                           ヒラメ 励胞歳功″公ο駒∝9埒(Temminck et Schlegel)
マガキ C歿否s岱筋″ ξЙ第 (Thunberg)                ダ ッロ BelOniformes
イタヤガイ科 Pectiniidae                      サ ョ リ科 ■emiramphidae
ホタテガイ 見ひ励の¢諺 2r.1/2z″ヵ妙ゼじ勿 ノ?SSο¢″dな(Jay)         サヨリ 夏
"ο
ttη″ハ 勁οガtTemminck et Schlegel)
コイロ Cypttniformes
節足動物門 ARTHROPODA                           コィ科 Cypinidae gen et sp indet
甲殻綱 CRUSTACEA                                    タィフンドジョウ科 Channidae
完胸目 Thoraclca カムルチー a物″2,,留郷lCantor)
フジツボ科 Balanus gen et sp lndet
鳥綱 AVES
脊椎動物F]VERTEBRATA                              キジロ calliformes
魚上綱 PISCES                               キジ科 Phasanidae
硬骨魚綱 OSTEICHTHYS ニフトリ Gallus gallus var domesticus
ニシンロ Clupeiformes                         ハ トロ Columbidiformes
ニシン科 CIupeOidei                             ハ ト科 Columbidae gen et sp indet
マイワシ 磁瘤物9か″σ力″い院艤  (Temmhck et Sclllegel)
カタクチイワシ科 Engraumidae                    哺乳綱 MAMMALIA
カタクチイフシ E狸物夕ぬ ヵ ο″
'硲
(Houttuyn)          ゥサギロ Lagomorpha
サケロ SalmO?formes                           ゥサギ科 Lepolidae
サケ科 SalmOnidae gen et sp indet                     ノウサギ Lφ埒 ♭瘤c勒力●(Ternminck et Schiegel)
スズキロ Perciformes                         ネコロ Carnivora
スズキ科 Serranidae                          ィタナ科 Mustehdae
スズキ を,肋力況傷 Jのο″お査 (Cu?er〉                     ィタチ 腕 形ヵ 励盗,Temminck
アジ科 Carangidae                         ネズミロ Rodenda
プリ属 SeriOla sp indet                     ネズミ科 Muridae gen et sp indet
タイ科 Spattdae                           ゥマロ Perisodactyla
マダイ 虎v密物ガ″ (Temminck et Schlegel)             ゥマ科 Equidae
サバ科 Scomb?dae                               ゥマ 駒 ″熔 倣bα′容 Linne
表58 仙台城二の丸跡第12地点出土貝類出土量表
Tab.58 List of ?質0■usca from N?112
地 区 層  位 種 殻頂部 重 量 地 区 層  位 種 殻頂部 重 量
CD2 3号溝埋上 ミガイ科 ?? 0 06
Fl
二枚貝不明
??
C D3 3号溝輝十 ミミガイ科 無 11 33 ミミガイ科 無
4 マガキ
??
F3
マグリ
?
?
3C マガキ
??
不明二枚貝
??
4
マグリ 無 4 70 ホタテガイ 無
ミミガイ科
ユ 4 20 Rl LI18 24
??
25 60
チョウセン
ハマグリ
??
17 16
マルスダレ
ガイ科
種不明 無 0 99 ミミガイ科 無 17 96
ミミガイ科
?（
F4 3C 不明
??
3d
ンジミガイ科 不明 2 43
マガキマヽグリ 無 無
マガキ
?
? 7 23
F5
ミミガイ科
?（
4 ミミガイ科
??
3d マガキ R2 Ll6 35
E3
3C 種不明 無 F6 3d 不明 無 1823
マヽグリ
??
F7 二枚貝不明
?（
マガキ Rl を1 40 98 F8 マガキ Lユ 10
ミミガイ科
無 10 60 G5 ミミガイ科 無
?
? 7 73 G7 3 マガキ
E4
3a
マガキ
?
? 0 29
G8
マグリ
ホタテガイ 無
種不明
??
19 99 ミミガイ科
??
マグリ 無
マガキ
ミミガイ科
?
（
103
? ? ?
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⑩ 植物遺存体
内藤俊彦 (東北大学理学部附属植物園)
出上した種子類は、カボチャ、ウリ科の一種、モモ、ウメ、アンズ?、 セイヨウミザクラ、オニグルミ、カナ
ムグラ?の8種類であった。
ウメには普通の大きさの核のものと河ヽ型の核のものとがあり、大きい核のほうはいわゆる大ウメで、小型の核
のものは小ウメである。ウメに似た核で平たいものはアンズであろう。サクラ類としたものは在来種のサクラで、
種類については同定できなかった。カナムグラは窒素分の多いやや湿った所に生育する蔓性の植物で、道ばたや
林縁などに見られる。この場所が沢に面した所であり、いわゆる雑草として生育していたものであろう。
セイヨウミザクラとしたものはサクラの核としては大きく、在来のサクラとは異なるので、セイヨウミザクラ
としておいた。
ここに出上した種子類は、食べ淳として捨てられたものであろう。
表67 仙台城二の丸跡第12地点出土植物遺存体
Tab.67 List of plants from NM12
地 区 層 位 出 土 植 物 遺 存 体
E-4区 3a層(皮の層 ) ウ メ コウメ カボチャ ウリ科 枝不明 不明
E-4区 3a層 モモ ウリ科
F-4区 3a層(骨の層 ) サクラ類 セイヨウミザクラ? 不明
F-4区 3a層 アンズ
E-5区 3a層(皮の層 ) モモ カポチャ ウリ科 オニグルミ 不明
E-5区 3a層 カボチャ?
F-5区 3a層(骨の層 ) ウ メ コウメ アンズ サクラ類 セイヨウミザクラ カナムグラ? 木片
E-6区 3a～3C層 カボチャ ウリ科
E-6区 3d層最下部 オニグルミ カナムグラ?
⑩ 小結
近代の遺物の報告の最後に、材質は異なるが、用途が共通すると考えられる遺物間での比較検討を行い、いく
つかの気づいた点を指摘しておきたい。層位的な検討にあたっては、3層については、東区の層位の認識には不
確定な部分が残っているため、西区の3a層・3b層。3C層。3d層を利用する。以下では、特に記さない限
り、3d層とは西区の3d層を示すこととする。
異なる材質に、最も多くまたがっているものは、食器である。今回出上した近代の遺物は、軍隊が使用してヤゝ
たことが確実であり、食器も軍隊で使われたものと考えて良い。軍隊という性格上、多人数が同時に同じものを
食べたと想定され、将校用など少数の例外を除けば、個々人で使われる食器の種類と量が異なることは想定し難
い。したがって、主体的に出上した食器は、軍隊の日常的な食事に使われた食器の、種類と量の割合を反映して
いる可能性が高いと考えられる。
食器として使われたと考えられる遺物は、磁器・軟質磁器 。陶器・妬器・硬質陶器・金属製品 。木製品に認め
られる。なお、箸・スプーン・フォークなどの容器以外のものは、ここでは取 り上げない。この内、軟質磁器と
妬器については、ごく少数の出上で、全体の傾向には影響が無いと考えられる。金属製品については、把手付碗・
琺瑯引きの皿などが認められているが、出土量はごく少ない。これらの金属製の食器は、かなり薄い金属板で作
られており、腐食が進みやすいと考えられ、これが本来の出土量を反映していない可能性もあるが、縁の重ねら
れた部分などは確認されても良いのに、それも認められない。もともとの数量が僅少であったと考えて良いだろ
う。したがって、金属製品も、食器の中では主体的な位置を占めない。木製品では、白木の椀、漆器の椀がある
が、いずれもごく少量の出上で、全体の傾向に影響を及ばすほどのものではなぃ。
磁器の中での各器種の比率では、②で指摘したように、3b層以下では中碗と皿の合計が、食器・酒器全体の
8～9割を占めている。中碗・皿とも、手描きと招絵で文様が付けられたものが主体を占めている。これに対し
て、3a層では中碗と皿の合計が6割を切る。個体数でも、中碗が3d層で2501点出上しているのに対して、3
a層が199点と激減している。皿は、3d層が954点に対して、3a層が174点と、これも大きく数が減少する。こ
の磁器の中碗と皿の減少と正反対に、3a層段階で突如として大量に出土するようになるのが、硬質陶器である。
硬質陶器では、全出土量の4～5割が、3a層で出上しており、3b層以下の層序での出土は、ごく少数に留ま
る。陶器の碗・皿類はごく少量で、妬器には碗・皿類は認められない。したがって、磁器の中碗と皿が、硬質陶
器の碗・把手付碗・鉢に転換していった可能性が考えられるであろう。
硬質陶器の碗・把手付碗 。鉢は、出土点数がほぼ近い数であるため、これら3器種は一人につき1点づつ使用
された食器であると推定された。碗は、飯碗として使われたものであろう。把手付碗は、その形態から味噌汁や
スープ状の液状のものを飲むための食器であろう。鉢は、おかず類を盛る食器であると推定できる。このような
推定をもとに、さらに類推を重ねるならば、磁器の中碗が硬質陶器の碗と把手付碗に、磁器の皿が硬質陶器の鉢
に相当する可能性が考えられる。3b層以下での磁器の中碗と皿の比率は、1.5:1～2.5:1であり、ほぼ中碗
の数が、皿の倍前後である。硬質陶器では、碗と把手付碗を合わせると、鉢との比率がほぼ2:1となる。この
ことは、磁器の中碗が、硬質陶器の碗と把手付碗に対応する可能性を示唆する。そう考えると、磁器中碗には、
飯碗と味IIg汁などの液体を飲むための食器の両方が含まれることになる。東北地方でも漆器生産が盛んでない山
形県や新潟県では、最近まで磁器碗で味噌汁を飲む風習が残っている地域があった。したがって、磁器碗で味噌
汁などの汁物を飲んでいた可能性は、考慮されて良い。今回の調査では、白木椀や漆器椀がほとんど出上してお
らず、汁物用の食器が他に見出せないことも、磁器中碗に汁物用の食器が含まれていたと推定する傍証となる。
煎茶器では、小碗十小不と湯呑みの比率が、3d層以下では前者が多く、3C層以上では逆転して湯呑みが多
くなる。陶器の小碗も、全体の数は多くないが、3d層以下が多く、それより上層では減少する。磁器の湯呑み
では、その中で自磁のものの占める割合が、3d層で50.0%、3C層61.8%、3b層71.4%、3a層では90.4%
と、上層へいくほど増加し、特に3a層では大多数を占める。陶器にも湯呑みが、さほど多くはないが存在して
いるが、こちらは3d層で最も多く、3C層以上では減少していく。したがって3d層段階では、磁器の小碗・
小邪が主体であるが、湯呑みも存在し、しかも磁器・陶器の両方があったのが、上層へいくほど白磁の湯呑みに
統一されていくと捉えることが可能であろう。
以上のような検討をもとに、軍隊での食事風景を想定すると興味深い。3b層より下層の時期には、食卓に並
ぶ食器は、1人あたり中碗2点と皿 1点。中碗の片方にはご飯が盛られ、もう片方には味噌汁などの汁物が入 り、
皿におかずが盛られる。お茶は河ヽ碗に注がれる。これらの食器は、大きさや形はほぼ似通っているが、手描きや
招絵で、にぎにぎしく様々な文様が描かれていた。軍隊という、一般に想定しやすい画一化されたイメージとは
ほど遠い風景が、食卓には展開されたであろう。これが3a層段階には一変する。規格化された硬質陶器が、食
卓に並ぶ。碗でご飯を食べ、汁物は専用の把手付碗で飲み、おかずは鉢に盛られる。お茶を飲むのは白磁の湯呑
みである。食器に見える文様は、軍隊を象徴する星印か、部隊名を示す文字だけである。そこには、画一化され
た近代的軍隊としての姿が窺われる。このような変化は、日露戦争を前後する時期に起こったものであった。
もう一つ、異なる多数の材質にまたがって出上しているものとしては、筆記具が上げられる。筆記具としては、
次のような遺物があげられる。
磁器 :水滴、ガラス製品 :インク瓶・ガラス製ペン先、石製品 :硯・石筆・石盤、骨製品 :筆柄、金属製品 :
ペン軸、木製品 :鉛筆・ペン軸。
さらに、鉛筆などに用いられたと思われるキャップが金属製品にあるのと、同様のキャップの可能性のあるも
のがガラス製品に認められるが、いずれも確証が無いので、ここでは取り上げない。上記した遺物を用途別に分
けると、次のようになる。毛筆での墨書に関わる資料としては、水滴 。硯・筆柄が挙げられる。インクでのペン
書きに関わる遺物は、インク瓶 。ガラス製ペン先・金属製ペン軸・木製ペン軸がある。その他は、鉛筆は鉛筆書
き、石筆と石盤は対になって使われるものである。
磁器の水滴は全体で99点出上しており、ほぼ半数の49点が3d層に集中する。3a層の出土点数は11点に留ま
る。硯は72点出上しており、その内の35%の25点が3d層出上で、3a層出上のものは13点で18%である。また、
1号溝埋土からも5点出上している。骨製品の筆柄は、 1点のみのであるため、出土傾向は検討できない。
インク瓶は、集計表では小瓶類とまとめて示しているので、主要な層序からの出土点数をここで示しておく。
インク瓶は合計36点出上している。3a層12点、3b層7点、3C層5点、西区3d層1点、1号溝埋± 1点で
ある。3a層に集中し、3分の一がここから出上している。ガラス製ペン先は、4点が3a層で、1点が東区の
3d層からの出上である。金属製のペン軸は3a層から3点出上しているだけである。木製ペン軸は、27点出土
しており、3a層が12点で44%を占める。3b層は2点、3d層も2点だけの出上である。このように、インク
でのペン書きに関わる遺物は、先に見た毛筆での墨書きに関わる遺物と、出土傾向が全く逆になっていることが
明確である。
鉛筆は、154点中、40%の62点が3a層出上で、3b層は3点、3C層4点と少なく、西区3d層では18点出土
しているが、全体から見ると12%に留まる。この鉛筆も、毛筆による墨書きに関わる遺物とは、出土傾向が反対
である。
石筆は、27点出上している内、3d層が17点と63%を占める。石盤は19点出上している内、58%の■点が3d
層で出上している。この石筆と石盤は、毛筆の墨書に関わる資料と同様な出土傾向であると言える。
以上のように、3d層から3a層へと移る過程で、毛筆による墨書に関わる遺物と、石筆・石盤が減少し、そ
れに取って変わる形で、インクによるペン書きに関わる遺物と、鉛筆が増加しており、筆記具が毛筆・石筆から、
ペン・鉛筆へと移り変わっていくことが見て取れる。
5.まとめ
今回の調査で検出された遺構は、明治時代と推定される大規模な整地層をはさんで、2時期に大別できる。
江戸時代と考えられるI期は、 Ia期とIb期に細分された。
Ia期では、土坑・ ピットや性格不明の段差が検出された。後の時期の遺構に削平された部分が多く、遺構の
性格は充分明らかにはできなかった。出土遺物には、陶磁器などがあるが、出土量は極めて少ない。出土遺物は
17世紀代のもので占められており、 Ia期は17世紀まで遡るものと考えられる。調査地点に堀が拡張されるのが
17世紀末であるため、それ以前に二の丸北方の堀の外側に置かれた、武家屋敷などの地域に相当すると推定され
る。
Ib期では、二の丸北側の堀と、その底面から堰状の遺構が検出された。堰状の遺構は、堀に直交し、両岸を
石を詰めた竹製の蛇籠で護岸し、上面に石敷を施している。この堰状の遺構は、幕末の絵図に、これに相当する
と考えられる施設が描かれている。それ以前の、18世紀末までの絵図には、この施設は描かれないことから、 I
b期は、幕末を中心とする、19世紀代の遺構と考えられる。堰状の遺構は、西側の沢から流れ込む水流の勢いを、
弱めるための施設と推定される。また、これまでの周辺での調査成果を併せて、絵図と対比することによって、
二の丸北側の堀の位置を、ほぼ復元することができるようになった。Ib期の出土遺物は、下駄などの木製品が、
ごく少量出土しているだけで、廃棄物が捨てられたりすることなく、堀がきれいに維持されていたことを示して
いる。18世紀代の遺構は、このIb期の堀が、それ以前の堀を掘り下げる形で作られていることから、削平され
て残っていない可能性が考えられた。
このように、今回発見された堀跡は、幕末を中心とする時期のものではあったが、初めて二の丸北側の堀跡の
全体像が明らかになったことは大きな成果であった。また、堀の中に作られた堰状遺構は、江戸時代の特殊な土
木工事の実態を示すものとして、重要な発見と言える。
明治時代以降に相当するH期は、Ha～Hdの、4段階に細分された。岸のかさ上げなどが行われているが、
江戸時代から存在する堀が、ほぼ同じ位置に存在する。このH期では、堀が堆積した上砂で埋まり出しても、全
体を掘り直して改修することはせず、部分的な改修で済ませており、次第に堀の機能が失われていったことが判
明した。H期の遺構からは、膨大な量の近代の遺物が出上している。特に、HC期の遺構は、厚い場所では1.5m
もの厚さに及ぶ廃棄物で埋められている。これらの遺物は、堀の北側に存在した、陸軍第二節団の輯重隊が捨て
たものと考えられる。年代が明確な遺物の検討から、このH期の出土遺物は、おおよそ日清戦争前後から第一次
大戦前後の20年間余りの間に捨てられたものである。したがって、Ⅱ期の存続期間も、ほぼ同じ年代が想定され
る。H期の出土遺物には、近代の工業製品が多数含まれており、近世以前の遺物では見られない、極めて豊富な
種類の遺物があり、その量もケタはずれに膨大であった。本報告では、可能な限 り´出土遺物の全体像を呈示する
ことに重点を置いた。そのため、多種多様な遺物を類型化し、それを踏まえた定量化を行うとともに、代表的な
資料を呈示することに努めた。    ヽ
必ずしも全ての資料を検討できた訳ではないが、食器や筆記具では、3d層より下層の出土遺物と、それより
上層の出土遺物の間で、大きな変化が認められた。食器では画一化が急激に進んでおり、筆記具では毛筆に代わ
リペンや鉛筆が普及していく。このような変化は、近代化ととらえることが可能である。日露戦争頃から第一次
世界大戦にかけての時期に、真に近代的な軍隊へと変化していく過程を示すものであろう。また、軍隊生活につ
いては、戦場での生活については語られることも多いが、平時の内地での生活については、充分関心が払われて
きたとは言い難い。今回の 調査は 、平時の軍隊生活を復元するための良好な資料となるだろう。近代の遺物は、
まとまって体系的に報告された例が少なく、限られた条件の中で、効率的に作業を行うためには、様々な試行錯
誤が必要であった。今回の報告で、それを充分に果たしきれた訳ではないが、一つの実践例として今後の参考に
なれば幸いである。

第Ⅲ章 仙台城二の九跡第14地点 (N M14)の調査
1.調査地点の位置 と調査経緯
今回の調査は、川内地区一帯の屋外環境整備に伴う調査である。同時期に工事が実施されることとなった、他
のいくつかの営繕工事についても、対象地域がほぼ重なることから、一連の調査で対処することとした。工事対
象範囲は、仙台城二の丸跡に相当する川内南地区と、武家屋敷跡に相当する川内北地区の両方にまたがるが、別
に調査名称を付けることも煩雑で、また遺構が検出されたのが、二の丸跡に相当する区域だけであったこともあ
り、全体を二の丸跡第14地点として呼称することとした。それぞれの調査地区の名称は、工区の名称をそのまま
使用し、 I工区というように呼称することとする。川内北地区の工区はI工区とV工区で(図42)、川内南地区の
工区はⅡ工区、Ⅲ工区、Ⅳ工区、Ⅵ工区である(図43)。各工区のなかでの個々の調査地点については、工区名称
の次に番号あるいはアルファベットで略号を付けて、H-7区やI一E区というように呼称した。
対象範囲が広く、なおかつ工事内容も多岐に渡り、調査の際の対処方法もそれぞれに応じて変える必要があっ
た。ここでは、各工区の位置と、調査の方法および経過について述べることとする。
(1)I工区 (図42)
I工区は川内北地区の講義棟と厚生会館にはさまれた区域、および、そこから北側の、体育館西側の区域であ
る。現在の川内南地区から北地区へ通じる道路は、二の丸の裏門付近から北に延びる道路にほぼ相当する位置に
あると考えられる。この道路は、江戸時代には、更に北に延び、その両側には武家屋敷が置かれていた。本工区
の工事対象範囲は、この二の丸の裏門付近から北へ延びる道路と、その両側の武家屋敷に相当する地域である。
工事の内容は、緑地の整備と舗装改修、外灯の設置と、外灯用の電気ケーブル埋設、そして掲示板の設置であ
る。また、工事としては別であったが、講義棟C棟の東側に、身障者用エレベーターを設置する工事も併行して
行われることになったため、これについてもI工区の調査に含めて対処した。
基本的に、工事実施時に立ち会い、江戸時代の層位にまで掘削がおよぶことが明らかになった段階で、手掘り
による本調査へ移行するという方針で対処した。
講義棟B棟とC棟の東側の緑地整備と、この区域の外灯設置部分では、ほとんどが攪乱されており、江戸時代
の遺構・遺物は発見されなかった。この場所は、以前に教養部図書館として使われていた建物があつた場所であ
り、その基礎によってかなり破壊されている可能性が高いためであろうと思われる。この緑地部分から、さらに
北側へ延びる外灯設置とそのためのケーブル埋設部分では、江戸時代の陶磁器など、若干の遺物が確認されたが、
いずれも近 。現代の盛土や攪乱からの出上で、江戸時代の遺構は確認されなかった。
厚生会館北側から、体育館西側へ延びる外灯設置とそのためのケーブル埋設部分では、体育館南西隅付近で、
現地表下10cm程で、江戸時代の遺物を含む整地層が確認された。遺構は確認されなかったため、遺物を回収して
掘削を進めたが、調査範囲が狭いため、確実に江戸時代の整地層であるか、後世の整地層に江戸時代の遺物が混
じっているのかは、確定できなかった。この整地層が確認されたのは、この体育館南西隅付近だけで、その南北
両側は、後世の攪乱によって破壊されていた。
厚生会館南西側の舗装改修と外灯設置が行われる区域、および2ケ所の掲示板設置場所では、江戸時代の遺構・
遺物は発見されなかった。講義棟A棟の南側の、掲示板脇の外灯設置場所で、堤産の甕の破片が出上したが、こ
れは明治時代以降のものであった。
講義棟C棟のエレベーターを設置する場所 (I一E区)では、工事の工程との関係で、重機での掘削が遅れる
ため、当初より手掘りで調査を行った。表上下50cm程で、人頭大以上の大きさの川原石がlm程の厚さで積み重
ねるように埋められているのが検出されたが、これは明治以降の整地に伴うものであった。その川原石層の下層
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から30cm程の厚さの整地層が確認されたが、出上した遺物から、これも明治時代の整地層であると考えられる。
その下は地山となっており、明治時代に一旦削平を行ったあと、整地を行ったものと考えられ、江戸時代の遺構
面は完全に削平されていた。出土遺物も少なく、ほとんどは明治時代のものであったc
(2)H工区 (図43)
Ⅱ工区は、付属図書館の東側から川内南地区を南北に通る道路 (通称「中善道路」)にかけての区域である。こ
の中善道路に附属図書館南側の道路が交わるあたりに、二の丸の裏門である「台所門」が存在したことが、これ
までの調査成果から推定されている (年報 9)。「台所門」から北側へ延びていた道路は、ほぼ現在の中善道路と
同じ場所であったと推定される。したがってH工区は、「台所門J周辺から北へ延びる道路部分、およびその西側
の二の丸中奥の区域に相当すると考えられる。
工事の内容は、中善道路沿いに外灯を設置する工事と、図書館東側の通路などの整備に大きく分けられる。
中善道路沿いの外灯は、1992年度に南側の工事が行われており、その際には今回の調査地点に近い場所で江戸
時代の層位が良好に保存されていることが判明している(二の丸跡第10地点1区、年報 9、 位置は図3参照)。 ま
た、中善道路に沿った排水管設置に伴う第4地点の調査の際にも、江戸時代の遺構面が検出されている(年報 5、
図3)。今回の工事にあたっては、ケーブル埋設部分は掘削深度が浅いため、大きな問題は無いが、掘削深度が深
い外灯基礎部分とハンドホール設置部分については、江戸時代の遺構面に達する可能性が高いものと判断し、全
てに1～13区の名称を事前に付し、機械での掘削で江戸時代の遺構面に達したらすぐに手掘りの精査へ移る体制
をもって臨んだ。結果的には、近現代の攪乱によって破壊されている場合がほとんどで、江戸時代の遺構面が検
出されたのは、H-7区とH-8区だけであった。この両区については精査を行ったので、次節で詳述する。こ
れ以外では、H-1・2・ 4・ 5。10・■・12区で遺物が少量出上したが、いずれも近現代以降の整地層や攪乱
からの出上であった。
図書館東側の通路などの改修では、ほとんど掘削深度が浅い工事のため問題は少なかったが、身障者用スロー
プの改修部分は、上ヒ較的掘削深度が深くなる予定であった。そのため、予定地に2m四方の試掘区を事前に設定
し、層位関係を確認した。その結果、現地表下1.2mまでは、明治以降の整地層であることが判明したため、工事
にあたっても立会調査で対処することとした。明治以降の整地層の範囲で掘削は終わっており、そこに含まれる
遺物を回収するだけで、調査を終えている。
図書館の北東側の、沢に近い所での井戸ポンプ設置工事は、環境整備工事とは別の工事であったが、並行して
工事が行われることから、H工区に合めて対処した(Ⅱ―I区)。 後世の盛土は薄いと推定し、当初より手掘りで
調査を行った。しかし、現表土下90cmまで、近現代の整地層で、その下層は硬くしまった砂からなる地山で、江
戸時代の遺構 。遺物は発見されなかった。
図書館東側のエレベーターを設置するのに伴うⅡ一E区も、環境整備工事とは別の工事であったが、 Ⅱ―ェ区
と同様に、H工区に含めて対処した。附属図書館には、地下に大規模な書庫が造られており、その工事の際に、
既にかなり深くまで破壊されてしまっている可能性があったため、立会調査とした。予想通り、今回の工事範囲
は全て図書館建設によって攪乱されてしまっていた。
(3)Ⅲ工区 (図43)
Ⅲ工区は、中善道路の東側の、記念講堂の南側に広がる緑地となっている区域である。二の丸正門である「詰
ノ門」の前にあたり、江戸時代には蔵などが置かれていた区域である。この場所では、小規模ながら過去に、第
7地点と第13地点の、2回の調査が行われている (年報 4・10)。いずれにおいても、江戸時代の遺構面が残存し
ているのが確認されており、特に浅いところでは、現地表から15cm程で、江戸時代の遺構面に達することが判明
している。
工事は、緑地内の通路の舗装とベンチの設置である。いずれも掘削深度が浅いため立会調査としたが、この地
点の江戸時代の遺構面が極めて浅いところにあるため、慎重に対処した。舗装については、江戸時代の遺構面に
達しない範囲であった。ベンチの設置では、舗装工事より少し深く掘削がなされ、現地表下20cm程であったが、
江戸時代の地層の可能性がある褐色土層まで達し、遺物も細片が1点だけではあるが出上した。ただし、掘削の
範囲が30cm四方以下という極めて狭いものであったため、詳細は明らかにできなかった。
14)Ⅳ工区 (図43)
Ⅳ工区は、川内南地区の文系厚生会館周辺から中善通りのロータリーにかけての区域である。文系厚生会館と
ロータリーの間は、二の丸の中心施設である「小広間」が存在した場所である。今回の対象区域は、この「小広
間」とその周辺にあたり、二の丸の中でも、中心となる区域である。
工事内容は、歩道の整備、植栽、外灯の設置と外灯用の電気ケーブル埋設である。外灯設置以外の工事は、目
削深度が浅いため、立会調査で対処した。いずれも近現代の盛上の範囲内で収まっていた。外灯設置の内3ケ所
は、既存の外灯の更新で、既存外灯設置の際に破壊されてしまっている部分であったため、立会調査で対処した。
遺構・遺物は発見されなかった。残る2ケ所の外灯設置場所では、江戸時代の遺構面まで掘削がおよぶ危険性が
高いと判断して、当初より手掘りによって調査を行った。Ⅳ-1区では、米軍が設置した共同清の掘り方にあた
っていたため、精査は行わなかった。Ⅳ-2区では江戸時代の遺構面が確認され、ピットが検出された。これに
ついては次節で詳述する。
(5)V工区 (図42)
V工区は保健管理センターの周辺の区域である。本年報の第Ⅱ章で報告した通り、保健管理センターの新築に
伴う調査においては、二の丸北側の堀の北岸付近の遺構が検出されている (仙台城二の丸跡第12地点)。
歩道の設置、舗装や芝貼り。植栽や、外灯設置とそれに伴うケーブル埋設などである。保健管理センターの建
物本体部分の第12地点の調査では、近代以降の盛上が厚いことが判明していたことから、全て立会調査で対処す
ることとした。江戸時代の層位まで掘削がおよんだ部分は無く、遺物も攪乱から磁器が1点発見されただけであ
った。
(6)Ⅵ工区 (図43)
Ⅵ工区は、理学部付属植物園津田記念館の脇から、川内南地区の西端の道路に沿って、付属図書館の北西側に
至る区域である。西側は丘陵が迫っており、その裾に近い部分で、二の丸の西端に近い場所である。
工事は、図書館東側に設置されるエレベーター用の電源を引き込むための、電気ケーブルの埋設とそれに付随
するハンドホールの設置である。ハンドホール設置部分にⅥ-1～8区と名称を付した。当初は盛上が深いと推
定し、あまり問題はないと考えていたが、各所で二の丸に関連する地層が確認された。Ⅵ-1区では、二の丸西
端の塀の基礎に使われた石垣と思われる遺構が検出された。幸い、その端にかかっただけで済んだので、写真で
記録を行うに留めた。Ⅵ-4区では、石組の溝が発見された。またⅥ-4区の南側からⅥ-5区の北側にかけて
の範囲、Ⅵ-7区からⅥ-8区にかけての範囲で、炭化物や遺物を多量に含む、黒色土層が発見された。これは、
二の丸建物群が最後に焼失した、明治15年(1882年)の火災に伴う層と考えられるものであった。Ⅵ-7区から
Ⅵ-8区にかけては、幸いにも、掘削予定深さの底面で黒色土層が確認されたため、それ以上は破壊されないた
め問題とはならなかった。Ⅵ-4区付近では、掘削予定深さが、石組溝や黒色土層の検出レベルよりも深くなる
ため、壊されてしまうこととなった。施設部の担当者と現地で対策を協議し、工法を変更して、ケーブル埋設深
度を浅 くする対応をとることとし、それ以上の掘削がなされないようにした。そのため、この区域では精査は行
わず、写真で記録するに留めた。
2.検出遺構 と出土遺物 (図44～47、表68～74、図版167～169)
ここでは、本調査を実施した地点の検出遺構・出土遺物を報告するとともに、それ以外の立会調査で出上した
遺物について、合わせて各工区ごとに報告する。近現代の整地層や攪乱から出上した遺物については、17世紀代
と18世紀代の重要な遺物に限って資料呈示することとし、二の丸跡で多量に出土する、幕末前後の資料について
は、基本的に省略した。
(1)I工区
本調査を実施して、江戸時代の遺構が検出された場所は無い。出土遺物もごくわずかである。図示したのは、
17世紀中頃の肥前産と考えられる磁器皿 1点だけである (図46-3、図版169-C3)。
(2)H工区 (図44、表68・69、図版167・168)
H工区で精査を実施したのは、H-7区とH-8区の2ケ所である。
【H-7区】
外灯基礎と、それに並んでハンドホールを設置する部分の調査であり、1.4×1.9mという狭い範囲の調査区で
ある。
1層と2層は近現代の整地層と考えられる。3層は地山層である。地山層の直上が近現代の整地層となってお
り、江戸時代の遺構面が、一旦削平を受けたのちに2層の整地がなされたものと思われる。
遺構は、地山の3層上面でピットが2基検出された。ピット1は径45cm程のやや不整な円形を呈し、深さは55
∽程である。内部にやや大きめの扁平な礫が入っていた。ピット2は一辺25cm程の隅丸方形を呈し、深さ50cm程
である。このピット2は、全体が西側に傾いて、斜めに掘られている。底面近くに、やや大きめの礫が入ってい
た。今回の調査区の東隣に隣接する第4地点の調査において検出された3号柱列も、同様に斜めに傾いていた(年
報 5)。どのような上屋構造になるかは、不明である。今回検出されたピット2は、位置関係から見ると、第4地
点の3号柱列とはずれるため、組み合うものではないと考えられる。
出土遺物は少なく、しかも2層からの出上がほとんどである。ピット1から土師質土器の皿と焼塩壺が各 1点
出上しているが、小片で、図示しなかった。
【II-8区】
H-7区同様に、外灯基礎と、それに並んでハンドホールを設置する部分の調査であり、1.2×2.4mとぃぅ狭
い範囲の調査区である。
3層が、炭化物を多く含むことから、明治15年(1882年)の火災層と考えられる。したがって、 1層。2層は
近現代の整地層と考えられる。調査区の底面で、地山層が見えており、4層は、二の丸期かそれ以前の整地層と
考えられる。
検出遺構は、4層上面でピットが1基発見された(ピット1)。長軸80側、短軸50cmほどのやや不整な隅丸長方
形を呈し、深さは30cm程である。ピットの中には、円礫と瓦が入っていた。
出土遺物は2～4層から陶磁器と瓦などが出上しているが、小片がほとんどで、図示し得たものは無い。ピッ
ト1の埋土からは、九曜文の軒丸瓦が出上している (図47-2、図版169-T2)。また、2層から銃剣が出上し
ており、旧陸軍のものと思われる (図版169-M2)。
このH-7区・H-8区以外の調査区からは、H-1・2・ 4・5・ 10・ 11・2区と身障者用スロープ設置部分
H-8区
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10YR6/8 明黄褐色 砂質シルト 粘性弱。しまり強
明褐色シルトと浅黄色粘土質シルトが混じる
10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 粘性中。しまり中 炭化物少量含む
25Y5/3 黄褐色 シルト質粘土 粘性中。しまり強 炭化物含む
10YR4/2 灰黄褐色 シルト 粘性中。しまり弱 炭化物多量含む
25Y6/2 灰責色 シルト 粘性中。しまり中
10YR5/8 黄褐色 粘土質シルト XtJ隆強。しまり中 小礫多量含む
10YR6/8 明黄褐色 シルト質粘土 粘性強。しまり強 円礫含む
ピット1埋± 10Y R3/3 暗褐色 粘土質シルト 粘性中。しまり中 炭化物含む
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…図44 仙台城二の丸跡第14地点H区平面図・ 断面図
Fig.44 Plans and cross sections of Grid II‐7
and H‐8 at NM14
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図45 仙台城二の丸跡第14地点IV区平面図・断面図
Fig.45 Plan and cross section of Grid IV-2 at NV114
ピット1埋上 25Y3/2 暗褐色
粘上質シルト 粘性中・ しまり強
赤褐色粘土ブロックが混じる
炭化物少量含む 円礫含む
25Y3/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性強。しまり中 円礫多く含む 炭化物少量含む
10YR1 7/1 黒色 シルト 粘性弱・ しまり中 炭化物多量含む 小礫少量含む
10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性弱。しまり中 炭化物部分的に含む 小礫含む
25Y3/2 暗オリー ブ褐色 シルト 粘性中。しまり強 炭化物・小礫含む
コンクリートブロック
アスファル
H-7区   ゆ型
コ ′ ン フ  II
ml
25Y3/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性強。しまり中 円礫多く含む 災化物少量含む
10YR5/6黄褐色と25Y7/3浅黄色が混じる 粘土 粘性強。しまり強
部分的に7 5YR5/8明褐色砂質シルトが混じる
ピット1埋±1 10YR4/3 イこぶい黄褐色 シルト 粘性弱。しまり中
黄褐色粘上が斑状に入る 小礫・炭化物少量含む
ピット1埋±2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 粘性中。しまり強
浅黄色粘土と明褐色砂質シルトがプロック状に混じる 炭化物含む
ピット2埋上 7 5YR4/3 褐色 粘上質シルト 粘性中・ しまり中
黄褐色粘土が斑状に入る 炭化物少量含む
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で遺物が出土している。陶磁器・土師質土器・瓦質土器・瓦などがあるが、小片が多く、数も少ない。図47-4
は、H-2区の近現代の整地層出上の軒平瓦で、唐草文の部分である。図47-5に示したのは、同じくH-2区
出上の近現代の整地層から出上した面戸瓦かと思われるもので、短辺の弯曲が強い点で、これまでの二の丸跡出
土資料にはあまり見られないものである。
13)Ⅲ工区
Ⅲ工区で精査を実施した場所は無い。遺物は、江戸時代の整地層の可能性がある褐色土層から、磁器碗が1点
出上しているだけで、細片のため図示していない。
(4)Ⅳ工区 (図45、表68・69、図版168))
【Ⅳ-2区】
Ⅳ工区で精査を実施したのはⅣ-2区だけである。外灯の基礎に相当する部分で、1.2m四方というきわめて狭
い範囲の調査区である。
基本層序の3層には、炭化物が含まれ、特に3C層には多量に含まれている。これは、明治15年(1882年)の二
の丸建物群が全焼した火災の際の炭化物層と考えられ、3a層。3b層は、3C層と一連の層で、火災の後片付
けに関連する整地層の可能性が高い。したがって、 1層と2層は、この明治15年以降の盛土と考えられる。調査
した範囲が狭く、充分な検討はできなかったが、4層は整地層の可能性があり、二の丸期かそれ以前にさかのぼ
る整地層であろう。5層・ 6層は地山と思われる。調査区の南半分は、現代の撹乱によって破壊されていた。
検出遺構は、4層上面でピットが1基発見されている(ピット1)。長軸65cm程のやや不整形を呈し、深さは20
cm程の浅いものである。ピットの中には比較的大きな瓦が1枚入っていた。
出土遺物は、陶磁器類・瓦があるが、ほとんどは1層と2層からの出土である。ピット1からは、陶器行平鍋
の蓋と土師質土器が各1点出上しているが、いずれも細片である。ピット1の中から出土した瓦は、大型の棟瓦
で、角桟伏間瓦である (図47-6、図版169-T6)。長さが34.Ocmを計るもので、同様の大型の棟瓦は、今回の
調査地点に近い、第10地点2区においてまとまって出上している(年報 9)。この周辺で、このような大型の棟瓦
を使用する建物が存在した可能性を示すものと言えよう。
このⅣ-2区以外では、Ⅳ-1区で若千の遺物が出土しているだけである。いずれも表土か撹乱から出上した
ものである。このⅣ-1区では、米軍が構築した共同溝の掘り方埋土から、拳銃が1点出土している(図版169-
Ml)。銃身には「FA…… (途中不明)―…ON□E DARMES DE GUFRRE HERSTAL―BELGIQU  BROWN‐
ING'S PATENT DEPOSE」との刻 日が認められ、米軍が使用したものと思われる。
15)V工区
V工区では、工事での掘削が、全て近代以降の盛上に収まっており、撹乱から磁器の小邪が 1点出上している
だけである。17世紀前半代の月巴前産 と考えられるものである (図461、図版169-Cl)。
(6)Ⅵ工区 (図版168)
Ⅵ工区では、工法の変更などの措置を取ったため、精査を行った所はないが、各所で二の丸に関わる遺構・遺
物が検出された。
Ⅵ-1区では、石垣状の施設が検出された (図版168-7)。河原石を積み上げたもので、同様のものが理学部
附属植物園の津田記念館新築に伴う調査の際に検出されており、二の丸最西端を区画する塀の、基礎となる施設
と考えられている(年報 3)。今回検出された石垣状の施設も、これと一連となる施設であろう。このⅥ-1区か
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図46 仙台城二の丸跡第14地点出土陶磁器
Fig 46 Porcelains and glazed ceranlics frona Nh/114
らは遺物は検出されていない。
Ⅵ-4区では、石組溝が検出された (図版 168-6)。一列の石列を検出しただけなので、濤になるかどうかは
確実ではないが、一応溝跡と考えておきたい。精査を行っていないので、詳細については不明で、確実に江戸時
代の遺構かどうかも確認できていない。溝の埋土から陶磁器が少量出上しているが、いずれも細片であった。
Ⅵ-4区を中心に、Ⅵ-8区にかけての各所で、明治15年(1882年)の火災に関連すると推定される黒色土層
が検出されている。特にⅥ-4区の周辺で、良好な状態で検出されている 国版 168-5)。ぃずれにおいても、
上面を検出しただけで、掘 り下げを行っておらず、上面に露出した遺物のみを採集した。そのため、全体の出土
傾向は云々できないが、陶磁器 。土師質土器 ,瓦が出土しており、主要な資料を図46・47に呈示した。陶磁器は、
18～19世紀代のものが出上しているが、18世紀代の資料を呈示した(図46-2・4～9、図版169-C2・C4～9)。
17世紀代の資料は出上していない。瓦は、軒瓦と刻印のある瓦を呈示した。三引両文の軒丸瓦 (図47-1、図版
169-Tl)、笹文に唐草文を組み合わせた軒平瓦 (図47-3、図版169-T3)、四角内に漢字の六を入れた刻印
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図47 仙台城二の丸跡第14地点出上瓦
Fig 47 RoOf tiles frOm Nh7114
のある瓦 (図47-7、図版169-T7)がある。これまでの二の丸跡の調査で出土した瓦の検討結果では、図47-
3の軒平瓦は、三枚笹2a類と唐草la類が組むもので、軒桟瓦に認められているものである(年報 9)。組み合
う小巴部の文様は、左巻の二巴文が知られている。
3.まとめ
今回の調査は、屋外環境整備という工事の性格上、小規模な掘削がほとんどで、立会調査で済ませた範囲が多
く、結果的には、江戸時代の遺構 。遺物が検出された場所は、全体の中では少数であった。それでも、二の丸中
心部付近や、二の丸裏門周辺、二の丸西端付近では、良好に江戸時代の遺構面が保存されていることが再確認さ
れた。これらの区域では、今後も慎重な対応が必要である。今回は、調査範囲が極めて限られたものにならざる
を得なかったため、検出した個々の遺構の性格については検討できなかった。また、出土遺物も少なく、主要な
資料を呈示するに留まっている。
今次調査のように、立会調査と精査を組み合わせ、工事の進行に合わせて対応していくことは、現実には煩雑
で、作業員の配置も非効率的にならざるを得ない。しかしながら、当センターのように、限られた範囲の同一の
遺跡を調査対象としている場合、対象地域の詳細な状況を把握しておくことは、今後の開発行為への対応を考え
た場合には、重要なことであると認識している。既に大学として利用している関係上、様々な営繕工事が実施さ
れることは避け難い。今回のような小規模な工事であっても、少しづつ確実に遺跡は破壊されていく。たとえ個々
の破壊部分は小さくとも、遺跡全体の評価にとっては、看過できない問題である。これまでに広い範囲を調査し
表68 仙台城二の丸跡第14地点出土陶磁器・土器・土製品集計表
Tab.68 Distribution of porclains,glazed ceran?cs, nd cl y obi ct at N?114
表69 仙台城二の丸跡第14地点出土その他の遺物集計表
Tab 69 Distribution of various implements at NM14
*印は,凹面側の側縁を面取 りする平瓦で , 報5の図74-9)と同様と考えられるもの。
表70 仙台城二の丸跡第14地点出上磁器観察表
Tab.70 Notes on porcelains at NW114
表71 仙台城二の丸跡第14地点出土陶器観察表
Tab.71 Notes on glazed ceranlics at Nふ/114
表72 仙台城二の丸跡第14地点出土軒丸瓦類観察表
Tab.72 Notes on round eaves tiles at NM14
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登録番月 出 上 場 所 器笹 口径 ミ径 畢言 文 様 等 胎土 嵯 地 O1441・備考
V区 保健管理センター 西側配管掘削時撹召 Ju4N 「寿」字文 縦筋文 ζ通 ? 17C前半
VI-4区    不明 ギ碗 37 単花文 通 ? 18C後半
I―S区   表採 卜中皿 95 丸文散らし 高台内銘有り ζ通 ? 17C中
C004 5区間 撹乱 大皿 盾軍文 縁内四方欅文 旨遇 ? ?
区南   黒色土層 小中皿 10 唐草文 見込松竹梅文 高台内銘有り や゛?
? ?
18C後半 饂 き
区南   黒色土層 卜中皿 13 75 割菊花文 見込五弁花(コンエャク判)高台内「太明年製J?銘 口紅 やや寇 ? ?18C後半
I 区南   黒色土層 猪日 尊涌 ? ?
警録番掲 出 土 場 所 器種 器高 文 様  等 粕  粟 冶■ 生産地 製作年代 備  考
VI-4区北   黒色土層 中 顔 40 腰部刻線文 灰和(淡緑灰色)掛け分け 対Щ亥軍弓色) 太堀相員 18C後半 灰釉貫入顕著 461S
Ⅵ-5区南   黒色土層 播 鉢 典仙儀滸身色) 粗 不明 18C後半? 地元産?
登録番号 出 上 場 所 瓦当文様 瓦当直径 見当内径 周縁幅 備 考 図 図版
T001VI-5区南 黒色土層 三引両文 17 0 13 8 丸瓦劉落部分に櫛目 (円周方向)
[I-8区  Pit] 九曜文 23
表73 仙台城二の丸跡第14地点出土軒平瓦類観察表
Tab.73 Notes on flat eaves tiles at NA/114
登録番号 出  上  場  所 瓦 当 文 様 瓦当形状 瓦当垂長 頭 幅 備 考 図 図版
T003Ⅵ-4区南 黒色土層 三枚笹2a+唐草 la類
T004II-2区  2層 ?十唐草
表74 仙台城二の丸跡第14地点出土その他の瓦観察表
Tab 74 Notes on various roof tiles at NA/114
登録番号 出 上 場 所 種 類 備 考 図 図版
T005II-2区  2層 面戸瓦 長さ8 8cm 短辺を曲線に加工
T006IV-2区  Pit l 棟 瓦 全長34 0cn きき足30 1cnI 桟幅7 2cm(上端) 濤有り 角桟伏聞瓦
T007Ⅵ-7区東 黒色上層 袖瓦 ? 端面に刻印有 り 第5地点のT168(年報7の図26)と同様のものか
126
た際に、それ以前の小規模な破壊のため、検出遺構の評価が困薙になってしまっている例も多い。地下の状態を
詳細に把握することが可能であれば、できるだけ攪乱部分を利用するなどして、破壊を最小限にくい止めること
ができるはずであり、そのような対応を追求していくべきであろう。したがって、イヽ規模な掘削であっても、綿
密な対応を行い、攪乱の有無、江戸時代の層位の深さなどのデータを集積していくことが、今後も必要であろう。
そういう観点では、特に今回、川内北地区について、貴重なデータが得られた。
二の丸北方の武家屋敷地区にあたる川内北地区では、江戸時代の遺構面が確認されたのは、ごくわずかに留ま
つた。特に、講義棟から厚生会館の間では、ほとんどの範囲が、既に削平されたり、攪乱を被っていた。川内北
地区は、現在いくつかの5m前後の段差があり、それぞれの段差の上がほば平坦な地形となっている。講義棟の
西端近くにも、現在大きな段差が存在する。これは、もともと西から東へ向かって、緩やかに傾斜していた場所
を、高い側を削平し、低い所へ盛土する形で、平坦面が広げられてきた結果と思われる。そのため、段差のすぐ
上では、本年報の第H章で報告した第12地点のように、盛上が極めて厚いが、段差の下では削平が著しいという
結果となっているのであろう。そして、さらに東へ行った体育館付近では、削平は少なく、江戸時代の地層が保
存されているものと考えられる。川内北地区では、まだ調査を実施した範囲が少なく、遺跡の保存状態は、あま
り良く判っていなかった。今次調査によって、現状の地形と保存状態との関係を、ある程度推定できる端緒が得
られたことは、今後の開発行為への対処を考える上での成果であったと言えるであろう。
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第Ⅳ章 青葉山遺跡E地点第2次調査
1.調査経緯
(1)青葉山地区の立地とこれまでの調査
東北大学の理学部 。工学部・薬学部が所在する青葉山地区は、標高145～155mの、青葉山段丘のⅢ面に位置す
る。青葉山段丘は、高位よりI～Ⅳ面に分けられており、各面を覆う火山灰層の関係から、 I・■面とⅢ・Ⅳ面
は形成時期の異なる段丘とされる (大月義徳1987)。すなわち、より低位のⅢ・Ⅳ面には坪沼第1～4軽石層が見
られず、愛島軽石層より上位の示標テフラのみが見られる。
青葉山一帯に旧石器時代の遺跡が存在することが明らかになったのは、1968年以降のことで、1984年までに青
葉山遺跡A～D地点が知られていた (図1)。
A地点は、青葉山でも最も標高の高い青葉台に所在し、3点の石器が表採されている。内訳はナイフ形石器・
スクレイパー・石刃が各々1点である。B地点は東北大学の理学部・薬学部厚生会館の北側にあたり、道路沿い
の露頭から、4点の石器が断面採集されている。スクレイパー1点、二次加工ある剣片1点、剣片2点である。
C地点では、青葉台へ上る道路脇の露頭の崩壊土中から剣片2点と、局部磨製石斧1点が採集されている。
青葉山地区での遺跡の発掘調査は、東北大学埋蔵文化財調査委員会によって、1983年～1984年にかけて行われ
たB地点・B地点第2次調査地点 (旧称F地点)。E地点の調査が初めての調査である (年報 2、 図4)。この3
ケ所の調査は、いずれも理学部構内で行われた調査である。これ以降、東北大学構内では、埋蔵文化財調査委員
会が組織的に調査にあたっている。
B地点の調査では、合計4面の旧石器時代の文化層が確認された。青葉山Ⅲ面では、2枚の示標テフラが知ら
れている。一つは蔵玉起源の川崎スコリア層で、26,000～32,000年前とされている。もう一つは、愛島軽石層で、
54,000～8 ,000年前という年代が推定されている (年報 2)。B地点で石器が発見されたのは、3層上面。4層・
5層上面 。■d層上面で、川吟スコリアは5層上面でブロック状に点在しており、愛島軽石層は8層である。そ
のため、20点の石器がまとまって出上した5層上面は、川崎スコリアの降下年代に近い年代のものと考えられ、
それより上の3層上面出土石器は晩期旧石器時代、4層出土石器は後期旧石器時代のものと考えられている。但
し、3層上面出土石器は、剣片と二次加工ある剣片が1点ずつ出上しただけで、4層からは剣片が1点出土した
だけである。■d層出土石器は、愛島軽石層よりも下層で出土しており、10万年前以上に遡る可能性のある、前
期旧石器時代のものである。1l d層上面では3点の石器が出上しており、剣片・スクレイパ ・ー叩き石が各1点
ずつ出土している。
このB地点では、旧石器時代以外に、縄文時代のフラスコ状土坑1基が検出されている他、縄文時代前期と晩
期の上器、縄文時代と思われる石鏃、弥生時代後期と思われるアメリ々式石鏃、平安時代のロクロ土師器が出土
している。但し、縄文時代以降の時期は、遺構も少なく、遺物も単独で少量出上しているだけであり、中心的な
生活の場ではなかったと推定されている。
B地点第2次調査地点では、3枚の文化層から、旧石器時代の石器が、合計6点出上している。いずれもal」片
か砕片である。出土層位は、いずれも川崎スコリア層より上位の層位からの出上である。
E地点の調査では、遺物は検出されなかったが、層位関係から、旧石器時代に遡ると考えられる、陥し穴状上
坑が4基検出されている。
1986年～1991年にかけては、工学部構内での調査が多く行われるようになった。工学部は、理学部から沢をは
さんで南側に位置する。工学部構内では、5ケ所で試掘調査を行っている。しかしこれらの調査では、遺構・遺
物は発見されなかった (年報 4・5。 7・8・ 9)。
工学部での試掘調査の結果、青葉山構内における遺跡の分布状況が、必ずしも密でないことが明らかになると
ともに、場所によって火山灰層の保存状態が大きく異なっていることも明確になってきた。そこで1992年度には、
青葉山構内全域で分布調査を実施し、遺跡の有無や火山灰層の保存状態を、あらためて把握した。この分布調査
の際には、新たな遺跡の発見は無かったが、火山灰層の保存状態などに基づいて、構内での開発行為に対する対
処基準を策定した (年報10)。
¢)調査地点の位置
今回の調査は、青棄山地区基幹整備に伴う調査で、共同溝を設置することに伴う調査である。理学部の南側を、
北東から南西に走る道路に沿って、共同溝が造られることになった。この道路は、理学部と工学部の間に入る沢
に沿って造られた道路であり、今回の調査地点は、段丘上の平坦面の縁に近く、沢へ落ち込んでいく急斜面の少
し上の部分にあたる。青葉山遺跡E地点の第1次調査地点からは南へ約150m、B地点第2次調査地点からは南西
に300m程の場所にあたる。
俗)調査の方法と経過
今回の調査地点では、かつてこの付近で象」片が採集されたという話は伝えられていたが、遺物が残されておら
ず、詳細は不明であった。そのため、遺跡が存在するかどうか確証が無く、周知の遺跡の範囲内には入っていな
かった。また、1992年度に実施した分布調査に基づく区域分けでも、周知の遺跡の隣接地として、試掘調査を行
う区域に含まれていた。そのため当初は、試掘調査との位置づけで、調査にのぞんだ。
調査地点は、南西側の10m程の範囲が高くなっており、道路に面した側がカッティングとなっていた。最初に、
このカッティングの面を清掃し、基本的な層序関係を把握した。この南西側の高いところを西区とし、間をあけ
て中央区 。東区を設定し、その3ケ所を調査する予定で、調査を開始した。ところが、調査開始から2日目に、
西区で弥生土器の出土を見、急返本調査へ移行することを決定した。南西側から北東側へ、調査区を次々と拡張
する形で調査を進め、結果的に西区と中央区は連続して調査する結果となった。中央区の北東端では、大きな攪
乱が確認されたため、ここで一旦拡張を止め、13m程の間をあけて東区の調査を行った。東区では、遺物包含層
である2層がほとんど分布せず、遺物も発見されなかったため、これ以上の拡張は行わなかった。
本調査へ移行したことから、3mのグリッドを組んで、言己録を行うこととした。グリッドは、横の道路に合わ
せて方向を定めて設定した。グリッドの方向は、N-34°一Eとなっている。出土遺物は、全て出上位置を記録し
て取り上げた。
また、旧石器時代の遺構・遺物が存在する可能性を考慮して、A・B-1～3区、A・B-7区、A・B-11
区において深掘り調査を行った。北区では、調査区の東西両端の所で深掘り調査を行った。いずれにおいても、
旧石器時代の遺構・遺物は発見されなかった。
なお、今回の調査において各時期の遺物が発見されたことを受けて、青葉山遺跡E地点の周知の遺跡の範囲は、
年度末の平成6年3月31日付けで、仙台市教育委員会によって変更の措置がとられている。図1に示した遺跡の
範囲は、この変更後の範囲を示している。
2.基本層序
基本層序は1～10層まで確認された。
1層は現在の表上である。la層とlb層に細分される。2層は、今回の調査で出土した遺物のほとんどが出
土した、遺物包含層である。場所によっては、更に2a層と2b層に細別できた。2a層は暗褐色を呈する層で、
2b層は漸移層である。3層はいわゆるローム層である。4層は示標テフラである川崎スコリア層である。調査
区西端のA・B-1区では、窪みに溜まったような形で、良好に確認できたが、それ以外の場所では、小さなブ
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図48 青葉山遺跡E地点第2次調査調査区の位置
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ロック状のものが、わずかに確認できる程度であった。5～ 8層には、パミス粒が含まれ、愛島軽石層が起源の
パミスの可能性がある。この5層以下の層序は、これまでの青葉山地区の調査で確認されてきた基本層序とうま
く対比できない。愛島軽石も、層としては確認できなかった。今回の調査地点が、斜面に近い部分で、5層以下
の層位は、斜面に2次的に再堆積したものの可能性が考えられるであろう。そのため、深掘り調査は、5層上部
まで掘り下げることを基本として行っている。9層は段丘礫層直上の、腐れ礫を多量に含む層である。10層は、
基盤の段丘礫層である。
3.検出遺構 (図49、図版170・171)
検出された遺構は、土坑2基、ピット7基である。また、人工的な遺構ではないが、地滑りの跡が検出された
ので、ここで合わせて幸艮告する。
【1号土坑】
B-2区の3層上面で検出された。平面形は不整形を呈し、長軸2.8m、深さは深いところで40cm程である。底
面も凹凸が激しく、人為的に掘られた遺構であるかどうか、確証は無い。遺物は、縄文時代早期の土器が、埋土
から3点出上している。
【2号土坑】
B-2区の2層上面で検出された。掘り込み面から見て、1号土坑を切っていると考えられるが、誤認して先
に1号土坑を掘ってしまったため、一部は推定に留まる。やや不整形の平面形を呈し、北壁で確認できた長さは
1.8m程である。深さは30cmである。遺物は出上していない。
【ピット】
ピットは合計7基検出されたが、その内のピット3～7については、不整形の浅い落ち込みであり、人為的な
遺構であるかどうか確実ではない。
ピット1は、B-2・3区の3層上面で検出された、径80cmのほぼ円形を呈するもので、深さ20cmである。遺
物は出上していない。
ピット2はB-3区の3層上面で検出されたもので、径40cm程のほぼ円形を呈し、深さ50cmである。遺物は出
土していない。このピット2は、他の遺構と比べて壁も明確で、様相が異なっている。確認したのは3層上面で
あるが、掘り込み面は更に上の、新しい遺構である可能性も残る。
【地滑り跡】
A・B-5・6区で、西北西から東南東方向に、層序が連続しない場所が認められた。そのため、ここで断ち
割りを行ってみたところ、東西で地層がずれているのが確認された。このずれを境に、大きいところではlm程
の段差が付いて、層位の対応関係が認められた。そこで、本学理学部の松本秀明助教授に現地で検討を行ってい
ただいたところ、地滑りの跡であるとの御教示を頂いた。この地滑りでは、3層以下は、完全に切られており、
3層堆積後におこった地滑りであることが確実である。
4.出土遺物 (図50、表75、図版171)
今回の調査での出土遺物は49点で、内訳は、縄文土器41点、石器1点、弥生土器5点、土師器2点である。い
ずれも、2層あるいはlb層からの出上で、遺物の種類によって出土層位が異なることはなかった。また、1号
土坑の埋土からは、縄文時代早期の上器が3点出土している。
縄文土器には、早期の上器29点、中期の上器9点、風化により詳細不明のもの3点がある。
早期の上器としたものは、全て内外面に貝殻条痕を施したもので、早期後棄のものであろう。A・B-8～10
区でややまとまって出上しているほか、B-1・2区とB-5・6区でも少数出上している。図50-1は、口縁
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Fig.50 VariOus implements from AOE2
部の破片で、口縁端部には刻みが施されている。外面には、連続した刺突が、横方向に2列、やや傾いた方向に
2列認められる。2も口縁部で、端部には刻みが認められる。内外面とも貝殻条痕である。3は回縁部から体部
上半の破片で、日縁部は波状を呈する可能性がある。口縁部から6 cm程下のところに、下から上向きに施した刺
突が、横方向に並んでいる。 4・5は体部破片で、内外面とも貝殻条痕が認められる。図示しなかった残りの資
料は、体部の小破片で、基本的に内外面とも只殻条痕が認められる。なお早期の上器は、翌年度に今回の調査地
点の北側で調査を実施した第3次調査において、同様の資料が多量に出土しており、詳細な型式内容については、
この第3次調査の報告を行う、次の年報12において検討したい。
中期の上器と考えられるものは、B-10・11区の、ピット3の周辺で9点がまとまって出土している。図50-
6は、突起の下に、隆帯で囲まれた文様があり、その隆帯の内側に沿って刺突がめぐる深鉢である。中期末の大
木10式と考えられる。図50-7～9は、確証は無いが、同じく中期の上器の可能性が考えられる。図示しなかっ
た5点は、図50-7と類似した地文のみの破片などである。
石器は、B-11区から石鏃が1点出上している。無茎の凹基のものである。良質な頁岩製で、両面全体に2次
加工がおよんでいる。縄文中期の土器がまとまって出土している範囲の中から出土しており、この出土状況から
は、縄文時代中期のものである可能性が考えられる。
弥生土器はB-3・4区で出上している。5点出上しているが、全て同一個体と考えられる。図示した図50-
11は、底面に木葉痕を残し、底面の脇の体部下端に無文の部分が存在せず、地文が底面との境まで施されている
点から見て、弥生時代後期の可能性を考えた。
上師器はB-10区とB-11区でそれぞれ1点出上した。ロクロ土師器の邪で、図50-12は口縁部で、内面は黒
色処理されている。図50131ま、高台付不の高台部分の破片である。いずれも細片のため、詳細な検討は困難であ
るが、平安時代のものと考えられる。
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表75 青葉山遺跡E地点第2次調査出土遺物観察表
Tab,75 Notes on various implements from AOE2
No 出 上 場 所 種   類 特 徴 等 図 図 版
1 B3区 b層 弥生土器 底部 木葉底 地文L撚糸文 50--1171--11
B3区 b層 弥生土器 底部 木葉底 地文L撚糸文 1と同一個体
3 33区 b層 弥生土器 1と同一個体か
4 B3区 b層 弥生土器 底部付近 地文L撚糸文 1と同一個体
5 1号土坑 埋土 縄文土器 貝殻条痕文 口縁部 外面刺突 50--5 171--5
6 B5区 縄文上器 貝殻条痕文 50--1171-―]
7 B6区 縄文土器 貝殻条痕文
8 B4区lb層 弥生土器 1と同一個体か
9 1号土坑 埋土 縄文土器 員殻条痕文
B8区 2層上 縄文土器 貝殻条痕文
B8区 2層上 縄文土器 貝殻条痕文 50--4171--4
B9区 2層 縄文土器 貝殻条痕文
B10区2層上 縄文土器 貝殻条痕文
B8区2層 縄文土器 員殻条痕文 口縁部 小波状 50--2171--2
B8区2層 縄文土器 貝殻条痕文
B9区 2層 縄文土器 貝殻条痕文
B10区 2層 縄文土器 貝殻条痕文
B8区2層 縄文土器 貝殻条痕文
B9区2層 縄文土器 貝殻条痕文
B8区2層 縄文土器 貝殻条痕文
810区 2層 縄文土器 中期? 底部 28と同一個体
BH広2層 土師器 ロクロ土師器 紳  高台部小片 50--13171--13
810。 11区 2層 縄文土器 中期 ? 30と同一個体
B4区2層 石鏃 買岩 長2 6cn・幅1 5cm。厚さ0 4cm。重量1 lg 50--10171--10
B10区 2層 縄文土器 只殻条痕文
B ll区2層 縄文土器 中期? 風化・詳細不明
B ll区2層 縄文土器 大木10式 口縁部 突起 50--6171--6
B10区2層 縄文土器 中期? 底部 50--9171--9
B ll区2層 縄文上器 中期 ? 30と同一個体
B10区2層 縄文土器 中期 ? 沈線 地文RL縄文 50--7171--7
Bl区 2層 縄文土器 貝殻条痕文
A8区2層 縄文土器 貝殻条痕文か 底部 (平底)細片
B8区2層 縄文土器 貝殻条痕文
A8区2層 縄文土器 貝殻条反文 口縁部細片
A10区2層 縄文土器 貝殻条痕文
B8区2層 縄文土器 貝殻条痕文
A9区2層 縄文土器 只殻条痕文
39区2層 縄文土器 貝殻条痕文
A8区2層 縄文土器 風化・詳細不明
B9区2層 縄文土器 貝殻条痕文
A8区 縄文土器 貝殻条痕文 nに接合
BH区 縄文土器 中期? 風化・詳細不明
B8区 縄文土器 ? 風化・詳細不明
B10区2a層 縄文上器 風化・詳細不明
B10区lb層 土師器 ロクロ土叩器 コヽ 内黒 口縁部小片 50--12171-- 12
Bn区lb層 縄文土器 中期? 底部 50--8171--8
1号土坑 埋土 縄文土器 貝殻条痕文 48に接合
Bl区2a層 縄文上器 貝殻条痕文 口縁部 外面刺突 50--3 171--3
Bl区 2a層 縄文土器 貝殻条痕文
5。 まとめ
今回の調査は、面積も小さく、明確な遺構もほとんど検出できなかった。しかし、縄文時代から古代にかけて
の4時期の遺物が、青葉山地区で確認された意義は、小さくないものと考えられる。特に、縄文時代早期の遺物
は、今回が初めての発見である。早期の資料は、宮城県内では良好な資料が少なく、不明な点がまだ多い。今回
の調査地点の北側で、翌1994年度に実施した調査では、この時期の遺物が多量に出土しており、今後の基準資料
となるだけの内容を持っている。詳細は、次の年報12にゆずるが、今回の調査が、このような発見への端緒とな
つたという点で、重要な調査であったと言えよう。
また、縄文時代早期以外にも、縄文時代中期・弥生時代後期 。平安時代の遺物が出上した。先述したように、
青葉山地区では、1984年度に調査カミ行われたB地点において、縄文時代・弥生時代・古代の遺物が出土していた。
B地点の調査でも、今回の調査でも、出上した遺物の量は少なく、恒常的に利用された場所とは考え難い。ただ
し、弥生時代後期と平安時代の遺物は、両地点でほぼ同じ時期のものが出上している。遺跡の性格の解明は、今
後の課題として残っているが、これらの時期の遺物の分布域が、思いの外、広い範囲に渡っている可能性が出て
きたと言えるだろう。
旧石器時代の遺構・遺物は、今回は発見されなかった。調査地点が、沢に落ち込む斜面に近い部分であり、火
山灰層の堆積状況があまり良くない場所であったことも関係しているだろう。今後も、意識的に、旧石器時代の
遺物の有無を追究 してぃく必要がある。
今回の調査区では、地滑りの跡が発見された。1984年に調査された青葉山遺跡E地点の第1次調査地点におい
ても、南北方向に延びる細かな地層のずれが検出されており、地滑りの亀裂によるものと指摘されている。位置
関係から見て、今回発見された地滑りと、一連の同じ地滑り痕跡の可能性が考えられる。この地区での、細か校
地形変化・環境変化を検討する上で、興味深いデータが得られたと言えよう。
??
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On the campus of Tohoku University, a lot of archaeological sites are known. Arnong theni, Sendai
Castle is the mOst famous and largest one.  Almost al1 0f the south part of Kawauchi campus is located on
its secondary citadel area.  AObayama campus inctudes remarkable Paleohthic sites,and localty B is dat9d
to more than 100,000 years ago.
In」apan,if existing circtlmstances need to be changed in the knOwn site area,excavation research on the
buried cultural properties must be carried out.
According to legal procedures,the com■lission for r search,which、vas organ zed in 1983, carried out
many salvage excavations for ll years.  It、vas eorganized in o he Center in 1994 to improve conditions
of research.  The Center mainly carries out salvage excavations Of archaeological sites on the campus,
analyzes those records and remains, and publshes excavation reports.  Conservation and exhibition of
archaeological heritage,studies about structure of sites,artifacts,techniques Of excavation and preservation
are also important duties.
This volume carries reports Of salvage excavations at NM12,and NA/114 on Kawauchi campus,AOE2 on
Aobayama campus,、vhich、vere carried out by the ComH?ssion of]Buried Cultural Properties on Campus in
1993.
NM12 site(Loc.12 of Nttοttary,i.e.the secondary citadel of Sendai Castle)
NA江12 area corresponds to the north bank Of a moat which was located on the north ofう″ヽ%θηεα夕ηιo  ThiS
site、vas excavated prior to the construction Of Health Administration Center.
T、vo nlaJor phases are recognized,under and Over layer 7 respectively,、vhich、vas heaped during ?letti
period.  Phase l corresponds to Edo period and is subdivided into two phases,that is,Ia and lb.  Phase II
corresponds to WIeiii periOd and is subdivided into fOur phases,IIa‐IId.
Phase la
There were several pits, and a step of unknowll purpOse.  Only a few artifacts such as ceramics、ver
found.  They all belong to he 17th century.  So this phase probably corresponds to the 17th century.
AccOrding to historical picture maps,there were samurai residences in the 17th century before、videning of
the moat.  Features of this phase is probably related to samurai residences.
Phase lb
A■noat、vas found.  And there、vas a dam atthe bottom ofit.  The dam crosses the moat,and has stone
pavements bordered with 10gs On the tOp,andits embankments are covered with bamboo baskets filled with
pebbles.  It is considered tO be the facihties for weakening the po、ver Of current flows from the vaney of
west side.  It was probably built in the 19th century,near the end of EdO periOd,because we can see the dam
drawn Only on the picture maps of the end of Edo periOdo SO this phase allnOst corresponds to the 19th
century,near the end Of Edo periOd.
It is pOssible to recOnstruct alrnost exactly, the location of the moat on the north of ハ帝テ%οttαγ% by
comparing picture maps and results of investigations at other places.
Only a fe、v w00den implements were found at this phase, indicating that the mOat 、vas consta tly
mailltained clean during this phase.
Phasc II
The mOat existed almOst at the same place as phase I.  It is recognized that during phase II tte
mailltenance of the mOat、vas practiced partially,sO gradualy earth and sand accumulated,leading to the
loss Of the function of the moat.  From features of phase II, a great quantity of artifacts belonging to
modern times、ver  found.  The accumulatiOn which cOvered the features of phase IIc has a thickness Of l.
5m by the place.  These are rubbish of a 10gistic transport corps of the lmperial Army,which was IOcated
on the north ofthe moat.  These had been thrown fOr about 20 years around the Sino―Japanese War(1894‐5)
and World War I(1914-8)。 So this phase corresponds to allnost the same tirne period.
These artifacts include many industrial products of modern tilnes,and they are extremely abundant in
variation and found in huge quantity.  This is a very different point from pre―rnOdern tilnes. We resent
the entire body of these artifacts in this report by providing representative samples,based on thorough
classification and counting Of all artifacts.
NM14 site(Loc。14 of NttOttarv)
A few sman areas、vere excavated prior tO small construction works fOr improvement of envirOnment at
Kawauchi campus,  It became clear that the features belonging to EdO period remain well at ioc.Iヽた
corresponding to the center area of^ワ%οttα%%, and 10c.II corresponding to north side of五カ,冴θ力θ%ο 夕%ο%
(north gate Ofット¢%θ夕%α″%).  There fOund sman quantity of artifacts such as pOrcelain,glazed ceramics,and
roof tiles.
It is recognized that c10se inh/estigatiOns at places Of sman construction wOrk are also very useful for
comecting the information underground withOut excavation.
AOE2 site(the secOnd excavation of Aobayama site LocoE)
A small area、v s excavated prior to construction of a utility tunnel on AObayama campus.  Artifacts Of
lnitial and A/1iddle Jomon period,Late lFayoi period and]王eian p riod、vere found.  There were several pits,
but、ve cannot define、vhich period these belong tO.  This is the first tilne that we find artifacts Of lnitial
Jomon periOd on Aobayama campus.  With the results,it became clear that there is an archacological site
of this period on Aobayama campus.  The main site area is considered tO be the flat ground part located
to the、v st of this point. It is the mOst important result of this excavation.
A trace of landslide is also fOund.  It、vill give s interesting data about changes of iocal topography and
environment.
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図版2 仙台城二の丸跡第12地点外周壁セクション・ Ia期の遺構
Pl.2 Cross sections and features of phase l a at NM12
8 13層上面2号土坑確認状況 (北西から)
1 13層上面2号土坑セクショシ
Ib期金景 (西から)
Ib期金景 (東から)
図版3 仙台城二の丸跡第12地点Ia期。Ib期の遺構
P13 Views and features of phase l a and l b at NhI112
2 11層上面ピット7確認状況 (北から)
華すひ穐
3 11層上面ピット7セ クション (東から) 4 10。11層上面 1号土坑 (西から)
Ib期全景 (東から)
8 堰状遺構金景 (北から)
1.堰状遺構全景 (西から)
3.堰状遺構西側丸太の北端 (北から) 4.堰状遺構西側丸太の脇の杭 (東から)
5 堰状遺構西側斜面の蛇籠 (東から) 6.堰状遺構西側斜面の蛇籠の中に打たれた杭 (北から)
7 堰状遺構東側斜面 (南から)
図版 4
Pl.4
仙台城二の丸跡第12地点Ib期の遺構
Features of phase l b at Nh/112
8_堰状遺構東側丸太の北端 (東から)
1 堰状遺構東側丸太の脇の杭 (北東から) 2 堰状遺構東狽」斜面の蛇籠セクション (北から)
3 堰状遺構東側斜面の蛇籠 (西から) 4 堰状遺構東側丸太付近の断ち割り状況 (北から)
5.Ha期の岸上面の状況 (西から) 6.6。7層上面4号溝検出状況 (南西から)
6・7層上面4号溝と杭列 (南西から)
図版5 仙台城二の丸跡第12地点 I
P15rヽiews and features of phase
8 Hb期金景 (東から)
b期・ Ha期・Ib期の遺構
Ib, IIa and IIb at N?質12
l Hb期全景 (南から)
E～G-8区東壁セクション
1号堀全景 (南から)
5 HC期全景 (東から) 6 HC期全景 (南から)
7.HC期金景 (西から)
図販6 仙台城二の丸跡第12地点Hb期・
Pl_6 VieM/s and features of phase IIb and
8 1号溝全景 (南から)
HC期の遺構
Ⅱc at N?笙12
148
2号溝全景 (南東から)
1差..
5層上面の石敷 (西から)
3C層上面ピット1完掘状況 (東から)
3断面 (東から)
:こFill:塩
二基づ1至
秦●!登:
Iを等
'=―轟
王
l Hd期金景 (東から) 2 Hd期全景 (南から)
4 D-7区 1号溝B内の杭列 (東から)3 1号溝B全景 (東から)
E・F-6。7区 3層上面の遺物出土状況 (東から)
7 E-6区 3d層遺物出土状況 (南から)
E・F-2～5区 3b層上面瓦出土状況 (西から)
図版8 仙台城二の丸跡第12地点Ⅱd期の遺構
PL 8 Views and features of phasc IId at N?112
8 E-5区 3d層魚骨出土状況 (南から)
=口
elく残色23Ч ttC咀6
図版9 仙台城二の丸跡第12地点出土近世の磁器
P19 POrcclains belonging to EdO periOd fronl Nふ/112
r  lu3           ●| |||||||||1   199  露陸褒をと11i
図版10 仙台城二の丸跡第12地点出土近世の陶器
103 109
Pl 10 Glazed ceranlics belonging to EdO period from NM12
抄図版H 仙台城二の丸跡第12地点出土近世のその他の遺物
Pl.1l Various implements belonging to Edo period frOm NM12
なし
樹木文
総重豆 g
(値
景多出土暦
く備考>夫続・鉢(蓋)Allとセット
分類名称 1磁器大碗(身)Al 1高も
内面文様 梅花枝文       |その他の技法等 白磁 瑠靱愁け芥け
底径 器高 個体重量g
出■
最ち
3a～3C層
平均値1156
分類名称 1磁器択
肉面文様 |なし
出土個体数 6
小値 6]
く備考>大碗(身)GIとセット 瀬戸
尉本文 高 台 内 銘
内面文様
最小値
多出土層 3a層
く備考>大碗(身)DIとセット 瀬戸
内面文様 1口縁部に二条圏線 その他の技法等
最小値
く備考>平清水
高 台脇 文 様 圏線
外面文織
=尽
し文 鋸歯文
内面文様 尽し又(身煙自・酒企)(図105-2) その他の技法等
g 総宣豊 g
栗区3d
菜区3d5
分類名称 1磁器夫碗・鉢(蓋)A14 1高台協 文君
内向又
`
|なし         十その他の技法等
出土個体銹
出土最下信
く備考>
―-8
分類名称 1磁器中碗(身)AC 14  1高台脇 文様
最川Ч宿 」土最下層 西区3d橿
舛面文様 1草花文(青.緑・ビンク
師文様岳轟盃厚ふ綜・ビン その他の技法等
総重量 g
最大値
労栢 11 最多出土層
分類名称
内面文様 泉 見込荒磯文?1版Ini R】 の他の技法等
法豊cm十日径
図版12 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(1)
Pl12 Modern porcelains from NMl塞1)
手描き磁器(1)
内面文様 綿 1品咤〒
崚文?  |その他の技法等
最刻Ч壇 東区3d層
最多也
く備考>
分類名称 毯器中! 泉
言 台 内 銘
文稼 |なし         |その
70
出■個胡
平均値 東区3d層
く備考>甲碗(蓋,B11とセット
泉
軍祀文        1高  台 内 銘
内面文幕 なし
出■個体散
最月鼈 |
出土層
く備考>高台内面畳付付近に砂粒う量に付
分類名称 1磁器中碗(身)AC18  1高台脇 ヤ 織 環
は     十高 台 内 銘
trし
法量m 目径 〕6
出土個体数
平均値
高台脇 文転
内面文様
個体重量g 総重量 g
大値
最小値 | 出土最下層 3層上面|
く備考>
磁器中碗(身)C 1高台脇 文綜
外面文様 植物文 文字支「不
その他の技法等
理 出土最下|
高台脇 文 様
外歯文様 1網目に鳥文      1高 台 内
内面文様十日協
三gl総重量 g
出土最下層
最多也土層
西区3d
番局嘉需羅 城ド
でセツトとなる耳能性の高ヤ塔が出土している(年
類名称 1磁器中碗(身)C18
外面文様 1植物文(悟僣?) 高 台 内 銘 1古山J(図肝1'7,)
その他の技法
器高
最大値 | 3
出土最
匂値11200 57
<備考>
分頚名称 1磁器中碗(身)F 1高台 脇 立 族
島又(言・黒・緑)1高 台 内 銘
なし
出■個体数
小値
3a～3C層
分絶 称 局台脇 文 様 圏線
軍死文 高 台 内
内面文様
総重畳 g
出土
最み
2暦上顧
く備考>
磁器中碗(身)Ga12  1高台協 文
外面文様 窓絵革花文・文字文(赤・緑) 高 台 内 銘 不明
角面文 なし         |その他の技法等
個体三宣g
値ヽ
出土賃
<備考>
図版13 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器図
Pl,13 Modern porcelains from NM12(2)
磁器中碗(身)Gbll
外面文様 流 〔昌消文・文7文1花 高 台 内 銘 角形不明
その他の技法等
く偏考>
手描き磁器(2)
外面文粽 源氏香文 蝶文
内面文様
(図版1059) その他の技法等
大値 |
く備考>平清水
分類名称 1磁器中碗(身)I C11  1高台脇 す 居
外面文様 峯帯
軍花文研・緑・責・ 高 台 内 銘
な﹇ ?
1出■個体窃
1最多出土層 東区3d層
分類名称 1磁器中続(身)l C 12
“
四万欅文 その他の技法々
法三cm l口径
JⅦ萱|
く偏考>
外面文様十松竹梅文 高 台 内 銘 なし
内面文様 見込縮 文?(図純05-10)その他の技法等
最対檀|■ 58 出土個体敦
く備考>
囀 添
分類名称 1磁器中碗(身)IC16 泉
その他の技法等
法量ml国径
小値 | 出土最下層 5層
図版14 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(3)
Pl,14 Modern porcelains from NM1213)
手描き磁器(働
鬱 癬
守
:に雪文 高 台 内 銘
内面文様 部四万欅又 圏線「寿1字文 その他の技法等 吹墨
出■個体数 7
最小値 |
く備考>平清水
なし
輌鎌 目剣緻鍮講 かその他の技法等 吹墨
咀と個体敷
<構考>平清水 第8れ点に同絶のものあり(年細 の図54-59)
よ ラ
藝
召線
外面文様 1笹に雪文       1高  台 内 錠
内面文様1冒磯 R13) その他の技法等 吹墨
76
κ値
最う出土摺
<備考>平|
分類名称
内面文様 目朗
欅文 圏線
|その他の技法等 吹塁
Jと個体敷
」土最下層
外面文様 笹に宝文 高 台 内 銘 なし
内面文様
?
? 罰∫四万欅又 圏線
寿峰攻?(図胸睡lll その他の技法等
最大値 |■ 0 40 出上個体数 10
<備考>
磁器中碗(身)IC113 1高台協 文様 ∃線
炸面文
内面文様 日縁部四万標文口i/・l事障支?6脇nその他の技法等
個体重量gl総重量 g
期 出土最下層
く備考)
,碗(身)I 114 1高台協 文 様 圏線
*面文様
内面文様 目釧 謂盈4寓線その他の技法等
個体重量g 総亘量 g
最大値|  |
西区3d層
匂値 110 3
内面文様 口縁部四万欅文 圏線見込「寿J字文(図版10617)その他の技法等
当■l団体敷
ヒ土最下層最小値 西区3d層
?
?
葛台協 文 転 圏線
外面文様 松竹権文
内面文様 口稼罰
`四
万欅又 圏緑
昇よ千鳥支?(園韻1術1耐 その他の技法等
旧体重量g 総重豊 g
西区3d層
平矧檀 38 5
図版15 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(4)
Pl.15 Modern porcelains from NM1214)
内面文様十日縁都四方欅文 圏繰 |その
出■個体数 t
(備考>
手描き磁器(41
1磁器中碗(身,I C 121 1高台脇 文様
外面文様 1割菊花に宝文
内面文様 国稼罰
`四
万番文 圏線
鬼込千鳥文(図版1063)その他の技法等
俗重量 g
鵬
晟多出土
く備考>
高 台 内 鋭
内面文様H簿解 亀離n その他の技法等
伝量卸十日径
出■個体叛
西区3d層
く偏考>
オ銀名林 1磁器甲碗(身,IC123 1高台脇 文様 不明
割痴花文
内面文様 1覚鑑 堤増批 ち
俸 火 回 務 その他の技法等
総重量 g 54
最月Ч檀 |
最多出土層
く備考>
内面文様 見込「寿1字文(図板1065)その他の技法等
土個体数 9
景小値 |
く備考>
険竹梅文
内面文様 1貴幽
悸又 圏177 その他の技法等
最ガЧ置
景多出土擢
く備考>
]線
外面莫様1割宛花に宝文
内面 文様 1覚適 毒 智
火 回 枢 その他の技法等
最月Ч檀 石区3d
ξ区3d最多出土層
く備考>
糎文?   1高台 内 聟 なし
内面文様 日縁部四方欅文 圏線見込宝文(図版1066) その他の技法等
|     1出■個体数
最灯埴 I
く備考>
中碗(身)IC128 1高台脇 文
面文様 留 Я
内面文様 目撒
欅文 圏線
|その他の技法等
個体重量gl総重量 g
出上最下層
ものあり 9専解の図50-37)
分親名称 1磁器中碗(身)IC129 1高台脇 文
外面文様 1牡丹文
内面文粽 問季綸熊 n その他の技法等
個体蓮量gl総重量 g
最大値 |
出土最下層 西区3d
llB I,o 7 57
図版16 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(5)
Pl16 Modern porcelains from NMlX動
随器中碗(身,IC130 1高台協 文 様 圏線
米面文様 松竹梅文?      1高 台 肉
内面文様 帝礎す?(同脱10令3) その他の技法等
団体重量g 総 Eg tt g
出土最下
最多由■浙値 110 39
手描き磁器(5)
外面文稼 1繁花文         1高台 内 銘 なし
内面文様眼鰈雰硫掻阪昂議0 その他の技法等
出土個体数 2
最月Ч遭
のものあり(年報4の図49-30)
冨台脇 文様 圏線
外面文様 1雷輪に章花文
内面文様母醤鶏早褒麟番版鰍蜀) その他の技法等
大値|   |
最小値|   |
最多出土層
く備考>
図版17 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(6)
Pl,17 Modern porcelains from NM12(6)
手描 き磁器(0
鱗 ¶
高 台脇 文
雪輪に章花文
内面文様冨覆融卦鍮 筋静4 その他の技法等
g 総重量
値ヽ |
最ガ龍 | 西区3d
く備考>
磁器中碗(身)I C 145  7
内面文様1冒繁譜罫鶏 「樅ξ、その他の技法等
器高
出土最下層 5層上面
平堀檀110341
偏蔭
分類名― 言台協 文様 召線
内面文様1畳|&糊曖文聯 その他の技法等
雛 出■'最多士 西区3d層
舛壌名称 1磁器中続(身)I C 152
なし
内面文様 1目聰
欅文 圏1/RIその他の技法等? ? ?
平均値 |
く備考>半清水
図版18 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(71
Pl.18 Modern pOrcelains from NMlЖ7)
手描き磁器(n
文写文(膏・ピンク)  1高 台 内 第 不明
なし         |その仙の技法等
出土個体数
」Ч雹|
畜
く偏考>中碗(孟)Z llとセット
器高 俗重量 g
平均値110341 26 1最多出土層 西区3d層
分類名VF I磁器中碗(露)B12  1高台脇 文 様 不明
外面文 草花文        1高  台 内
高H固体重量gl総亘豊 g
!号溝
最
<備考>中碗(身)ZIことセット
肝題文様 1軍花文(膏・ピンク・白) 高 台 内 銘
内面文様
41
κ値I  I
最多出土層
く備考>
分頻名称 1磁器中1
晟刈Ч雹 | 4と最下暦 東区3d層
分類名称 1磁器′臨 AbI     I高
内薗文様 |な その他の技材
く儒考>
祢 磁器刈壻阿BI   I高台脇 文 様 置線
/1・面文様 1渡に千鳥文      1言 台 内
? ?
個体重量gl総重三 g
平均値 | 40
分幾名称 1磁器BttC 12    1高台脇
|なし         |その他の技法等
去量cm 口径 底径 ? ? ?
図版19 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(8)
Pl19 MOdern porcelains from NMlЖ8)
外面文様 1植物文(茶)      1高 台 内 銘
個体重量g 総
平均値 | 最多出土層
手描き磁器偲)
か類名称
*面文様
磁器小碗EbI     I高台 1/・ す緑 なし
則意頻文       1高 台 内 錠
な
由■個体
1最多出上屠
(隔考>
II芝祝寿文      1言 台 内 銘 なし
ぬ面文
旧体重量g
〕
出土最下
苫
く備考>瀬戸
割ヽ碗Fa 14
外面文様 梅花枝文(水金)    1高台 内 銘 なし
な その他の枝法等
底径 19
電土個林教
1出土最下
く備考>
不明
高 台 内 銘
再面文様 1見込千鳥文?
総重量 g 62
多出土層 西区3d
く備考>瀬戸
分袈名称 1磁器刈琥FbII  I高台脇 支様 |なし
外面文様
控聖
文 唐草文 1高台 内 銘 1許名1扇尻乳 深
内面文様 |な |その他の技法等 1高台内無箱
器高
絲 出土個体数出上景下層 2
39 出土層 1西区3d唐
<備考>
分類名If lIZrs小硯I b12    1局台脇 文様
面文転 なし         |そのlIのを離筆 高台内無釉
総重呈
=
最小値 | 東区3d層
く備考>
分類名称 1磁器小続Fd12 局台脇 文 様 圏線
捻子死文 高 台 内
内面文様 1捻子を文(図版10710)
個体重量g 総重畳 g
大イ直17512934
最刻leL1 741 28 出土最下思 西区3d
く備考>瀬戸
:AbI
舛面文稼 高 台 内 銘
内面文様 J水: 阜花文 その他の技法等 旺の日凹型局
最大値 | 出土個体数
靭檀 138 西区3d屠
く備考テ
図版20 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器(9)
P120 Modern pOrcelains from NM12(9)
分類名称 1磁器鎌Ba 目台脇 文格 圏線
葛 台 内
内面文様 1割菊花文(図版10712)その他の技法等 蛇の目凹型高
末イ直1167195
1最多世
く備考>会津本郷?
手描き磁器191
内面文様 阜化X 圏稼 見込笹又
(図版10715) その他の技法寄? ? ?
128160
く備考>
高台脇 文様 1圏線
外面文様 1軍花文
内面文様冠統0商扇メ その他の技法等1蛇3曇盤霊昇3
最小値 |
最う出i譴 3号浦
く備考>平清水 焼継ぎ
葛台脇 文様
外面文君
内面文様 07-13) その他の技法等
陀の目凹型言
徐宣量 g
当i最下
最多出土
西区3d
西区3d
<備考 津本郷
? ? ?
磁器鉢FI      I高台脇 文 悽し
内面文様 ;玲
山水文  |その他の技法筈
廣致 ,
最月値
器高 個体重豆g 総重量 g
42 40
分類名称
なし
なし
出土個体数 1
小値|  十
高 台 内 銘
その他の技法等
<補者>
夢 露
分銘 称 磁器小邪A13    1高台脇 文様 不明
法量卸 1口径
分類名称
なし         |その他の技法篭
当■個体功
七土最下層躙
く備考>
協 文転 なし
外面文様 1案文?漠詩文? 高 台 内 銘 みり小明(図
内面文
総 fP tt g? ? ?
下部
図販21 仙台城二の丸跡第12地点出上近代の磁器tけ
P121 Modern porcelains from NM1210
手描き磁器10
文 様
卜向文様 1仙乏祝寿文(図版108 D I高台
勺面文様 1仙芝続寿文
総重量 g 35
大値|  |
衰小値|   |
分鞭印FI磁器皿CaI      I高台脇 文
外面文様 1宝文?(図版1082)  十盲 台 内
内面文様 1雲寵文        |その他の技法等 口i3
個体重量g
た値|
戚4Ч日| | 出主最下層 lf:市鰭
く備考>肥前?
眩器皿Cbll   l高台協 文様
外面文様 |なし         1高  台 内
個体重量gl総重量 g
最大値
1最多出土|
分類名称 なし
ヤ鳥に丸文散らし(国版10801高 台 内 銘
砲文 見込波に千亀文 和歌支 |
最刻Ч檀1104
最多出土ほ 13層
高台協 文粽 なし
外白文様 |なし 高 台 内 饒
内面文様
gl総重量 g
1也
最小値 |
最多出土尼
く備考>
言台内銘|なし
内面文様 1窓絵に草花文 見込革花文 岳¢曽巴呈1者段晶燃辞最含
景万Ч檀 |
く備考>平肩水
財
分類名称
照?(図版1085) 1高台 内 銘
内面文様
日径 1底径 1器高 1個体重量gl総三壁 g 55
1出土個体敷
最刈埴 |
1最多出上層
く備考>瀬戸 第8地点に同種のものあり(年報4の同46-14)
なし
葛 台
内面文様
総重量 g
出上最下
最多出土
<備考>瀬戸 頻品に見込の文様が
I11 ク)あり 高合丙↓F黒
=「
静口P
による松竹穏文のもの(皿N
身|のものあり佃 版130a)
外面文様 1圏線
内面文様
口得 1底客十器高1禍II重 総重量
大値 |
<備考>瀬戸
脳 ft
外面文様 絵虎に唐人凶(水金
.
局 台 内 銘
なし
出土個体数 ]
最小値
く備考>九谷焼
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手描き磁器tゆ
外面文様 E偶世化反又・又子又| 力ゞじ聞時めく夏 |(自・水金・黒) 高 台 内 銘
晟夫値 |
多出土層 1東区3d層
(備考>
呑Ball
外面文様 水色・青・黒) 高 台 内 銘
個体重三g
ヨ■最下層
17
(橋考>
分類名称 1磁器湯呑ACI     I高台脇 支
外面文様 す(式凹上」」)に桜41[(銀) 高 台 内 銘 不明
なし         |その他の技法等
底径 器高 旧体重量gl総童豊 g
出土最下層
く備そ>
分類名称 磁器湯春Bbll
外面文様 応罰
'ド
半鉄袖掛け分け 高 台 内 銘
去量er 底径 器F
出と最下層 〕層上面清掃
分類名訂
外面文様 絵Itに印看又(本金 ` 高 台 内 銘
なし
法致 m十 日径 ? ? ?
1
平均値
く備考>九得現
分類名71
なし
」とイBlh数
卜値 当土最 ド
晶舟H十 棄区3d層
外面文様去奪攪写: 電子枝文(水 高 台 内 銘 なし
内面文様 |なし         |その仙の技法|
B■個体敷
く備考>
高台脇 文様 鋸歯文
外面文様 1梅花枝文       1高  台 内
個体重置gl総三堂 g
最大値 |
東区3d層
珈首 1最うと上層 東区3d層
分類名称 1磁器湯春Bb12
外面文様 松竹梅文 高 台 内 銘 陶形不明(区振i2730)
法量cm l口径 三径 器高
出上最下層
く偏考>
外面文様 龍 1新
くる棚山鍋 局 台 内 銘 なし
凋画又禄 |な
底径
最大値 |
場値162
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手描き磁器tD
分頻名称 1磁器湯春Z11     1高台脇 文
その他の技法等
器高 1個体重量g
出土最下層
くh‐考>
磁器湯春Z12     1高台脇 文
外面文様 上慣Hl本又(黒・言'緑・本) 高 台 内 銚 不明
内面文
召体重量g 総重豊
太値 |
立不明
く備考>
磁器水滴DI      I高台協 文
牛面文様
その他の技法筆
短辺
出土最下層 西区3d
く備考>
磁器水涌EI      I高台脇 文
II面文様
個体重豊g
最大個
出土最下層 西区3d層
う楢1 5 41
外面文様 萱学覆干
?隊・青・黄・ 高 台 内 銘 なし
内面文検 |なし
出土個体数
く備考>
磁器合子(身)Abll高台協 文
朴面文様 縦縞文
i法等
器高 個体重三gl総重量 8
NEI 出土最下層
砿器合子(身)Ab12高台協
タト面文様 雨降り文?
その他の技法等
個体亘
出土最下
く備考>
歌器合子(身)BI    I高台脇 文 様 なし
外面文様 廣縞に蝙幅文     1高
個体重量g
1号清
平均値
撤器合子(身)GC
なし
なし その他の技法
法曇m賛毘誘脂劇触 器高 q引■: 総重豊 g B
平均値125125130130
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1電器合子(身)HaI  I高台脇 文様
外面文
法量m 底径 回体蔓望g
出土最下層 西区3d層
平均値
手描き磁器00
分類名称 1磁器合子(蓋)AC 11  1高台脇 文様
(様1原の粟文       1高  台 肉
角面文様 |なし         |その仙の
'淮
筆
五gl総豆豊 g
最小値 5層上面
く備考>
分類名称 1磁器段重謂物(身)A11 1高台協 す 農 なし
托又散らし       1高台 内 銘
肉面文様 なし
重量 g
最小値
最う出土層
く儒考>
分類名称 磁器合子(露)D・E不班 高台協 文 様
舛面文稼 革花文        1言  台 肉 銘 tFし
その他¢
最大値 1
出土最下
平矧檀イ 煮区3a層
く備考)
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手描き磁器tり
|なし
1
最小値
用
外面文様 1唐革に雲気支 なし
その他互
底径
出上個体数 6
く備考>会浮 ミ郷
外面文惑
継 土瓶(身)Ab13  1
なし その他(
口径 1底径
1
分類名称
舛面文様
眩器土瓶(身)Ab14  1高台脇 文
底径 器高
出土最下層
なし
7・間文様 |よろけ縞文 高 台 内 鋭
内面文様 なし
総重豆 g
S号濤
く備考>と瓶(蓋)Abllとセット
局台脇 文様
外向文様 1雲罷文
内面文様 |なし
■gl総三三 g
大値 |
最小値 | 西区3d層
1最
く備考>会津本郷
磁器土瓶(身)AC 13  1高台脇 文様
外面文様 1花唐章文
なし         |その他の技法等
底径1器高 召体重量gl総董豊 g
最大値
出土最下層
721 79
お
磁器■瓶(身)AC 14
司 台 内 銘 なし
なし
法量m □径
巴i最下
く備考>土瓶(重)Bb llとセット
分類名称 磁器土瓶(
高 台 内 銘 なと
なし
出土個体叛
出土尼 1号浦
く備考>土瓶(蓋)Ab r3とセット
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分類名称 1磁器と
:気文 1高 台 内 銘 なし
て檬 |なし
1出土個体数
西区3d層
く備考>土瓶(蓋)Ab14とセット
手描き磁器t0
分頬名称 1磁器上瓶(身)AC 17 なし? ?
なし
法量 m 量 g
小値 |
磁器主瓶(身)AC 18  1高台協
71面文様 章花文        1高  台 内 舒 なし
その他の技法箸
器高 個体重量g
出土最下層
<備考>土瓶(蓋)Aa llとセット 会澄六
蔽器土瓶(身)8aI  I高台脇 文 様
外面文様 1牡丹支        1高  台 内
法量cm l口径 底径
4層
平均値1989 10
柿文         1高  台 内 静
なし         |その他の技法等
団体重量g
最対僣
最小僧
出■1日体級
出上最下信
69 14
下睾海望十悟言
)BdIとセツト 会津本郷 体部外面F上絵文字
鯉
n向文様|なし その他の技法|
法量m十日径
出土個体数 3
1出土最下
平均値ISS
毯器土瓶(身)C13
外面文様 1斜格子目文 なし
法重cm l回径 底径
最大値 出i個体あ
出土最下届
2
分類名称 1磁器土瓶(身)DaI
内薗文様 |なし その他の技法等
法豊cm十回径十店径
香厚車占十撮緑就会,活常名卜か 会津本郷 底部に墨書1将校集
分類名称十磁器土瓶(身)Da 12  1言台協 立凄
花枝文 目蒲文   1高 台 内 銘
内面文幕 なし         |そのJIのや法
総重量 g
太値 | |
最小値 | 出主最下
最多出土
4層
く備考>会津本郷
腺 名称 1磁器土瓶(身)Dbl   l高台脇 文 様
文様 1草花文        1高  台 内
勾面支 蜜し         |その他の技法等
個体重量gl総重量 g
夫値
出土最下
く備考>土瓶
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1磁器土瓶(身)GI   I高台脇 文
外面攻
その他の技法苺
底径 器高1個体重量g
Ц■個体数
B土最下摺
平均値
手描き磁器Q0
なし
外面文様 剛 文     1高台 内 銘
邑gl総重昼 g ??
最多出土層
く備考>会津本郷
分類名称 1磁器土瓶(蓋)Aa ll  l高台協
F文様|なし          |その他の技法等
最打Ч檀
平均埴
1出土最下
分類名称 1磁器土瓶(蓋)Aa 12
彼し
筵様 |なし
出■個体数
JЧ檀
く備考>会津本郷
磁器土瓶(重)Aa 13  1
外面文様
その他の技法
法量m
Ю
25
磁器土瓶(蓋)AbII  I高台脇 文 稼
伝量cm十日経 底径 1器高 旧体重畳g
圭土最下層 3号滴
平坊値 16
高台脇 文漱
面文 唐章文?
底径1器高 個体重量gl総重量 g
最大値
出土最下層 棄区3d
よし
気文         1高 台 内 銘
総重皇 g
大値 |
<備考>土瓶(
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舛面文様 1窓絵軍文 雲気文   1高 台 内 銘
角面文
俗重量 g
ぺ値| ??
最多出土層
<備考>土瓶(身)AC16とセット
手描き磁器1'
高台脇 文
1蝙蝠文
面文様十なし
里gl総重量
べ値|  |
刻Ч檀|   |
〕51最多出
く備考>土瓶(身)IIとセット
オ類名称 1磁器土瓶(蕃)ACI   F
外面文
蛮 |その他の技法等
底径十器高
出土最T
62
分類名称
/1面文様
なし
銭量「
景夫植
底径1器高 個体重量gl総重豊 g
12C 1最多出土層
陛器土瓶(蓋)Ba12  1高台脇 す培
外面文稼 L丹文        1局  台 内 銘 なし
なし         |その他の技法等
出■個体薮
1出土最下
平覧腫185 〕a～3C層
く備考>iVl(身)BaIとセット 会津本郷
言台脇 文
外画文様 1絹目文
内面文様 |なし
法歓側十日径 1属径1器高 1個体重量g 稔重量 g
太個 |
最小値 | Ц土最下層
く備考>土瓶(身)AC 14とセット
分類名称 1磁器土瓶(言)Bb12  1
なし
内向文様 |なし         |その他(
法致ml口径 底径
4
平均値1 88
(11:Iiと
,ガ
《こ11!!!|!||;'ラ
'デ
言台脇 文様
外向又様 1軍花文        |
内面文様 |なし         |そのlIのを法
個体重呈g 総重豊 g
最月Ч芭 出土最下信 西区3d
く備考>会津本郷
眩器土瓶(蓋)BdI なし
高 台 内 銘
な その他の
底径
晶川Ч借
十刀但 |
(備考〉■瓶(
3a～3C
なし
卜血文様 1鳳目文        1高  台 内 饒
勺面文様
去蚤ml口径 1底径 1器高 イ団体重量gl総重豊
豪小値 | 西区3d
西区3d1最多出土
く備考>会津本郷
分類名林 1磁器急須(身)A13 高台脇 文
敷
内面文桟 |なし その他の技法等
器高
1出土最下
<備考>会津本郷
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なし
なし その他の技法等
法三cm
出土個体数 1
く捕考
'
急須 )Bb12とセット 会津本郷
手描き磁器10
分類名称 駿器急須(身)A15  1言冷協 支続 なし
網日文      1高台 内 銘
なし
法量ml口径
出土個体数
平均値160 西区3d層
:不能
分類名
'
なし
外面文様 絵牡丹文(水金・黒・ 高 台 内 銘 なし
なし
法萱cm
出土個体恣
く備考>
分類名称 1磁器急須(
文  1高台 内 銘 なし
なし         |その仙の権法|
1出土個体敏
JЧ檀
西区3d層
く偏考>急須(蓋)Bbllとセット 会津本郷
分類名称
軍兒又 雲気文  1高 台 内 銘
なし
去量m
」土個体数
」ヽ値 |
西区3d層
分類名称1磁器急須(身)ECI
内面文様 |なし
」Ч檀|   |
分類名勅
ぶし文    1高 台 内 銘 なし
内面文様 |なし         |その
出土個体教
最小値|
西区3d層
く捕考>急須(身)CIとセット 会津本郷
分類名称 なし
又?   1高台 内 銘
なし
出■個朝 ??
く備考>急須(身) 4とセ 会津本郷
分繰名7f
外面文様
紘器急須(蓋)Bb14  1高台協 文
なし         |その他の技法等
法量cm 底径 器高
出■個体敷
出土最下層
分類名捌 磁器急須(蓋)Bb15  1高台脇 文様 なし
外面文様 1花唐草文       1高
個体重電g 総三豆 g
最大値
出土最下層 東区3d思
毎値16
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手描き磁器19
高 台協 文様
舛面文様に げ茶釉・オリー ブ釉掛け分け
個体重量gl総重量 g
最大値 |
百区3d
ξ区3d5
<備考>内側に陰刻不明(図版12819)
分類名称 1磁器急須(身)GI    I高台脇 文稼
緬離|ぜ鬱)F」ケ肪略隠・高 台 内 銘 不明
総重量 g 〕8
最対遭
最う出土摺 〕a～9C
<備考>
なし
圭土佃体数 I
最月鼈
分類名称 1磁器燭徳利Ba13
tFし その他の技法等
法量cm ?
A rBI I高台脇 文濡
外面文様 |よろけ縞文      1高 台 内
底径 器高 個体重
出土最下層
平均値 |
なし
外面文漱 なし   1高台 内 隻
内面文様 なし       |その他の技法寄 (泰)形
夫値
旧体重逗 総重量 g
0 最多出
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手描き磁器90
ざ審ノ
分類名称 磁器酒外B12    1高台脇 す 簑 師歯文
なし     1高 台 内 銘
内面文様 鰹路譜胎 その他の技法尊
口径1底径1器言 〕2
出土個体薮
32
西区3d層
く備考>
分類名称 1磁器酒j4NB 14     1高台協 文様
外面文様 |なし         1高 台 内 銘 形不明(ぼ
旧体豆豊gl総重量 g
最大値
1出土最下層
31
(備考>
1磁器濃不B16
なし 角形不明
五劇
`」
(青) |その他の技法等
佃休重量g
最大値
最小値
? ? ?
!
29
<縮考>
分嬢名祢 1磁駆 b ll 高台協
て様 |なし なし
その他の技法等
旧体重!
大値1 79 10
1出土最下
30 30
<備考>
眩器酒jlNC b 1 3   1言協 支
外面文転 なし    1高台 内鯨
円画又様 1見込上絵ヲ十字(赤)  |その他の技法
法量cm l口径 1底径 器高
最大値 | 出土個体敦 J
霧値132133
く備考,
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手描き磁器9D
舛面文様 なし
内面文様 上絵桜イE板文・1職重央」その他の技法等
最大値 |
最う出土層 西区3d層
<脩考>
分類名称 磁器酒郵Cb18    1高台脇 文様 なし
怯gc,
3 出土最下層 西区3d層
か類名称1磁器酒イCb
内面文様 1商脆舒
(弟_HII団J, その他の技法等
出■個体数
出土最下屠値ヽ
く備考>
磁器酒不Cb 110   1高台脇 文 粽 なし
外面文 なし     1高 台 肉 能
内面文様 上絵桜
「
日|(末
文・ 記?念盗
)
その他の技法等
旧体重三gl総重量 g
平均値 13136 最多出上摺 棄区3d層
分頬名称 磁器酒j4NC b 111 台脇 文様
小値|   | 出土最下眉 東区3d層
く備考>賓日棲(賃田まん,はイ山台市小日原北二番丁通に所在した貸
事駈業(二等)(F歳勃軍堂n
内面文様 上絵和歌文?| とため別れかなしJ(水金) その他の技法等
J■個体敷
圭土最下層最川Ч檀 |
く偏考>
外面文様 なし 高 台 内 銘
内面文様 上絵II歌又?IU志命 からくて卜「日畠縣|(水令) その他の技法等
最大値|   |   |   |      1出土個体薮
く備考>
磁器酒不Cbl 高台協 文 様 なし
法量cm 口径 底径 旧体重堂g
? ? ?
西区3d層
内面文様右情艶馨弄亀墨豪泉蟹「 その他の技法寺
最小値 |
く備考>
内面文様1線上髯f泊垣盾J'4●tlその他の技法等
“
探蚕命イi壕妥下Tttjn_に所在 した進酒た 、現在 の株 式会社
なし
内面文様 1桜花文
出上個体教 3
<備考>
図版33 仙台城二の丸彿第12地点出土近代の磁器?D
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外面文様 |なし         1高  台 内 銘 なし
景夫値 |
平均値 1 7 最多出■層 3層上面清掃
手描き磁器9)
分類名祢 1磁器湾不Db
外面文様 上絵文字不明(水金)(図旺inA A) 局 台 内 銘 なし
内面文様 その他σ
大値 当土個林数
最月龍 |
景ち出
く備考>
嬢 名称 1磁器酒不Db13 なし
舛面文様 |なし 罰 台 内 銘
内面文様 1装裕1旨油」
・ 千坂」(水 その他の技法等
器高
(値 | 出土個体務
2 ]層上面清掃
く備考>
分類名称 1磁器湾イDb14    1高台脇 文糠
舛固文様 |なし
内面 文様 1手毎 士 薇 恐
巧玩 屋 その他の技法等
個体重三g 総重量 g
最小値 Jと最
髪多出
く備考>
?
?
分類毛称 1磁器酉邦Db15
為面文様 桜花文        |その他の技法等 吹曇
個体重量g 総重量 g
2
」Ч檀| Ц土最下層 3a～3C
く備考>
分類名称 1磁器酒郷Db16    1高台協 文様
外面文様 |なし 高 台 内 銘
法量ml口径 お
出土個体数
22
平境随169
分頻名祢 磁器泊jlND C 1 2    1高台協 文
なし(図版1089)   1高台 肉 骸 なし
内面文 J(赤)   |その他の技法‐t
器高 個体重亘g ? ? ?
2
く備考>
分壊名称 蔽器酒イEI 高台協 文 様
高 台 内 銘
紅案文
法量cI 総重三 g
よЧ宣|
平均値1 66
く備考>
分類名称 1磁器酒邦Gll なし
な し
内面文様 1上絵「北海 J(水金) その他の技法等 口縁型打ち成
法量cm l口径 徐重三 g 10
粋 最多出土 ヒ面清掃
く備考>
図版34 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器99
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齢 酒不G12    1高台協 文様
外面文転 なし         1高  台 肉
内面文様 難辞
後寓磐駕紀念 JIその他の技法等 口稼型列ち灰形
個体重豆g
(値 |
出土最下
| 91
<備考>
手描き磁器90
▲織
磁器酒不H11 高 台脇 文様
底径 器高 悟体重量gl総重量 留
判 3層上面清掃平靭檀 21
文7?不明      1高 台 内 銘 なし
内面文様 |」卦「嚢會式|(水金) |そのlllの技法
| 出■個体数
く備考> 表衛)製造の酒で、こ は明治39年(1906年)から使用され、第二師
外面文様 1不明 高 台 内 笠
最大植 |
夕信 | 1最多出土層
舷器酒不I13    1高台脇 文様
法量田 口径 底径
出土最下層 西区3d
平均値
高台脇 文様 |なし
舛面文様 なし   1高台 内 銘|なし
内面文様 な し その他の技法等1脳 口脅昇
総室量 g? ?
0
く情考〉
なし     1高 台 内 銘 なし
内面文務 上絵「清水口|(水金) |その
出土個体数
最小値 |
1最多出上層 3日
く補者>仙台
業(二寺)が所 :併:尾掌勤憲SFに清水釈清水そよ)という貸座募
外面文様 上絵悧文(水金・ 赤・緑)(図版108111 高 台 内 銘
内面文様 F畳|と帝
は 金 赤
|その他の技法等
藤 ,
内面文様 その他の技法等
?〓
台市国分町に会津屋という漆器間が所在した(「仙台市名
図版35 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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手描き磁器90
磁器酒llN0 1 4     1高台協 文様
外面文様 なし 高 台 内 銘 角形企期(図板1284)
器高 個体重豊gl総豆三 g
西区3
西区3平均値1 6825 26
勺面文様 1上絵「倒大ユ[言己念 (水金)その
1出土個体数
く備考>1御大礼」は大正元年(1911年 )の大正天皇のR「位式のこと
鳴に1太」(図
法獣ml口径
分類名称 1磁器酒郵O18   1高台脇 文 様 1箔歯文
内面文様 |`・TN・音) その他の技法等 |
法量cm l口径 底径 器高 個体重量g
西区3d
西区3d平均値
分類名称 1磁器酒邦019     1高台脇 文 様 櫛歯文
外面文様 文様不明 高 台 内 銘 角に |十」EE?
緒 総重量 g 89
当土最下l
最多出土∫
外面文様 |なし         1高  台 内 銘 角に |十J
内面文様 なし
出土個体教
<備考>
磁器酒不01■    1高台脇 文 様 紬 文
外面文様 なし 高 台 内 銘 128-6)
総重量 g ?
上面清掃
上面fEL掃平均値 23
内面文様 1上絵1寒月堂 (水金。青) その他の技法苺
最刻Чヒ
<備考>
分類名称 1磁器酒郷0113    1高台脇 文様 箱歯文
内面文様 旭日涙・桜花枝文 その他の技法寺
法量cm l口径 底径 器高 個体重畳g 総重量 g 16
平均値 |
外面文様
内面文様
なし     1高 台 内 銘 角形不明
最大値 | 出土個体数 〕
く備考>
図版36 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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手描き磁器99
分類名称 1磁器酒郭O117    1高台脇 ヤ 様
なし     1高 台 内 銘
肉面文様 1上絵 1東園|(青
法量 m十日径 18
出■個体教
小値 |
く偏考>
?
分類名称 1磁器腸ざましBI
なし その他
法三cm l口径
3
|と土最下
平均値
再 台 内 銘 E絵九そ
内面文様旱冷虚欝籍誦斎襦ξ秀香その他の技法等
法量cm
分類名称 1機器酒外Z
外面文様 局 台 内 銘 1天国不/・rN日口」
(図版12718)
L絵1上野J(水金) その他の
法豊cm十日径
十出土最下
平均壇|
略 題聯
分類名称 1磁器湯ざましC12
不明
利固文様 |なし
法豊cm
ピと個体数 3
瑞 上面清掃
外面文様 |キ奮中奔丞(赤'自
.緑。
1高 台 内 銘
内面文様 |なし         |そのlIIの技法|
出■個体数
最イЧ色 |
く備考>
図版37 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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手描き磁器鰤
図版38 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁X1271
Pl.38 Modern pOrcelains from NM12側
手描き磁器1271
磁器大碗・鉢(雰)A n4
内面文様
??????? ?? ? その他の技法等
個体重量g
出■
最を
3層
く備考〉
みじん唐章文地 唐章文
内面文様 口稼剤'裂
塔文 見込不映
(図版10818) その他の技法等
最大値
<備考>
召線
舛固文様 1唐革文地 花唐草文
内面文
(値 | |
ζ区3d層
261 最
く備考>
言 台 内 銘
内面文転 なし
出土個体数 1
く備考>
磁器夫碗,鉢(言
外面文様 絵者松に飛犠支 高 台 内 銘
その他の技法等
法盈m 口径 底径 器高
出土最下屠
図版39 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器?0
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招絵磁器(1)
外面文様 みじん唐革文地 梅花 高 台 内 銘
内面文様 E■類
出■個体数 1
く備考>
外固文稼 1粒文地 桜花文    1高 台 内 銘 なし
内面文様IH類(5a)F2憑(5b)|その41の技法
1出土個体敦
最小値112C
<備考>5a=333g.5個体 5b=239g。4個体
舟類名称 1磁器中続(身)A b I16  1腰 部 文
その他の技法等
法畳cm十日径
出土最下層
外面文様
???????? 斗形区1高 台 内 銘 なし
末値1128147 1出土個体数 10
<備考> 7a i371 g,7個体 7b=266g,3個体
磁器中碗(身)A C H4腰 部 文 怒
外面文様
?
? 高 台 内 銘 なし
法量c「 口径1底径 器高1個務
出土最下層 西区3d
平翔ヒ11
く偏考>
外面文様 みじん唐軍文地 窓絵松撤V・旅紺V 高 台 内 銘 なし
大値 | 48
出土層 3号溝
(備考>
図版40 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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外面文様 松に飛籠文Ⅲ 屹衰
絵岩
1高 台 内 銘 不明
法量師 口径 底径 器高 日体重量g
平境に | 最多出土層 西区3d層
招絵磁器(動
船 中碗(身)A C I18腰 部 支
外面文様 戸聟拳子習立 絵岩獅子高 台 間 銘 不明
内面文転 その他の技法
旧体運
太値
? ? ?
(157)
く備考>
分類名称 類
外面文様 文地 窓絵者松に 高 台 内 銘 不明
Cl頻 ?(見込不明)  十その
怯互cm l口径
」土個体数
東区3d譴
く偏考>
蹴 中碗(身)AC■10 1腰部 文
外面文様 昂旨學手器胤籍箪写公蜜高 台 内 銘 不明
個体重量gl総重量
出土最下層 西区3d
く備考>
様 |なし
外面文様 文・五弁荘文 高 台 内 銘 なし
その他の技法学 1耳込けの日釉剤
底径 器高 gl総童 重 g94
出土個体数 1
42 二面清掃
く備考デ
分療名称 I MPI中碗(身)A C I112  1腰 部 宦 横 11種
猫鎌1裟麟 、i うし文地1形繁ざ烹 高 台 内 銘 なし
内面文様ICI垣 その他の技法等
個体重曇g
最小値 と上最下層1西区3d
8
く備考>
分嬢名称 1磁器中碗(身)A C I114
外面文様 高 台 内 銘
周画文標 I Cl類        |その他の技法
底径
最大値 | 出土個体数 1
1也上最下
平均値 |
く備考
'
分類名71N
外面文様 言穏渡文地 窓絵松樹に 高 台 内 銘 なし
Cl類
法旦cm十日径
土i個体教
西区3d層
く煽考>
分類石祢 1磁器中碗(身)A CIIW
外面文様
??
? ?
???????
1涙又地 高 台 内 銘 なし
内面文 その他の技法等
器高 個体重三g ?? ?
3748
く備考>
図版41 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
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分頻名称
外面文様 障千予
穏浜文地 剖祀文
1高 台 内 銘 なし
I類
出土個体数 29
3954
招絵磁器(0
磁器中碗(身)ACH19 1腰 部 文 様 1頬
舛面文転 粒文地 割花文 花文 1高 台 内
E径1器高 十団体重量gl総重三 g
5層上面
38152   (157)1最多出土
(備考>
外面文様1盤,見軍琴手地子赳孫為五高 台 内 銘 不明
内面文様ICl類
出土個体数 4
最小値 |
く偏考>
外 面 文 様 1常二 辱 学
は 卍 副 化 メ 高 台 内 銘
夫値
平幼値 |
腰 部 文 様 11類
外面文様 みじん唐草・青海波文地「善J字文 窓絵菊花文・竹文 高 台 内 銘 な し
内面文様
総重量g4
大値 |
最多出土層 よ離
く備考>
外面文様1害需紫轟驀単 轟影縛 1高 台 内 銘なし
勺面文様 I Cl類        |その
出土個体数
最小値110[
外面文様 函 梅樹文 桜花文 四弁花文 高 台 内 銘
平均値 |■ 4 l157)1最多出土居 西区3d
分類名称 1紘器中続(身)ACH25 1腰 部 支
属 台 肉 霊 なし
内面文様 I CI類        |その
出土個体敷 6
小値 1由土最下
く備考>
1磁器中碗(身)A C H26 腰 部 文 様
その他の技法等
伝量 1 口径
出土最下層
平均値
分類名称 1磁器中碗(身)AC128 1腰 部 支
肉面文様 I Cl類         |その他の技法等
15
最刈Ч檀 10 37 50
く係考>
朴面文様 1粒文地 割桜花文   1高 台 内 銘
嚇最大値 |
浙伯 | |  (157)1最多出土層
図版42 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
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外面 文様 1昨年ち 臨 予
り しX犯 依
1高 台 内 銘
平均ヒ|■ 0 37 最多出土層 西区3d層
僣絵磁器僻)
分類名称 頼
文IHI 桜花文    十高 台 内 笠
Cl類         |その41の技法|
去致 1 G重畳g
Jヽ値 | 西区3d層
多出主層
く循考>
部 文
位文地 桜花文    1高 台 内
内面文様 I Cl類
個体重量gl総重量 g
た値 |■ 6
出土最下唇
52 (157)1最多出
く備考>
中碗(身)ACH34 1腰部 支
外面文移 紅文地 五弁布支(2輪)1盲 台 内 鬱 なし
囚回X禄I CI豪         |その他|
回径1底径 器高
最大個 ■2143 出上個体数 15
馴Eイ1091 40
く備考>
腰 部 文 転
朴面文様 1粒文地 五弁花文   1高 台 内
器高 個体重三g G重量g
最大値 | ? ? ?
東区3d層
52
(構考〉
部 文 様
外面文様 粒文地 桐文 下り藤?立 高 台 内 銘 な し
再面文様 Cl頬
総重旦 g
綿 52 土最下層
く備考>
中碗(身)ACn38 1腰 部 支
外面文様 不明
その他
日径 底径
出土個体致
51
東区3d層
く偏考>
内固文様ICl頬?(見込不明)  |その
出土個体数 1
Jヽ値 |
く傭考>
図版43 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器OD
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招絵磁器(動
外面文様 1経手
地 牡丹(列?)文 1高 台 内 銘 なし
内面文様 I Cl類         |その
1出土個体数 !|
晟月Ч遭|■ 0
く偏者>
分類名称 1磁器中税(身)A C H46a l腰 部 文 様 1類
外面文様1遥野 社対(化と雷)に 高 台 内 銘
個体重量g 総重ユ g
平均値 |■ 1 49
外面文様 睦手
地 牡丹(花と雷)に
1高 台 内 銘 不明
内面文様 I Cl類?(見込・圏繰不明)|その他(
小値 |
磁器中続(身)A C n46C十腰 部 文
外面文様 柾又理 仕丹(イとと雷)に 高 台 内 銘
個体重量g
2号滴
撤器中碗(身)AC147a l腰 部 文 穣
外面文様 1粒文地 牡丹唐章文  1高 台 内
器高 個体重三g
最大値 |■ 2
最4 十ヽ目 110 出土最下層 1号溝
く備考
'
類
粒文地 牲丹唐革文  1高 台 内 銘
総重量 g
最大値 107 52
当土最下層
景多出土層521  (157)
<備考〉
分姫名称 1磁器中続(身)A C 147C I腰 部 文 様 1須
最小値 35 5〕 出土最下,
? ? ?
1類
タト面文練
回径 底径 器高 個体重豆g
出土最下層 5層上面
図版44 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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分類名称 1楢器 部 文 様 l類
外面文様 1妥よ普↓衝蜀唐軍文 窓 高 台 内 銘
て様 I Cl類         |その
平均値 114 東区3d
く偏考>
中碗(身)A C l151 1腰 部 支 壊
舛面文転 tt T文 犬文 1局 台 内 銘 なし
底径
最大値 |■ 0 出■個体数
51      1と土最下
菜区3d旧
く備考>
部 文 様 不明
外面文様 1写
文地 花文 動物(鹿?)1高 台 内 銘
内面文様 Cl類I
最刈Ч檀 |
??
く備考>
頻
外面文様1粒文地 蝶文 不明文 1高 台 内 霞
困画文様 I Cl類         |その
;3
七土個体む
;層上面
く備考夕
腰 部 文
位文地 三B文
内面文様
個体重量g
太値
土最下層
50
く備考>
斡 ||〆
学
1祭
なし
内面文様 I Cl
径1器高 個体重量g
大値 |
? ? ?
最小値 |
411 51 君
く儒考>
頚
粒文地 桐文 三日文 1高台 内 銘 なし
内面文秩IC
大値
〕7
く備考>
中碗(身)A CI157b l腰部 文
粒文地 桐文 三巴文 1高 台 丙 舘 なし
個体重量g
18
5 1569
<備考>
不明
外面文様 F_X地 初文 丸に違ヤ鷹羽文 二R支 高 台 内 銘 不明
ユ(見込不明)  |その
底径 1器高 65
1出土個体数
馴遭|■ 0
く備考)
磁器中碗(身)AC■59 1腰部 す 接 類
外面文様 妥否学 丸
に違い終羽文
1高 台 内 銘
不明)  |その
底径
最大値 出■個体
49
(157)1最多出土尼 東区3d
く備考>
図版45 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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外面文様1将チ娑ッ奪隻若竺慢筆植高 台 内 銘
内面支様IC その他の
器高
大値 出土個体数 1
2値|■ 0 40 蒜
<備考>
招絵磁器(7)
歌器中碗(身)AC161 1腰 部 文 様
外面文様1誅浩拷ッタす士斐 なIF高 台 内 銘 不明
器高 個体重量gl総重量 g
朗偕 | (157)1最多出
緬端1与騨 絡範えソテ高 台 内 銘
内面文様ICl類?
出■個体敷
最小値 |
く備考>
か頬名称 1磁器中続(身)ACI163 1腰 部 文 様 1類
外面文様 1羅希光文
桜北又 FA伺文 高 台 内 銘 なし
宏致 m十 回径1底径 器高 個体重量g 総重量 g
平均値 112138 最多出土層 西区3d層
1類
外面文様 撼番撃 1福
J字雀文 窓
1高 台 内 銘 なし
角面文|
区3d層
<備考>
分類名称 部 文 様 1類
外面文様 支 高 台 内 銘 不明
法量cm 個体重量g lta重量 g
平均値 113 出土層 8層
磁器中碗(身)AC■68 1腰部 文 様 1類
外面文様 1粒文地 な絵松竹梅支 1高 台 内
器言 個体重畳g
土土最下層 号溝
平均値 ■41350
類
外面文様 位文地 :散らし文 高 台 内 銘 不明
55
IЧ檀| 出と最千
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招絵磁器181
分類名称 I壊
外面文様 需絆
窓絵松竹梅文
1高 台 内 銘 なし
内向文稼 I CI類         |その
出土個体致
西区3d層
く備考>
腰 部 文 様 1類
外面文様懸溶遭推酷 デ扇文高 台 内 銘
内面文様ICl類
太値キ  140
多出土掴 西区3d層
く備考>
畷 部 文 稼
瓶 文様 彬鞘 斜 売F画
四弁 高 台 内 銘 不明
に様I Cl類?(口候部・
総重量 g
最灯鼈 | 東区3d
く備考>
滋器中碗(身)ACH80 1腰 部 支 様
外面文様 II_X地 更斗と叉斗形区画 松文 桜布文 高 台 内 銘 なし
その他の技法等
最大値 〕
釘値 |■ 3
く備考)
分類名称
外面文様
?
斗形区画に四 高 台 内 銘 不明
Cl類?(見込不明)  |その
法旦師
出■個体数
琶区3d層
く備考>
分類名称
外面文様 位)自ぅ:地
帆掛け船文 千1高 台 内 銘 なし
Cl類
出■個体数 1
く儒考>
図版47 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
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招絵磁器191
分類名勅
外面文様 1弄」7又 窓絵支 高 台 内 銘
Ⅷ ,9
分類毛称 類
外面文様 v又普暑写
絵松樹下人物
1高 台 内 銘 不明
Cl類
咀■個体敷
値 118 58
外歯文様 1粒文地 寵虎文    1高 台 内 銘
内面文様
1出■個体数 25
最小値1108
く備考>
類名称 1磁器中続(身)ACI188 1腰 部 支
外面文様 紅文地 窓絵拒//1文'眉子支 局 台 内 銘 なし
その他の技法
去勤 1口径 ? ? ?
14
く情考>
分壊名称
外面文様 文地 扇文 二枡文 高 台 肉 銘 不明
その他の技法
出■l目体数
出土最下層
平均値
く偏考>
なし
渇面文様ICl類         |その他の技法等
法豊cm l口径
閉
冊 38 5
部 文 様
粒文地 かるた札文
勺面文
旧体重量g
出土最下層 東区3d
( ▼)
く備考>
外面文様 1池文地 人物文    1高 台
その他の技法等
器高 個体重量g
出土最下
均値 |
く備考テ
磁器中碗(身)B 1腰 部 文 様 な類
翻 堰
| 出土最下嬉 東区3d層
分襲名称 1磁器中碗(身)B H2  1腰部 文 様 不明
瓶 鎌 1昆
la.剛4LITItt η 高 台 内 銘 不明
底径 旧体重量gl総重量 g
出土最下層 西区3d層
子靭檀|■ 8
3類
内面文様10頬         |その他の技法筆
最大値 | 出■個体数
I号溝
<結考>
図版48 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器9⊃
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招絵磁器10
言海波文地 牡丹唐草文 1高
内面文様 0類
最狙Ч壇 |
多出土層 表採
く衛考>
分類名VJ
外面文様 文地 花(牲舟?)高 台 内 銘 不明
その他の技法篭
法量cm
1出土
く備考>
外面文様 花立涌文       1高  台 内 銘
最大値
平チ陥 |
ネ存空写哲
様が反転関係にある8a(209g.5個体)と3b(67g`
蹴 中碗(身)B19  1腰部 文 様 4類
外面文様1受4/J愚愁絲 文 高 台 内 銘 な し
総重量 g
最大値
最多出土層 3a～3C層
<精考>
外面文様 層 文地 窓絵桜ア 高 台 内 銘 不明
1出土最下
分類名称 1磁器中碗(身)BHHa l腰部 文 器
外面文様懲X稼 松樹 卜唐子と 高 台 内 銘
法量師 1目径 底径 器高
」土最下層
平均値十
不明
外面文様 罐珍
文縁 松樹下唐子と 高 台 内 銘
内面文様10類         |そ互
大値 |
最多赳土層 東区3d層
く備考>
分類名称 1磁器中椀(身)Da■la l腰 部 文 転 なし
1埴|  |   |  |      1出土最下層 西区3d層
と雀文  1高 台 内 銘 なし
面文様 I F4類         十その
最大拒 62      1出土個体数
123
く儒考>
分類名称 1磁器中続(身)D b I11
その他の転
図版49 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
Pl.49 ?lodern porcelains from NA/1121381
外面文様 唇モ髪竜み態落辱膏埜散1高 台 内 銘なし
最大値
第信 | 571 (146)1最多出土娼 西区3d層
招絵磁器1つ
外面文様1憲紅垂盤林霧語翠らし高 台 内 銘
<備考>
写毒
禄が反転関係にあるla(133g.3個体)とlb(7g f矯鶴羅解二・網
外面文様1李I軽赳苓磐乎モ索学1高 台 内 銘
貫幌息gヽ2冶凛艤 Z関係にある2b l(107g 5個体)、 2b―
(6a-1)El類
融器中碗(身)E H6b
外面文様 みじん唐革散らし文 高 台 内 銘 下明
底径 1器高 旧体
最小侶 出土最下
<備考>
分類名称 部 文 様 なし
外面文様 みじん唐軍文地 桜花 高 台 内 銘 不明
G頻
出土個休
Jヽ‖宣 |
多出土層 13層
く偏考>
外面文様
1驚姥し文 青湧波文文 菱形黙ぎ文 高 台 内 銘 な じ
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招絵磁器Q)
1碗(身)F111      1腰部 文
外面文様 饉義景革幹葵宮柴薔鉾1響高台内銘
内面文様
値1106
1出i最下層1西区3d層
(145)1最多出
く備考>
磁器中碗(身)F I12 腰 部 文 様
外面文様 豆X地 桜化・タし文 窓給温公瑠
???? 高 台 内 銘 なし
個体重量g
最大値
陥 出土最下層 西区3d層
<備考>
分類名称 I磁器中碗(身)G b H4  1腰 部 支
外面文様 粂適守
唐軍松散らし文地
1高 台 内 銘 なし
その他の技法←
去量cm十日径
出土最下層
平均値 |
く偏考>
腰 部 文
外面文様 1窒こ
ん唐草文地 牡丹唐 高 台 内 銘 なし
内面文様 I A15類
最小値十 土最下層 西区3d層
(143)1最多出
く備考>
煩名称 1磁器中続(身)G b I17  1腰 部
対面文様IAl頬         |その他の技法等
法量cm十日径
41 出土最下層
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招絵磁器tD
部 文 様 1類
外面文様 1鵞乎 辱々愚奉
地 窓絵7 高 台 内 銘 なし
内面文様IAl類
総豆量 g
対E 122キ  145
く備考>
1腰 部 文 稼 1類
外面文様 みじん唐軍文地 窓絵松鰍立,続緑V 高 台 内 銘 不明
内面文様IAl類
多出土層
く備考>
分類名称 監器中碗(身)Gbl12b l腰 部 支 族
外面文様 鵞▼!屠F遷↓ 窓絵松 1高 台 内 銘 不明
その他(
日径 底径
く備考>
分類名称 1磁器中碗(身)Gbl12C I腰部 支
外面文様 み 高 台 内 銘 なし
法量蝕 1口径 底径 ? ? ?
く備考>
磁器中碗(身)G b l13    1腰部 文 模 11類
外面文様 文・菊花文 高 台 内 銘 なし
個体重量gl総重量 g
ll●111 1261最多出土思 西区3d層
分類名称 1磁器中碗(身)GbI114 1腰 部 支
外面文様1砦二専手懇予孝剋 窓雇高 台 内 銘 なし
その他の技法等
法量em十日径 底径 器F ? ? ?
平均値IH
く偏考>
分類名称 1磁器中続(身)G b Ⅲ15 1腰 部 支
外面文様 暴握解学
秦形繁き又地
1高 台 内 銘
込不明)  |その他の技法讐
口径 1底径
平矧檀 |
く偏考>
図版52 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器10
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みじん唐車松散外面文様 !学 言1高 台 内 銘 不明
内面文様 妾類頂認撤亀准醤″辱刊その他の技法等
外面文様1硲学塩唐員撚酵9豊A戸▼高 台 内 銘 不明
FI類 その他の技法等
最小値
庁類名称
外面文様 みじん盾軍松散らし'膏海波文 高 台 内 銘 なし
Al類
1出土最下
く僑考>
外面文様
??
?
??
?
??????
?
??
?
?
?
??
? ?
高 台 内 銘
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分銘 称 部 文 様 I頬
外面文様 みじん唐 文地 花文:支 高 台 内 銘 なし
最′醜 11238 45 I出土:
招絵磁器19
磁器中碗(身)G b H30
外面 文様 1層猪絶義 せ蝶 受
烏 火 命 高 台 内 銘 なし
Al類        |その他の技法等
雹体重量g
呻 出土最下層 3号溝
く備考テ
腰 部 文
高 台 内 銘
器高 1個体重量g 総重量
最大値112014
西区3d
西区3d48
<備考>
ー
腰 部 文
外面文様 みじん唐草松散らし文窓絵菊唐車に菱形繋ぎ 高 台 内 銘 不明
内面文
g
大値
土最下層
"イ
盲|
く備考>
凄 部 文 様 2類
外面文様 みしん盾阜松嵌らし又
jt
総 菱形繋き文 高 台 内 銘 不明
??旧体重量g 総重量 g
最大値
か類名称
外面文様 蟄乏守辱軍箇議?学文地1高 台 内 銘
A類?(口縁部不明)  |その
1出土個体
絣 143)1最多出土層 東区3d層
く備考>
図版54 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器10
P154 Modern porcelains from NM1210
分類名称 1磁器中続(身)G b 1136 部 文 様H類
緬文様乏転憲早尼貧勅9学茶彗写窓局 台 内 銘 なし
Al類
法量m
出■個体類
平境鮭 |■6140 西区3d層
く偏考>
1磁器中碗(身)G b 1138
外面文様 1寒態曽軍長
松散らし文地 高 台 内 銘
勺面文様IA その他の技法寄
個体重量g
(値 |
出土最下摺
く備考>
分類名称 態器中椀(身)Gb439 1艇 蔀 ヤ 様 額
外面文転 臣文地 紹I絵松樹文.章 高 台 内 銘
Al類
族員m 口径
雪■個体教
9
西区3d層
く備考>
部 文 様 1頻
外面文様 位文地 窓絵松樹文・
'す
・雪齢人物V 高 台 内 銘 なし
内面文様 A〔類
総重量 g
大値 12014348
平均側 ■ 71 421 451  (143)最多出土
く備考>
分類名T」 1距器甲続(身,C b II■ 1腰 部 文 様 類
外面文様 影手学雪露策扮畢文・革1高 台 内 銘な し
Al類        |その411のを流彗
姶 〕号溝(143)最
く偏考>
1磁器中碗(身)GbI142 1腰 部 支
II面文様 1粒文地理落文 松樹マ 1言 台 丙 なし
代1暴        |その他の技法
日径 1底径 器高1個体重皇g
最大値 |■91 41 J土個体数
西区3d層
く備考>
分類名称 3類
外面文様 μ):地裂る文 松樹に唐 1高 台 内 銘 不明
F類
七土個体も
」Ч檀
多出土摺 〕C
図版55 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器10
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1類
位文地毀路文 唐獅子文 1高 台 内 銘
再面文様 Al類         |そのlVの積濫
最灯Ч色|■5139
最多出土層 西区3d
く備考>
磁器中碗(身)Gb■47 1腰 部 文
外 面文様 1累縫 叉
焦未 火 r 高 台 内 銘 なし
団体重豊gl総重量 g
最大値 |
西区3d層
(143)1最多出上
<備考>
外面文様 1轡些扁鱗
地 桐文
1高 台 内 銘
七■個体薮大値 |
<備考>
類
外面文様1戻選手肇等.蒋留巻孝1高 台内銘なし
内面文様IAl類 A6
大値 | 47
最小値 | 431
最多出土尼
く備考>
外面文様 胃海波文地 窓絵桐?丸 高 台 内 銘
内面文様IAl類         |そのれ¢
出■個体数
最小値
西区3d層
く備考>
分類名称 朧 中碗(身)GbI151 1腰部 支
外面文様 高 台 内 銘
法量m 日径 1底径
出土最下層 西区3d思
磁器中碗(身)Gb153 1腰部 文 様 6類
外面文様 粒文地 窓絵花唐章文
器高 個体宣量gl総重量 g
翻 嘔 1171
? ?
? 3号滴
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招絵磁器10
分銀名rl lほ器甲侃(身)Gb■55 1腰 部 文
獅端1僻尽くし期 縦菊高 台 内 銘
K類         |そのIIIの持法等
徐重量 g
0
Jヽ‖萱 1 11 出土最下層 ぢ区3d
く偏考〉
眩器中続(身)GbH56 1腰 部 支 様
外面文様 1昇羅撃
文地 花文 窓絵
1高 台 内 銘 不明
その他¢
1出土個体敷 2
1也土最下
平均値
く備考)
磁器中碗(身)G b 157 部 文 様 1類
外面文様 隻=織射今翠高 台 内 銘
底径 器高 177
?檀 彗■個体数
5層上面
く備考>
1類
外面文様 鹸 協隻
文地 短冊文 高 台 内 銘
土個体数
39
く備考>
分類名祢 1磁器中碗(身
'G b 158b
腰 部 文
外ra文様 1裟怨昇協セ
文地 短冊文 高 台 内 銘 なし
内面文様 I Al類
日体重 1総重量
大拒 |
最刈Чヒ | 西区3d層
く備考>
腰 部 文
外面文様 懸具坊乎文地 短冊文高 台 内 銘 なし
Al類
卜値 | 出土最下|
く偏考>
肱器中続(身)G b I159b l腰 部 支 器
外面文様
?
?…菱詩豊″↑
叔
§益乎 1高 台 内 銘 なし
AI類         |その他の技法筆
出■lE体敷
平均値 11
く偏考>
外面文様 鐘露畢鐸鰤井藩製高 台 内 銘 な し
Al類
外面文様 駅ぱ伊婦斐局 台 内 銘 な し
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分類名称 b116ユ1腰 部 文 様 I類
立文地 梅花散らし文 1高 台 内
Al壊         |そのlIIの任渋筆
個体重旦g 総重量 g
31
打ヽれ萱 1 11 5 ピット3
最み出
く係考>
招絵磁器10
分類名称 1磁器中VL(身)G b H63b l腰 部 文 様 1類
法量em十日径 底径 器高1個体重量g 総重量 g 43??
平境値 十■ 6
磁器中碗(身,Gb165 1腰 部 文 様 1類
外面文様 1粒文地 桐文 花文  1高 台 内
総重量
最大櫃
く備考>
分類名称 磁器中椀(身)Gb肛69
外面文様 高 台 内 銘 なし
銭勤 底径
出土最下層 西区3d層
分類名称 1磁器中碗(身)GbH68 1腰 部 す 接
に島文  1局 台 内 銘
内面文様IAI類         |その
出■個体数
最月Ч檀|■81   1 43
西区3d層
く儒考>
文 巴文  1高 台 内 笠
内面文様IA類?(日縁部不
大値|  |
最う出土層 西区3d
<備考>
図版58 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器eD
Pl.58h/1odern porcelains from N?[121471
糟絵磁器90
磁器中碗(身)H
外面文様1省零尽豊ャ繰群!にIL唐1高 台 内 銘
勺面文様 その他の技法等
旧体重畳gl総重主 g
陀
阜小値 | 出土最下層
(116)1最努
く捕考>
朧 中碗(身)I ■1 1腰部 支
外面文様 μ涙又4に湾と増
窓絵松再軍
文 高 台 内 銘 なし
その他の技法
底径 器高
最大値
1出土最下
く備考)
図版59 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器10
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糟絵磁器9〕
不明
外面文様 1隠憲手
?地 窓絵竹文
 1高 台 内 銘
心面文様 I C19類?(見
出土個体救
景月Ч遭 |
〕号溝
く備考>
不明
外面文様 肥夢 地 窓絵松文・革1高 台 内 銘 不明
Cl類?(見込不明)  |そのれの校法`
出■個体豫
雛 四区3d層
外面文様 基る拌寸轄 第乎
文 窓
1高 台 内 銘
Cl頬         |その他の技法筆
■514 5
分頻名称
外面文様 :文地 松散らし文 窓 局 台 肉 銘 なし
Cl頻         |その他の技法筆
法量cm
く備考>
分類名称 1磁器中椀(身)lbH6C I腰 部
外面文様 すF馨?ャ
文 窓
1高 台 内 銘 なし
その他の技法尊
去量cm l口径 底径 1器高
平均値 |■ 9
く備考>
分壊名称 弦器中碗(身)I bH7  +腰 部 支
外面文稼 松散らし文 窓室と桜″立 高 台 内 銘 なし
その他の技法等
法員cm 口径
彎と最下層 1号溝
平靭檀
跛器中碗(身)(b18 腰 部 支
外面文様 鍵鼈tS吊ど糊 写局 台 内 銘 不明
器高 個体重亘g
出土最下層
<備考>
分類名称 1磁器中続(身)Ib肛9  1 TkI 部 文 揆
外面文様 みじん唐阜文地 窓絵松樹章荘文.ツテツ?支 高 台 内 銘 なし
その他の技法等
演三cm十日径 底径 器F
1出土最下層
平境鱚 1121
分類名称 1磁器中続(身)I b II■ 1腰 部
外面文様
?
?
?
?
ァ
窓絵松樹軍
1高 台 内 銘 なし
△不明)  |その他の技法等
法旦cm
喝土個体数
七土最下居
9
平均値1129
く備考>
分類名称 1磁器中碗(身)II1121腰部 文
外面文様 1終手
地 窓絵松再阜化に
1高 台 内 銘 なし
込不明)  |その他の技
底径
2
く備考>
図版60 仙台城二の丸初第12地点出土近代の磁器e9
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分類名称 震 部 文 様 1類
外面文様 松し
菱雪罹流?じ蘇亀予松#゛ 高 台 内 銘 な し
C14頬
怯量c, 総重豆 g
西区3d層
多出上層
く捕考>
C力i〕号消から4g■個
タト面文様 松散 らじ文 青海渋文
ツテツ?文 花文
高 台 内 銘
外面文様
|ぢ幹 冷挙
憲属昆 高 台 内 銘 な し
角面文様 ICi娠
伝数 m十 日径1底径 器高
分類名称 腰 部 文 様 〕壊
外面文格 V・みじん盾軍文地 桐文 高 台 内 銘
C14類
怯三em
出土個体教 |
小値 |■8142
平均値 |
舛面文様 1粒文地 窓絵鳥文   1高 台 内 銘
勾面文
俗重量 g 6
た値|   |
西区3d暦
く備考>
壌 部 文
外面文様 鶴銅譜鶏ラ挙サ?露 高 台 内 銘 なし
勾面文稼 怯等
1日本重量g G重豆g
隅 1出土最下層 西区3d
く備考>
販器中碗(身)I C I12  1腰 都 支 潜
外面文様 騒託
ltl 環文 窓絵痴に
1高 台 内 銘 なし
その他の技法
底径
出土個体弥
出土最下層
19
く備考)
分類名称 1磁器中碗(身)2111   1腰 部 文
込不明)  |その他の技法筆
法三cm 日径
分類名称 1磁器中碗(身)Z n3   1腰部 文 様
外面文様 簗撼催辱
軍文地 殉花文
1高 台 内 銘 不明
FまたはG類(卿込不明)十その柿のを滅筆
法堂c「
4Ч恒
く備考>
図版61 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
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分類名称 1磁器中碗(身)Z H4   1腰 部 文 様
91rH文様 客慇宅景
革・青海波文地 高 台 内 銘 不明
旧体重量g 総重量 g 8
最大値 |
く備考>
招絵磁器④
分毅名称 1磁器中碗(身)Z H5   1腰部 文 稼
外面文様 1費
れ桜又地 窓絵阜化烏 高 台 内 銘 な し
□体重量g 総重量 g
最大値
<備考>
分類名称 磁器中続(蓋)A III   I高 台脇 文 様目線
法量師 口径 底径 器高 個体重量g 総重量 g
分類名称 1磁器中続(蓋)B Hl |
類         |その他の技法等?
平均檀 102141
く偏考>
外面文様 みじん唐革松散らし文地 高 台 内 銘 不明
Å面文稼
最小値
く備考>
⑬
分類名称 磁器中椀(蓄)B I15
外面文様 みじん唐阜・言海波文地 局 台 内 銘
代1頻 その他の技法害
法致m 口径 1腐径 ? ?
平均値 |
昨面文様 |みじん唐章松散らし文
内面文様 1民簗融
段 その他の技法等 の日凹型膏
総重量 g
出■個Ik4
平均値 | 7〕 最多出土層
図版62 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
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招絵磁器9か
舷器鉢Bb H3        1言台脇 文様十日線
内面文様 I氷割文地梅花文 圏線竹ヽ権¬マ イ図脱11夕 lA】その他の技法等も需凹
底径 器高 個体重量gl総萱量 g
1出土最下層
63
高 台脇 文様 |なし
ホ函文様1手描き」j水文?(図版■3n
内面文様 1享穏双文地 It文 窓絵竹に萩 その他の技法等
総重量 g H88
最大lHL I
1最多出土層 東区3d
<備考〉
糠 名|
局 台 内 銘
内面文様 みじん唐革松散らしロス枡1/11h対▼ その他の技法等
去勤 1口荏
出主個体数
出土最下層
7
1
分類名称 磁器皿AC■2
内面文様 埃花区画 小紋・花尽くし その他の技法等
底径
出土最下層1西区3d
平均値1120
く備考>
外面文様
内面文様 lt区画 小叔・化尽くしロム青海泄に施″支 その他の技法等
最大値 |
最多出土層 13層上面清掃
<備考>
言台脇 文様
舛面文様 なし
内面文様 捩花区回 亀甲繁き枢文 竹文 軍込小野
??
その他の技法等
κ値|
1最多出土層 西区3d層
<備考>
分類名TI I磁器皿A C H5     1高台協 立
なし
内面文様 粒文地 窓絵菊文・鳥V・膚子▼ 国択権ヤ その他の技法等
法致m
出土個体薮 2
く偏考>
外面文稼
内面文様 その他の技法等
旧体 総重量 g
平均値 G 70 20 最多出土層 西区3d層
高 台 内 銘
内面文様 肥見遺岳篭乗物発
に
|その他の技法等
出土個体教
多出土層 百区3d層
く備考>
か類名称 磁器皿A C I18
内面文様 粒文地 丸に隠れ衰文 その他の技法等
法量 m
1出土最T
図版63 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器6D
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外面文様 |なし 高 台 内 銘 なし
内面文様1旨ikと 阜松致らし文 その他の技法等
最大個 | 出土個体敷 1
何伯 |
招絵磁器90
分類名捌 磁器皿A C I110    1高台脇 文
外固文様 |なし         1高  台 内
内面文様 1罷嚢
犯 窓絵イと文 見込 その他の技法等
総重量 g
最刈Ч檀 出土最下
最多出土
溝
く備考>
分類名称 1磁器皿A C 1112
外面文様 |なし 不明
内面文様 みじん唐軍文地 窓絵大 その他の技法等
法致 m十 日径 底径 ? ? ?
く備考>
なし
旧体重量g
大値 | 出■個体
出土最下
6
く備考>
維器皿A d I13
外面文転
内面文様 1文普択奪幹写
文'文字
|その他の技法等
旧体重豊g
Щ | 下層 3層
<備考>
分類名称 1磁器皿Ad■4 なし
なし     1高 台 内 銘
内面文様 みじん唐革文地 花文案fFl唐〒v その他の技法等
法量ml口径 m
出土個体教
平均値 I号溝
く偏考>
分類名称 1磁器皿A d I16
外面文
内面文様 1好[守=香撰権李筆
花尽
|その他の技法等
底径 器高 雹体重量
最大値|■ 9
出土最下|
平境値 |■ 2
く備考>
d119
外面文様
内面文様 甜
弄文(区画線は手
|その他の技法等
底径 器高
最大値
1出土最下
:均値+1096
く備考>
図版64 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
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招絵磁器90
な し
外面文 台 内 銘
内面文様 宮ゞ院 らし文その他の技法等
出土個体教
西区3d層
<備考>
高台脇 文
鰐 その他の技法等
総 菫 豆 g
最月Чヒ 出土最下層 ヨ区3d
1最多出
く備考>
磁器皿F a III
外面文様
内面文様 砕
回 小紋尽くし鍵
|その他の技法等 屹
の目凹型高
日体重豊 総重量 g
I号滴
<備考>
高台脇 文転
4血又禄 1牲舟唐軍文? 高 台 内
内面文様旨撒需響らし文その他の技法等 陀の目凹型高
法量cm十日径 総重量 g
〕号溝
平均値1139
く備考>
外面文様 1推航扇邑発子 圏線  1高 台 内 銘
内面文様1宮ヒ与唐;妥報竹簿平引その他の技法等陀の目凹型高
分類名称 1楢器皿]Hl 台 協 す
内面文様1民縁議漆割責盤塚脇支その他の技法争 ℃の日W型高台
く偏考>
外面文様 :文地 瓢霊文 (図 高 台 内 銘 な し
内面文様 買甥 辞経霊その他の技法等
1類 (宝尽くし支)  1盲 台 丙 静 なし
内面文様 みじん 詔甲らし文その他の技法等
????
器高 個初
出■l団体数
83 東区3d層
く備考>
図版65 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器1541
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分駆 称 なし
4 (死水文)    1高台 内 雛
内面文様 旨凝席親寧ら政|その他の艤等屹の日凹型属
法三el
電土個体
」ヽ値1166
多出上摺 西区3d層
招絵磁器90
分類名称 1磁器皿Mb H8
内面文様1傘じ音掃黒蒜監ξ撃らしその他の技法等 曜の日凹型局
器高 日体重:
出土最下層 1号溝
平靭檀
内面文様 みじん唐軍ヤツデ散らし その他の技法等 蛇の目凹型高
卜値115C8241      1出土最下層 西区3d層
なし
経巻文) 高 台 内 饒
鰤鎌1隻堆fii;イ子|`冤酵うしその他の技法等 宅の目凹型目
最刻Ч檀 東区3d
東区3d多出土層
く備考>
なし
8 試桜唐革文) 高 台 内 錐
爾鎌賓じ宵覇継裂らしその他の技法等 Ftの目凹型高
1出土個体
最月埴 |
70141      1最多出土層
く備考>
図版66 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
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招絵磁器90
なし
外面文様 0類(極?唐章文)
内面文様 育穏涙文地 鶴文 窓鵬 支 Я込松1/m猟 その他の技法等 ℃
の日凹型局
大値十  1  1  1     1出土個体数
半均値11551861441      1最多出土層 西区3d層
く備考>
を銘 称
内面文様 膏海波文地 鶴文 窓絵松 その他の技法等 蛇の目凹型
法量 m 巨径
出土最下層 I号浦
12類(唇軍文B)    1高 台 内 銘 なし
内IE文様 みじん唐革・膏海波文地飛鶴文 見込松竹梅丸文 その他の技法等 吃
の日凹型働
最大値 | 出土個体叛
也土最下居
t
く備考>
雛器皿Mb 1119    1高台脇 文
内面文様
lL 桜花又 見込7 その他の技法等 にの目凹型膏
囮体重量g 総重量 g
34 43 最多8土|
内面文様 傘じ普耳厭赤整ξ薯らし|その他の技法等Ftの目凹型召
去勤 個体豆旦gl総三量 g
最月龍
平均値
??
分類名称 1磁器皿MC 12     1高台脇 文稼 なし
内面文様 1會ゞ 象冨尋
文地 居軍文
|その他の技法等
蛇の目凹型高
器高 個体重量g 総重量 g? ? ?
平均殖 114346 3
内面文様 みじん唐阜文地 唐革文ロス林lfh苛す その他の技法等 昭の日凹型民
最月Ч檀 |
く情考>
ぬ 癬騨
分類名称 1磁器皿M112      1高台脇 文様
法量cm l国径 底径 雹体重豊gl 重旦 g
図版67 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
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招絵磁器90
琳面文様14類(痴水文) 局 台 内 銘 不明
10
(値 | 出土個体数
1出土最下
西区3d層
く備考>
磁器皿N H2     1高
内面文粽 簡き唐車文 見込松竹 その他の技法等 τの日凹軒
法三cm十日径 底径
出土最下|
平坊値1135
く備考>
脚
磁器湯呑C a I11
外面文様 塞必与阜;告扉季波文地高 台 内 銘 不明
その他の技法等
器高 個体亘
最大檀
最小値 出土最下
7
<補考〉
分類名称 1磁器湯呑Z剛
なし
法量c口十回径 1底径
1出土最下
平覧埴 |
く捕考>
高台脇 文稼
内面文 0し         |その他の技法等
個体豆豊g
た値
出■最下層
<備考>
毯器段重露物(身)AH
外面文様 旨阜又        1高  台 内 銘
なし その他¢
1出■個体数
1出■最下
3a唇
分類名称
外面文様 室
IIP唐軍又地 桜花散ら 高 台 内 銘 なし
なし
法三em
出土個体数
く偏考>?
?
分類名称 高台脇 文
回稼部殺る文 雪に飛繕文
再面文様 なし その他の技法等 底部外面無聴
緞 昭 174 2出土最下層
73 1最を出
く備考>
図版68 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器6⊃
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招絵磁器00
腋器火鉢AHl     l高台協 文 様
外面文様 |‖語韓籠彰
繁き叉 菊・ 高 台 内 銘 な し
囮体重量g 総重量 g
(値| ? ? ?
<備考>
分類名祢 1磁器楯日AHl     l高台脇 文務
外面文様 1突撼萱昇辱
・青海波文地 高 台 内 銘 なし
内面文構 なし         |そのllの権淮曽
総重量 g
太値 |
最小値 |
撮
く備考>
ぎ文 荷?文 高 台 内 銘
為面文様 なし         |その他の技法等
三c,
く備考>
分類名称 なし
外面文様|ユ 琵形緊き文 唐獅 高 台 内 銘
対面文様 |なし
法量m日
出■個体救
値 |
外面文様 目即
文 文字丸文
1高 台 内 銘
内面文検 |なし         |その他の技法|
月Ч檀
く情者>
分類名称 なし
外面文様 足督辞
菱形撃ぎ文 花寵
1高 台 内 銘
法旦cm 日径
1出土個体数
磁器火鉢B H3     +言台脇 支
外面文様 1口綴部姦形撃ぎ支 菊支 1言 台 丙 伊 なし
なし         |その他の技法等
底径
士土個体拗
也土最下層
3
磁器火鉢B116
舛面文転 松竹梅文 なし
な |その他の技法争
」と個体敷 3
図版69 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
Pl.69h/1odern pOrcelains from Nhf121rD81
招絵磁器0,
分頬名称
高 台 内 銘
内面文様 目蒲文(緑・言)(図版■4-A) その他の技法等
法量cm十日密
出■個体教
a～3C思
高台脇 文様 圏線
革花文        1高  台 内
角面文様
総重豊 g
最小leL I
?? ?
〕b層
く備考>
線
隠文     1高台 内 銘
?
鯰重量 g ??
最多出上層
<備考〉
尿
外国文様 1唇軍文 高 台 内 饒
内面文様十日縁部燿喀文
80
4161最ケ出土層
く備考>大碗・鉢(蓋)AMllとセット 高台脇に上絵「大日I(赤)
陰に鶴文       十高 台 内 銘
内面文様 1松に儒文(図版■410)1そのれの技法|
1出■個体数
最月Ч色 |
1最多出土層
く備考>
分類名祢 1磁器大碗(身,EH12   1局台脇 文転 圏線
外面文樗
内面文怒
量文     1高台 内 饒
個体重量g 総重三 g お
太値|   |
? ? ? ? ?
案区3d層
東区3d層
く備考>
司台脇 文様 圏線
外聞又様 1鳳凰文
内面文様 1鳳凰文
大値 |
屈
く備考>
矛)E W14 1高台 Irn文様 置線
外面文様 1菊花枝文に亀甲繋ぎ文 1高 台 肉
内面文様 1最増歪!:辞
甲繁き文(凶
|その他の技法等
大値 |
最多出土
<備考>
磁器大碗(身)E Ⅲ5   +高台協 支様
外面文様 1団|
その他の技法篭
法三cm十日径 底径1器高 1低裕
当土個体数 7
平均値
図版70 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
P170 Modern porcelains from NM1260
銅版転写磁器(1)
分類名称 1磁器大碗・鉢(重)AH14 1高 台脇 文 様』線
外面文様 1松に鶴文       1高  台 内
個体重量gl総童量 g
平翔檀H4015640 1最
下明
個体重量gl総重量 g
期琶
碗・鉢(孟)BH13 1高 台脇 文
外面文憲
底径 器高 個体重量g
土最下層 東区3d
平均値112755
なし
内面文様1甲蹴 受価殉尋件3'その他の技法等
1出土個体数
小値
く備考>
図版71 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
P171 Modern porcelains from NM1260
銅版転写磁器121
磁器中碗(身)A C H18  1高台脇 文
外面文様 又fF又・器靱又散らし
(青・茶) 高 台 内 銘
ヨ縁部瑠璃羅
目体重量gI総重量 g
〕層上面清掃
<備考>
幅 文様 紅文散らし      1言 台 内
内面文様 尋
縁罰畷 拾文(凶版■51その他の技法等
囮体童量g
西区3dほ
<構考>
議器中碗(身)ACI1110 1高 台脇 文
炸面文様
脚本重量gl総重量 g
最大値 |
1最
鰺 滝
図版72 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
Pl.72 Modern porcelains from NM126D
銅版転写磁器(3)
なし
外面文様 肇専
・笹文散らし 斜格子 高 台 内 銘 なし
対面文様
最イ龍 I
I最多出土層 1東区3d層
く備考>
鶏 寇
分類名称 I磁器中碗(身)G b H19高 台
緬端1簡覇糸!臀檻隷 その他の技法等
法Ecm口径 1底径 ?
島文 高 台 内 銘 不明
角壇
最多出土層 1号堀
<構考>
図版73 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
P173 Modern porcelains from N?1121621
銅版転写磁器(4)
葛台脇 文
外面文様1檀物文(青・緑)    1高
総重量 g
大値
上面清掃
<備考>
分類名称 1磁器中続(身)GbⅢ 19 1高台A4支 縦
局 台 内 銘
対面文様 |なし         |その
」■個体数
僻 号浦
く偏者>
分類名称 1磁器中碗(身)GbⅢ21 1高台脇 文
なし         |その他の技法等
法量卸
出土最下
図版74 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器69
Pl,74 Modern porcelains from NM1260
銅版転写磁器151
④l qF訂
分頬名称 舷器中碗(身)G b H125
外面文様 」手散らし 環に電甲緊高 台 内 銘
法致 m 回径1底径
く儒考>
眩器中碗(身)GbiH26 1高台脇 文
外面文様
器高 悟体重量gI総重量 8
西区3d
平均値 112
分類名称 I磁器中碗(身)GbⅢ33 1高台脇 文様 なし
底径 器高 個体重量g
平均値
協 文様 圏線
? ? ?
器高 側種 量g 総重量 g
東区3d
東区3d平朔色
図版75 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
Pl.75?生odern porcelains from NM1260
銅版転写磁器(0
217
巖
華ヽ
、どヽ,Flヾ｀1) 'II
磁器中続(身)ZⅢ   I高台脇
内面文様 朧竪黒縮語¬号猷 そ軸鎌濤
器高 脚種 量gl総
剤 Ч直 | 下層 3a層
内面文様 なし       |その他の技法等|こ 高台内銘は
外面文様 牡丹文        1高  台 内 銘 1香山」(図r127n
1出土個体数 5
最小値179
外面文様 人物文 高 台 内 銘 冨山」(図
その他の技法等
底雹
出上最下
平均値180
1婉A b Hll  l高台脇 文様 圏線
外面文君
畳径 1器高 個体重重g
平均値 |
図版76 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器69
Pl.76 Modern porcelains from N?l1260
銅版転写磁器(り
磁器イ蝋 C Ⅲl     l高台脇 文様
外面文様 人物文(僧?) 高 台 内 銘 十六日」(凶阪1275)
口径 自径 器高 旧体宣量g
平均値1 83
遠}■1華
―■ミ
外面文様 1雲語
文・軍北文情・緑・ 高 台 内 銘 1否泉」?
(図版1277)
内面文様 |なし
1出土価
晶小値
1最多出i層
く備考>
外面文様 1丸文散らし      1高 台 内 銘 版12812)
最小値 |
1最多出土層 3a～3C層
く備考>
図版77 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
Pl.77 Modern porcelains from NM1260
銅版転写磁器(9
勺面文様 Iな  ´        |その他の技法等
最小値 | 東区3d層
く備考>
なし
内面文様 |なし         |そのltのを流
個体重量g 総重重 g 42
? ? ?
く補考>
分類名
'
外面文様 丸,酵 花に蝶文 1高 台 内 銘
出■個体数
く備考>
図版78 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器6⊃
Pl.78 Modern pOrcelains frOm NM1260
銅版転写磁器⑪
顔 名称
外面文様 鶉に草花文 高 台 内 銘
西区3d層
外面文様 1窓絵―屋山水文(緑,茶) 高 台 内 銘
12      1掃売H十層
高台脇 文糠 なし
外面文様 1唐獅
法量ml口径1底径1器高1個体重
東区3d層
平均値
図版79 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器60
Pl.79 Modern porcelains from NM1260
銅版転写磁器00
眩器皿A d Hll   l高台脇 支
外面文様
? ?
底径
1出■個体数
|と土最下
62
く備考)
図版80 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器69
P180 MOdern porcelainsとOm NM1260
222
銅版転写磁器C)
`文
様
盈gl総重旦 g
<備考>
悽し? ? ?
なし     1高 台 内 銘
最大値| |
出土層
く備考>
分娘名称 1磁器皿Cb Ⅲ7     1高台脇 文様
外面文様 |なし         1高  台 内
個体重量gl総重三 g
最大値 |■ 0
ヒ面
高 台 内 銘
内面文様|こうラテ
・世化凛共 膏ヽ・
|その他の技法等 口紅
出土層 丁目上面清掃
く備考>
図版81 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
Pl,81 WIodern porcelains from Nh/112170
銅版転写磁器1か
??
外面文様 偽昂昂系1矧稼 高 台 内 銘
心面文様 1窓絵花に弾
鯰重こ
と土個
土層 東区3d層
く備考>
分類名勅
保面支転 なし     1高 台 内 銘
三豆文(青,緑)    |そ,
∫ヽ値 蒜
最う出」
オ製名称 1磁器皿Z Ⅲ2
電様 |なし なし
Å面文様1下駄支(異・奈) その他の技法等
器高 個飩
た値| ? ? ?
<備考>
艦 称 磁器湯春C bml    l高
高 台 内 銘 「乾山|
再面文様 その他の技法等
法acm十日径
出■個体数
平均値1 62 東区3d層
く偏考>
図版82 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
Pl.82 Modern porcelains from NM12『|
銅版転写磁器Q0
外面文様 1宝尽し文?
その他の技法等
召体重量gl総重量 g
1出土最下
く備考>
磁器水滴B b HI    I高台脇 支 ,
こ雷文       1高  台 内 銘 なし
桜花散らし文     |その
依量c「 長辺 44
3層上面清掃
く偏考>
1磁器水涌C bIH3   1高台脇 文 様
面文様 1菊に牡丹文      1高 台 内
:辺 器高 個体重量gl総童量 g
大値
に | 出土最下層
く備考>
類名称 1磁器水滴C bⅢ2   1言台協 立経 なし
高 台 内 銘
(様|なし
埃量cm l 重量 g
Jヽ値 | 土最1 3b層
く備考>
図版83 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
P183 Modern porcelains from NM129)
銅版転写磁器10
外面文様
内面文稼
言 台 肉 銘
1也■個体数
1最多出土層
動學栗0卿 と留轟
(含子(蓋,ACHツ,とセッ ト 底部に墨書あ り
内 銘
出J雹体数
」Ч檀
西区3d層
茶環存
>雲
腰躍 認
蓋恰子匿)B硼とセット 底部に一ヶ所空気
磁器合子(身,GaⅢ I高台脇 文様
波に千鳥文      1高 台 肉
旧体重量g 総重量 g
最大籠
西区3d層
毛鳥文
側面文様 1唐草支
総重量 g 39
太値|  |
出土最下盾
最多B土層
??
く備考>
頸 評
図版84 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
Pl.84 Modern porcelains from NM121731
銅版転写磁器19
上面文様 桜に子[雀文 なし
最大値 Jと個体数
七と長下層
I
く備考>
図版85 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁X1741
P185 ?lodern porcelains from N?112941
銅版転写磁器10
227
1磁器段重議物(蓋)HI  I高台脇
器高 囮体重量g
出土最下層 東区3d
高台脇 文嶺
菊文散らし
(値 |
出土最下層
最多出土嬉
く備考>
外面文様 化籠に戻語文(言・緑・ピンク) 高 台 内 銘
なし         |その他の技法等
なし
ちし(膏'緑・ピンク)高台 内 銘
唸重量 g
最参
く備考>
分類名称 磁器急須(蓋)A bⅢ2  1高台
なし         |その他の技法等
法量cm l口径 ? ? ?
分類名称 1磁器急須(重)BaⅢ  I高台脇 文
草花文 島 台 円
個体重量gl総重量 g
最大値
出上最下思
図版86 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁X170
P186 Modern porcelains from NM129)
228
銅版転写磁器1つ
分類名称 1磁器葺油とし(至)HI  I高台協 文様 なし
|その他の技法筆
大櫃
29
<備考>警油とし(
1磁器鯛偲刊AШI    I高台脇
舛面文編
ぬ面文培
牡丹に唐子文     1高 台
個体重量g
駕壇
,層上面
<備考> ?
?
1蹴踊 則 Z ШIユ  1高台脇 文
外面文様イ穂花枝文       1言  台 肉 鉱
内面文憲
器召 旧体重量gl総
駕檀 3
1出と
く備考>
??
?
錦 称1艦器す なし
文様 |なし
法量cm C重量g 29
値 | 1号清
腋器欄徳利Z H19  1高台脇 文様 不明
外面文様十日縁部理る文     1高 台 ,
器高 個体宣量gl総三量 g
東区3dほ
平矧檀
図版87 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器90
Pl,87 Modern porcelains from NM1290
銅版転写磁器10
分類名称 1破器鯛徳刊Z Hl10   1高台脇 文様
外画文様 1花札文
内面文様 |なし
俗重量 g
太値 |
Цと婦
最多世
く備考>
朴固文様 1花唐革文 鳳凰文 葛 台 内 銘
勺面文君
1出土個体教
最ガЧ遭 |
1最う出土層 東区3d層
く備考>
分継 称 磁器紅猪日CH13   1高台
旱花文        1高  台 内 銘 なし
なし
法量c「 日径 1底径
1出■個体数 1
1出土最下
平均確
糠 名称 1磁器酒必AⅢ 脇 支 幕
内面文様 腎
須賀川
|その他の技法等
FE径
平翔置155128
磁器濶jlD b nll   l高台腸 文 様 Iなし
外面文様 高 台 内 銘 四に|キ」(凶倣12720)
J¶萱
多出土層 E区3d
く偏考>
外面文様 高台内銘隅評雌
面文様 1葡葡文
最小値 |
最う出土層 1西区3d層
く備考>
分類名称
なし     1高 台 内 笠
内面文様 富士に松原文     |そ¢
|
最ガЧ遭f
I最多出土層
く備考>
図版88 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器1771
P188 Modern porcelains frOm NM12⑭
銅版転写磁器t0
図版89 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器981
Pl.89 Modern porcelains from NM121781
銅版転写磁器1211
分類名称
外面文織
内面文様 型打山水楼間文 その他の技法讐 叱の日凹型局含 Hhl六面にコバルト4け
器ra
紀 3辮3臨
脚 01V a 2
内面文様 1型打山水楼固文 その他の技法等
!面にコバルト掛け
底径 器高
」土最下層13号溝:|
く備考タ
高 台 内 銘
内面文様 1型打山水文? その他の技法等 面にコバルト掛け
出J日本数
最月
く備考>
なし
なし
内面文様 型打山水楼聞文 その他の技法等 妃の目凹型高台 日組内面にコバルト掛け
堕埜重量g il 量g179
I最う出土層
く備考>
高 台脇 文 様 |なし
外面文様
内面文様 型打山水文 その他の技法等1擬器尼y異帰烹怒P紅
gl総重量g228
最大櫃
長ガ龍
<構考>
内面文様 菊花文 その他の技法等1蔀ぞ尾増結
局含 口督
出土撮下
分類名称
空し
内面文様 型打山水文? その他の技法等 Å面にコバルト掛け
出主
出主
平均値
図版90 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器99
P190 MOdern porcelains from NM121701
型打ち磁器(1)
232
上面文精 蜃
tg面文様 なし         |その他の技法等 上回にコバルト掛け
個体重宣g 総重量 g
出土最下摺
く備考>
分類名称 1磁器水満8aⅣa
上面文様 l plT朝顔支 なし
侵1面文様 な し その他の技法等 上回にコ
バル
ト掛け
辺 短辺 器高 個4
最大値
?
分類名釉 磁器水緒BbIWa
側面文様 なし その他の技法等 上国にコ
バル
ト掛け
去三cm l長辺 短辺
出土最下層 東区3d
平均僧
分類名称 1磁器酒jlSC C Ⅳ a   l言冶脇v終 なし
なし     1高 台 内 銘
内面文様 素錮ヒ稼督嫁屋その他の技法等
法量cm十回径 10
盟と個体数
JЧ遭
平均値
高台協 文
外画文様 |なし
価琳獣ι旧発ォ欝 1ゝ朧i その他の技法等
33
最小値1 78 出土最下層 15層上面
最多出土層 1西区3d層
磁器灰吹IV a     l高台脇 文様
外面文様 躍る文
器高 個体重量gl総重量 g
5層上面
1最を出土
く備考>
?
?
＝
??
?
上面文様 なし
打力士?(黒 '赤・養)|その他の技法
去豊cm l口径
予夫値 |
? ? ?
1
平均値 | 裔
く備考>
分類名称 1磁器皿LaⅣb     l高台VI V終なし
1高 台 内 笠
法致ml□径 総重量 g
出土個体
卜値 | 号堀
平均値 | 多出土層
く踊考>瀬FH
なし
なし     1高 台 内 銘
内面文様 1文字文「
□体重量gl総重豊g
最多出:
<備考>瀬戸 第9地点に
図版91 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器30
Pl_91 MOdern porcelains from NM1200
型打ち磁器1211
駒1雲
図版92 仙台城二の丸跡第12地点出+析代の磁器Gけ
Pl.92 Modern porcelains ttom NM12GD
型打ち磁器(0
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なし     1高 台 内 銘
内面文様 なし
1出■個体数
最刈Ч檀
く儒考>
外面文様 |なし
勺面文様 |なし
1最多出土層
く備考>
なし     1高 台 内 銘
内面文様
78
最小値162
く備考>
儀し
‰ 高 台 内 銘
51 tt■lE体数
最多出土層
く備考>
分類名称 磁器湯呑AbV    I高台脇 文
68      1出土最下層
なし     1高 台 内 銘 /rし
<儒考>
言台協 文様
なし
団体重量g 聡重量 g
大値
出土最下層
<補考>
1磁器湯春BCV    I高台脇 文様 なし
内面文穣 |なし
個体重量gl総重量 g
太値 |
く備考>
燕躯憔
磁器合子(身)AbV
文様 |なし         |その他の技法等
法量cm 口径
ヨ土最下
分類名称
なし
なし
ヨJ日体数
)層上面清掃
図版93 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器1821
P193 Modern porcelains from NM123)
高台脇 文稼
舛面文様
法量cm 勲 且体巨既g 総重量 g
く精考>
高台協 文様 なし
外面文橋
角面文様
なし
法量cm 覇1昂 器高 雹壁g 総重量 g
西区3d層
西区3d層
く備考>
なし
上絵1酒|
最大恒 」■lE体数
く備考>
分類名Vl
なし     1高 台 内 銘
旭ヽ‖萱
1最多出土層 9C
く備考>
鮨 称
なし     1高 台 内 銘
内面文様 上絵1酒保
1出■l団体叛
最刈埴 |
1最多出■層 東区3d層
く備考>
分類名称
なし         |その他の技法等
|
く偏考>
?
?ュ???
?
高台協 支
朴面文様
その他の技法等
出土最下ほ+3a
,値17028
く備考テ
図1)
二居沢温泉はlWttπ川内三十人町にあった(r仙台市全
図版94 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器30
P194 Modern porcelains frOm NM1230
僚し     1高 台 内 銘
最大値17512930      1出土個体数
平均宿17'|クA
236
白磁(動
類名称 1磁器酒不G V2     1高台
内面文様 1上絵「日城會褒會武」  |その他の技法等 型打捻子文□属部に金彰
個体亘量g
～3C層
6
分類名称
外面文蕪
磁器酒邦GV
なし
内面文様 踏 露測 うぐひJ19その他の技法等 型FJ捻子又口唇部に金彩
器言
1出土
平均値1 68
く備考>
内面文様 なし 耶無釉
仙台宮城員 校|(図版1301
V   I高台脇 文様 なし
外面文様 |なし
器高 個体重量g 総重量 g
西区3d層
平均値 113
Å面文
出■個体数 ]
く備考>
ti.鍮
外面文様 |なし         1高  台 内 銘
最大値 出土個体敷
分類名7J I磁器煙管BV
法等
法豊cm l口径
出■最下|
図版95 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
Pl.95 Modern porcelains from NM1200
白磁131
外面文様 |なし         1高  台 内 銘 なし
内面文様 |なし         |その
出土個体敏
く備考> JISノップ碍子
具CaV I高台協 文
外面文様 |なし         1高  台 内 畝 なし
内面文様 なし         |その他の技法等
個体重三gl総重ヨ g
太檀 |
最小値 | 出土最下層
1最をと
く備考> JESノッ刻
類名称 1磁器配電器具Dav
属 台 内 銘 な
内面文様 |なし その他の技法等
?? ????
?
底径
最大値1102 出ilE体叛 11
均値110122
<備考〉
分類名称 1磁器配電器旦DbV  I忘n‐ 脇立憲
葛 台 内 銘
内面文様 なし         |その他の技法等 上ド画無租II面れ釉
法置cm十日径 1庇径
381出土個体勤 9
1ヽイ直17 17 12 341出土最下
平均値 |
なし
内面文様 なし         |その他の技法等
????
?
日体重量 総重三
出土最下
1912
<備考>
分類名称 1磁器配電器具F
局 台 内 銘 なし
内面文様 |なし その他の技法等
法三cm l口径 底径
HI土個体敷 I
平均値|
図版96 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器30
P196 Modern porcelains from NM12G9
白磁(4)
鍵
4■―鰯
図版97 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
Pl.97 Modern porcelains from NM1200
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分類名称 1磁器大統(身)DⅥI I高 台脇 す農141
外面文様 1雲龍文      1高台 内 銘 ??．
廷様十日縁部騒路文   |その他の技法|
出上個体数
1
西区3d層
船 大碗・鉢(言)BVI
内面文様 |なし その他の技法等
?
?
?
最大植
磁器中碗(身)G bVn
外面文様 招縫 に靴 ヌ 高 台 内 銘
銭豊Gl l口径
出■個体数 10
平均値 |■ 4 西区3d層
中碗(蓋)BV2とセット 中碗(身)G b Ⅵ5と
言台協 文様 なし
朴画文様 1上絵革花文(自・ピンク)
内面文様 革花文(図版■65) その他の技法等 外面タ
ロム言
1出上個体数
景刻Чヒ十 1号濡
1最多出土
図版98 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器GD
P198 Modern pOrcelains frOm NM1230
クロム青n~11)
攀奪
外面文様 舌Ftti指爵XI ttLU表 1高 台 内 銘 角形不明
内面文様 銅版麒麟文(図版n67)|その他の技法等
齢 中碗(身)G bVり高台脇 文様 |なし
外面文様
白f:歩分
再 '余°
1高 台 内 銘 角形不明
最大値 |■ 8
11令 う出土層 西区3d層
朧 中1
内面文様 なし その他の技法等 外画ク
ロム局
42
分類吃称 なし
高 台 内
内面文様 その他の技法等 舛画ク
ロム
法量cm 巨量g H504
出■個体数132
1142
平均値1120 多出上層!西区3d層
Ⅷ )GbⅥ15 1高台
内面文様 1流水文(図版■69)  |その他の技法等 舛面クロム言髄対
器高 個体重量g
最大値 |
西区3d層
割音 il
分類名称 眩器中碗(身)GbⅥ17 1言台脇 立 蛮し
日会ススキ文(緑.茶) 1高 台 内 銘
内面文様 なし その他の技法等 ク
ロム青
法量cm十日径
出J雹体数
」Ч恒
ζ区3d
図版99 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器e0
Pl,99 MOdern porcelains from NM1200
絵野粟文(緑・黒・茶)1高 台 内 銘 なし
内面文様 |なし         |その他の技法等 舛回クロム言
圭■個体致
最小値 |
西区3d層
く備考>
クロム青磁(幼
磁器中碗(身)GbⅥ20 1高脇 支
内面文様 なし         |その他の技法等 外回タロム言齢
最大値 |■ 6
」と最下|
身値 11
く備考テ
分類名称 1磁器中税(身〕GbV121 1高台脇 文君
内面文様 |なし         |その他の技法等 外面クロム子
器高 個体重量gI総重量 g
西区3d層
111 41
外面文様 上絵早TE文
。文宇文1不老
長寿|(緑・茶 黒) 高 台 内 銘
内面文様 なし         |その他の技法等 外面タロム言
磁器中続(身)G b Ⅵ23
不明
内面文様 |なし         |その他の技法等
??
」土最下
朗宿 11
認器中碗(身)G
内面文様 その他の技法等
??
?
??
?
電体重量g 総重量 g
最大値 |
Ⅷ 悦
1燦  透
扇名称 1磁器中税(身)G b Ⅵ27
内面文様|あり不明(図版■610) その他 技法等 外回タ
ロム百
齢
伝量cm l口径 ?
分類名称
絵軍花文(緑・自) 1高 台 内 銘
内面文様 なし         Iその他の技法等 外向タロム言
Jヽ値
多出土層 3手子市踏
く備考>
図版100 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器G9
Pl.100 MOdern porcelains from NM1230
分類名称 なし
内面文様 草花文(図版■6■) その他の技法等 外面クロム青
法量cm l口径 〕9
出土最下層 百区3d層
クロム青磁(31
滋器中碗(身)GbⅥ31 1高脇 支
舛面文様 棚     1言 台 丙 鋭 不明
内面文様 革花文(図版■612) |その他の技法等 外薗クロム百磁釉
召体蓮
κ値
出土最下
く備考>
なし
外画文様 1糟絵雀に軍花文 高 台 内 錠
内面文様 |なし その他の技法寄
7r面クロム言
法致ml口径 〕5
平境舵 1102
腕(身,G bVBとセット
十面文様 1上絵鳳凰文(具.茶)
内面文様 |なし その他の技法等 外向ク
ロム肩
最ガЧ壇 |
く備考> 中碗(身)GbⅥ8とセット
内面文様 草花文(図版■6131 その他の技法等 卜面ク
ロム膏
出■個体散
!埴 109
く臓考> 中7L(身 )G b V14とセット
期 林 1種器中碗(蓋)BⅥ2   1高台脇 文
内面文様 1水鳥文(図版11614) |その他の技法等 外国タロム青磁穐
体重重gl総
40
割 埴 109 〕号溝
外IH t様ち掌壕争
醇 花文? 高 台 内 銘 角形不明
内面文様 1草花文?(図版■616)その他の技法等 外画クロム言
MIs中続(露)DV盟
外面文様 籐 竃1乾;文  高 台 内 銘
なし       |その他の技法等
器高 個体重量g
出と最下
(衛考> 中続(身)G bVnと セット
分類名称 1磁器中碗(蓋)DV2 1高台脇 文 君
外面文様七解富i |・ピンク 高 台 内 銘
外面クロム青磁釉
法量em十日径
」と最下層
平均値 10
攀
嬢 名林 1磁器小碗AbⅥ    I高台脇 文
電様 1飛飽         1言  台 肉 領 なし
内面文
ほ径 器高 □体重量g
駕壇182 出■個体数
出上最下層
16
く備考>
分類名称 圏線
外面文様 松竹梅文 高 台 内 銘 版12724)
なし
平均値 |
??
多出土層
く偏考>
図版101 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
Pl.101 MOdern porcelains from NM1200
内面文様 q猾部四万欅又凹 腿 焉 その他の技法等
崎
剰檀 |
最多出土層 東区3d
く備考>
クロム青磁(4)
蹴 月婉EbⅥ I高台脇 文様十なし
外面文様 なし 高 台 肉 銘 護弓闘鞘
印廻
器高 個体重量gl総重量 g1434
嘩 J土長下層1西区3d層
1
<備考>
なし
飛飽
内面文様 |なし その他の技法等 クロム音磁釉
1出■個
く備考>
高台脇 文様
外面文様 草花文 高 台 内 銘 阪127■)
法畳cm 日径1底雀 個体重量g 総重量 g
1号滴
分類名称 1磁器小続GⅥ     I高台脇 文
依致 m十 日径
平均檀
内面文様 婦幅文 その他の技法等 ホ面クロム青磁釉
出上最下旧
外面文お なし    1高台 内 笠
内面文様 争酵 丸
軍花文(緑・
|その他の技法等
(値
<備考> 皿AbⅥ2に類似し文様が異なる
富台脇 文様 なし
外面文様
内面文様 絵水辺に軍It文(緑・・ビンク) その他の技法等
値ヽ |
く備考> 皿A b Vllに細恢し文操が異な
分頬名称
外面文様 局 台 内 銘 |□□製J(匡
その他互
出土個体数
出生長下層
分製名称 1磁器皿A bⅥ6    1高台脇 文転
外面文!
E径 器高 個体重畳
=
出■最下層 〕号滴
平均値I160
図版102 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器00
Pl.102 MOdern porcelains from NM1200
クロム青磁(引
富台脇 文様
なし
内面文様 雷虚唐卿子社対文(緑・黒・茶・白・ピンク) その他の技法等
法豊cm 念重量 g
小値 | 西区3d
最多出■謳
磁器皿A d V11
外面文様 なし 高 台 内 銘 角形不明(図版127-2R】
その他の技法等
器高 個体重量g
大値 |
出土最下層
毎値 | 56 I
く備考>
か類名称1磁器皿A dVη
雲革花文(緑) その他の1
法量cm十日径
2
眩器皿HVI      I高台脇 文族
外面文様 なし    1高台 丙 舘 なし
底径 器高 個体重量gl総重Ξ g
最大値
1出土最下
く備考>
絵草花外面文様 高 台 内 銘
内面文様 な し その他の技法等
なし
なし 葛 台 内 銘
内面文様 なし その他の技法等 朴薗ク
ロム膏
出土個体数
東区3d層
く備考>
高台協 文
外薗又稼 |なし なし
内面文様 |をし その他の技法等 タト回クロム言磁釉
個体重量g 総重量 g
小値 | 出土最下層 る区3d
く備考>
分類名私
舛面文様
なし
高 台 内 銘
内面文様 なし その他の技法等
??
去旦cm 口径
」土個体数
平均値
なし
外間文様 1上絵紅棄に松葉文(緑・茶
内面文様 |なし その他の技法等 舛面クロム
最小値
多出土層 1西区3
く備考>
磁器合子(霞)A
朴面文様 なし
内面文様 なし その他の技法等 外薗ク
ロム言
綸
底径
出土個体数
6
(備考>
図版103 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁器OD
Pl103 Modern porcelains from NM120)
分預名称 艦 花生Ⅵ
内面文様 なし その他の技法等 外回ク
ロム稿
齢
法量 m 日径 1庇径
出土個体募
出土最下層
く偏考>
クロム青磁(0
『?】、
鑑 勅 鵬 跡 鉢ⅥI   I高台脇 攻
内面文様 なし         |その他の技法等 J面下半部無
法量 m十 日経 径 個体重量gl総重量 g
平均値 |
図版104 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の磁X190
Pl.104 Modern porcelains from NM12193)
外面文様 ヨ縁部に鉄釉?流し掛 高 台 肉 銘 1口W日裂」銘(図肝1,71ハ
内面文様 なし
出土個体教 ]
く備考>
外面文様 郎 け 高 台 内 銘 不明
ノが1肖
,        |‐l
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その他の磁器
1 大碗・鉢(蓋)A13の内面文様 2 大碗・外(蓋)BIの内画文様
5 中碗Ac1 5の内面文様
中碗Ic1 4の内面文様
中碗Ic 1 12の内面文様
3 中碗Ac1 2の内面文様
中碗C12の内面文様
中碗Ia1 2の内面文様
15 中碗Ic 1 13の内面文様
中碗Ic 1 15の内面文様
図版105 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様(1)
Pl105 Details of modern pOrcelains frOm NM12(1)
4 中碗Ac1 3の内面文様
7 中碗Ga1 1の内面文様 8 中碗Ia1 1の内面文様
10 中碗Ic1 3の内面文様 12 中碗IcX 9の内面文様
13 中碗Ic 1 10の内面文様
18 中碗Ic 1 17の内面文様中碗Ic 1 14の内面文様
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l 中碗Ic 1 19の内面文様
10 中碗Ic 1 32の内面文様
5 中碗Ic 1 24の内画文様
8 中碗Ic 1 30の内面文様
11 中碗Ic 1 33の内面文様
6 中碗Ic 1 27の内面文様
15 中碗Ic 1 37の内面文様
図版106 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様(2)
Pl106 Details of modern porcelains from NM12(2)
2 中碗Ic 1 20の内面文様 3 中碗Ic 1 21の内面文様
4 中碗Ic 1 22の内面文様
7 中碗Ic 1 29の内面文様 9 中碗Ic 1 31の内面文様
12 中碗Ic 1 34の内面文様
13 中碗Ic 1 35の内面文様 14 中碗Ic 1 36の内面文様
〔38の内面文様 17 中碗Ic 1 39の内面文様 18 中碗Ic 1 40の内画文様
1 中碗Ic 1 41の内面文様
7 小碗DIの内面文様
13 鉢Ba1 2の内面文様
2 中碗Ic 1 42の内面文様
5 中碗Ic 1 45の内面文様
14 鉢Ba1 3の内面文様
3 中碗Ic 1 43の内面文様
6 中碗Ic 1 48の内面文様
9 小碗Fd1 1の内面文様
18 皿Ab Iの外画文様
図版107 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様(3)
Pl107 Details of modern pOrcelains from NM12(3)
4 中碗Ic 1 44の内面文様
8 小碗Fa1 3の内面文様
賜
12 鉢Ba1 1の内面文様
15 鉢BcIの内面文様
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1 皿AdIの外面文様 2 皿Ca Iの外面文様
5 皿Mb1 2の外面文様
8 酒lTNDb 1 2の外面文様
3 皿Cb1 2の外面文様
9 酒邦Dc1 2の外面文様
12 湯冷ましAlの内面文様
4 皿Mb1 1の外面文様 皿NIの外面文
7 酒必Cb1 2の外面文様
13 大碗(身)CHlの内面文様 大碗・鉢(蓋)A■1の
16 大碗 。鉢(蓋)AH3の内面文様
図版108 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様14)
Pl,108 Details of modern porcelains from Nh/112(4)
(蓋)AH5の内面
1 大碗・鉢(蓋)AH6の内面文様
5 招絵中碗内面文様構成 C類
招絵中碗内面文様構成
招絵中碗内面文様構成 C類
招絵中碗内面文様構成
2 招絵中碗内面文様構成 A類
4_招絵中碗内面文様構成 C類
8 招絵中碗内面文様構成 C類7 招絵中碗内面文様構成 C類
中碗内面文様構成13 招絵中碗内面文様構成 D類
図版109 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様(5)
Pl.109 Details of modern porcelains from NM12(5)
1 招絵中碗内面文様構成 F3類
10 招絵中碗内面文様構成 H類
3 招絵中碗内面文様構成 F4類
9 招絵中碗内面文様構成 H類
14 招絵中碗内面文様構成 K類
17 沼絵中碗内面文様構成 K類       18 沼絵中碗内面文様構成
図版■0 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様⑥
Pl l10 Details of modern porcelains frOm NM1216)
2 招絵中碗内面文様構成 F4類
4 招絵中碗内面文様構成 FOrG類 5 指絵中碗内面文様構成 FOrG類 6 猪絵中碗内面文様構成 FOrG類
7 招絵中碗内面文様構成 G類 8 招絵中碗内面文様構成 G類
11 招絵中碗内面文様構成 H類
13 招絵中碗内面文様構成 」類 15 招絵中碗内面文様構成 K類
招
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16 招絵中碗内面文様構成 K類 K類
1 招絵中碗内面文様構成 L類 留絵中碗内画文様構成 3 沼絵中碗内面文様構成 N類
4 招絵中碗口縁部内面瑕務文 1類
7 招絵中碗口縁部内面襲お文 4類
2/'オ          ‐‐卜｀ヽ 、5 沼絵中碗口縁部内面饗路文 2類
8 招絵中碗口縁部内面嬰務文 5類
!争
招絵中碗口縁部内面嬰路文 6類
』
?
?
?
1捧
'12 沼絵中碗口縁部内面饗務文 9類
18 招絵中碗日縁部内面嬰る文 15類16 招絵中碗口縁部内面要塔文 13類
図版111 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様17)
Pl l■Details of modern porcelains from NM12(7)
6 招絵中碗口縁部内画雲る文 3類
10 招絵中碗口縁部内面嬰略文 7類
14 招絵中碗口縁部内面嬰喀文 ■類 15 招絵中碗口縁部内面嬰塔文 12類
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1 招絵中碗口縁部内面碧る文 16類
4 招絵中碗口縁部内面嬰塔文 19類
7 招絵中碗腰部文様 2類
2 招絵中碗口縁部内面裂喀文 17類
5 沼絵中碗口縁部内面要落文 20類
3 沼絵中碗口縁部内面櫻る文 18類
招絵中碗腰部文様 1類
9 招絵中碗腰部文様 4類8 招絵中碗腰部文様 3類
10 招絵中碗腰部文様 5類 11 沼絵中碗腰部文様 6類 12 招絵中碗腰部文様 7類
13 招絵中碗(蓋)内面文様構成 C類 14 鉢AaI1 1の内面文様 15 鉢AaH 2の内面文様
16 鉢BbI1 1の内面文様 18 鉢Bb I13の内面文様
図版112 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様(3)
Pl l12 Details of mOdern pOrcelains from NM12(8)
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1 皿AaI1 1の外面文様 2 皿AdIX 9の外面文様
5 皿Ea Hlaの外面文様
3 皿BHlの外面文様
6 皿FbH 2の外面文様
llll J I1 1の外面文様 8 皿MaII覧の外面文様
5類    17 招絵皿Mbo Mc類の外面文様 6類    18 招絵I
図版113 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様(9)
Pl l13 Details of modern porcelains from N?112(9)
????
10 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 1類 11 招絵皿Mbo Mc類の外面文様 2類 12 招絵皿Mbo Mc類の外画文様 3類
13 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 4類 14 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 4類 15 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 4類
17 18 皿Mbo Mc類の外面文様 7類16 招絵皿Mbo Mc類の外面文様
1 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 8類 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 9類 3 招絵皿Mbo Mc類の外面文様 10類
4 招絵皿Mb・Mc類の外面文様 10類 5 沼絵皿Mb・Mc類の外面文様 ■類 6 招絵皿Mbo Mc類の外面文様 12類
な 恩弼
7 招絵皿Mbo Mc類の外面文様 13類 8 大碗Amlの内面文様 9 大碗AⅢ2の内面文様
18 大碗・鉢(蓋)Am2の内面文様
大碗DⅢ2の内面文様
17 大碗・鉢(蓋)AⅢlの内面文様
図版114 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様t0
Pl l14 Details of olOdern pOrcelains from NA/11210
11 大碗EI1 2の内面文様 12 大碗EⅢ3の内面文様
16 大碗FⅢの内面文様
2 中碗AbIIIの内面文様大碗・鉢(蓋)AⅢ3の内面文様
7 中碗GaI■1の内面文様
5 中碗AcII1 3の内面文様
8 中碗GaI■2の内面文様
3 中碗AcI11 1の内面文様
9 中碗GbI■1の内画文様
4 中碗Acm 2の内面文様 6 中碗AcI■9の内面文様
10 中碗GbI1 2の内面文様 ll 中碗GbIH 6の内面文様
17 小碗EbI■6の内面文様
図版H5 イ山台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様Q0
Pl l15 Details of lnOdern porcelains from NM1210
12 中碗GbI1 8の内面文様
15 中碗ZⅢの内面文様
?
?
?
13 中碗GЫ■9の内面文様 14 中碗GbII111の内画文様
蓋)Zmの内面文様 18 皿GⅢの外面文様
257
3 大碗(身)DⅥ2の内面文様2 大碗(身)AⅥの内面文様湯呑BbI1 2の内面文様
6 中碗GbⅥ 6の内面文様5 中碗GbⅥ 4の内面文様4 大碗・鉢(蓋)AV12の内面文様
8 中碗GbⅥ 9の内面文様 9 中碗GbⅥ15の内面文様7 中碗GbⅥ 7の内面文様
習
12 中碗GbⅥ31の内面文様11 中碗GbⅥ30の内面文様10 中碗GbⅥ27の内面文様
14 中碗(蓋)BⅥ2の内面文様13 中碗(蓋)BⅥlの内面文様
17 小碗CⅥ2の内面文様
図版116 仙台城二の丸跡第12地点出土近代磁器の細部文様tD
Pl l16 Details of modern porcelains from NM121)
16 中碗(蓋)BⅥ4の内面文様
外面文様 1鉄絵走馬文
内面文様 1見込水金走馬文 その他の技法等 内外画灰和
`緑
灰負)
最大値 |
多出土層 東区3d屠
<備考>夫堀相烏 体部下半に列印「ホ割
| 
――
|||||||||||||||||‡||||||1喜
蒻
分類名称
内面文様 なし その他の技法等 問外向灰和(灰白■)
法量cm l口径
出土個体数
出土長下層
1
く偏考>
1器小碗CI
内面文様 |なし         |その他の技法等 勺外面河逗色的
底径 器高 皿本重量g
出上最下思 西区3d層
平均値1 76
肉面文様 なし その他の技法等 白色)日紅
出土個体数
<備考>
図版117 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(1)
Pll17 Modem glazed ceramics from NMlXl)
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1岡器湯呑A      I高台脇 支
外面文様 1鉄絵た馬文      1高 台 肉 舘
内面文様 |なし         |その他の技法等 凋外回火縦(緑灰色)
雹体重量g
大値 |
1出土最下層
平均伯|   14
く備考> 大堀相)
:B    I高台脇
内面文様 なし         |その他の技法等 内外面灰釉(淡黄白色)
底径1器高 囮体重量gl総
最大値
出土最下層 西区3d層
rし
外回文様 1賠,付け水金緊碍・九曜文 高 台 内 銘
内面文様 1見込貼り付け水金た馬文 その他の技法等
州外面灰釉
f緑灰付】
出土イロ本救 |
飴 1最多出土層13C層
専台脇 文 構
り付け走
「
J文
内面文様 1不明 その他の技法等 内外面灰釉イ緑匠れ】
1総重量 g
西区3d層
く備考> 大堀相馬
不明
外面文様 隠花枝文(これとは別に交互列点文のものあり) 高 台 内 銘 不明
内面文稼
ヨ径1底径1器高1個体重量gl総重量 g
最小値
く備考>
図版H8 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(2)
Pll18 Modern glatted ceramics from NM12(2)
高 台 内 銘
内面文様 なし         |その他の技法等 囚外回灰和(淡奮自■)
出J雹体教
阜小値 |
眠平
??
高台協 文様
内面文様 なし その他の技法尋 ‖面灰釉(編アFH)
gl総重量 g
均値 10 1最多出土層
言 台 内 銘 なし
内面文様 その他の技法等1衡暑鋒鰈1要塗堵(
出土個体数 +15
最小値 出主最 ド
最努‖十
分類名称 1陶器土瓶(身,Cb   l高台協 文様 なし
内面文様 |なし その他の技法等
内外面灰糀
(緑匠れ】
旧体重量gl総重量 g
飢宿1 7 83
内面文様 な し その他の技法等 (緑灰色)
く馬考> 土涵(露)Adとセット 大堀欄馬 底部に墨書1寝Jのも
のあり(図版1307)
内面文様 なし その他の技法等 肝薗灰釉(瀕駁灰色)
く備考> 大堀相馬
外面文様 1青釉鉄絵筒描き山水文 1高 台 肉
内面文様 なし         |その他の技法等 黄灰自色〕
最大値 出■個体数
出土最下ぽ
外面文様 青釉鉄給山水文    1高 台 内 銘
内面文様 その他の技法等 外向
最大値 |
幼槽 | 1最多出土層 西区3d層
1阿器土瓶(身)Eb   l高台脇 文荘
内面文様 なし         |その他の技法等 外面灰釉(談
法EcI口径 底雀 囮体重量g
図版119 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(3)
Pl l19 Modern glazed ceramics from NM12(3)
内面文様 なし         |その他の技法等
?
法量卸
801  1201    82
分類名称 1陶器土瓶(雷)Ab   l高台 脇 支
内面文様 |なし         |その他の技法等
? ?
雹体重量g 総重量
西区3d層
平均に174
<備考> 土
なし     1高 台 内 銘 なし
内面文様 なし         |その他の技法等 舛面灰釉(緑灰色)
く備考> 土瓶(身)CCとセット 大堀相馬
分類名称 1陶器土瓶(蓋)Ad   l高台脇 支 様
内面文様 |なし         |その他の技法等 (緑灰色)
1出土最下
1岡号土瓶(麗)Bl    l高台脇 文様
外面文様 |なし         1高  台 内
旧体重量g
士土最下層
63 30
内面文様 なし         |その他の技法等 外面灰釉
灯Ч檀I
1号港
なし     1高 台 内 銘
内面文様 なし         |その他の技法等 舛薗狭袖(緑灰角)
出出□体数
最刻Ч色 |
く偏考> 大堀相馬
分類名称 1陶器土瓶(蓋)Da   l高台脇 文 織 なし
内面文様 |なし         |その他の技法等 舛面灰粕(泌音反白ω
個体重量g 総重量 g? ? ?
西区3
西区3平翔直 3 32
内面文様 |なし         |その他の技法等
?
=土
個体致
ヒと最下層S/1鼈
図版120 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器14)
Pl.120 Modern glazed ceramics from NM12(4)
外面文様 |なし         1高  台 内 銘
内面文様 |なし         |その他の技法等 外画灰和(淡灰白徹)
衰大値
? ? ?
1
分類名称 1陶器土瓶(雷)C    I高台脇 文
内面文様 |なし         |その他の技法等
?
器高 個体重量gl総重量 g
西区3d
西区3d平均値 1lR
肉面文様 |なし         |その他の技法等
??? ???
? ? ?
最イЧ壇 表採
高台脇 文様
外面文様 |コバルト革花文
内面文様 |なし その他の技法等 外
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く備考>
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内面文様 |なし         |その他の技法鶯 舛固灰和(淡青阪占缶)
最イЧ色
3a～3C
図版121 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(5)
Pl.121 MOdern glazed ceramics from NM12(5)
言 台 内 銘 な し
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平均値1287
図版122 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶諷 6)
Pl.122 Modern glazed ceramics frOm NM12(6)
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内面文様|なし その他の技法等 外向鉄釉こ4Bh】
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平功値 |い 最多出■層
分類名称 1阿器行平鍋(置)Aa  t高台脇 文様
外面文様 1飛飽 鉄釉三条圏繰  I高 台 肉
肉面文様|なし その他の技法等 内面灰粕イ泌爆匠●Ⅲ
総重量 富
最大値 | ? ?掃 西区3d西区3d
<備考> 夫堀相馬
分類名勅
内面文様 その他の 外面鉄釉(黒色)内面白釉 見込に目跡
法量割 1口径
出土最下層 1号溝
平矧檀
分類名称 1陶器央鉢A
内面文様|なし         |その他の技法等
?????
底径 器高
出土最下層
脇 文怒
舛面文様 Iなし
内面文様 |なし その他の技法等
内外面鉄釉
総童量 g
太値 |
1号清
(備考>
なし
内面文様 その他の技法等
1出J召体敷 5
く備考> 大堀相馬
内面文様 その他の技法等 刊外国家和
(踊ξ規戸梗許色)
図版123 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(71
Pl.123 Modern glazed ceramics form Nh/112(7)
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高台脇 文様 1不「
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図版124 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(31
Pl.124 Modern glazed ceramics from NM12(8)
ー図版125 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶器(9)・妬器(1)
Pl,125 ?lodern glazed ceranlics and unglazed hard‐fired cer nlics from Nふ瓶12
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図版126 イ山台城二の丸跡第12地点出土近代の妬器(21・土師質土器・軟質磁器
Pl.126?笙odern unglazed hard― fired ceranlics,cera■lics and stOne china frona Nい江12
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2譲鵡
=孔
灯阿 3謙耗謡IttЩ
〔議箪臭義毒嘉?轟山精製J
7手描 き文字型「杏泉J
磁器小碗CⅢ15類
撞
13手描き文字型 銘不明
磁器小郭BI類
24手描 き角型
磁器小碗CⅥl類
28手描 き角型
磁器皿AdV11類
29手描 き角型
磁器湯呑BavI類
図版127 仙台城二の丸跡第12地点出土近代陶磁器・妬器の銘(1)
Pl.127 1nscriptions on various modern ceramics from NM12(1)
4謙継謡I握則 5晟箪泉義5乱禁□」
6議禁ふ読高乱墓杏日本国□製J 8轟禁泉養吾亀堪F本国製J 9轟禁泉義謎I謄」 10手描き文字型 銘不明磁器小碗FaI1116類
H手描き文字型 銘不明
磁器小碗FaV12類
鬱議箪渦 I集:山□期 14議筆孟龍 □□製J お譲諜謡I鰭脩釧
照 硝譲亀諜歩静 酪永剛 19議禁暮恭〒髪「□□亭製」 20手描 き記号型 山に「キJ印磁器酒郷DbⅢl類
23手摘 き角型
磁器中碗Gb14類
25手描き角型
磁器小邪CI類
26手描き角型
磁器皿AbⅥ4類
27手横 き角型
磁器皿AもVli類
30手描 き角型
磁器湯呑Bb 12類
抜惑議薔護麓岳,|―|
F
1手描 き角型
磁器酒郷B14類
2手描 き角型
磁器酒不O11類
3手楢き角型
磁器酒不O12類
4手描 き角型
磁器酒不014類
5手摘き角型
磁器酒郷O17類
7手構き角型
磁器酒不O116類
8摺絵角型
磁器中碗(蓋)A■1類
9摺絵角型
磁器中碗 (蓋)B■1類
10摺絵角型
磁器中碗 (蓋)BI13類
11摺絵角型
磁器湯呑AbI11類
12銅版印刷角型
磁器小碗CII16類
?
?
?
?
13銅版印刷「正山」
磁器小碗PaI■7類
14銅版FH刷「TRADE MARK MADE IN
JAttN」磁器湯呑AaV類
15銅版印刷「鹿印凍歯磨 製造凄貰尼
□□馬喰町二丁目引絹群 Fヽ(身)FIH嚢
16陽刻「サ」印
磁器皿RIVa類
17陰刻「萬本」印
磁器小碗EbVI類
鷺   ■■●|■●■―
18陰刻「春嘉?J印
磁器小碗Fb11類
24躊摯駿鶏群家」・P亜刊印 25僑梨渡雲盈印
図版128 仙台城二の丸跡第12地点出土近代陶磁器・妬器の銘(2)
Pl.128 1nscriptions On various modern ceramics from NM12(2)
19陰刻 印不明
磁器急須(蓋)CI類
20陰刻「相馬」印
陶器小碗A2類
22陰刻「春?□」印
陶器小鉢A類
23陰刻「相馬」印
陶器湯呑Cl類
29陰刻「高古」印
妬器急須 (身)Bl類
r  l
l打射賊
30陰刻「高□」印
妬器急須 (身)B2類
270
[E-5区3a層 湯番みAaV類「第―中隊士官室用J 3F5区3a層 湯呑みAaV類「二輪下士□J
5E5区3d層 湯呑みBaV類「宮崎中尉」
17F5区3a層 湯呑みBbV類「荒J 18層位不明 湯呑みAaV類「千葉J
図版129 仙台城二の丸跡第12地点出土近代白磁湯呑み (湯呑みV類)の文字資料
Pl 129ふ江odern white porcelain cups M/ith inscriptions frOm Nふ涯12
23層上面清掃 湯呑みAa V類「第二中隊下士室石川長吉J
6G8区3d層 湯呑みBa V類「牧野少尉J1層位不明 湯呑みBc V類「軸酒保 J
ヨ
271
lE2区3d層 磁器小碗Abm4類「ツ」 3C・D3区3号溝 磁器皿NI類「龍□斎 籐観」
磁器土瓶 (身)ZI類「下士集会場用 J
nk   ―
7F5区3d層 陶器土瓶 (身)Cd類「寝」
』
?
，
遠
慾 ??．??4‐tr
図版130 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の陶磁器にみられる墨書
Pl_130 1nscriptions in black ink on mOdern porcelains and glazed cera■lics frOm N?r12
2E5区3d層 磁器小碗EbH17類「二□丈」
4E6区3d層最下部 朧 土fl(身)磁〕 5E-3区d層 磁器土瓶(身)EV頚「イ六号□□□土瓶J 6E2区4層
8F6区3d層 陶器土瓶 (身)Cd類「宮達□□」 9F5区3d層 陶器土瓶(身)F類「将」
10層位不明 磁器鯛徳利Ba12類 判読不能 n3層上面清掃 磁器絵具皿V類「宮城県 仙台」
5 皿B2類
9 碗特1類 星文の反対側
?
?
?
??
‐?
??
‐
?
?
寺機|:
鶴
ィffT■卜i
●
氏 趣 IⅢ
・
簸 イ
15 碗3類 高台内
(
/違
14 碗2a類 高台内
‐  ||＼
i③i
磨
鉢5類 見込        19 把手付碗4a類 底面の線書き
図版131 仙台城二の丸跡第12地点出土近代硬質陶器
Pl131 h/1odern t(Iron stOne china"frona NV112
4 皿Al類
皿B2類 底面?、．
?
??
????
??
?
．
?
?
??‐
20 把手付碗4a類 底面の線書き18 17 碗2a類 見込
3 照明傘 孔白色 F-4 3d層
復元径245 高82
照明傘 乳白色 F-4 3d層
復元径216 高59
鵡|%
? ???? ? ??
??． ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
照明傘 乳白色に縁赤
F-6 3d層
??
15 火屋 E-3 3d層
下端径36
14 火屋 G-5 3d層
下端径44
?
?
『?
20 ビー ルれ小 底A コルク
3層上面清掃 図■ 5
ビー ル膨」ヽ 底B
E-4 3d層 図417
建
??
?
???
?? ???? ?
??????
?
? ?
?
上端径23
?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
‐?
??????????????????????
?‐
1 ワインボトル大 コルクA
D-3 4層 図41■0
鋒■
ワインボトル小 底C コルクB
G-6 3d層 図41■4
飲料水瓶 底A コルクC
P-5 3d層 図41■6
飲料水瓶 底D
E-6 3d層 図■ 21
18 飲料水瓶 底分類不明
E-4 3a層 「□會社」
フインボトル大 EA
3号浦 囲■■1
フインボトル小 底A コルクAF-5 3d層 図41■5
フインボトル大 ほB
3号溝 団■■3
7 ワインボトル小 底B
F-3 3d層 底径65
|1暉
12 飲料水瓶 底B
G-6 3d層 図■■9
4 ワインボトル大
F-4 3d層
13 飲料水瓶 底C
層位不明 図■ 20
飲料水瓶 底分類不明
21 酒瓶大 F-3 3a層 底径73
20と同引日体か
?
?
? ??
?
〔 ?
?? ?
?? ?
? 【
﹈??? ?
?，????‐?‐?
霧 嬰
10 飲料水瓶 底A 王冠
E-6 3d層 図41■7
15 螂 水瓶 底E 工冠
3層上面清掃 図4122
11 飲料水瓶 底A コルクA
G-4 3d層 図41■8
1粋
隔替辞騨野臭」屯1場『73d層
19 飲料水瓶 F-4 3a層
1影線」
酒瓶大 F-3 3a層
日径27 機械栓 ??
艤
23 角洋酒瓶 E-1 3d層 口径29 24 角洋酒瓶 E-4 3d層 底辺70×40 底面「木」
図版133 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品12)
Pl.133 Modern glass implements from NM12(21
フインボトル小 底B F-5
3d層 底径66 底面「□&CO/□N」
G-4 3b層 「大日本麦酒株式日」
22 酒涌小 3層上面清掃 図■ 24
1 ラムネ瓶 E-4 3d層 口径28 底径40 器高184
「仙台浅見幻古」「比最ハ非葺品二付何レニ有之候共無断ニテ引取可申候也」
ラムネ瓶 F-6 3a～3C暦 底径45
「MANUFACTURE/BY/M ttHARA/□SAKA JAP N」
'I●
■■ ―
4 ラムネ瓶 F-43a層 「東洋鎮□」
ラムネ瓶 E-6 3d層 底徴 5
「CULASS F疋劉ЭRWケ/YAMAれ吐?し/OSA胞生JA島ヽN」
5 ラムネ瓶 E-5 3a層 「修軍御日/仙台/□」
インク瓶 3層上面清掃
口径27 底径42 器高63
9 インク瓶 E-6 3d層 口径29 FB径47
器高56 側面「CAW'S INK/SEttCHの」
インク瓶 F-4 3a層 口径23 底径38   13 インク瓶 G-3 3b層
器高49 側面「スミレ」               日径28底径44 器高54
インク瓶 E-4 3a層
口径22 底径41 器高40
インク瓶 E-6
日径21 底径38
インク瓶 E-4 3a層
口径25 底径45 器高52 底面「M」
インク瓶 3層
日径29 底径55 器高44
11 インク瓶 G-4 3C層 口径24 底径38
器高53側面KAW'SINK/1134'7」
インク瓶 G-7 3a層
倒径29 底径52 器高65 底面「M」
16 インク瓶 G-4
口径24 底径55
3b層
器高43 最大長66
17 インク瓶 F-6 3a～3C層
口径22 底径45 器高38
インク瓶 F-4 3b層
回径23 底径49 器高38 底面文様右
図版134 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品13)
Pl.134 Modern glass implements from NM12(3)
19 インク瓶 F-4 3b層
口径20 器高33 最大長59 最大幅53
20 インク瓶 F-3 3d層
側面「革インキ/大日本/東京/新光舎」
麟 鵜 辮|
!'||≒
:14士
:喜士HII    H撃絨営H豊喜妻二||
2 薬瓶大
底径62
﹇??
?
?
9譜
千PlFヽjM:品ξケ脇 も踊 とt驚70Ю
動 中 E33C層底笛 ?
t屯》
13 薬瓶小 F-4 3b層□径21底径39器高75
俣I面「健脳丸」「大阪/丹平商會製J
1 薬瓶大 E-3 3d層
日径23 底径69 器高187
5 薬瓶大 E-3 3a層
狽1面「衛戊病院/晩ヵ翠ヵJ
―●|   と,||
16 薬瓶小 2号溝
口径16 底径21 器高53 底面「AJ
19 薬瓶小 3層上rH清掃 口径14 底径21 器高61
側面「沃度丁幾J「東京/奥村製」
遠ジ
薬瓶中 F-4 3a層
底径52 器高103
薬瓶大 E-3 3a層
国径37 FE径53 器高141
7 乗瓶中 E-3 3d層
回径21 底径44 器高107 目盛有
■ 薬瓶中 E-2 3b層
伊1面「□□/□菌 」
4 薬瓶大 G-4 3a層
倒面「仙ヵ豊衛J
薬瓶中 層位不明
回径21 底径41 器高89
12 票瓶小 G-7 3層
日径17 底径32 器高69 目盛有??奮I 響
|^||||
?
?
???
?
?
?
?
14 薬瓶小 F-4 3d層
日径18 底径26 器高61 目盛有
?
?
?
＝鷲鶴
趨
V 薬瓶小 3層上面清掃
口径15 底径22 器高54 底面>内に点
18 薬瓶小 F-4 3d層
筆
?
?
?．? ?
?
?
?．|li議
鰯|
|■|  ■■―||   ||■|   |IⅢ奉罐―|拗請↑目異ラと眼宗∫畠蟹ジ翌暫箋「包1器蔀1
図版135 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品(4)
Pl135 Modern glass implements frOm NM12(4)
??
??
?
???
?
??
?
?
?
?】?
葉瓶小 F-3 3dtt El径 16 底径24
器高59 側面「なまづ□□/紀lll桃谷製」?
?
5 薬瓶小 F-5 3a層
日径29 底径35 器高55
莫瓶小 F-3 3d層 口径17
底径19 器高65 俣1面「精々薬舘J
薬瓶小 E-5 3d層
口径21 底径32 器高50
13 薬瓶特殊 撹乱 口径22 長97 幅45 厚36
側面「ラヂウム液J「RADIUMJ底面「平尾」
塩 =該
1 士
《 ジ
薬瓶小 E-3 3C層
口径19 底径16 器高36
醤:す
、と  と議,
屯評
案瓶小 F-4 3a層
日径18 底径30 器高39
議
10 案瓶小 G-4 3C層 底径26
側面「 □/ B□起J
轡
―
蔭
9 薬れ小 E-6 3d層 口径14 底径22 器高63
側面「金治水J「東京/尾澤製J
12 薬瓶小 不明 側面「排□ 」
15 薬槻特殊 E-4 3d層 口径17
側面「大學目薬J「参天室薬房」
長62幅28厚16
3d層 底径4
歳議機議基 ■
'ォ
た|.=■|■it葉手藤機読歳艤議錢蔭謹題
14 薬瓶特殊 層位不明
肩面「PATENTJ「■864」           日径21 底径22 器高48
∞ ¶
― ????????
???
?
?
16 薬瓶特殊 G-6 3層底径19X14
側面「沃度液J「東京/鈴木製J
V請炉子裔吾†へ矛塀縄愁断徹4
寧
Ⅲ
尋
18 薬糊特殊 3層上面清掃
口径14 底径14 器高47
?
?
?
―
1彎こむ麟
19 薬瓶特殊 G-4 3C層
口径13 底径13 器高71
昴請犠 騒夕仁鋭穣學羅i2島8臓3風2 31 薬瓶特殊 G-lo 3a～3C層日径12 長58 幅33 厚11
図版136 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品(51
Pl.136 Modern glass implements frOm NM12(5)
魏
風 脚
278
1 角河? F-4 3a層
底径43X32 側面「三賃堂J
5 角小瓶 E-6 3d層 日径13 長42
幅22 厚15 側面「バリカン油」
小瓶頬特殊 F-4 3dtt E径6
底面に三つ輪 輪内字有
角小瓶 G-6 3d層
底径?X34 底面桜花文内に「工J
3 角小瓶 F-0 3d層 側面「文華堂J
角河魂 G-2 3d層
口径13 底径31 器高15 側面「ASAぶ江I」
4 角小瓶 E-5 3d層
底径?X27 底面「714」
6信分停置二5給場濯希権も√36 7
?
?
蜜:鍵摂謂熙T:鼠〉織 講邑ЖttA TOKYO」
15 広口瓶 E-2 3b層 日径54 底径55 器高38 底面「2」
小瓶類特殊 G-6 3d層 底径50
底面に三つ輪 輪内字有
13 広日瓶 E-5 3a悟
口径39 底径42 器高45
16 広口瓶 E-2 3b層 口径39 底径43 器高50 底面「帯」
12
3b層 口径52 底径5
|||| ||, ||I I
19 広回瓶 E-6 3b層 回径52 底径54 器高45 底百「3」
図版137 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品(61
Pl 137 Modern glass implementsとOm NM12(6)
F-4 3a層
長57幅25厚14
些__lr
■ 小瓶類特殊 F-2 3C層
口径27 長176 幅55 厚28
側面「CENUINE INDIAッ13URRIE印釧VDER」
14 広日瓶 F-3 3d層 底径47
17 広日瓶 3層上面清掃 器高46
側面「□日商標/ロマト糊/□B製J
側面「レコー ド」
18 広口瓶 E-2
蓋物雷 F-4 3d層
口径60 底径61 器高17
ミニシャー レ F-3 3d層 日径45 底径45 器高17
底面「武井寵二J
2 藍物身 F-4 3d層 底径60 器高36 3
亀 _       ilt::::】 ,
底面賦井経 手
33d層口径46底径46器高20
ミニシャー レ F-6 3d層 日径46 底径46 器高13
底面「武井龍三」
7 ミニシャー レ F-7
底面「武井龍三」
轄 11'|||― 
―  ‐ i
3b層 日径45 底径46 器高19 朱肉入れ身 F-4 3a層
口径22 底径24 器高08
ミニシャー レ C-3 3b層 底径46
底面「武井寵二J
10 朱肉入れ蓋 F-5 3C層
日径25 底径25 器高07
14 特殊容器 G-5 3C層
|||ヽ
合子 G-5 3a層
国径42 底径44 器高13
12 特殊容器 G-6 3d層 底径95 底面花文 13 糊栗容器 E-6 3d層
16 特殊容器 F-7 3d層 17 特殊容器 F-6 3a～3C層
■ 特殊容器 F-7 3d層
15 特殊容器 F-4 3a層 最大径47
コップ E-4 3a層
側面「カブトビー ル」
?
?
20 コップ類 E-3 3a層
彩絵花文
21 コップ類 F-6 3d層
グラヴュー 〃檀物文
18 剣型コップ F-4 3a層
曰径73 底径54 器高92
――ャー ・、
善
纂
"房サチ響L脇文士i写同一酢?路!絲蛇姦313単目99
図版138 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品(71
Pl138 Modern glass implements from NM12(7)
1 イ?類 E-5 3d層
側面「日成病□」
3 小瓶類 3号溝
側面「日生ヵ舎□」
4 小瓶類 G-6 3a～3C層
側面「小谷ヵ 」
5 月憾  E-2 3b層
側面「日油」
6 小瓶類 F-3 3d層
側面「□貫堂」
7 小瓶須 F-4 3d層
底面「金庫」
8 小瓶類 H-1 3層
底面菱形内に「H」
12 汀?類 F-3 3a層
底面「ロラロ」受熱溶融
IIIIIIIII=,||||||
16 栓(無色)F-7 3d層
径42 日径26 言2R
9 小瓶類 G-1 3a層
底面「改ヵ」
1速
13 小瓶類 表採
側面「SR 」
H雀緒っ娯~為内掌署層? ? ??
?
コ縛日采「夕火3∫層 bど響拝I,「4開層
?
? （?
17 栓(無色)F-5 3C層
径40 日径18
21 栓(茶色)E-1 3a層
径34 日径22 高24
18 栓(無色)E-2 3a層
径24 日径29 高38
22 栓(茶色)F-6 3a～3C層
径24 回径11
19 栓(無色)F-5 3C層
径18 日径14 「S」
23 栓(緑色)F-5 3d層
径18 日経19
20 栓(無色)2号溝
径11 日径07
24 栓(無色)E-6 3d層
径41 日径23
図版139 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品(3)
Pl.139 Modern glass implements from NM12(8)
10 小瓶類 E-4 3C層
底面「□M/2566」
???
?
『
?
…
?
? ??
?
? ? ? ?
?? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ?
? ? ?
??? ? ? ?
3 蠅取り F-6 3d唐
7 極小円板 E-2
n ペン先 F-4
F-3 3a層   16 カバ ガーラス G-7 3a～ Ctt  W 灰色ガラス F-3
26×23X01               35×39X02
弊
=1'・・ .‐ .・ '∵
¨
?
?
????????????????????
??
?
? ?? 〓?? ???，? ?
??
13 厚板方 区不明
―』 4 厚07
青色ガラス瓶 G-4 3d層 底径24
側面「日肥肉期 「 盛ヵ大堂」
14 厚板円 H-6 3a～3C層 厚07
?
?
釣諦千旨羹堵泉躙蟻鋤・7陛21絲D
22 青色ガラス瓶 F-4 3a層 口径14 底径23 器高40
側面「目要一方水」「邑日資生堂」
図版140 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品(9)
Pl.140 Modern glass implements ttOm NM12(9)
18 青色ガラス瓶 E-3 3d層
日径29 底径68 器高208
282
韻11
膏色ガラス瓶 E-3 3d層
口径13 底径21 器高83
2語街緞まFI彗避掃導登J口徴3店御2X16縮6 言色ガラス瓶 F-4 3d層口径30 底径?X29 器高■ 3
側面「岳陽堂/平尾製」「登録商標ダイヤモンド」
4 茶色ガラス瓶 F-5
底面分飼形文
口径24 底径25 器高77
9 茶色ガラス瓶 E-3 3a層
日笛 5 底径47 器高70
6翻ぞ脇 3神醐 7
Ю締ィラ台聾,s属∫3a～3C層
7認『催3`墓高:∫層
橙彊F『鶴7ち~乱面預ル昇τ1912 茶色ガラス瓶 F-5 3a唐日徴 2 底御 1 器高24 3a層 14 緑色特殊容器 G-3 3d層 ??
?
??
???
?
?
?
?
?
16 赤褐色ガラス瓶 F-2 3b層 日径29 V 赤褐色ガラス瓶 F-2 3C層 底径69 18 乳自色ガラス瓶 E-6 3d層
回径41 底径46 器高46
22 乳白色ガラス瓶 E-2 3d層
日径64×44 器高10
「SANITARWT09TH‐働略TE」
図版141 仙台城二の丸跡第12地点出土近代ガラス製品10
Pl141 Modern glass implements from NM1210
■lilllllllll■|
19 乳自色ガラス瓶 E-5 3a層
日径35 器高35 上面「CR勘し/LAIT」
繍
20 乳白色ガラス瓶 E-6 3d層
口径53 底径55 器高28
班諮
'Fそ
金欝4E票旨lfc層
謬「鶴姦亀露8鴇錫恥:留6
茶色ガラス瓶 F-5 3a層
日径19 底径26 器高87
13 茶色ガラス容器 E-
器高39
23 乳白色ガラス瓶 E-6 3d層 器高18
283
??
?
?
?
?
?、
??
?
?
?
?
? 硯 G-3区 3C層
季写苫つラ慧占日/獲舌兵∫鞠ィtBは争か朔
観 E-3区 3a層
77X?X13
裏面「佐ヵ 」
4 硯 F-8区 3b層
138X63X20
裏面「第二中隊四既/佐藤要功」
9 硯 C・D-2区 3号瀦
123X77X18
裏面「三四ヵ」
硯 E-3区 3d層
150X75X22
裏面 日‖村氏」
10 硯 E-6区 3a層 123×64X19
左側面「□既」
硯 F-1区 3d層
148X76X23
裏面「今勘吉」
硯 G-10区 3a～3C層
100X64X18
裏面「第□B□弐班佐藤精次郎」
8硯 1謙
78X47X14
緬 「2ヵ」
7
■ 硯 F-5区 3d層 136X76X20
左側面「□日日□佐々 木重之防」
F-4区 3d層
「圏 重期
12 硯 F-8,9区 1号溝 B9X61X20
右側面「丁ヵ―ヵl
??
?? C・D-3区 3号溝
「貸」
13 硯 1封薄 124X78× 21
右側面 疇こノ到
16 印鑑 F-3区 3d層
長41、径06 隠鶏「出」
〕
?
V 石霊3 F-5区 3a層 18 石筆9 E-3区 3d層 19 石筆18 F-5区 3d層 20 石筆21 G-3区
長49、径06     長53、径06     長36、径07     長89、径06
図版142 仙台城二の丸跡第12地点出土近代石製品
Pl.142 Wrodern stone implements from NM12
?
??
?
?
??
?
??
d層 21 石筆28 5層上面石敦層
長39、径07
箸 E-3区 3a層
断面円形 長159℃m 径05伽
2 署 G-5区 3d層
断面方形
長16 6cm 断面辺長0■m
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?‐
?
??
?
??
??
?
箸(組合せ)G-6区 3d= 4 箸(組合せ・下端は鉄製)
断面円形 長6‐em 径O Scm    E-2区 3a層 断面円形
長7 9cm 径0 5cm
IA3C3 東  dtt  IA3C4 3層
130X10Xl l     12 2X1 0Xl l
刻印15087
IA3d2 3上面  IA3d3 3a～3C
13 0Xl l×12    130×1 0Xl l
刻印15092      狙印15060
ブラシ F-6区3a～9c層
長13 6cm ブラン部幅1&m
柄部幅1 9cm
IA3il 東3d層
117X09×10
???
???
以下、図版148まで歯ブラン。
写真下の注記は、下記の通り。
・分類  .出上場所
,法量 長さXブラシ部幅X柄部幅
()内の数値は現利檀
単位はcm
。刻印の拡大写真の図版番号
IA3d4 3a層  玉A3e1 3a層
118×1 0Xl l     14 2Xl lXl l
刻印15096      刻印15063
lA3a1 3層   IA3a2o 3a～3C
143×12X13    19 9XI I×12
刻印15069      刻印15079
IA3b3 3att   IA3CI 東3 d tt  IA3C2 3a層
118×10X09    146X12X12    13 3Xl l×12
刻印14939      刻E「11932      刻印14913
姑 雄 仰
螂 Cす
部 評
/C ttf歳1∵
層
鰍 f撒1∵
層
IA d1 3a層
138×10X13
刻印15062
蘇隷 鋲
ザ
層
す緯 !刈
ぴ 泳 f徹1サ
面
豫 &振1∵
層
肌 簿 徐 lΥ
層
嶽 角「
∵
層
図版143 仙台城二の丸跡第12地点出土近代骨製品・歯ブラシ(1)
Pl143 ?生odern bone implements and toothbrushes frona NM12(1)
??
?
???
IA312 3att  IA3' 3a～3C  IA3X1 3a層
133X09X10    144×1 lX1 0    19 4×1 lX1 2
刻印14949      刻印15086
???
?
?
?
??
IA3X2 西3d層
140X10X10
IA3X4 3a層
131X10X12
?
??
?‐
?
?
?．
?
?
?
?
? ?
?‐
?
?
??
?
?
?
?
】
?
IA3X6 3a～3C  IA3X7 3a～3
13 5Xl l×11    143X12X12
IA3X8 3a～3℃
126X09X08
IA3X16 3att   I A3 X17 3a～3C
13 5Xl l×12    136×I IX1 2
lA3X9 3a～3C IA3 X10 西3 d tt IA3X■ 3層
148X12Xl l    13 6X1 0×10   140X10X10
刻印14933                 弗印15093
I A 3 X12 東 3 d tt I A 3 X13①西3dtt IA3X悧9 不明
49X10Xl l    14 3Xl lXl l   (101)X― X12
刻E「15076                  刻印14914
I A 3 X14 西3 d tt  IA3X15 3上面
145X10Xl l     l1 4×12X13
IA3X23 3Ctt  IA3X24 3a層
(98)X―l l    (110)X―×
刻印15097      刻印1196
I A 3 X32 西  d tt IA 3X33 3a～c
l19X09×10    128X10Xl l
刻印1197
IA3X18 3層   IA3X19 3att  IA3X20 3a層
133×1 lX1 2    14 0×10X12    93×―X13
刻印15078
IA3X21 3a～3C IA3X22 3a層
(95)X―13    (86)×―×10
刻印15080
す雛 許
汁
面
満 世 府
帽
脳 世 ギ 甲 泳 除 1サ
面
赫 酢
辞
媚
脇 ギ 0鰐
層
肌 希 散 評
蠣
図版144 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯ブラシ12)
Pl144 Modern toothbrushes from NM12(2)
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I A 3 X34 棄  d tt IA3X35 3層
135×1 0Xl l     12 6X0 9×09
IA4h2 3a～3C IA4i 3上面
150X13X12     13 7Xl lX1 3
刻印14934
IA4q 3a～C  IA4r 3a層
137X12×13    136X10X10
IA X36 3att  I A 3 X37 西3d層
(133)X10Xl l   lo 7×09X09
刻印15058
??
??????
?
IA3X38 3上面
152X12X12
刻印14919
IA4a3 3a～3C
131×12X12
刻印1498
I A3X39 東  dtt  IA4a1 3a～3C IA4a2 3上面
153X10×09     143X12X12     135X12X12
刻印15052      刻印1491
IA4b1 3a～3C IA4b2 3a～3C IA4C 3a～3C  IA4d 3上面
労帯温絆3 錫齢謙評2 努ボ碓:?2 挑帯謙浮o
IA4e1 3上面  IA4e2 3上面
143X12X13     142X12×12
lA4f 西3 dtt   IA4g 東3d層  IA4hl 東3d層
149X12×11    17 0Xl lX1 2    15 6X1 3X1 5
刻印15064
IA40 3a～C  IA4p 西3d層
145×1 lX1 2    14 0×1 lX1 2
刻印14926      刻印14943
IA4V 3Ctt   IA4Xl 西3d層
105X10×1     144X10X12
刻印14922
IA4j 3att    IA4k 東3 d tt  IA41 3a層
12 6Xl lXl l    14 4×19×11   131X10X13
刻印14925
IA4m 東3 dtt   IA4n 3b層
50X12X13     132X10X12
刻印15094
艤 角F∵
層
艤 |を
評
蠣
姉 雑 み
P媚
艤 |が
ザ
層
脇 比 夢 1甲
図版145 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯ブラン(3)
Pl.145h/1odern tOothbruttes from NM12(3)
IA4X2 3a～3C IA4X3 3上面
(102)X―×1l   H 6X1 2X12
刻印14941
???
?
?
?
lA4X4 3att   IA4X5 3層
14 1Xl l×12    13 9Xl lX1 3
刻印15072      刻印14942
IA4X6 att   IA4X7 3a～3C IA4X8 1号潜
(105)X―13   146X12×13    150× lX1 3
刻印15095       刻印150101
IA4X9 東3 dtt IA4X10 3a層
14 4Xl l×13    145× 0Xl l
IA4 X17 東3 dtt IA4 X18 東3 dtt I A 4 X19 東3d諷
(110)X―X13   (103)X― X10   (100)X―X12
刻印15073      列印14929
I A 4 Xll 東3 dtt IA4X12 3a～3C IA4X13 3a～3C
t37X12X13     147X12X14     143X12X12
刻印1492       刻印14924      刻印14936
I A 4 X14 粟3 d tt I A4 X15 東3 d tt IA4X16 3C層
(98)X―15    ( 01)×―X15   (99)X―X12
刻印14927                  列印14928
IA4 X20 3att   IA4X21 1号清  I A 4 X22 不明
(102)X―13   (105)X―X12   (105)X―X14
刻印150100
IA4X23 3att  IA4X24① 3号溝
(10D×―X12   (107)Xl lX1 2
刻印14910      刻印15054
?
???
?
?
?
??
????
?
I A4 X24② 3att IA4X24③ 3層  IA4X25 3a層  l A4 X26 3a～3C
(73)×12X―   (96)X―X13    146X13X14    140X12×13
刻印15055
IA4X27 3層
137X10×12
刻印15082
I A 4 X28 東3 dtt IA4X29 3上面  IA4X30 3att  IA4X31 3a層
145×1 lX1 2    14 1X1 2X1 2    13 7Xl lX1 3    13 9X1 2X1 3
刻EP150 66      斑印15070      刻印15061      刻印14915
4X32 3a～3C I A 4 X33 粟3d層
13 8 l lX1 4    14 2X1 2X1 2
刻印14916      刻印14920
IA4X34 3att  I A 4 X35 東3d層
14 Xl l×11   (120)Xl lX1 2
刻印14946      刻印15088
図版146 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯プラシ14)
Pl.146 Modern tOOthbrushes from NMl塞4)
?
??????
?
?
?
?
． ．．
?
?
? ? ?
??
?
?
．??????
．???? ?
? ? ? ? ?
????
IA4X36 3a層
(104)X―X14
IA4X44 3層   lA 4X45 3a～3C
139×10X13    134X10X10
刻印14945
IA4XV 3a～8C IA4X38 9a層
(101)X―X14   (lo l)X―X13
I A 4 X46 東3 d tt IA4X47 3a層
127X10X10     14 2Xl lX1 2
刻印14950      刻印14930
I A4X39 3btt  IA4X40 3a層
(105)X(09)X12 (lo 4)×一X13
刻印11944      刻印15077
Ltl濯続lla層 絵1濯xi;～3C tttt除爵3d層
刻印149■                  刻印H921
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
??
?
?
?
I A4 X48 3att  I A 4 X49 西3d層
12 6Xl lXl l    14 9×11×13
3 dtt  IA4X51 3a～3C IA4XV 3a～3C
13 3Xl lX1 2   (112)X―X14
?
‐?
??
??
??
?
?
?．
?
?
??
?
‐?
?
I A 4 X53西3d層
(143)X12X22
IB3b2 東3d層
131X(08)X10
刻印15090
IB2a 彊3d層
138X08X09
IB3C 3a層
143X10X08
IB3a 3C層
14 4Xl lXl l
刻印14937
IB3d 西3d層
148X10Xl l
IB3b【① 東3d層
14 6Xl l×11
刻印14937
IB3bl② 3層
(105)X―X10
刻印15099
IB3f 3a層
148×10X10
刻印11948
IB3e 西3d層
142X10X12
図版147 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯ブラン(5)
Pl.147 Modern tOOthbrushes frOm NM12(5)
?
?
?
?
?
?
??
?
??
??
．?
IB3Xl 西3d層
14 8Xl lX1 2
HA3a 西3d層
149× 11×3
IIA 4 C 東3d層
143X06Xl l
刻印14931
IB3X2 西3d層
131X09×11
IB3X3 ピット3
(101)× (09)×12
HA3C 3a層
144X10×10
肛Xa 3a層
87X―X10
IB4a 西3d層
163X13X13
IB4b 西3d層
14 1Xl lX1 2
肛A4a 東3d層
14 4Xl lX1 2
刻印15091
IB4C 西3d層
13 8Xl lXlと
HA4b 3a～3C
13 8Xl lXl l
刻印14986
ⅢA3b 3a層
(127)X09X10
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
―
?
?
?
?
?
?
?
」
―
?
??
オ |||||!||.:|
?
―‐―‐
?
?
IA3d 西3d層
(121)X―X09
IIA 3 b 3a層
14 2Xl lXl l
1lA 4 d 3a～3℃
145X12X12
刻印14912
3(lXb 東3d層
(80)X―10
刻印15057
ⅢA3a 3a～
123X―×10
IX6 3上面    竹製 3a～3℃
(69)X―l l    13 4X0 9X0 7
刻印14918
:|||||||||||||||||   ||||||||||||||||||
たち,xぜ黒  古為子×ど?  品,xど謡 [持|×乳島  洛指,x義甲
列印15089      刻印14917      列印15085      刻印15074      刻印14947
図版148 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯ブラシ(6)
Pl.148 Modern tOOthbrushes frOm NM12(6)
ⅢB3a 東3d層
153X10X10
l IA4a2「Exta Ane」       2 1A4X ll「Exta ttne」 3 1A3a2②「欧ta Hne」       4 1A3a3「Extra ttne」
5 1A3fl「政tra Ane」
10 1A4X23「Exta Flne」
13 1A3C2「EXTRA FINE」        14 1A3X13②「DttRA FINE」        15 1A4X31「EXTRA FINE」         16 1A4X32「paRA HNE」
17 1X2「FttTRA HNE」
21 1A4X43「Ⅸatt HNEl 23 1A3X29 匹 IRA HNE P……」
29 1A4X18「SUPERHNE」
37 1B3bi「日 SUPERFINEl38 1B3a 「日 SUPERHNE」 39 1A3b3「Super ane」 40 1A4bl「Stlper Fine」 41 1A4X2「Super FIne」
42 1A4X5「Super Hne」 43 1A4p「suPIER FINEl44 1A4X39「SUPIR FINE」45 1A4X45「SUPERHNE」
48 1B8f「SUPERFINE」 49 1A3,「SUttR HNEJ50 1A4X46「SUPER?」
図版149 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯プラシの刻印(1)
Pl.149 Seal impressiOns On modern tOOthbrushes ttom NM12(1)
6 1A3X24「Extra Flne」 7 1A3X33「Exra FIne」 8 「A4a3「Exra Hne」
11 lA4X41「Extra nne」 12 ■A4d「Exta FIne」
18 1X6「EXTRA HNE」 19 1A3X38「EXTRA HNEj
22 1A4Xl「欧ta ine 」
25 1A4k 「SU斑颯HNE」
33 1A3X9「SUPIRFIN劇
30 1A4X47 1SUPERHN刷31 lIA4C「SLIPERHNE」
34 1A4h2「SUPEItFINE1          35 11A4 b「SUPERHNEl 36 とA4X13「日 SUPERFINEl
O IA4C「Extra Hne」
20 1A4X38「ⅨTRA HNEj
24 1A4X12「EXTtt HNE Rsain SeFecOOn」
28 1A4X16「SUPERHNEj
46 1A4X34「SUPER HNEj
47 1X5「SUPER FINEl
291
. I      BI.I
57 ⅡXb「TRADE E MARK」
52 1A4al lT盈 りE E MARK」 53 1A4d 「TRAljIE tt MハRK」 54 1A4X24① 「TRADE tt NIARK」55 1A4X24⑤ 「T馳りE E MARK」
58 1A3X36「TRADE tt MARK」59 1A4b2「T馳りE tt MARK」
61 lA4X30「TRADE E W閲弧」 62 1A3dl「THE Well Made QUALITY」63 1A3el「THE WdI Made QLALITll
64 1A4g「HNE QUAコTrJAPAN」 65 1A4S 「FINE QbЩ」TY JAコNヽ」 67 1A4t2「FINE QUALITY、せぷ」
69 1A3al 「、vARRANTED」 71 1A3X25「W劇縣ANTElj」
73 1A4X17「SPECIALミRヽRANTED」 74 1X4 「CHERUB」 75  1A3b2 「CHERUB」
77 1A4X40「Bett Qu』i,」 78 1A3X20 「GraceれЛ」
81 lA3X]「・EЫSUBMN9 mADEM肛【蜘  82 1A4X27「SUPtt QUALITY」
85 1X3 「THE KINSUKE」 86 1A3Xl「くSZ>NEED O」 87 1A3C3「HNttUALITYl
89 1Xl 「TOKⅥ3 NI■ON」 90 1B3b2 「THE IVORY FINISIJ91 ■A4a 「suPER10R QUALITY」
94 1A4n「ミカド精品」 95 1A4X6「The ttnquerorJ
98 1A3h「SUPIREURE」 99 1B3bl「日」 100 1A4X21「E」
図版150 仙台城二の丸跡第12地点出土近代歯プランの刻印(2)
Pl.150 Seal impressions on modern toohbrushes tom N?112(2)
72 1A4X4 「ⅢVarrantedJ
76 1A3X12「Best Qua?サ」
80 TA3X22「“EBISU BRAND"J
84 1A4X50「QbttY」
88 1A4X35「MADE IN JA励(N」
92  1A3d2 「ENIINENT」 96 1A3d4「HYGENIC」
66 1A4ti 「FINE QUALITY JAPAN」
「FINE Qも(ITY JAPAN」
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97 1A3X23「Tokyo Japan」 101 1A4X7「日」
0●0●
1, 治平通費(蒙書)
F-3区 3d層
外径:232皿、穿径:69m、重量:26g
00●0●● 00
5 寛永通費(新寛永)
F-3区 3d層
外径 1 23 8nc、穿径:61m、重量:26g
2 寛永通費(新寛永)
1号浦埋i
外径:23811m、夕径:G7mm、重量118g
3 寛永通費(新寛永・四文銭)
1号溝埋土
外径:―Ш、穿径 :―IIm、重量:―g
4 寛永通費(新寛永・文銭)
E-4区 3d層
外径 :25 1mm、穿径:59価、重量:30g
6 寛永通費(新寛永)
F-3区 3d層
外径:24 3mm、穿径 :6 2nII、重量:19g
7 寛永通費(新寛永)
F-3区 3d層
外径:236m、穿径:6 1mm、重量:24g
8 寛永通費(新寛永)
F-3区 3d層
外径1 24 4mm、穿径:58m、重量:32g
10 寛永通費(新寛永?)
F-5区 3d層
外径:231m、穿径 :6 8mm、重量 :―g
■ 寛永通費(新寛永)
G-2区 3d層
外径:228m、穿径:7 3mm、重豊115g
12 寛永通費(新寛永・文銭)
G-2区 3d層
外径 :24 6mm、穿径:58m、重量:32g
14 寛永通費(新寛永)
G-5区 3d層
外径1 23 7mm、穿径:62m、重量 :―g
18 寛永通費(新寛永)
F-4区 3C層
外径 :22 7mm、穿径:6 7mm、重量:17g
15 寛永通費(新寛永)
G-5区 3d層
外径:23011m、穿径 :6 4mI、重量:32g
19 寛永通費(新寛永)
G-4区 3a層
外径:―mm、穿径:66m、重量 :―g
16 寛永通費(新寛永)
G-5区 3d層
外径1230画、穿径:62血、重量:29g
20 寛永通費(新寛永)
試掘区 3層
外径:228血、穿径:6 5mm、重量:22g
22 表龍五銭銀貨(明治10年)
E-2区 4層
外径:15 0mm、重量:13g
26 -銭銅貨(明治V年)
1号溝埋土
外径 :27 8mm、重量:70g
23 二銭銅貨(明治14年)
E-4区 3C層
外径:316Ш、重量:1378
27 -銭飼貨(明治17年)
1号溝埋土
外径:27 7mm、重量:67g
24 -銭銅貨(明治7年)
G-10区 3a～3C層
外径:279m、重ヨ:69g
28半銭飼貨(明治10竹
D-3区 3a層
外径:222Ш、重量:32g
30 半銭飼貨(明治19年)
試掘区 3層
外径 :21 8mm、重量:34g
31 半銭銅費(明治20年)
E-3区 3C層
外径:22 0mm、重豊:35g
図版151 仙台城二の丸跡第12地点出土銭貨
Pl151 Coins from NM12
O● 0●● 0●
9 寛永通費(新寛永)
F-4区 3d層
外径 :22 7mm、穿径:6 8mm、三昌:―g
13 寛永通費(新寛永)
G-2区 3d層
外径i22 0am、穿径 :6 4at、重量:22g
17 寛永通費〈新寛永・四文銭)
G-8区 3d層
外径:28 1mm、穿径 16 3mm、重量:47g
21 文久永費(略宝)
F-3区 3d層
外径:26 6mm、穿径165m、重量:36g
25 -銭銅貨(明治10年)
E-6区 3d層
外径:280m、重宣:69g
00●|●-0●● ●
o●e鬱 ● 0
。。●0●●
0●⑤O④簸 ● 0
00● ● 0●
29 半銭銅貨(明治13年)
F-5区 3C層
外径 1 22 0mm、重量:32g
??
|1歳与
台桂品獣旨『舒濡盈卜山に武田菱文
ホウロウ容器重 F-6区 3a層
最大径7 0cm 高4 1cm
丸型容器 E-5区 3d層            8
径4 1cm 高0 7cm
蓋上面「清イ研/登録翻票/TRDE MARK/高木」
2 皿 ピット3 日径18 1cm 高3 1cm
5 角型容器 E-4区 3a層 幅85×6 3cm
現伏高5 3cm 上面に鳥文・側面に丸にK
杷子付き碗 D-3区 3a層
口径H7X80cm 底径86×8 0cm 高66卿
角型容器 3層上面清掃 幅50X34cm
高1 4cm 上面「t丹」町intan」
丸型容器 E-6区 3b層
径3 2cm 高0 8cm
蓋上面「登録商標/龍禽散」
丸型容器露 D-3区 3a層
径30～35師 高03m
董上面「登録商標/寵角散」
14 酒瓶蓋覆い E-4区
刻印「特許第二五〇 」
10 酒瓶蓋 F-5区 3a層
径2 9cm 厚0 3cm
上面「毘爾斯/ピルス」
3a層     15 置瓶蓋覆い E-5区 3d層
刻印「高木興兵衛 」
王冠 E-4区 3a層
径2 9cm 厚0 7cm
上面「XIRINキリンビールBEER」
認識票 試掘区 3層
47X34X01cm
「ニノー /輪監//1四」
王冠 E-4区 3a層 径29師   13
厚0 8cH 上面「浅見酒迎古真法ヵ
輛 ЩMISAKE BR3WttY・SEND側」
工冠 3層上面清掃
鶴 Ocm 厚0 8cm
上面 星印内に◎ 文字は不明
認識票 試掘区 3層
45X33X01cm
「二師十一補輸/番―八人」
18 認識票 E-2区 3b層
44×33X01cm
「二軽稿/番四七三五J
?
?
??
?
?
???
??
19 徴章 D-3区 3a層  20 徴章 3号溝
上下2 5cm 左練 6cm     星部分の上下2 9cm
左右3 0cm
23 徹章? 3層上面清掃
上下4 1cm 左右3 7cm
24 メグル E-3区 3a層 上下4 1cm
左右3 5cm 厚0 3cln 表「CHハふ狂PЮNSHIP」
図版152 仙台城二の丸跡第12地点出土近代金属製品(1)
Pl152 Modern metalimplements from NM12(1)
25 ベルト飾り? F-4区
上下5 7cm 左右4 2cm
21 徴章 F-4区 3a層
数字部分の上下2 1cm
左右1 2cm 厚0 2cm
3d層
「G00D LUCK」
??
???
?
?
?
?
‐
26 火箸 (銅?)
3層上面清掃
長20 2cm 棒状部径0 4cm
27 火箸 (銅?)
F-6区 3a～3C層
長21 lcm 径0 5cm
大警 (銅?)
1号堀
長22 0cm径0 5cfII
29 火箸 (鉄)      30 失箸 (鉄)
G-6区 3 dtt      G-6区 3d層
長25 0cm 棒状部径0 5cm  残存長218帥 棒状部径0 5cm
31 火箸 (鉄)       32 耳掻き (合金)
F-6区 3 d tt       F-5区3C層
長263w 棒状部径0 7cm   長66℃m 頭幅0 4cm
33 バック,レA       34 バック,レB
こ〒チ鷺誓5.m  呈平f鷺望堰飾
40 帯金状 (合金) F-6区 3d層
上下幅1 5cm 残存長2 9cm 厚0 1cII「3日」
35 ノ｀ック,レC         36 バックルD
F-6区 3d層      1号溝
上T22cm 左右2 0m    ttT2■m 左右1961
37 パックルE      38 バックルF      39バックルX
E-2区 3 dtt      F-6区3a～3 Ctt    E-6区3d層
上下2f」tm 左叔 lcm    上下3 0cm 左右2 6cm    上下4 3rm 左右33帥
「軽こ」
43 靴底金具小 D-3区
3a層 23×66×0 2cm
g a ttc3
牡
麟 8ド輻 lX0 8fm¶峠 謂 0鯨
お
鈴 隷 0飾
?
?
?…
?
?
?
?
?
?
?
―
雛誓
?
?
?
?
?
????
?
?
?
??
?
???? ?
????? ?‐
50 析れ釘E
F-7区 3d層
長12 0cm 頭19X12cm
55 機構栓E G-9区
3a～ 3C層 栓高3 2cin'径2 7cm
44 析れ釘A        45 祈れ釘B
G-10区 3a～3 Ctt    E-3区3a層
長7 0cm 頭25X06卸    長■3m 頭13X09cr
41 帯金状 (鉄) E-4区 3C層
上下幅1 lcm 残存長6 4cm 厚0 4cm「 NECI J
42 靴底金具大 F-6区
3a～3C層 72X73X02cm
税榜性B F-8区          53 機榜栓C 3層上面清掃
3d層 栓高3 0cm・径2 6cm        栓高2飾,径2 6cm
54 機械栓D 3層上面清掃
栓高2 rxm・径2 6cm
図153 仙台城二の丸跡第12地点出土近代金属製品12)
Pl.153 Modern metalimplements from NM12(2)
機械控A F-6区
3a～ 3C層 栓高3 1cm.径26枷
5貪規麓3a層
8 ベル ト4頬
亀尾上面清掃
14縁
量高4区 3a層
力」
図版154 仙台城この丸跡第12地点出土近代皮革製品(1)
Pl.154 Model■leaher articlesとom NM12(1)
8 ベルト2類F-5区 3a層
6 ベル ト3類E-6区 3a～3C層
O ベル ト4類の付属品
籍丸子内注Sa層
互寧警溝C選更張
「KIOTO/YAMAMOTOSI」
“輻 転 岳4樫 ノニ/サ剛
2∝
禽学身岳6督 キロ則  
独
烏争亀野3哲 セ判
】 靴
長死炭暴難if～9C層
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
4 ベル ト2類B-5区 3層
タ ベル ト4類
罷ぁ3区 3a層
10 リング状
鼻羅乱子内違酵、厚5
16 名なし1
亀軍売冒F等ィ」
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22 名札7
G-7区 3層
52X17X3「原四J
名札13
E-3区 3a層
31X17X3「タカJ
34 名札19
F-4区 3a層
28X17X2 「B」
52名相 4
F-6区 3a～3C層
58X24X4「ハヤヒ」
23 名札8
E-2区 3a層
43X15X2「スサユ」
24 名札9
F-2区 3a層
25X14X2 f福内ヵ」
25 名札10
D-3区 3a層
42X23X5「/Jul
E-4区 3a層
S3X18X3 「ヤハキヵ」
37 名札21
E-5区 3a層
53X17X4 随藝好J
43 名本L27
F-5区 3a層
51X32X3「―ノ三井上」
26 名札■
0-3区 3a層
39X20X4 「大」
名札17
F-4区 3a層
10X18X3欧剰
33名4L22
E-5区 3a層
36X25X5「小円
27 名札12
E-3区 3a層
43X15X3「スサユ」
33名A18
F-4区 3a層
32X20X2「山形」
39名4L23
E-5区 3a層
69X14X3「夜日」
名札16名札
“D-4区 3a層
38X15×4「菅三ノー 」
30 44L15
E-4区
53X19X2
??
35 名札19裏
に ヵ」
86名t20
E-5区 3a層
47X21X3 「損充」
42 名本υ6
F-5区 3a層
44×22X5「シヨ」
??
?
?
?
‐??
?
?．?
45名他曖
「D・fた」
40 名札24            41 名札25
E-5区 3 att          F-5区3a層
55 2ヽ0x4「2ノ2/インカキ」  53X13X3「什―」
46 名札29
F-5区 3a層
44X9X2「角田大吉」
50名■32
F-6区3a～3C層
30x31X4「ニヨ」
56 名4L37
G-6区 3d層
38X25X2「菅」
51名構3
F-6区 3a～3C層
44X16X3「三ニスロキ」
57 名488
層住不明
40X21X3 丸に三本線
47 Z4t30           48 名札30裏
E-6区 3a～3C層       「一ノ三角田」
64×31X5「ニノー /ヒロロ」
53名憎5
F-7区 3a～3C層
34X18X3「アイ」
54 名オL36             55
E-2区 3d層
48X18X2「八人用」(朱書)
e  t
O    qフ
●    も
49名札31
E-6区 3a～3C層
38X24X2「長力」
???
図版155 仙台城二の丸跡第12地点出土近代皮革製品(21
Pl.155 Modern leather articles from NM12(2)
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漆椀身 3層上面清掃
外面黒地に金で草花文・内面単
下駄 ピット7
229X(86)×32c隔
湊梼身 E-2区 4層 外面黒・内面朱
日径■ Ocm 底径5 3cm 器高50帥
11桶・樹則板 E-5区 3a層
長20 9cm 幅5 2cm
焼印「輯二大正三年四月製J
3漆椀蓋
内面朱
1号堀 外面鼻地に朱で売に花菱?文
回径9 9cm 現存高3 0cm
下駄 2号浦
193X78X18cfF
下駄 3号潜
228X86×2 3cr ?
?
???
?
‐?? 下駄 層位不明
175X83X38cm
金鶴候 F-8区          lo 桶・博側板 1号堀
3a～3C層 500×253X18cl      現存長19 5cm 幅5 4cm
片面全体に黄褐9寸着物         焼印「雲」
|    ―
14 ペン軸 F-4区 3a層 長14 9cm 径1 0cm
刻印 麦形内に「SA」「SA PENHOLDER」
お
究絆 .E面諾 M鳩 岳 屍 緞 l御
面
16 ペン軸? F-5区 3a層 長6 1cm 径1 0cm
刷毛 E-5区 3a層
130X49×1 lcm
先瑞付通瑚旨状付着物
18 印鑑 G-6区 3層    19 不明 お多福?の彫刻
断面精円形長5的m長径1 lcm  E-5区 3a層
印面「大ヵ吉ヵJ         134X102X2■m
13 用」毛 E-2区 3d層
(115)X58X25cm
17 印鑑 3層上面清掃
長4 2cm 径1 9cm
刻書「ニノーJ
20 栓 H-4区 3層
長31帥 笛 3cm
上面焼印「皇ヵ」
図版156 仙台城二の丸跡第12地点出土近代木・竹製品(1)
Pl,156 Modern wooden and bamboo implements from NV112(1)
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21 匙 3層上面清掃
幅2 6cm 厚0飾
糸巻? 3層上面清掃 断面剖二形
掲色附着物有 168×58×2 9cm
28 箱状製品 F-7区 3a層 148X64×0廟
焼印「□□□□/八木橋愛宕宮」
26 把手の握り部分 G-7区 3層 断面円形
長袖方向に孔 長10 1cm 径3 4cm 子し径1飾
29 籍伏製品 F-8区 3d層
121×2 6XO‐cr 昌書,内容不明
表(39)X37×01 紙付き'印刷
憂「 LTD MADEIN JAPAN東洋携寸株式会
27 箱状製品 G-7区 3層
■ 7×(42)X03cm 焼印「日泉楼J
糸巷 試掘区 3層
長3 11an 径3 3em
マッチ箱 3層上面清掃
45X32X01師 紙付き'印刷
櫛 1号堀 片側欠損
高4 4cm 現存幅8 3cn
卒塔妻 E-2区 3d層 59×25X03卸
刀書 表「水害者弔」裏「問」
37 円板状木製品中L 3号浦 38 円板状木製品中L3号溝 39 円椀快木製品中S3号溝
径8 3cm 厚0 3cm      鶴 6cm厚0 4cm      径7 6cm厚0 3cm
墨書「高歳蠅        墨書「歩兵第十L‐6ヵ」   両面墨書・内容不明
図版157 仙台城二の丸跡第12地点出土近代木・竹製品12)
Pl157 Modern wooden and bamboo implements from NM12(2)
33 マッチ箱 3層上面清掃
表「大徳用品」他は不明 |
30 漆塗板層位不明 140×29X06eF 31
表・倒面黒漆塗り裏面墨書「―」
曲物琶 F-6区 3a～3C層 径147餌 厚0 5cII
紙付き・印刷「仙璧/鯛味嗜/□□町□丁目 太日勘百□□ 日□日J
35 円榎伏木製品中L 3号溝
径8 6cm 厚0 3cm
墨書「菊地幸之助」
36 円板状木製品中L 層位不明
径8 6cm 厚0 3cm
墨書「岩槻」
40 新聞紙
???
??
? ? ? ? ?
? ?
?? ?
???
???
?
??
?
?
?
?
?
41 竹製把子 F-4区3a層 現存長122m
幅1飾 刻書「BB兵日大隊日□」
43 竹製ヘラ? G-6区 3層
現存長27 0cr 幅18m 刻書「藤原」
竹製縫い針 D-4区 3a層
■5X13X03ct4
竹製縫い針 F-6区 3a～3C層
130X13X031H・
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?
?
31               32
図版158 仙台城二の丸跡第12地点出土近代木・ 竹製品(3)
Pl158 h/1odern、vooden and bamboo inlplements from NA/112(3)
華
ギ4受
?
? ??
??
?
?
?
??
???
図版159 仙台城二の丸跡第12地点出土近代木 。竹製品14)
Pl.159 Modern woOden and bamboo implements from NV112(4)
ゲー トル F-5
布の上下幅8 9cm
ケー トル F-5区 3a層
長27 6cn 幅7 3cm 厚0 2cm
骨製 4穴A    8 骨製 4穴A
F-5区 3 att     F-5区  3a層
156X30mm       16 0X3 0m
15 骨製 5穴A     16 骨製 5穴BS
F-6区 3 dtt     F-6区3d層
134X19mm       13 4×38m
アートル E-5区
布の上下幅53m
布製ベルト F-6区 3d層
現存長10 5cm 幅19卸 厚0 2cII
3a層 ゲートル E-5区 3a層
布の上下幅8 2cm 針金で巻き止め
?
?
13 骨製 4穴十C    14 骨製 4穴十C
E-3区 3 a tt     F-4区3a層
157X37TI1       15 7×3 1mm
20 骨製 5穴BM   21 骨製 5穴BM   22 ガラス 白4穴S
F-6区 3 dtt     E-1区  3 dtt     F-3区 3d層
154X38Ш       167X40mm       10 0X3 011m
骨製 4穴+AS   10 骨製 4穴+AM
F-4区 3 att     F-5区3a層
134×2 5m        15 4X2 8Ш
6 雑巾 E-5区
11 骨製 4穴+AM  12 =製 4穴十AL
F-5区 3 att     F-6区3a層
158×34m1        192X34mm
17 骨製 5穴BS
F-6区 3d層
130X37Ш
18 骨製 5穴BM   19 骨製 5穴BM
F-3区 3 dtt     F-6区 3d層
157×36m       158X29EII
39 金属ボタンA
G-7区 3層
238×7 0mI
45 金属ボタンG
E-6区 3d層
■ 7X18nl
0●
■ 金属ボタンC
P-8区 3d層
164×42剛
42 金属ボタンD
E-4区 3a層
153X38剛
43 金属ボタンE
F-1区 3a層
109X30mm
44 金属ボタンF
l号溝
108X33mコ
51 ラムネ瓶用ロゴム
区不明 3層 外径1 9cm
内径1 2cm 厚04蝕
47 金属ボタン1   48 金属ボタン」   49 金属ボタンK
l号溝        G-2区3 dtt   E-3区  3a種
径16 3mm       径178m       123X171150 ゴム製スポイト
G―?区 3層
長3 5cm 幅1 5cm
図版160 仙台城二の丸跡第12地点出土近代繊維製品 。ボタン・ ゴム製品
Pl160 VIodern various implements from NM12
□団団□□団□団
23 ガラス 白4穴S   24 ガラス 自4穴S   25 ガラス 白4穴S   26 ガラス 白4穴S  27 ガラス 白4穴S   28 ガラス 白4穴S   29 ガラス 白4穴M  30 ガラス 白4穴MF-3区 3 dtt     F-3区  3 dtt     F-3区3 dtt   F-3区 3 d tt     F-3区3 dtt     F-3区3 d tt     F-3区3 dtt     F-3区 3d層105X30飩       107X28ttm       10 7×31m   106X28mm       lo 8×261D       1092 8ac        ■lX2 8mm       ■3X35mm
□ 図 団 回 □ 回 ■ ■
31 ガラス 白4穴M  32 ガラス 白4穴M  33 ガラス 自4穴L   34 ガラス 白2穴S   35 ガラス 白2穴S   36 ガラス 白2穴M  87 ガラス 橙4穴   38 ガラス 橙2穴F-3区 3 d tt     F-3区3 dtt     G-6区3 dtt     F-3区 3 d tt     F-5区3 a tt     F-3区3 dtt     F-6区3 dtt     G-6区 3d層
■3X321nI        ■4X33m       120X30m       105×28皿   lo 6×28m       ■ 0×26血       107×3 1om       ■3X30mm
● |●10●0●● 。|。 ゞ守
40 金属ボタンB
F-3区 3a層
201X17flm
46 金属ボタンH
G-6区 3d層
310X(88)m
10
軒桟瓦 1類 E-6区 3d層
丸部径8 9cm
軒桟瓦2Att G-5区 3b層上面 長29 9cm、
厚2 1cm、平部垂幅左端4 3cm・中央4 2cn・右端3 5cm
引掛桟瓦 2類 F-3区 3d層
長30 5cm、厚1 7cm、桟部長21 7cm
袖瓦 E-3区 3C層
厚2 0cnl、袖長15 5cm、袖垂幅76～9 7cm
幹桟瓦 1類 DoE-6区 1号堀埋土
丸部径9 0cm
8
11
棟瓦2類 F-3区 3d層 長27 0cm、厚2 0cm、
桟部での高9 0cm、桟部長4 5cnl、丸部幅14 9cm
叉斗瓦 2類 D-7区  1号溝埋土
幅13 0cm、厚2 2cm
:
軒桟瓦2B類 3層上面清掃
厚1 7cm、平部垂幅中央3 9cm・右端2 7cm
引紳桟瓦 2類 E-4区 3a層  厚2 0cm、
平部幅25 5cm、尻切込長11 8cm、引掛部垂幅37卿
袖瓦 D-3区 3a層
厚2 0cm、袖長15 5cm、
棟瓦 1類 G-3区 3b層上面
厚1 7cm、桟部長5 6cm
17 災斗瓦 3類 G-3区 3b層上面
幅8 0cm 厚さ1 9cm
図版161 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の瓦
Pl161 Modern foof tiles from NM12
12 棟先瓦 F-2区 3b層上面
瓦当直径15 0em、厚1 8cn
愛斗瓦 1類 G-3区 3層
長24 4cm、幅16 6cn、厚1 9cm
18 特殊な瓦 F-3区 3a層
厚1 8cm、格子状に櫛目
幹桟瓦2A類 3層上面清掃 幅30 1cm、厚2 1cm、
丸部径7 7cm、平部垂幅左端4 0cm・中央3 8cm・右端85卸
||―
―
  .― |||:|||||||―
幹桟瓦2A類(袖付) G-3区 3b層上面
厚2 1cm、平部垂幅中央4 3cm・右端4 0cm
桟瓦 F-2区 3b層上面 長28髄m、m29輸、
厚2 0cm、平部幅25 2cm、桟部長18 2cm
&綴 軸
踵 圏 躙 騨 翻 翻 閣 踵
陶  朋  鰺
閾隅嗣閾陶翻緻躍Ftt   E洒聾
陸翻翻翻圏嗣腑
曰
陳翻嗣膀翻辮翻認
聾 ∴
岡 酔 燿 翻 詔 劉 翻 翻
南↓ ―Ⅶ
顕翻翻艶幽閣翻
図版162 仙台城二の丸跡第12地点出土近代の刻印ある瓦
Pl.162 WIodern roof tiles、vith sea  impressiOn from N?112
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2 ハマグリ(L)3 シジミガイ科 (R)4 ホタテガイ 5 ミミガイ科 6 フジツボ科 7～10 ヒラメ (7～9尾椎■～13 ブリ属 (■擬鎖骨(R)12腹椎 13尾椎) 14～16 マグロ属 尾椎   [Scale l～6=1:1、7～16=2:3]
図版163 仙台城二の丸跡第12地点出土動物遺存体(1)貝類・魚類
Pl,163?笙oHusca and Pisces(fish)from N?笙12
1 マガキ (R)
10擬鎖骨 (R))
1～16マダイ (1前上顎骨(L) 2主上顎骨(L)3前頭骨 4上後頭骨 5後側頭骨(L)6歯骨(L)7角骨 (L) 8舌顎骨(L)9前偲蓋骨(L)10主綿蓋骨(L)11擬鎖骨(L)12上擬鎖骨(L)13肩甲骨(L)14骨盤骨(L)15第一椎骨 16尾椎) 17～34サバ属 (17前上顎骨(L)18主上顎骨(L)19前頭骨(L)20後側頭骨(L)21前鋤骨 22副蝶形骨 23基後頭骨 24舌顎骨(L)25前組蓋骨(L)26主饂蓋骨(L)27歯骨(L)28角骨(L)29方骨(L)30尾舌骨 31角舌骨(L)32上舌骨(L)33腹椎 34尾椎)
[Scale l～16=2:3、17～34=1:1]
図版164 仙台城二の丸跡第12地点出土動物遺存体12)魚類
Pl 164 Pisces(fish)frOm NM12
1～26.サヨリ (1前上顎骨(L)2主上顎骨(L)3前頭骨(L)4翼耳骨(L)5前鋤骨 6副蝶形骨 7基後頭骨 8上後頭骨 9歯骨(L)10角
骨(L)11方骨(L)12舌顎骨(L)13前縄蓋骨(L)14主饂蓋骨(L)15間饂蓋骨(L)16下鋸蓋骨(L)17角舌骨(L)18上舌骨(L)19
擬鎖骨(L)20肩甲骨(L)21・22咽頭骨 23第一椎骨 24腹権 25尾椎 26尾部棒状骨) 27～29.スズキ (27主縄蓋骨(L)28擬鎖骨(L)29
腹権) 30・31カレイ (30擬鎖骨(R)31尾椎) 32・33.タラ科 (32歯骨(L)33尾椎) 34.フサカサゴ科 尾椎 35.ホウボウ科 前頭骨
36.カツオ 腹椎 37'38.サケ科 (37角骨(R)38尾椎)39.コチ科 尾椎 40.コイ科 尾椎 41カムルチー 尾椎 42～45.マイフシ(42・
43腹椎 44・45尾椎) 46～51.カタクチイワシ (46～48腹椎 49～51尾椎) [Scale l～4=1:1、42～51=211]
図版165 仙台城二の丸跡第12地点出土動物遺存憮31魚類
Pl.165 PiscestfishJ ttom NM12
307
1～17ニフトリ (1烏口骨(R)2肩甲骨(L)3上腕骨(R)4尺骨(L)5。6尺骨(R)7中手骨(L)8。9大腿骨 (R) 10歴骨(L、遠位端)
■歴骨(R)12腫骨(R、近位端)13♂中足骨(L)14♂中足骨(R)15♀中足骨(R)16♂中足骨(R)17寛骨(R)) 18。9.ハト(18上腕
骨(L、近位端)19大腿骨(R))20イタチ 上腕骨(L、遠位端)21ウサギ 寛骨 (R)22ネズミ科寛骨(R)23.ウマ 肋骨(R、骨幹部)
[Scale l～19=2:3、20～22=1:1、23=1:2]
図版166 仙台城二の丸跡第12地点出土動物遺存体④鳥類・哺乳類
Pl.166 Aves and WIammalia from Nh/112
??
1.H-7区2層上面ピット検出状況 (東から) 2 H-7区ピット完掘状況 (西から)
H-8区ピット1掘り下げ状況 (北から)        5 H-8区ピット11
図版167 仙台城三の丸跡第14地点調査状況(1)
Pl 167 Features and cross section of NW114
3.II-7区西壁セクション (東から)
、  |■|, |l ii l  ‐,  |―すII .
5 H-8区 完掘状況 (西から)
」',.議,
1.H-8区南壁セクション
3.IV-2区ピット1完掘状況 (南から)
2 Ⅳ-2区ピット1検出状況 (南から)
Ⅳ-2区東壁セクション (西から)
6_Ⅵ-4区石組遺構検出状況 (東から)
5.Ⅵ-3・4区間遺物包含層 (北から) 7 Ⅵ-1区石垣状遺構検出状況 (北から)
図版168 仙台城二の丸跡第14地点調査】犬況(21
Pl.168 Features and cross sections of NA/114
,11
|1額Ⅲ
??
‐・・
幹 犠
|＼
T6
Cl～9 S=1:3、Tl～6 S=1:4
T7 S=1:2、Ml・2は縮尺任意
T2
W11
図版169 仙台城二の丸跡第14地点出土遺物
Pl.169 Various implements from N?114
??
2.B-2・3区遺物出土状況 (北東から)
A・B-5～13区遺物出土状況 (南西から)
5.B-2区1号。2号土坑 (北西から)
図版170 青葉山遺跡E地点調査状況(1)
Pl.170 Views and features of AOE2
4 A・B-7～13区遺物出土状況 (北東から)
6.西区・中央区最終状況 (南から) 7.西区。中央区最終状況 (北東から)
??
B-1区深掘セクション (南西から)
1轟
12
∈
13
図版171 青葉山遺跡E地点調査状況121e出土遺物
Pl.171ヽ/ie、v and cross sections of AOE2 and various implements
10S=2:3
11     その他はS‐1:3
from AOE2
B-7区深掘セクション (南西から)
東区全景 (南西から)B-5区検出地滑リセクション (南東から)
l¨a韻1註段!驚b
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04100 0103338°
15′
22″
140°
51′
10″
1993. 6.30^Ψ10.27 学校施設建設
1994. 1.24^ψ 3.17 環境整備 (外灯設置等)
青葉山遺跡
E地点
勇燃[
幽｀ユ茸あらまき
亮棗辱荒巻字青葉
04100 014438°
15′
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140°
50′
24″
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仙台城跡
二の丸跡
第12地点
城館
????
堀跡・堰状遺構
溝跡
土坑・ ピット
近世 :陶磁器 。木製品等
近代 :陶磁器類・ガラス
製品・石製品 。骨製品・
金属製品・皮革製品・木
製品等
19世紀代の二の丸北側の
堀と、それを横断する堰
状遺構検出。
仙台城跡
二の丸跡
第14地点
城館 近世 ピット 陶磁器類・瓦 。金属製品
青葉山遺跡
E地点
第 2次調査
散布地 縄文時代早 。中期
弥生時代後期
平安時代
土坑
ピット
縄文上器・石器
弥生土器
土師器
??
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